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まえがき

『滋賀県立大学国際教育センター研究紀要』第 10号をお届けします。

本号でも外国語、情報、健康・体力科学の三教育系列の教員が、日ごろの研究成果の一端や研究活動に

ついて報告しています。また rr舌動の紹介」の部分で、当センター主催のセミナ一、研究費交付一覧、特

別研究費報告、教員の学界活動、授業評価アンケート等のデータを記載して、当センターの過去一年間の

活動について報告しています。

本年は紀要刊行十周年という節目にあたり、特にお願いをして、これまでに在職された先生方からも原

稿をいただくことができました。大学も設立十周年を迎え、先般、 『開学十周年記念誌』が刊行されたとこ

ろです。本紀要の体裁や形式も含め、現在の当センターの活動のすべての仕組みは、初代センター長を勤

められた栗山先生のリーダーシップのもと、大谷先生、深見先生という歴代のセンタ一長を中心lこして、

定年退職された奥村先生、栄転された高橋先生を含めたセンターの全教員の合意・協力によって作り上げ

られたものです。個々の教員の努力によって、この十年の聞に研究・教育の面はもちろんのこと、地域貢

献、社会貢献においても当センターとして、 一定の成果を上げることができましたが、過日に行われた外

部評価では、県立大学という観点から地域貢献に関連する国際教育センター独自の取り組みが(オリヴァ

ー・トゥィストのように)rもっと欲しい」と指摘されました。 15名の教員の協力によって当センターの

特徴を活かした新たな企画ができればと思っております。

来年 4月に発足する独立法人のもとでは、私どもの組織は従来どおりの「国際教育センターJとして出

発することになりますが、将来的には新たな任務を担った新しい組織に変わるのか、それとも別の可能性

があるのか不明な部分があります。いずれにせよ、独立法人体制に対する私どもの取り組みは始まったば

かりですが、この十年間に培ってきたチームワークの良さを発揮してノーサイドに臨みたいと考えており

ます。当センターの活動について、また、本紀要に対して、ご意見、ご質問等がございましたら、何なり

とお寄せくださるようお待ちしております。

平成 17年12月25日

滋賀県立大学

国際教育センター長

上村盛人
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特別寄稿



ワーズワースの覚悟

Wordsworth's Message to Us 

栗山稔

Minoru KURIYAMA 

我が国ではウィリアム・ワーズワースと言えばイギリスの湖水地方を愛して、湖畔詩人と呼ばれたこと、

「汎神論的な自然観照をうたったJ(~広辞苑~)ことなどが少しは知られている。 しかし彼の 「汎神論的な

自然観照j がフランス革命をめぐる政治的な思索の急激な展開の過程で確立されたことはあまり知られて

はいない。

1792年の末、ワーズワースが約 1年のフランス滞在を終えて帰国した時期、フランス革命は9月虐殺を

経てすでに流血の棋相を深めており、翌'93年1月にはルイ 16世がギロチンにかけられたが、彼は革命の

暴力を肯定する戦闘的な共和主義者であり続けた。フランスで起こっている事態は単に政治的な革命にと

どまるものではなく、聖書的な人類の救済、再生であると考える昂揚した熱狂の中で、専制を打倒し、政

治的正義を実現するためには革命の暴力や流血もやむを得ない手段であると考えていたのである。この年

の 2月、イギリスはフランスの宣戦を受けて対仏戦争に突入するが、彼は全人類的な大義の実現のために

は祖国の勝利を願うことも狭い愛国心の犯す過ちであると考えるほと、であった。しかし翌 1794年8月、ロ

ベスピエールの刑死を知る頃には、ワーズワースは恐怖政治の終着を喜び、共和主義者であることはやめ

ないが、共和主義政府を樹立する過程においても革命の暴力や流血には反対しなければならないと考える

ようになっていた。人道的正義に反する暴力や流血の罪を肯定する熱狂は、結局、専制君主の圧政を恐怖

政治の圧制に換え、軍事的な独裁への道を開くことになり、政治的正義の実現を遠ざけるだけであると悟

るのである。彼は人道的正義に基づいて政治的正義を確立する道を探らなければならなくなっていた。し

かし彼はこの道が結果の見えにくい、困難な道であることに激しい苛立ち、焦燥を感じることになる。ワ

ーズワースの「汎神論的な自然観照Jは自然の教育によってこの焦燥を鎮めてもらったという体験がその

核心にあるのである。

ワーズワースの 「汎神論的な自然観照」は1798年の「テインターン修道院Jで始めて公にされたが、こ

の時にはすでに強い信条となっていた。彼は自然を「私の最も清らかな思索の拠り所、/私の心の乳母、

導き手、守護者、/私の全精神的存在の魂J(110-112) と呼び、また自然は私の 「内なる精神を教育し、

/静けさと美の印象を刻みつけ、/高尚な思索の糧を与えてくれたJ(126-129)と言って、感謝する。自

然が彼の心に 「静けさと美の印象を刻みつけ」る瞬間は、自然が善への意志に基づ、く神の創造的な活動に

あずかる喜びを彼に体験させ、神の存在を実感させる瞬間でもあった。したがって「清らかな、高尚な思

1 



2 栗山稔

索」の根底には、神の善への意志が全人類の究極的な意志となって人類の救済、再生が実現されるという

確信があった。いやこれは確信と言うより、肉体の自で見るようにまざまざと見せられたという意味で、

まさに人類の未来の展望に関わる「肉視」と言うべきもので、あった。

ワーズワースの「汎神論的な自然観照Jがこのようにフランス革命についての思索の過程で意識された

ことに注意すると、この「汎神論的な自然観照Jの一つの重要な意味が明らかになる。ワーズワースは自

然によって神の存在を実感させられ、神の摂理の実現一一これは宗教的には人類の救済、再生であり、政

治的には理想の共和国の実現であると言ってよいがー一神の摂理による人類の未来のヴィジョンを「肉視j

させられた。そしてこの実感と「肉視Jに到達させられることによって、革命の暴力は言うまでもなく、

希望のとおりに速やかに進展しない事態に焦燥することも、神の御心に委ねるべきことを人間の力で先取

りしようとする、神に対する倣慢な叛逆行為であると悟らされたのである。ワーズワースは神の御心に従

って人道的正義を優先しながら政治的正義を実現するという遠い困難な道を希望を失わずに進むことこそ

神の御業に参加する道であるという覚悟に、詩人の使命はこの覚悟を語り伝えることであるという覚悟に、

到達したのである。やがてワーズワースは『序曲~ (1805)を書いて、幼少年時代の自然との関係を自伝的

に回想することになるが、フランス革命に熱狂していた時期、自然の教えに背いたという意識がこの回想

に持ち込まれることになったと考えられる。

『序曲』では自然の教育は先ずは幼児が無意識のうちに自然と融合させられることから始まっている。

自然はこの融合をとおして赤子の精神に人間の「気憧Jや「苛立ち」とは異なる自然の「静穏」や「柔和」

を教えたと言う 0，271-285参照)。人間の在り方を「気僅」や「苛立ちJで要約し、対眼的な自然の存在

の仕方を「静穏」や「柔和」で表現していることに革命に関わる彼の思索のエコーが感じられる。『序曲』

では少年時代の自然との関係は幼児の時代の融合とは違って叛逆として表現されている。少年は英雄気取

りで自然と対立し、自然に叛逆する者の自覚あるいは罪の意識を持っている。自然に叛逆する英雄は、例

えば「オオガラスの巣荒し」の挿話では、略奪、暴行、殺裁の蛮行を行う兵士という意味を含む'plunderer'

のような不必要なほど強い言葉で表現され、「巣荒しJの結果は吊された血なまぐさい雛鳥の多数の死骸を

暗示している。(¥)ここにも革命の暴力と流血の印象がある。一方、自然は叛逆する少年をどこまでも追っ

て捉え、自然へ「融合j させようとする。少年も成長するにつれて自然に対する叛逆をやめ、自然の働き

かけを求め、自然の働きかけと協同して、幼児の時代の融合を回復しようと努める。このようにワーズワ

ースは融合、叛逆、そして融合への回帰という過程をとおして、彼は幼少年時代以来自然によって教育さ

れてきたと言う。そして自然はケンブリッジ大学入学のワーズワース 17歳の頃にはこの教育を完了してお

り、自然をとおして神の御業を実感し、摂理を「肉視Jする「自然観照」に到達させていたと言う。した

がってワーズワースは融合→叛逆→融合への回帰→実感→肉視というかたちで自然の教育を語り終えた時、

幼少年時代ばかりでなく、フランス革命の理想実現のために英雄的(暴力的)な行動を肯定した時期、次

に理想実現が希望のとおり速やかでないことに苛立ち、焦燥した時期を、自然に叛逆した少年期と重ねて

表現し、肉体の目にまざまざと見るように理想実現を「肉視」させられることによって、希望を持って進

む覚悟に到達させられたことを、自然への回帰と重ねて表現し終えているのである。ワーズワースがフラ
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ワーズワースの覚悟 3 

ンス革命に託した「希望が転覆してしまった、希望の廃嘘のような憂欝な時代においてもJ01， 449)、彼

が絶望しないのは自然のお陰であると言って、唐突にフランス革命に言及しながら幼少年時代の自然との

関係を語り終えるのはこのためであると考えられる。

注 (1) ワーズワースはAGuide through the District of the Lakesで子羊の天敵であるオオガラスを駆

除するために、賞金を出して届けさせた雛鳥の死骸が、多数、曝されているのを少年時代に見たと書いて

いる。この記事を念頭におくと『序曲』のエピソードには雛鳥の血の臭いが感じられる。

-3-



学級規模と教育効果

ーその関係を問い直す-

Class Size and its Effect on Student Achievement 

1. 日本の学級規模

大谷泰照

Yasuteru OTANI 

日本の教育が、日本の驚異的な経済発展の原動力であるとして、広く世界の注目を集めた時期があった。

そんな名残のまだ消えやらない平成 4年春のこと、わが国の教育事情の調査に来日したフランス人の知人

は、「やっと少人数学級が実現してJと率直によろこぶ伺人もの小 ・中学校の先生方に会った。しかし、新

学級編成基準の 1学級40人が、なぜ「少人数Jなのか、そのフランス人教授には合点がいかなかった。当

時、フランスの義務教育の学級規模はすでに24人以下で、外国語のクラスに限っては、さらにそれを細分

するのが普通であった。

その同じ年の夏、ケンブリッジで会ったイギリス人の教育学者は、日本の義務教育の学級編成基準が40

人であると説明しでも、ケンブリッジの同僚たちには信じてもらえないのだという。 GDPはイギリスの3

倍以上という経済大国日本が、そんな大クラスを組むはずがない。日本人は英語が不得手だから、‘fourteen'

のつもりが‘forty'といったのだろうといわれるらしい。当時、イギリスも義務教育の学級規模は 25人以

下であったが、‘Twentyis plenty.'と、さらに 10人台の学級を目指していた。

国際教育到達度評価学会 CaA)の調査によれば、すでに 1980C昭和55) 年当時、欧米の中学校(義

務教育課程)では30人を超える学級をもっ国は、ただの1国も見当たらない。く表 1>にみる通り、最大

がカナダの 27人(もっとも、イギリス国内のスコットランドは28人)、少ないところではスウェーデ、ン、

ベルギーの各20人、ルクセンブルクの19人である。それぞれ、当時のGDPで、日本の 114，1113， 1117， 11448 

という国々である。
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2 大谷泰照

く表1> 学級生徒数 (1980-82年)1) 
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(判 J)人 I 14 I 23 I 10 I 20 I - I 27 I 26 I 18 I 40 I - 16 22 I - I 22 I 43 I 22 

とくに欧米においては、過去90年以上にもわたって、学級規模と教育効果の関係については、おびただ

しい研究が行われてきた。このような研究成果をもっ欧米では、教育を軽視しない固ならば、当然、 40人

などという多人数学級は一般には考えられない。学級規模は、今や欧米では、その国・地域や学校の教育

的熱意を測るもっとも確かなバロメーターとさえみなされている。

一方、戦後のわが国で、公立小・中学校の学級編成基準を定めたのは、昭和33年制定の「公立義務教育

諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律Jであった。それ以後今日まで、く表2>のように、

7次にわたって学級編成基準改善計画が進められてきた。

く表2> 学級編成基準改善計画の変遷

第 1次 第2次 第3次 第4次 第5次 第6次 第7次

昭和昭和 昭和昭和 昭和昭和 昭和昭和 昭和平成 平成平成 平成平成

34年-38年 39年-43年 44年-48年 49年-53年 55年-3年 5年-12年 13年-17年|

50人 45人 45人 45人 40人 40人 40人

この表からも明らかなように、昭和 55 年以来今日まで、ほぼ4 分の l 世紀もの問 ~)、わが国の公立小・

中学校の学級編成基準は40人のままで、これを縮小しようとする動きは、今のところみられない。

それというのも、わが国では、まことに不思議なことに、学級規模と教育効果の関係についての組織的

な研究は、国や地方自治体レベルでも、また大学においてさえ、これまでほとんど全くなされてこなかっ

た。従って、戦後の 60入学級の頃の記憶をもっ人々には、 40入学級ですら、なんとも「ぜいたくな」学

級規模と映るらしい。学級規模の縮小などといえば、とかく教師の「無能」や「わがまま」のせいにされ

がちである。

平成13(2001)年2月27日に聞かれた文部科学省の文部科学委員会は、「文部科学行政の基本施策に関

する件」を議題にした。その席上、田野瀬良太郎議員(理事)は、次のように少人数学級の導入に反対の意見

を述べている。

少人数学級ということになると、競争力がなくなる、子ども同士の切瑳琢磨がなくなる、教室に活気
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学級規模と教育効果ーその関係を問い直す一 3 

がなくなり、たくましい精神力を養い、生きる力をはぐくむという教育から相矛盾することになる・.. 

先生の資質があれば、 三十人であれ四十人であれ五十人であれ、私学の世界ではクラスの生徒数が多い

ほど成績が上がる・・・クラスの生徒数を減らせば減らすほど成績が落ちてくる、そういう実態もある。

これに対して答弁に立った町村信孝文部科学大臣は、自らもこれに同意して、次のように述べている。

まさに委員御指摘のように、集団の中での人間形成、人間関係をつくっていく、切嵯琢磨という面か

ら、やはり一定程度の規模は必要であると考えています。 3)

さらに、平成 13年3月9日開催の文部科学委員会では、「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定

数の標準に関する法律等の一部を改正する法律案」が審議された。学級規模に関するいわば国の方針を事

実上決定するこの重要な委員会で、河村建夫副大臣は、次のような注目すべき答弁を行った。

1クラスは何人であったら一番理想的な教育ができるかという、まだ確たるものは何もないのです。

続いて岩永峯一議員が、少人数学級の要望は教員側のわがままであるとして、次のように発言した。

教育効果というのは、教員の労力を少なくするということのみの考えから出されたら大変迷惑だ。

これらを受けて、町村文部科学大臣の答弁は次の通りであった。

私は・・・昭和26年小学校に入学でありますが、そのころは大体50人からお入学級でした。では、

そのころのお入学級あるいは50入学級で教育成果が著しく上がらなかったかといえば・・・必ずしも

そうではない。

今30人がよいということを実証するだけのデータもごさやいません。

集団の中で人間関係の形成とか切瑳琢磨ということを考えたときに、・・・ 30入学級は必ずしも有効

な手段ではないのではなかろうか、こう考えているわけでございます。

今回の改正におきまして、現行の40人という学級編制の標準については、私どもは、これを維持する

ということでご、さやいます。40人の中でも十分子どもたちのニーズにこたえられる教育が可能である、こ
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4 大谷泰照

う判断したからこそ今回の法案を出させていただいているわけでございます。 4)

このようにして、平成 13年度から始まった第 7次学級編成基準改善計画においても、 40入学級の縮小

はついに実現することはなかった。

ところが、 40入学級維持の国の方針に対して、父母や地方自治体の教育関係者の問では、とくに近年、

少人数学級を要望する声が、年とともに強まっている。とりわけ最近の「学力低下Jや「学級崩壊」の問

題に直面して、生徒一人一人に目の行き届いたきめ細かな指導が、これまで以上に強く求められるように

なった。そのためには、 1学級当たりの生徒数の縮小が何よりも不可欠の条件であると考えられることにな

る。

文部科学省は、やむなく第7次学級編成基準改善計画では、 40入学級という国の学級編成基準を維持し

ながらも、 一方で都道府県が人件費を全額負担することを条件として、 40入学級に特例としての例外措置

をも認めざるを得なくなった。しかし、文部科学省は、機会あるごとに、 40入学級の例外措置は「お薦め

はしない」とクギを刺してきた。 5)少人数学級を組もうとする県の担当者は、文部科学省に呼ばれて、「い

ばらの道を歩むことになりますよ」と 「指導」を受けた。 6)そのためか、地方自治体も 「機会均等が壊れ

る。だめだJ(埼玉県)、7)1府の基準は40入学級。従ってもらわないと困るJ(大阪府)、自)1あく までも 1

学級40人が適正規模だJ(奈良県)日)など、少人数学級には消極的な姿勢を示すところが目立つた。

しかし、 40入学級という国の学級編成基準にもかかわらず、平成 13年度以後、この「国のオキテ」に

反する少人数学級の導入は、せきを切ったように瞬く聞に全国に広がった。平成16年3月13日の文部科

学省の発表によれば、平成 16年度現在、少人数学級を導入した都道府県は43道府県に及んでいる。少人

数学級を実施していないのは、わずかに東京、岐阜、香川、佐賀の 4都県である。もっとも、少人数学級

とはいえ、その多くは30人から 35人規模で、それも主として小学校低学年に導入されているにすぎない。

1980年当時の欧米諸国のレベル(く表 1>)にさえ、なお遠く及ばない。

なお、文部科学委員会における学級規模縮小に対する反対論には、少人数学級が多人数学級よりも教科

について教育効果があるという検証が不十分であるという議論、及び少人数学級では子ども同士を競わせ、

互いに切瑳琢磨することが困難であるとする考え方以外に、いまひとつ教育予算の問題があった。現在の

小・中学校の40入学級を 30入学級にするためには、約 11万人の教員の増員を必要とし、そのために年約

7800億円の予算増を要するというもので、あった。

しかし実は、 2004年のOECDの発表によれば、 2001年度のわが国の国内総生産 (GDP)に対する学校

教育費の割合 (3.5%)は、 OECD30か国の中でも、 トルコとともに、並外れて最低であることを忘れて

はならない。これは、たとえばデンマーク (6.8%)のほぼ半分にすぎず、 OECD各国の平均が5.0%であ

ることをみれば、わが国の教育予算は、それさえも大きく下回っていることを明瞭に示している。 10)

21世紀を目前にした 1999年のケルン・サミットは、 121世紀のパスポートは教育Jであることを高ら
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学級規模と教育効果ーその関係を問い直す一 5 

かに彊いあげ、教育の強化で各国首脳は完全な合意をみた。イギリスのブレア首相は、すでに 1996年の労

働党大会で、首相就任にあたっての3つの最優先課題 Cthreetop priorities)として、ためらうことなく、

Education， education and education. 

と述べて、教育立国への強い意欲を全世界に示した。その彼は、首相就任後、国の教育予算を軍事費の 2

倍の額にまで増額した。アメリカのブ、ツシュ大統領もまた2001年、議会における就任所信表明演説で次の

ように述べて、教育が新大統領の最重要課題であることを宣明した。

The highest percentage increase in our budget should go to our children 's education. Education is 

my top pnonty. 

同じ2∞1年、わが国でも国民の圧倒的な支持を得て、小泉内閣が発足した。その小泉首相の国会での最
初の所信表明演説は5月7日に行われた。しかし、まことに信じ難いことに、その所信表明演説の中に、

教育に関する所信の表明は、ただの1行も見ることはできなかった。さらに、同年9月27日に、国会にお

ける小泉首相の第 2回目の所信表明演説が行われたが，この演説においても、教育問題については、つい

に一言も触れられることはなかった。そしてその後、国の歳出に占める教育費の割合は、 2002年 8.2%、

2∞3年7.9%、2004年7.5%と、イギリスやアメリカとはまったく対照的に、年を追って確実に削減され
続けている。

昭和22年、敗戦直後の焦土の中で出来上がった『学習指導要領』では、とくに外国語クラスについては、

文部省は自ら f1学級の生徒数が30名以上になることは望ましくないJC第5章)と強調していた。しか

しその後、半世紀以上がたち、世界の経済大国といわれるまでになった今日のわが国で、敗戦直後の貧し

かった時代のこんなささやかな教育目標さえも、今だに達成されていない。しかも、かつては文部省自身

が教育現場に督励した1学級30人未満という学級規模を、今や何の根拠もなく、文部科学大臣自らが、平

然と「必ずしも有効な手段ではない」と答弁するまで、になった。

E . 少人数学級の教育効果

1.教育効果を認める立場

文部科学委員会の討議の席で、国の教育行政の最高責任者である文部科学大臣をはじめ、副大臣、初等

中等教育局長らが異口同音に 「学級規模と教育効果の関連については必ずしも明確にはなっていなしリ 「少

人数がょいということを実証するだけのデータもございませんJと繰り返す。たしかに、不幸にしてわが
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もしも文部科学省に、諸外国でしかし、国には今日まで、そのためのみるべき研究成果はほとんどない。

このよう行われている数多くの研究の成果に学ぼうとする謙虚で国際的な姿勢さえあれば、少なくとも、

とうていならなかったはずである。な奇態な答弁を繰り返すことには、

たとえばアメリカ政府は、すでに 1960年代に、 57万人の生徒、 6万人の教員、 4000人の校長を披験者

とする当時史上最大といわれた教育調査を行っている。その結果は「コールマン報告Jとして 1966年に発

表された。それによれば、子どもたちの教育効果を決定するもっとも重要な要因は、カ リキュラムや、教

とくに学校環境については、材や、教師の力量などよりも、むしろ家庭や学校環境であることがわかる。

学校規模が重要で、学校規模が小さくなればなるほど教育が行き届き、子どもたちの学習意欲が高まる実

この調査は詳細に報告している。 III態を、

学校規模の効果は、学級規模の効果にも通じる問題である。学級規模と教育効果の研究でもっともよく

知られているのが、 1979年に発表されたコロラド大学の GeneV Glassおよび MaryLee Smithの研究で

ある。彼らは過去70年以上にわたる約90万人の児童 ・生徒に関する調査 ・研究データを集めて統計的に

分析した。 12) その結果、①学級規模は小さくなればなるほど教育効果が上がること、②とくに、学級規模

が20人を下回ると教育効果がいっそう顕著であること、を明らかにして、学級規模と教育効果の相関関係

の大きさを指摘している。

それは、く図1>のようなグラス ・スミス曲線として知られる。それによれば、 40入学級で一般教科の

の成績をあげた平均的学習者を、 20入学級に移してみると、 1∞ 時学力テストに学級の50%段階(中位)

聞の指導が終わった段階では、元の40入学級の60%の学習者より高い成績をあげるという。 20人未満の

100時間の指導を受けさせれもし同じ学習者を 5入学級に移して、学級では効果はいっそう顕著であり、

これは、少人数ば、元の 40入学級の 80%の学習者たちを上回る高い成績をあげることが判明している。

の学級になると、生徒指導がいかに行き届くかを明瞭に示すものである。

学級規模と学業成績の相関度 13)
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学級規模と教育効果ーその関係を問い直す 7 

States history) 1心と呼ばれるのが、学級規模と教育効果の相関についての調査研究でとくに知られるテネ

シー州のスター計画 (ProjectSTAR Student-Teacher Achievement Ratio)とチャレンジ計画 (Project

Challenge)である。スター計画は、 1985年から4年間にわたり、テネシー州の幼稚園児および小学校1，2，

3年生 7000人以上を対象とした追跡調査研究である。園児・児童を 13-17入学級と 22-26入学級にラン

ダムに振り分けて、両ク守ルーフ。について詳細な比較を行った。その結果、①少人数学級の園児・児童は、

標準化された試験とカリキュラムにもとづいた試験の両方において、多人数学級の園児・児童を大幅に上

回る成績をあげた。これは、白人、マイノリティを問わず同じ結果であった。②この教育効果は、園児・

児童が普通規模の学級に戻った5年生以後も持続した。

チャレンジ計画は、スター計画の結果を受けて、 1990年から行われたもっとも貧しい 16の地区におけ

る少人数学級の実験である。幼稚園から小学校 3年生まで段階的に少人数学級を実施した結果、①2年生

段階で、以前は英語と数学の両方について、テネシ一州で最下位に近い成績であったものが、ほぼ中位の

成績まで上昇し、②少人数学級では、留年する児童が減少した。 15)

アメリカ・ウィスコンシン州のセイジ計画 (SAGE(Student Achievement Guarant巴ein Education) 

Program)もまた、この分野でよく知られた調査・研究である。 1996年から 5年をかけてウィスコンシン

州が行った少人数学級計画で、 幼稚園から小学校3年生までの低所得家庭の園児・児童を 15人の学級に入

れて、 1年間の指導の後、その学習成績を普通学級の成績と比較したものである。その成果は、①すべての

学年のすべての教科で、セイジ計画の園児 ・児童は、普通学級の園児・児童よりも一貫して高い成績をあ

げた。②セイジ計画の学級では、普通学級でみられるような白人と黒人の成績格差の広がりは認められな

かった。16)

アメリカ各州の少人数学級に関する実験計画は、単にテネシー州やウィスコンシン州にとどまらない。

規模の大小に関わらず同様の実験 ・研究を行ったその他の州は、アリゾナ、カリフォルニア、コネティカ

ット、フ口リダ、インディアナ、ジョージア、ハワイ、イリノイ、アイオワ、カンザス、ケンタッキ一、

ルイジアナ、マサチューセッツ、ミシガン、ミネソ夕、ネプラスカ、ネパダ、ニューハンプシャ一、ニュ

ーヨーク、ノースカロライナ、オクラホマ、ユタの22州にものぼっている。 17)

1983年、アメリカの子どもたちの学力低下や教育条件の不備を厳しく指摘した報告書『危機に立つ国家』

(A Nation at Risk)が発表されて以来、アメリカの教育問題は、もはや各州任せにしておけない、連邦政

府の一大重要課題となった。

1998年1月、クリントン大統領はその年の年頭一般教書演説で、情報の時代とは教育の時代であり、そ

の意味で教育は、今日のアメリカにとってはもっとも優先度の高い問題であるという自らの考え方を、あ

らためて強調した。そして、アメリカの教育危機を乗り越えるための教育改革のカギは、優秀な教員が少

人数学級できめ細かな指導を行うこと以外にないと訴えた。大統領は、アメリカの当時の初等教育の平均

学級規模22人では教育効果をあげることは困難であると考え、全米の小学校低学年の学級規模を 18人に

市
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8 大谷泰照

削減して、児童一人一人の指導を徹底させるという思い切った方針を打ち出した。クリントン大統領は、

そのための措置として、今後 7年間に 120億ドルを支出して、新たに 10万人の教員を採用することを明

らかにした。

クリントン大統領に、このような大胆な教育政策を決断させたのは、とりもなおさず先に述べたような

学級規模と教育効果に関する数々の実験 ・研究の結果であった。 1998年 6月、アメリカ教育省は、 1970

年代以降に行われた少人数学級に関するそれらの実験結果をまとめた報告書『少人数学級と教員の資質の

向上11(Class Size Reduction and Teacher Quality lnitiative)を発表した。報告書は「少人数学級が差をつ

ける」として、教員や父母が従来経験的に得ていた常識が、研究によって実証されたことを確認している。

すなわち、少人数学級、とりわけ 20人以下の学級は、多人数学級にくらべて学習態度、学業成績ともに、

明らかにすぐれた結果をもたらすことを示している。しかも、その結果は、通常の規模の学級に戻った後

も一定期間持続するというものである。 18)

アメリカ教育省は、 1998年から小学校低学年で、始まった 18人の少人数学級の成果もまた、その 1年後

に発表した。『少人数学級計画一1年目の結果11(刀zeClass-Size Reduction Programっ4First -Year R々port)

である。それによると、全米の2万3000校で9万クラス、 170万人の児童が目の行き届いた(personalized)

教育を受けた結果、規律を乱す問題が著しく減少し、教員の士気が高まり、児童の授業参加率と学業成績

の向上が顕著であったという。報告書は「今こそ行動の時であり、言い訳は通用しない」と述べ、クリン

トン大統領自らも「学級の縮小は、われわれが子どもたちの未来のためにできるもっとも重要な投資の 1

つであるJとその決意を語っている。

2.教育効果を認めない立場

アメリカで行われた数々の少人数学級のこころみは、スター計画やセイジ計画のように、少人数学級と

教育効果の相聞を鮮明に示したものばかりで=はなかった。クリントン大統領の学級規模縮小演説に先立つ

こと2年、 1996年にカリフォルニア州はいち早く独自に州内すべての幼稚園児と小学校3年生までの学級

の少人数化 (CSRP:Class Size Reduction Program)に乗り出した。すべての園児 ・児童を、従来の平均

29人の学級から20人以下の少人数学級に編成し直し、そのために毎年15億ドル以上の予算をつぎ込んだ。

しかし、このCSRPがスター計画やセイジ計画と根本的に異なるのは、 CSRPは単なる教育的実験・研究

ではなく、実際の教育制度の改革であったことである。少人数化にともなう学級増のために、新規に 1万

8∞0人の教員を採用したが、その4分の1は教員免許ももたない「教員」で、あった。学級増に対する教室
など教育施設もまた十分で、はなかった。あらかじめ準備すべき教育評価の態勢も整わないままで、しかも

改革は全州にわたって極く短時間のうちに実行に移された。そのためにカリフォルニアのCSRPは、多く

の問題をかかえた改革となり、その上、学級の縮小と教育効果の関係についても明確な評価を行うことが

q
ru 
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困難な改革となった。 19)

カリフォルニア州のこの学級規模改革について、カ リフォルニア州学級規模縮小研究協議会 (CSR

Research Consortium)は、 4年間の実績を調査した結果、学級規模と学業成績の問に顕著な相関は認めら

れないという結論を下さざるを得なかった。 2ω これに対して、 ChristopherJepsenらの研究者たちは、こ

の改革のために多数の未熟な教員を採用したことによる教員の質的低下のために、本来、学級の縮小によ

って生ずるはずの教育効果が相殺されたものとみなさざるを得ないとする考え方を示した。 21)

これより先、とくにアメリカで、学級規模と教育効果の関係に関する意見の対立が厳しくなったのは、

国の教育危機が深まりをみせた 1980年代に入ってからであった。その対立による論争の多くが、実験・調

査関係資料の適正性に関するもので、あった。学級の縮小にともなって生ずる様々な教育条件の変化につい

ての解釈もまた、重要な争点となった。あるいは、実験や改革を意識しすぎた児童や父母や教員たちが、

その計画を成功させようとして、日常とは違った振舞い方をしがちな 「ホーソン効果J('Hawthome' e旺ect)

や、同じく改革を意識しすぎて、通常の学級と、縮小された学級のそれぞ、れの側の教員たちが、相互に競

い合って特殊な行動をとりがちな 「へンリー効果J(‘Henry' e旺ect)などについても、研究者によって見解

を異にしがちで=あった。たしかに、数多くの実験・研究が、とりわけ低学年や遅進児の場合、学級規模と

教育効果の聞に一定の相関を認めてはいるが、イ子細に点検してみると、実験・研究の方法や結論の導き方

について様々な問題が認められた。

それらの論争の中でも、もっともよく知られたもののひとつが、スタンフォード大学の EricHanushek 

とプリンストン大学のAlanKruegerの2人の経済学者間の論争である。

Hanushekは、極くわずかの例外を除けば、学級規模と教育効果の聞には何の直接的な相関も認められな

いとする立場のいわば代表者である。一方のKruegerはスター計画の研究で知られ、その研究を通して学

級規模と教育効果の聞に高い相聞を認め、とくにアメリカの学級の少人数化に大きな影響をあたえた人物

である。

Hanushekは、過去の 59にのぼる学級規模と教育効果に関する研究の結果を取り上げて、それらについ

てHanushek自身の評価を下している。Kruegerは、 Hanushekが取り上げたその同じ 59の研究結果につ

いて、あらためてKrueger自身の目で評価をし直した。以下の表はその結果である。22)

く表3> 少人数学級と教育効果の相関

Result Hanushek Krueger 

Positive & Significant 14.8% 33.5% 

Insignificant 71.9% 58.4% 

Negative & Significant 13.4% 8.0% 
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Hanushekは、 59の研究のうちの 14.8%に相関が認められ、統計的にも有意であると考えている。それ

らの研究では、少人数学級は多人数の学級にくらべて、たしかに高い成績をあげたことを示している。し

かし、その他の研究は、統計上有意差が認められない(成績に差がみられない)もの (71.9%)か、ある

いは相関が認められず、統計的には有意である(少人数学級で成績も低い)もの (13.4%)と判断してい

る。

これに対してKruegerは、 Hanushekが取り上げた59の研究の選定そのものに偏りがあり、さらに評価

の方法が適正を欠くために、 Hanushekの結果にゆがみが生じたと考えている。

町教育効果論争にひそむ陥穿

少人数学級の教育効果論争において、とくに教育効果に否定的な発言が目立つようになったのは、 1990

年代も後半に入ってからであることは注目する必要がある。それは、 1995年に行われた国際教育到達度評

価学会 (IEA:Intemational Association for the Evaluation of Educational Achievement)の第3回国際数学

教育調査の結果発表以降のことといってもよい。く表4>は第 1回~第3回国際数学教育調査における

13歳生徒の国別の学級規模と数学テストの得点である。

く表4> IEA国際数学教育調査:国別の学級規模と数学テストの得点 13歳生徒一

第1回 1964年 10か国 第2回 1981年 20か国 第3回 1995年 41か国

①日本 41人 31.2点 ①日本 39人 62.3% ①シンガポール 33人 643点

②ベルギー 24 27.7 ②オランダ 24 57.4 ②韓国 56 607 

③オランダ 28 23.9 ③ハンガリー 26 56.3 ③日本 36 605 

④オーストラリア 37 20.2 ④フランス 24 52.6 ④香港 39 588 

⑤イングランド 29 19.3 ⑤ベルギー 20 52.4 ⑤ベルギー 20 565 

⑥スコットランド 29 19.1 ⑥カナダ 27 51.8 

⑦フランス 28 18.3 ⑦スコットランド 28 50.8 ⑨フランス 25 538 

⑧アメリカ 28 16.2 ⑬カナダ 27 527 

⑨スウェーデ、ン 26 15.7 ⑪イングランド 25 47.4 ⑬イングランド 26 506 

⑩フィンランド 28 15.4 ⑫フィンランド 22 46.9 ⑬アメリカ 27 500 

⑭アメリカ 26 45.5 

⑪スウェーテさン 20 41.6 

平均点 19.8点 平均点 47.5% 平均点 513点

-14一
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IEA国際数学教育調査は、各国の数学教育の実態を多角的に研究するための、かつてなく大規模な国際

調査である。この調査が明らかにしたことは、第1回、第2回では日本、そして第3回では日本を含むア

ジア 4か国が、欧米のどの国よりもはるかに大きな学級規模でありながら、欧米のどの国よりもはるかに

高い得点をあげたという事実である。国際調査のこの一見信じ難い結果は、欧米のマスコミや教育関係者

の間では一種の衝撃をもって受けとめられた。たとえば、すでに第1回の数学テストの結果について、 1ime

誌は次のように書いて、その狼狽ぶりを伝えている。

The tests undennined the conviction of American education that better teaching lies in smaller 

classes.23) 

そしてこの結果が、学級規模と教育効果の研究に大きな波紋を投げかけ、さらには少なからぬ混迷を招く

ことになった。とりわけ、学級の少人数化によって増大した教育費をかかえる自治体や学校には、大きな

動揺をあたえることになった。

少人数学級の教育効果に否定的見解をとる論文の多くが、それ以後、とくにIEA第3回国際数学教育調

査の学級規模と数学テストの結果を有力な論拠とするようになった。 Hanushekは、

Intemational comparisons suggest no relationship between pupil-teacher ratios and student 

performance.24) 

と述べて、 IEA国際調査の学級規模と数学テストの結果を根拠に、学級規模と教育効果の相関関係を完全

否定している。

少人数学級を組む欧米諸国のうち、ただの 1国も、多人数学級を組むアジア諸国の成績に太万打ちでき

る国がないという事実から、

The countries with the smallest classes tended to be the worst performers. . . . High performers tend to 

have large classes. It does demonstrate that it is possible to have a high-achieving school system with 

relatively large classes.25) 

などと考える研究者たちが続出するのも無理からぬことであろう。このことから、高い教育効果を上げる

ためには、学級の少人数化よりも、むしろ逆に多人数化の検討が必要であるかのように思い込み、戸惑い

を隠せない研究者たちが増えた。

Father 5 Manifesto誌にいたっては、 ‘TIMSSMath Score Versus Class Size'の表題で、

に
J
可
』



12 大谷泰照

Each additional student per average classroom paralleled a four point increase in TIMSS Math 

scores.26) 

と述べて、 TIMSS( Third Intemational Mathematics and Scien印 Study)の結果から、学級の少人数化どこ

ろか、逆に学級の生徒数が1人増えるごとに、 IEAの数学得点は4点ずつ上昇してゆくかのような論説を

掲載したほと、であった。

もちろん、膨大な資料と時間を使って導き出された Glass-Smithやスター計画・ チャ レンジ計画の少人

数学級効果論については、今もその信憲性は高い。同時に、国際的な教育評価専門学会ffiAの国際数学テ

ストの結果からは、多人数学級が少人数学級よりもまぎれもなく高い得点をあげた事実が、はっきりと示

された。この多人数学級効果論もまた、容易に否定することはできそうにない。今日の学級規模論争は、

一言でいえば、この抜き差しならないディレンマの中にあるといえる。

しかし、この論争を考えるに当たって見落としてならない重要な点は、従来の学級規模に関する調査 ・

研究の対象が、ほとんどの場合、学級規模の変化にともなう被験者の変容の実態であったのに対して、 IEA

の数学教育調査は、それぞれに何の関連もない国々の単なる学級規模と得点の比較に過ぎないことである。

学級規模の変化が被験者にもたらした教育効果を検証しようとするものではない。しかも、ffiA調査が取

り上げたのは、数学という数ある教科の中の特殊な 1教科であるということである。

このようなIEA国際数学教育調査の結果を、何の疑いもなく学級規模と教育効果の関係を示す有力な指

標と考える研究者には、数や数式は、個別の言語 ・文化には依存しない超民族的な普遍性をもった万国共

通語と映っているはずである。いいかえれば、数学は、学習者の言語 ・文化にかかわりなく、すべての学

習者に等距離 ・中立の教科であると信じ込まれている。

しかし、それが大いなる国際的誤解であることは、たとえば 2X3という簡単な数式ひとつをとっても、

その意味が欧米とアジアではけっして同一でないという一事からも明らかである。たとえば、英語では、

この数式をtwotimes three (2倍の3)と読み、 3+3と解され、 L三と表す。ところが日本語では、同じ

数式を 12の3倍」、すなわち 2+2+2と解してこ三と表す。これは明らかに、広く普遍的と信じて疑われ

ることのない数式も、実は個別の言語・文化に固有の構造に強く拘束され、そのために乗数と被乗数の位

置が逆転してしまった結果である。

このように考えると、数そのものも、 個別言語を超越した普遍的な概念とは、必ずしもいえないことが

理解されよう。

世界でもっとも簡明な数詞と、もっとも完全な 10進法の数詞組織をもつのは、中国語、朝鮮語、それに

日本語など漢字文化圏の言語である。これが、われわれ日本人の数観念の率直な発展と、数の容易な取り

P
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扱いに果たした役割は計り知れない。それにくらべると、ヨーロッパ語の数詞の体系は、単純性と合理性

に欠ける点で、はるかに不便といわざるを得ない。

たとえば 91を 4x 20 + 11 (quatre-v岬

halvfemsindstyve) と表すデンマーク語の話者には、算用数字そのままに「九十一」と表すことができる

日本語のような簡明な数詞が存在することは、とても想像することもできない。フランスやデンマークの

児童にとっては、 91-15のような計算は、日本人には考えられないほどの難問なのである。同じ計算を、

フランスやデンマークの児童にくらべて、日本の児童がはるかに敏速・正確にできるのは、至極当然のこ

とである。英語についても、英語国の児童には、日本の児童とは違って、 10を位取りを表す特別の数とみ

る意識はとぼしい。とくに 10代の数の理解について、英語国の幼い児童が、日本の児童には考えられない

つまずき方をしやすいのも、実は彼らの数詞のなせるわざなのである。 10進法、 12進法、 20進法といっ

た複雑な混数法をとるヨーロッパ語にくらべると、10進法の徹底した日本語数詞の簡明さは際立つている。

同じことが、同じ漢字文化圏の朝鮮語、中国語についてもいえる。こんな簡明な数調と徹底した 10進法が、

とくにわれわれの加法、減法をいかに容易にしているかについて、あらためて考えてみる必要がある。

加法、減法だけではない。筆者の調査では、英語国の小学校卒業時に、乗法九九を身につけている児童

の割合は40-50%である。その児童たちからみれば、日本人の小学校卒業生の99%が九九を完全に記憶し

ているという事実は、ほとんど信じられないことである。これもまた、児童の数学的能力というよりも、

明らかにヨーロッパ語と日本語の性格の相違によるものである。日本語を含む漢字文化圏の諸言語は、そ

れぞれの言語の特徴を巧みに生かして、ヨーロッパ語の九九とは比較にならぬほど簡潔で、唱えやすく、

記憶しやすい九九をもっていることを見逃すべきではない。こう考えると、日本語の九九が、われわれの

乗法，除法を容易にすることに大きな役割を果たしていることがわかる。しかも、 10進法の徹底した日本

を始め漢字文化圏の国々では、九九は文字通り 1X1から 9X9まででこと足りる。ところが混数法をとる

英語国では、 9X9まででは追いつかず、 12X12、13X13、15X15、時には 25X25までという気の遠く

なるような 「九九」を教えることさえ必要になる。

このように、数詞、 10進法、乗法九九の学習を考えただけでも、数学学習の基礎的段階、とくに有理数

の四則計算に及ぼす個別言語の影響の大きさに気づかざるを得ない。27)

筆者の調査によれば、日本の子どもたちがアメリカの小学校へ転校すると、ほとんどの場合、算数だけ

はクラスの最上位の成績をおさめる。しかし、日本の子どもでも、アメリカで日本語よりも英語で育ち、

暗算にもっぱら英語を使う子どもたちの場合には、暗算に日本語を使う子どもたちにくらべて、四則計算

の正確さと迅速さに関する限り、確かに不利な結果が認められる。一方、アメリカ人やカナダ‘人の小学生

であっても、日本に住んで、暗算にもっぱら日本語を使う子どもたちを調査してみると、加減乗除の計算

技法については、日本人にくらべてまったく遜色はない。アメリカやカナダ本国の小学生たちにくらべる
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と、はるかに高い成績をあげる。

これは、いうまでもなく、個別言語に依存しない超民族的な普遍性をもっと思われている数学の学習に

も、学習者の母語がけっして無関係ではあり得ないことを明瞭に示すものである。 aA国際数学テスト参

加国の上位4位までを、シンガポール、韓国、日本、香港の漢字文化圏4国が独占したのも、実はこのよ

うな各国の言語・文化的特質に負うものと考えざるを得ない。単なる学級規模の問題でもなければ、まし

てや偶然の結果でもない。

たしかに、漢字文化圏 4国は、欧米諸国にくらべてはるかに多人数の学級を組み、それでいて欧米諸国

よりもはるかに高い得点をあげた。しかしこれは、明らかに、 4国の学級が多人数であるがために生まれた

成果ではない。むしろ、これほどの多人数学級であるにもかかわらず、 4国の言語・文化の固有の性格によ

ってもたらされた結果とみるべきである。このような理解に立てば、当然、 aA国際数学調査の結果を論

拠とする多人数学級効果論や少人数学級無効果論はその立論の根拠を失い、その立場は、根底から崩れ去

ることを意味する。

思えば、欧米の研究者たちの多くが、 IEA国際数学調査の結果をもって、ただちに「多人数学級こそが

高い教育効果を生む」ものと取り違えて、声高に多人数学級効果論を主張する現状は、「異文化理解」や「異

文化問コミュニケーション」が当然の前提であるはずの21世紀の教育・研究の分野で、まことに異常な光

景というほかはない。

学級規模をめぐるこのような光景は、欧米以外の言語 ・文化に対する正当な理解を欠いた欧米人の、い

かにも欧米中心の研究姿勢のありょうを、はしなくも露呈したものというべきであろう。同時に、この学

級規模問題は、わが国の教育責任官庁たる文部科学省が、これほどまでに激動する諸外国の教育的動向に

対して、おどろくほどに無関心であり続けたという深刻な実態をも、これまた、はしなくも鮮明に露呈す

る結果になってしまった。

[注]

1) 国立教育研究所『第2回IEA国際数学教育調査の中間報告(国際比較)~国立教育研究所、 1986 年

2) もっとも、 45入学級から 40入学級へと法律が改正されたのは昭和55年度であったが、実際にすべての学年の学

級編成が完了して40人となったのは平成3年度であった。

ここでいう「学級生徒数Jや、本論文で用いる「学級規模jとは、 1学級当たりの生徒の実数をいう。教員1人当

たりの生徒数とは区別して用いる。教員 1人当たりの生徒数は、 一般に 1学級当たりの生徒数を下回るが、教員

の定義そのものが国によって大きく異なる。
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1966 ). 
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Reduction in Wisconsin，' Educational Evaluation and Public Analysis 1999. 

17) U.S. Department of Education， Class Size Reduction and Teacher Quality lnitiative (Washington，DC: 

U.S.Governm巴ntPrinting Office， 1998 ). 

18) lbid. 

19) Brian M. St巴cher& George W. Bohmstedt (eds.)， Class Size Reduction in California: Summary of Findings from 

1999-2000 and 2000-0 (CSR Research Consortium， California Department of Education， 2000). 
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21) Christopher Jepsen & Steven Rivken，ζWhat is the Tradeoff between Smaller Classes and Teacher Quality? ' 

Working Paper 9205 (Cambridge， MA: National Bureau ofEconomic Research，2002). 
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24) Eric A. Hanushek，‘Improving Stud巴nt Achievement: Is Reducing Class Size the Answer?' 

http://edpro .stanford .ed u/eah/papers/size. pp .16.PD E 

25) Martin R. West & Ludger Woessmann，‘Crowd Control: An Internationallρok at the Relationship between Class 

Size and Student Achievement，' Education Next， Summer 2003. 

26) http://christianparty.net/timsscIassize.htm 

27) IEA数学テストの結果についての最近の私見は、

大谷泰照「日本人と異文化理解JW滋賀県立大学国際教育センター研究紀要』第2号 (1997年 12月)

に詳述した。また、この問題に関する海外向けの初期の私見は，以下の形で発表済みである。この論文は、アメリ

カ教育省のERICdocumentに収録済み。

Yasuteru Otani， 'The Influ巴nceof the Mother Tongue on Achievement in Mathematics -A Contrastive 

Study of English and Japanese-，' Workpapers in Teaching English as a Second Language， University of California， 

1ρsAngeles，医 (Jun巴1975).

Abstract 

The impact of class size on student achievement remains an open question despite hundreds 

of empirical studies and the perception among parents， teachers and policymakers that larger 

classes are a significant detriment to student development. 

This study sheds new light on this ambiguity by addressing a serious shortcoming that affects 

the majority of existing empirical studies. 

-20一



グリルパルツアーの『貧乏楽師』における語りの詐術

The Narrative Tactics in Grillparzer's Der arme Spielmann 

深見茂

Shigeru FUKAMI 

1. 梗概

フランツ・グリルパルツアー FranzGrillparzer(1791-1872)の『貧乏楽師~ Der arme Spielmann(1847) 

(使用テキストについては後註参照)の成立と梗概のあらましは次の通りである。

すなわち研究者たちの推定するところによれば、小説執筆開始は 1831年2月中旬、その後、中断を経

て、推敵が一応の完成を見たのは 1842 年から 1844 年の問、発表は 1847 年秋、『イーリス~ 1848年号誌

上である。次に、物語の梗概であるが、時代はおそらく 1829年夏から 1830春にかけての十ヶ月足らず、

舞台はウィーン郊外の低地帯である、ブリギッテナウ、レーオポルトシュタット、プラータ一近辺。語り

手である 「私」は、 7月の満月の後の日曜日から翌日にかけて催される恒例の教会開基の祝であるブリギッ

タ祭の見物のため、ブリギッテナウにでかけ、そこで奇妙な一人の七十歳そこそこと思われるウ守アイオリ

ン弾きの老辻音楽師に逢う。およそ音程もリズムも狂っているとしか思えない演奏なのだが、その知的雰

囲気と、質素ながら整った身だしなみと、独り言でつぶやいたラテン語とに惹かれ、近付きとなり、後日、

彼の下宿を訪問する。そして「私」は、レーオボルトシュタット近郊低地の新開地にある家の屋根裏部屋

で、ヤ コプという名のその楽師の身の上話を聞く。

ここまでが、この短篇小説の枠物語をなし、以下、枠内の物語が、時折、語り手である 「私」のコメン

トや老楽師との対話を挿みながら展開される。

すなわち、この老楽師は、 「私」でさえもその名前を知っているほど著名な、かつて中央の政治に大きな

権力をふるったある宮中顧問官の息子であった。三人兄弟の真ん中だったのだが、他の二人が父親の意に

そって順調にキャリアを積んで行ったのに対し、彼のみはその慎重な性格に加えて、気が弱く内向的な上、

やや反応のおそい欠点があったため、 学校の成績はなはだ芳しからず、レッスンを受けることを強制され

たヴ、アイオリンも一向、親の気に入る上達を見ず、父親からは 「乞食め」とののしられたあげく、遂に学

校をやめさせられ、 主計局官房の無給の書記として勤めさせられる。

さて、ヤーコプはこの役所でパルパラという名の一人の少女を知ることとなる。それは役人たちのため

に間食のパン菓子を売りに来ている食品雑貨屋の娘なのだが、偶然、この少女の庖がヤ コプの父の屋敷

可
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2 深見茂

の隣にあること、その庖の裏庭にあるパン用の竃に出入りしながら歌をくちずさんでいるのをヤーコプが

自室の窓からいつも聞き惚れて眺めていた少女が、実は彼女自身であったこと、などが判明し、その歌(こ

のメロディーは、小説のライトモティーフとして主人公の最期の瞬間まで持続する)の楽譜がほしい、と

いったことを口実にヤーコプは少女に接近、彼女の庖に出入りしはじめる。

この恋愛をきっかけに主人公は再び、ヴ、アイオリンの練習にとりかかるのだが、こうした市井の女との交

際が使用人の密告から父の知るところとなり、ヤーコプは屋敷から追放され、郊外の一室に下宿させられ

る。ここで事態の急変が生ずる。すなわち、順調に出世街道を嘉進していたはずの二人の兄弟のうち、弟

のほうは、将校になっていたのだが、つまらぬ賭をして、ハンガリ の奥地の川で溺死し、兄のほうは、

参事官にまでなっていながら、上役を虚偽の報告書で譲言しようとして失敗して告発され逃亡、行方不明

となる。さらに父親までが、そうしたショックもあってか、政敵との論争中に卒中の発作を起こして倒れ、

そのまま死去してしまった。

一万一千グルデン余りの遺産を相続したヤーコプは、意気揚々と再びパルパラの庖に出入りしはじめた

まで、はよかったのだが、バルパラの心配が的中、父の遺産を注ぎ込んで開設したインフォ メーションセ

ンター兼写字事務所の共同事業者で、あった男(父の秘書を勤めていた人物)に、一切の資金を持ち逃げさ

れ、すべての財産を失う。

かくて、パルバラと共同で小間物屋を開庖するという夢も破れ去り、彼女のほうは止むなく、かねてか

ら彼女に目をつけて求婚していたある肉屋の妻となってウィーンを去る。こうして完全に天涯孤独となっ

たヤーコプは、わず、かに残った遺産をウ守アイオリ ンのレッスンに注ぎ込んだのち、ついに無一文となった

ところで、街の音楽師に身を落として生涯を送ることとなった、という次第である。

ところが、この恋愛には後日談があって、小金を儲けたパルパラの夫がウィーンの郊外に戻ってきて開

庖、やがてヤーコプは、このパルパラの長男(名前もヤーコプ)にヴァイオリンのレッスンをする機会を

与えられている、というのである。そしてついには、ヤーコブp老人が指導するのに従って弾くヤーコプ少

年のウeアイオリンにあわせ、母親パルバラがあの懐かしのメロディーを口ずさむという、三人団築の時に

まで恵まれることとなったことを語りつつ陶然となって自ら飽くこと無く同じあのメロディーを奏でる老

人にうんざりして、「私Jはこの屋根裏部屋をあとにする。

以上をもって枠内の物語は終わる。

さて、その後、長期の旅に出ていた「私」は帰着して間もなく、あの 1830年春、ウィ ンの低地帯を襲

った、雪解け水による大洪水のニュースに接して忽然と再びあの老楽師を思い出し、駆け付けてみると、

彼は自らは屋根裏部屋にいて安全で、あったにもかかわらず、溺れる子供たちの救出に奔走し、あげくのは

て、下宿の親爺のわずかばかりの金銭や帳簿を戸棚から取り出す作業のために最後の力を使いはたし、風

邪から肺炎を併発して死去していた。葬式を取り計らったのは、あのパルパラ夫妻であったが、後日 「私J

が老楽師のウ守アイオリンを記念に買取ろうと赴いたところ、パルバラによって「このヴァイオリンはヤー

コプのものです」と宣言され、涙を流して断固拒否されたというところでこの物語は終っている。
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2 序(研究史的概観)

周知の通り、グリルパルツアーの『貧乏楽師』というこの作品については、その成立史はもとよりその

解釈についても、この百数十年余りの聞にほぼ論じ尽くされてきた感がある。

その主なところをキーワード風に拾ってみると、まず最も古いところでは、グリルパルツアーの伝記的

事実との関係、すなわちいわゆる Vater-Sohn-Problem(これはのちに少し触れることとなるカフカ文学と

共通するモティーフであり、ひろくはハーフスブルク的家父長文化の特徴ともいえよう)からのアプロー

チがある。つまり、弁護士であった父親の教育方針の重圧のもとで幼少年時代のグリルパルツアーが苦し

められたという、周知の家庭悲劇の心情がトラウマとなって吐露された作品であるとする考え方である。

さらに、重要な点としては、彼の生涯の愛人、カタリ ナ・フレ リヒ KatharinaFrohlichのイメージの、

小説の女主人公バルバラへの投影がよく論じられていることであろう。

次に、作品境頭、ブリギッタ祭の祝祭の描写に現われ、主人公の楽師を柱として、最後、洪水のあとに

生き残る、ウィーン下町の民衆の力を描こうとした、とする解釈がある。これが、すでに勃発していた 1830

年の7月革命の影響を勘案しての、また、来たるべき 1848年の 3月革命前夜の世情等に代表されるいわ

ゆる民主主義と、メッテルニッヒに代表されるハーフスブルク的保守主義とのイデオロギ一的衝突という、

歴史的背景の上に立つての議論であることは勿論である。グリルパルツアーの革命理解をめぐる歴史意識

の研究もこの系譜に属するであろう。

これと並んで、同じ「民衆」でも神話的総体としての「フォルクjが描かれているという見方もある。

それは、上記の「民衆J論とは逆に、社会的区別や個人的相違を消滅させ、民衆という一つの巨大なもの

の中に吸収してしまう神話的全体、壮大な調和の世界としてのドナウ帝国の謂いで、グリルパルツアーは、

この巧みに宗教的ウーエールに包みこまれた家族主義を象徴する 「フォルク」と、その家長(皇帝)の理想、

を情熱的に信じこもうとしていたのだ、というわけである。

また、この系譜との関わりから導き出されるものであるが、主人公の生き方のなかには古き良きウィ

ン気質、すなわき、秩序、静誼、中庸と断念、静かなる諦念、これらが結品となって象徴されている、と

の解釈は、それをで、っちあげられた「ハーフスブルク神話」であると断罪する方向をも含めて、この作品

をめぐる一番中心的テーマであろう。この方向についてはクラウディオ・マーグリスを論じるところで再

度触れるであろう。

さらに、この小説の中心的素材をなす音楽のモティーフをめぐる分析もある。ある研究者の論文(1)は、

近代文学における音楽の役割は何か、を論じつつ、この作品にも触れている。すなわち、近代文学におけ

る音楽の役割は、中世世界を支配していた統一的世界像が崩壊し、人間の心の中から統一感が失われた時、

これに替わるものとして、つまり宗教的統一感の代替物として導入されたところにある、のだそうである。

彼によれば、しかしながら絶対世界の理想と、分裂してしまった現実世界との乗離は、厳然として存在す

るから、次第に音楽もこの分裂のテーマに巻き込まれてゆく、という。そしてグリルパルツァ の『貧乏

楽師』の主人公のあの音楽的無能は、この分裂の主観的表出に他ならないとされるわけである。この論文
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は最後にカフカの『歌姫ヨゼフィ ネ。別題、ねずみの民~ Josephine， die Sangerin oder D郎防lkder 

Mause (1924年3月)で締め括られるのだが、その結論は、この作品にいたって近代文学における「音楽」

の意味 それは「芸術」の意味、と置き換えてもいいと思われるのであるがーは、ついに自己崩壊、自

己消滅をもって自己実現されるにいたるのだ、ということのようである。

今ひとつ、バッハマイア-H.Bachmaier(2)に代表される、この小説に見られる神話的モティ フの分析に

も触れておかねばならない。読者は感銘深く記憶することとなると思われるのだが、この作品の境頭のブ

リギッタ祭の描写には、ギリシャ神話に登場する無数の地名や人名や行事が、比喰として用いられている

から、それらの指摘と体系化は意義あることであろう。ただしこの方向からのアプローチの問題点は、さ

てではそれらが今、作品の構成と主題とにどのように有機的意義を持ってかかわっているか、が、今一つ

明確でないことである。しかしながら、先程、少し触れた、ハープスブルク文化を一種の神話化しようと

するのがオーストリア近代文学の本質であるとの学説を肯定すると、この小説に指摘される神話性は、 「神

話」という言葉の一致からだけでも無視できぬ上、また論者が以下に述べようとしているテーマとも少な

からず関わりのある問題でもあるので、特にここで挙げておく次第である。また、以上すべてのテーマと

の関わりで、繰り返し、その都度取り上げられる観点として、この作品のいわゆるナラティヴ(語り)の

研究がある。これも論者自身の関心ともかかわる重要な分野として、ここに挙げておかねばなるまい。

さて、このように主なる解釈の方向を羅列してみると、もはやこの作品をその成立や素材、また時代や

思想といった点から切り込んでゆく仕事はすべて為し尽くされたかの感がある。また、ひるがえって今日

における文学研究の方法を概観すると、作品をこうした、一言で言えば、思想や時代から分析する方向か

ら転じて、一種の記述物、ないし言説(ディスク ル)として論究しようとする方向に向かいつつある。

近年のいわゆる「脱構築」理論も、方向性としてこの線に一致する。そしてついにはこの種の方法論に基

づいた全集さえ出版されつつある 。管見によれば、クライストについてのいわゆる

Brandenburger(1988-1991 Berliner) Ausgabe (1988ff.)などはこれに該当するものであろう。

そこで、以上のような諸相をも踏まえた上で、いま改めてグリルパルツァ の、そして更には十九世紀

の散文文学全般を研究する新しい展望が、テキスト自体から開けないものか、といったことを彼の短篇小

説Derarme Spielmannを素材として垣間見よう、というのが以下の論述の目的である。

3. 本論(作品分析)

さてそのような意図をもった論述を、より説得力あらしめ、かつより判りやすくするため、最も一般的

な方法として、比較を用いてみたいと考える。

すなわち、それは、グリルパルツアーの歴史的批判的全集の編者として知られるアウグスト・ザウア-

August Sauerが、 『貧乏楽師』が収録されている巻(第1部第13巻)の後註の冒頭で記している言葉を

ヒントとする。そこでザウアーはこう断言している。
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クライストとグリルパルツアー、この二人はまず偉大な劇作家であるが、同時にまた、重要な物語作

家でもあった。両者の、この外的同質性は、内的親近性から発している。このことを、弟分[グリル

パルツアー]のほうは早くから感じていて、戯曲におけると同様、散文においても、その考え方や叙

述の仕方について多岐にわたり、あの偉大な先輩[クライスト]から学びとろうと試みてきた。 (SW，

S.287) 

これに加えて、実は論者自身が長年にわたりクライストの作品、とりわけその散文作品を専攻してきた

者であるので、論者にとっては、他の作家との比較よりもより容易であることがあるので、以下、グリル

パルァーをクライストと比較しつつ論を進めることを許されたい。

1)破格(Anakoluth)利用による神話化の詐術

クライストは、その最後の戯曲『公子ホンブルク~ Prinz Friedrich von Homburg. Ein Schauspiel (1811) 

の境頭部分で、観客に場面を説明し、物語の中へと導入してゆく役割を担う 10行からなる台詞をホ エン

ツォレルン伯爵という人物に語らせているが、その一番最初の6行にAnalωluthが用いられていることは、

研究者の間ではよく知られているところである。すなわち、

Der Prinz von Homburg， unser tapfrer Vetter， 

Der an der Reuter Spitze， seit drei Tagen 

Den f1uchtgen Schweden munter nachgesetzt， 

Und sich erst heute wieder atemlos， 

1m Hauptquartier却 Fehrbellingezeigt: 

Befehl ward ihm von di廿r[伊demKぬl凶 lr凶凶st匂en吋hi吋ie町r1均詰伽I略ernicht， 

Als nur drei Futterungsstunden却 verweilen[...] 

(SWB， Bd. 1， S.631) (強調は論者)

我らが勇猛果敢なる従兄、ホンブルク公子、

この三日間、騎兵隊の先頭に立ち、

遁走するスエーデン軍を盛んに追跡ののち、

息吐くまもなく再び、本日にいたってようやく、

フェ ルペリーンの大本営に出頭した

そのホンブルク公子に、侯爵閣下、あなたから早くも命令が下されました、

軍馬飼料給配のための三時間以上はこの地に留まるを許さず[……]

ここで破格が用いられた意味であるが、表題人物の名前を導入するにあたって、いきなり与格というので

5
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6 深見茂

は、サマにならない、というのが一番素朴、かつおそらく的中した解釈であろう。しかしながら、この二

百年間にひねくれ果てた我ら独文学者は、それでは承知しない。むしろ、この破格を、戯曲の最後近くに

現れる、これまた有名な台詞と結びつけることによって、その象徴的意味を捕捉しようとするのである。

すなわち、選帝侯によって恩赦を受けたホンブルクと、コトヴィッツ Kottwitz大佐との対話である。

DERPRll吋ZVON HOMBURG 

Nein， sagt! 1st es ein Traum? 

KOTTWITZ. Ein Traum， was sonst? 

(SWB， Bd. 1， S.709) 

ホムブルク公子:

まさか、言ってくれ、これは夢か。

コトヴィツ大佐:

もちろんです、夢以外のなにものでしょう。

つまり、ホムブルク公子の「これは夢かjの問いに、コトヴィツ大佐は明確に「その通り、夢以外のな

にものでもございませんよ」と答えている点である。すなわち、 当時の厳格苛烈なプロシャ官僚体制の世

界にあって、およそ一旦下された判決が撤回されることなど有り得ないことであり、従って、ここに描か

れている物語はクライストが夢として、理想として切望した、血の通うプロシャ王国の姿、いわゆるプロ

シャ神話であったのである。それ故、芝居の冒頭、ホンブルク公子をことさらに夢遊病にとりつかれた姿

で登場させ、かつ、その場面を描写するに当たって、これ又ことさらにAnakoluthを用いて、観客に対し、

これから次元がずれますよ、これから皆さんは異次元の世界へはまり込んで行くのですよ、ということを

暗示しようとした、と考えられる。

さて、散文ではなくて、戯曲ではあるが、クライストが神話世界の導入に用いたこのような詐術を、グ

リルパルツアーは、いかに利用したかを観察しよう。

ブリギッタ祭には必ず見物に出掛けることにしていると称する語り手は、物語が始まって問なしに次の

ように語る。

Ich versaume nicht leicht diesem Feste beizuwohnen. Als ein leidenscha戸licherLiebhaber der 

Menschen， vorzuglich des陥lkes，so das mir selbst als dramatischen Dichter der ruckhaltslose 

Ausbruch eines uberfullten Schauspielhauses immer zehnmal interessanter， ja belehrender war， als das 

zusammengeklugelte Urteil eines an Leib und Seele verkruppelten， von dem Blut ausgesogener 

Autoren spinnenartig aufgeschwollenen literarischen Matadors; als ein Liebhaber der Menschen sage 

ich， besonders wenn sie in Massen白reinige Zeit der einzelnen Zwecke vergessen und sich als Teile 

co 
q
，“
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des Ganzen削llen，in dem denn doch zuletzt das Gottliche liegt - als einem Solchen ist mir jedes 

Volksfest ein eigentliches Seelenfest， eine Wallfahrt， eine Andacht. (SW， S.39) (強調は論者)

私はよほどのことがないかぎり、この祭りには出かけることにしている。私は人間が、とりわけ民衆

がたまらないほど好きなので、劇場に溢れる観客の何はばかるところのない感情の爆発には、劇作家

の私は常にこの上なく興味をそそられ、のみか教えられるところも多いのだが、それに較べると、作

者の生き血をすすって毒蜘昧のようにふくれ上り、身も心もいじけ果てた文壇の闘牛士ともの小さやか

しい批評など、ものの数ではないーその人間好きの私に言わせれば、とりわけ人間が群衆の中に融け

こんで、しばしの間それぞれの日頃の目的を忘れ、自身を全体の一部と感じる時こそ、実はとどのつ

まりはその全体の中に神が宿っているのである一こういう私にとっては、民衆の祭りはすべて、ほん

とうの意味の魂の祝祭であり、聖地巡礼であり、神への帰依である。(福田宏年訳の日本語による(3)。

11ページ)

主格を提示しておいて与格へと移行する外的な型においても、また、内容的には、与格移行直前まで漸進

的に語り手の気分が最高潮に達してゆく手法においても、きわめてクライストと類似するこのAnakoluth

が最後に目指すものは、雰囲気の宗教的高揚である。事実、この文章のあと直ぐ引き続いて、プルタルク、

アキレウス、アガメムノン、メデア、更にはディド一、ジュリエット、ついにはフロピレーエンまでもが

総動員されて、読者はいわゆるハーフスフルク神話に中へと引き入れられて行くのである。つまり語り手

は明らかにここで異次元世界への移行を暗示していると申せよう。ところで、この小説におけるハープス

ブルク神話とは向か、の問題であるが、さきにも少し触れた『近代オーストリア文学におけるハープスブ

ルク神話~ (独文:1966) Der habsburgische Mythos in der modernen osterreichischen Litera印r(4)の中のこ

の作品を扱った章で、クラウディオ・マ グリス ClaudioMagrisは次のように定義している。

しかし『辻音楽師』のなかで何よりも心に生き生きと残るのは、やはり、中庸と断念、静かなる諦観

よりなるあの主人公の人となりであって、グリルパルツァ がハフスブルク神話の父と目されるのも、

こうした人間像に由来するのである。(鈴木隆雄他訳の日本語による。 (5)172ページ)

つまり、オーストリア文学が夢想する理想的、しかし非実在世界の象徴としての「中庸と断念、静かな

る諦観よりなるJ人物が登場する異次元世界への導入が、あのAnakoluthによる語りの詐術の使命であっ

たと申せよう。

2)作品構成上の錯誤利用による神話化の詐術

あのクライス卜は更にいろいろな手段を用いて、異次元移行を暗示している。たとえば、一見異名、実

は同名を、対立するこ人の人物に付するという詐術を用いることによる、対立溶解暗示の手法がそれであ

-27一
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る (W拾い子』における Nicoloと Colino。周知の通り、Colinoは Nicoloの縮小形、愛称、形であるが、

この両者が全く対立する悪玉、善玉となって女主人公の内面の葛藤の源を形成するのが『拾い子』の物語

なのである。ただ研究史的に見ると、 ドイツ人には、この同名性はイタリア語出自名のせいか、案外、痢

にさわらなかったように見える。)しかしながら他方、極めて箱、晦的なため、十九世紀中は、作者による思

い違いであると片付けられてきた重要な詐術として、作品構成上の錯誤の手法がある。クライストの最も

有名な小説『ミヒャエル・コールハース。ある古年代記より~ Michael Kohlhaas. Aus einer alten Chronik 

(1810)の中に現われるその典型例を見ょう。

この物語は、 二頭の黒馬をある地方郷土に臨し取られたコールハースという名の馬喰が、この争議の仲

介を志した妻までもが殺されるに及んで、ついに私闘を決意し、妻の埋葬を済ませてから郷土トロンカに

最後通牒を送り、この手紙を受け取ってから三日以内にトロンカ自身があのこ頭の黒馬を連れて詫びを入

れに現れるならば許してやる、とした後、虚しく三日間待ち、ついに討ち入りに出発するのである。 (Vgl.

5開， Bd.2， S.31) 

しかるに、小説の後半、ベルリ ンへ護送される途中、仇であるとも知らず、サクソニア選帝侯を相手

にコールハース自身が語る、その身の上話によれば、彼は妻を埋葬するや直ちに、即ちまさに次の日には、

もう部下をつれて討ち入りのため屋敷を出発し、同日夕刻、ユーターボックに到着、このサクソニア選帝

侯ならびにプランデンブルク選帝侯、そして運命の「護符」を呉れたジフシーの老女の三人に出会うこと

になっている。(Vgl.SJf宮， Bd.2， S.82) 

小説前半の描写に従えば、コールハースはこの時刻、まだコールハーゼンブリュックの自宅に篭もって、

トロンカからの返事をひたすら待っているはずなのである。

つまり、物語の後半の中心をなす「護符」のモティーフと、これを用いての、コールハースによるサク

ソニア選帝侯への報復は、すべて実はこの錯誤の上に乗っかつて開始されるのである。十九世紀実証主義

はこれを、作品制作時期の前半と後半の問に二年余のフランクがあったことを理由に、クライストが記憶

違いをした、として片付けてきた。しかしながら、あくまでテキストをテキストとして受け入れようとす

る今日の我々をして言わせしむれば、まさにここで、クライストは我々を異次元空間へ、すなわちプロシ

ャ神話の世界へと導入するサインを送っていると考えねばならないc ナポレオンに迎合したサクソニアを

攻撃し、ゲルマン民族の国家と文化の独立のために闘うプランデンブルクを称賛するプロシャ神話世界が

今始まったよ、との合図として理解しなければならないのである。

さて、我々の『貧乏楽師』における、このような作品構成上からの錯誤の利用は、どのように行なわれ

ているであろうか。十九世紀実証主義は、この作品が着手されてから完成まで、クライストの二年余どこ

ろか、実に 16年を要したことに起因するとして、夙に四つ余りの錯誤を取り上げ指摘してきた。詳細はザ

ウア が同じくあの後註の 312ページ以下に列挙しているのを参照されたい。ただし、論者自身にとって

は、そのうち、 ①パルパラの家の所在が、主人公の屋敷の隣から、通りを隔てての向かい側にいつのまに

か変わってしまっていること、②主人公にとっての最も不幸な、そして最も幸福な二つの事件(屋敷から

の追放とウ寺アイオリン練習の再開)の非整合性の指摘、③主人公の二人の兄弟たちの性格描写に、前半と

。。つ白
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後半とで著しく異同があること、の三点は、語り手が仕掛けた言説の詐術として、必ずしも説得力ありと

は思われない。しかし、最後の一つ、すなわち④年令描写上の不整合ないし錯誤による詐術は、極めて効

果的と思われるので、ここに少し詳しく見ておきたいと考える。

すなわち、作品冒頭、語り手が見かけた主人公は、 70歳そこそこの老人である(原文は einleicht 

siebzigjahriger Mannとあり、これを福田宏年氏は 「七十はとっくに過ぎていると思われる老人Jと訳し

ているが、どうもこれは不適切な訳のようである。これについてはザウアーの後註にも触れられているの

で、これから併せて説明する。)さてではこの時、パルパラは何歳くらいであったろうか。ザウアーを引用

する。

この貧乏楽師は、死んだ時 cr七十になるかならぬかj と、 40ペ ジ、 29行目に書かれている)、ま
だ70歳にはなっていなかったのだが、彼がパルパラと知合った時には、たとえばグリルパルツァ 自

身があのカーティと知合った頃よりもずっと老けていたと思われるので、およそ30歳見当と想定しよ

う。だから、 二人の関係にも比較的長い年月、たとえば5年の交際期間を認めるとしても、パルパラ

との別れと彼の死の問には 30年は想定しなければなるまい。パルパラ自身、主人公と知合った時に

20歳は越えていたとすると、別れた時にはほとんど30歳近いはずであり、それからおよそ25年間は

ウィーンを離れていたこととなる。更にそれから 5年余りウィーンでヤーコフ。と付き合って暮したは

ずである。ところが彼女の子供たちは80ページ、 6行目では、まだ「かなり大きくなった子供たち」

と言われており、年上の子はウィーンに帰ってきた時には 10歳以上にはなっていたに違いない。とい

うのも、 80ページ、 9行目に、まだ「男児」という言葉が使われており，これは、 15歳を余り出ては

いないことを示しているからである。だからパルパラは、その結婚生活で長らく子供が無かったに違

いない。と、まあこのように考えてみて、なんとか年令の矛盾は少なくともある程度は解決できるか

な。 (SW，S.350f.) 

十数行の中に、 etwaと muβteがそれぞれ4回づつも使われている、いささか歯切れの悪いドイツ語であ

るが、これが、「真実を愛して止まぬ詩人Jeinem so wahrheitsliebenden Dichter (S.312)と自らが定義した

手前、ザウアーが頭をしぼって捻りだした年令構成妥当論である。はなはだ説得力に欠けるものであるこ

とは言うまでもない。はっきり申して、最後の場面では、主人公70歳、女主人公60歳、 いなひょっとす

ると 65歳、の物語となるはずなのである。しかるに実際に描かれている物語最後のパルパラは、育ち盛り

の子供二人をかかえ、働き盛りの肉屋の亭主と商売を切り盛りする、エネルギー満々の、所帯盛りの中年

女性の如くである。要するに、これは虚構の物語なのである。というより、我々が進めてきた論理のレヴ

ェルで申せば、ハ プスブルク神話の世界なのである。かの中世叙事詩 『二 ベルンゲンの災厄』におけ

るク リームヒルトのごとく、パルパラは永遠に不死身の女性なのである。我々 読者はこの小説を読んで、

年令の詐術にまんまと乗り、なんの矛盾も感じず、語り手とともに異次元の世界にはまりこんで行かねば

ならないのである。それは読者自身がそのような要請を抱いてテキストに相対しているからに他ならない。
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この読者レヴェルの言説の典型をあのマ グリスに見ることができる。主人公の美徳をさまざま列挙した

のち、彼はこう書いている。

すなわち、愛するバルパラへの思い出をいだき、たった一度の口づけを懐かしみ、ひたすら謙虚に、

素朴さをそのまま隠さず生きる彼は、同時にまた、勤勉に写字の仕事に励み、質素な部屋を小ぎれい

に整頓し、そしてまた、役所の紙一枚を恋人に与えることにも疑いをいだく凡帳面さを持ち合わせて

いた。ドナウ河の氾濫の際に、いまは人の妻であり母であるかつての恋人の、息子と財産を救い、そ

れがもとで死の床につくのだが、こうした死にいたるまで、彼の品位は保たれてゆく。(鈴木隆他訳。

171ペジ)

お気付き頂けたであろうか。テキストに従うかぎり、主人公の死の原因となった行動は、かつての恋人の

息子や財産などとはなんの関わりもない、彼の下宿の親爺の子供、または近所のガキどもの命と、同じく

下宿の親爺の下らぬ小金や通帳の救助とである。にもかかわらず、マ グリスは主人公の死を、恋人の息

子と財産とに結び付けなくてはならぬ必然性と要請とを抱いてテキス卜に相対しているわけである。つま

りこれは読者の読み違いというより、読者の側からの詐術と申しでもよかろう。

この語り手と読者との関係については、又のちに簡単に触れることとして、今は語り手のレヴェルから

のみ、この問題を解き進めてきた締め括りとして、まんまとマーグリスのような読者をさえ神話世界に引

き込んだ語り手自身が、実は、各所に読者を神話の次元から逆に興醒めさせる伏線をも周到に敷設してい

ることにも言及しておかねばならない。

3)語り手の介入による脱神話化の詐術

さきに引用したクライストの『ミヒャエル・コ ルハ ス』の境頭、語り手は、主人公コールハースの

人物像をこのように描写している。

An den Ufem der Havellebte， um die Mitte des sechzehnten Jahrhunnderts， ein Roshandler， namens 

Michael Kohlhaas， Sohn eines Schulmeisters， einer der rechtschaffensten zugleich und entsetzlichsten 

Menschen seiner Zeit. (5砂沼，BdムS.9) (後半部の強調は論者)

ハーフェル河畔に、十六世紀中葉、学校教師の息子で馬喰を営む、ミヒャ工ル・コ ルハ スという

名の、あの時代が生んだ、最も正義感に満ち溢れ、かつ同時に、最も凶悪な人物の一人が住んでいた。

つまり、語り手は、プロシャ神話という異次元へ読者をはまり込ませる物語の境頭に、 「最も正義感に満ち

溢れ」という神話導入の詐術と、「かつ同時に」、「最も凶悪な人物」という脱神話導入の詐術をももぐりこ

ませているのである(古くはヴォルフガング・カイザーらによって、 「超文章形式Jubersatzm油igeFormと
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も呼ばれたものである)。伝統的表現を借りて申せば、ここで語り手は、人間の、そして世界の両極性、多

面性、不可知性を匂わせているわけである。それはすなわち、読者を詐術にかけようとして出発しながら、

同時に自己の詐術の相対性を示すことにより、やがて、語り手自身がこの相対性の詐術にはまりこみ、読

者の詐討すのがわに絡みとられてゆく、現代文学の相貌の発芽とも見るべきものであろう。 トーマス・マン

的に表現すれば語りのイロニ とでもなろうか。

クライストに私淑した、とザウアーが主張して止まぬグリルパルツアーのことであるから、もちろん、

このいわば「逆噴射J装置の近代文学にとっての必然性とその効果とを熟知していた。すなわち、グリル

パルツアーの語り手は決して神話に酔い痴れているわけではない。グリルパルツアーはかつて『ゼンドミ

ール修道院~ Das幻osterbei Sendomir(1828)の中のクライマックスをなす場面とも言うべき、月光に照ら

しだされた城と自然と人を描く、幻想的場面において、ただ一点、妻の姦通相手の男の姿のみを黒い影と

して描くという、非科学的で、およそ現実的には有り得ない状況を提示する手法により、 一見ロマン派好

みの夢想的情景の脱神話化を試みて、写実を重んじる十九世紀の学者たちを困惑させた人物である。 (Vgl.

SW， S.20)当然円熟期の作品である『貧乏楽師』には、この手法が多用されている。

①パルパラの歌

すでに何度か触れたように、主人公ヤ コフを少女パルパラにひきつけたのは、彼女が歌うある歌謡曲

風のメロディーであった。この旋律は、再会の折には、パルパラとその息子とヤーコプの三者を結ぶ粋で

あり、ヤーコプの死の床では、幻聴となって現れる、いわば二人のロマンの中核をなすものである。そし

てヤ コプはそのメロディーを、語り手にヴァイオリンを手に弾いて見せるのである。ところが、語り手

は「情緒はこもっているが、それ以外に取り立てて優れたところなど全く無い歌であったJ(福田訳。 39

ページ以下)(SW， S.54)と切り捨ててしまう。しかも、こう断罪した直後から語り手は、老人が綿々として

そのメロディーへの陶酔を語る言葉をそのまま長々と紹介してゆくという、典型的なイ口ニーの手法を用

いている。

②パルパラの器量

更に語り手は、主人公の死後、訪れた葬儀の現場で出逢ったパルパラについて、「棺の頭の方に、かなり

肥った一人の女が坐っていた。中年は過ぎた年格好で、派手な模様の木綿のフリントのスカ トをはいて

いたが、黒い襟巻をして、帽子には黒い喪章を付けていた。若い頃美しかったとは、義理にも言えそうに

なかったJ(福田訳。89ページ)(SW， S.80)と述べている。女主人公の趣味の悪さと器量の悪さとをこれほ

どあからさまに、 Eつ憎々しげに表現しなくても、とさえ思える叙述であり、我々は語り手の明確な逆噴

射効果を狙った詐術を感じざるを得ない。つまり一体、語り手は神話を語りたいのか、それとも神話を叩

き潰したいのか、と読者は問わざるを得ぬわけである。

③ヤーコブpのヴァイオリン

最も目立つ興醒めの手法は語り手によるヤーコプのウ守アイオリン技法のこき下ろしかたであろう。まず、

聞くに忍びない、というのが、老人の音楽をはじめて聞いた第一印象であった。「なぜなら、老人の弾いて

いるのは、拍子もなければ旋律もない、ぱらぱらの音のつながりとしか聞こえなかったからである。J(福

ームq
J
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田訳。14ページ)(SW， S.41) 

更に語り手のこき下ろしは随所に延々と続くが、ついに語り手自身、 「私のお気に入りの、と言ってもお

そらく私一人だけのお気に入りの老人の調子外れについては、もう耳にたこが出来るほど言葉を費したの

で、これ以上この地獄の演奏の描写をして読者をわずらわせるのは避けたしリ(福田訳。 28ページ)(SW， 

S.48)とまで宣言する。つまり、あの懐かしのメロディ 以外は、およそ無茶苦茶なのである。ただ、こ

こで語り手がこの老楽師の演奏方法の原理を詳細に分析説明している文章は、その主観的演奏法という点

から、現代の目から見ると、興味深いものがあるのでいささか長文で恐縮だが引用紹介しておきたい。

練習は大部分パッサージュからなっていたので、何を弾いているのか聞き分けることはおよそ考えら

れなかった。それは、かりにそうでないとしても、聞き分けるのは容易で、なかったであろう。しばら

く聞いているうちに、迷路を導く一本の糸のように、混乱の中の方法とで、も言ったものが、私にも分

かつてきた。老人は演奏しながら、楽しんでいるのである。この場合、老人の見解によれば、快い音

と不快な音という、ただ一つの区別の仕方しか存在しない。快い音は老人を喜ばせ、うっとりとさせ

るが、不快な音は、たとえそれが和音として筋の通ったもので、あっても、できるかぎり避けて通る。

ある曲を意味とリズムに従って抑揚をつけるというのではなく、耳に快く響く音や和音だけを強調し、

引き延ばし、のみか勝手に繰り返すことすらためらわず、その時には老人の顔は、時まさに悦惚の表

情を浮べた。同時に不協和音はできるだけ手短に片づけ、おまけに、老人には手に余るパッサージ、ユ

を持前の律気さから一音といえども落さず、それを曲全体との釣り合いから言って、とんでもないほ

と、ゆっくりと弾くのだから、そこから生ずる混乱は容易に想像がつくであろう。(福田訳。18ページ

以下)(SW， S.48f.) 

つまり、老人はいつも、あるパッサージュのみを取り上げる。そしてそれを純然たる主観に従って分析し、

音に好悪の序列をつけ、勝手にリズムとテンポの軽重を付与して楽しんでいるのであり、ここには、只の

石のかけらの中に宝石の輝きを見て熱狂する、鉱石に取りつかれた男、何も描かれていないカンパスに畢

生の名画を見る絵描き等、ロマン派の人物系譜につながる暗示のなかに、我々は、これ以上ないほど明確

な脱神話化の詐術を見ることができるのである。

さて、このように、懐かしのメロディ を庇し、女主人公の人となりや器量の悪口を言い、 主人公の音

楽に愛想を尽かした語り手は、しかし最後に、それにもかかわらず、 「心理学的な好奇心に駆られてJ(福

田訳。 91ペ ジ)(SW， S.80)再度、肉屋の住まいにでかける。「言己念に老人のヴァイオリンを譲り受けたい

というのが口実であJ(福田訳。91ページ)(SW， S.81)った。そのヴァイオリ ンは、 「鏡や十字架像と向い

合い、 一種の対称をなして壁に掛っていJ(福田訳。 91ページ)(SW， S.81)た。つまり、それは再び神話の

象徴の力を与えられて鎮座していたのである。そして、語り手の申し出に対し、女主人公は断固拒否する。

「しかし、内儀さんは椅子からすっくと立つなり言った。『とんでもありません!このヴ、アイオリンはヤー
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コプのものです。二、 三グルデンの違いなど問題になりません!~ (福田訳。 91ページ)(SW， S.81)止む

を得ず立ち去る語り手は、帰りぎわに、「内儀さんの姿が眼に入った。内儀さんはこちらに向き直っていた。

涙がはらはらと両頬をあふれ落ちていた」ので、あった。(福田訳。 92ペ ジ)(SW， S.81) 

この最後の感動的場面によってハープスブルク神話化の詐術が再び勝利し、語り手の脱神話化の詐術は

門前払いを喰って退散、ここに物語は大団円を迎えるのである。

4.結語(枠小説の本質)

2004年、『ほら吹きの論理。物語り行為から見たシュテイラーの「手記J~ (6)なるマックス・フリッシュ

を扱った論文が出た。著者の葉柳和則は、その中の「嘘言の衰退した文化Jという章の中で次のように申

している。これまたやや長文で恐縮だが、私が言おうとしていることと通底しているので、引用させて頂

く。

「うそニ悪」という公式すなわち 「正直モラルのイデ、オロギ一」が近代社会において強化され浸透し

ていくプロセスについて、亀山佳明は次のように説明している。

近代社会は、[……]他者を個別主義的な価値によって判断するのではなく、普遍主義的な価値に

もとづいて判断することが求められる。このことを保証するのが共有された規範である。[……]

うそ行為は他者が行う行為の予想を裏切ることであり、共有されたはずの規範を無視したことに

なるのである。

このような社会的規範は、「真実はひとつである」という 「科学的時代のスローガン」となって世界の

把握を狭小なものにし、うそに耳を傾け、それを楽しむ文化を圧迫していった。

これは近代西欧のみに見られる現象ではない。たとえば柳田国男は 1928年に、 「不幸なる重芸術J

(1952)の初出のテクストの中で、他人をだまそうという意図のない、「ウソらしきウソJまでもが

窒息させられていく近代日本の現状を嘆いている。このような社会の誕生とパラレルな関係にあるの

が、文学の領域におけるリアリズムの規範化である。

近世の文学論の中には、如何にも中途半端な罵貫主義といふものがあった。生活の員の姿と名づけて、

ただ外側の有り形のみを寓したもの迄が、文喜として許容せられ、さうして我々が眼ざめて、如何な

る夢を見るかを省みなかったのである。(同書 117ページ)

つまり物書きは、もともとホラ吹きを本性とするのである。しかしながら、十九世紀の文学世界はまさに

リアリス守ム専制の時代であった。では、そのリアリズムの時代に物書きが小説を書こうとするとき、どの
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ようなサーヴァイヴァル技術が必要となるのであろう。ここに登場したのがいわゆる 「枠小説J

Rahmenerzahlungという伝統的技法の再利用である。それが意識的であったか、意識下の作用であったか

は措くとして、十九世紀ドイツ文学はこの 「枠小説」を使って、優れた作品を数多く生み出してきた。語

り手は、ある時は古文書の記録だから、とか、ある時は又聞きしただけの話だから、とか、といった理由

づけの詐術を用いて、読者を物語のホラ話(神話)に誘い込み、陶酔させつつ、時にはイ口ニーという逆

噴射を行ってホラ話の暴露(脱神話)という詐術を用いて読者を興醒めさせると同時に、しかし彼らのリ

アリズム要請を満足させ、納得させもしたわけである。

これを伝統的表現に立ち戻って申せば、作家は、リアリズム専制の時代にあって、あたかもリアリズム

を信奉するかのごときポーズをとりつつ、いかにしてホラ吹き世界、フィクションを本質とする小説世界

を守護するかに腐心し、その手段を 「枠小説」に登場する語り手の詐術の活用の中に見出だしていた、と

いうこととなろうか。

しかし、やがてリアリズムの時代は崩壊し、人間も社会も自然も、すべて分明ならざるものとの世界観

が支配しはじめるとともに、文学の世界でも作品の思想や要請、つまり神話、よりも、それを提示する手

段であった詐術の手法そのものが組立し、主要目的と化してゆく。これが二十世紀の文芸主潮で、あったと

申しでも言い過ぎではないほどである。かくてカフカの『判決~ Das Urteil(1916)などを晴矢として今や文

学は、それ自身が独立した絶対的存在ではなく、読者の言説に闘いを挑み、それとおのれの言説とが絡み

合うところにのみ成立すると考えられるにいたる。

ここで、論者が余り頻繁に引用するので、聾盛を買っている、キトラ の文章を今一度あえて引かせて頂

く。

しかしながら、「文は人なり」というのは間違いで、むしろ、「文はその発話が向けられた相手の人な

りJというべきなのである。文学と読者層との問の言説(ディスク ル)と返答とは、フロイトが、

レムベルク・クラーカウ聞の列車に乗った二人のユダヤ人について伝える、あのウイットの論理に従

うものなのである。

「おまえ、どこへ行くんかね」と一方のユダヤ人はたずねた。「クラ カウさ」という答。 「おまえは、

なんちゅう大嘘吐きだ」とそれを聞いた相手は激昂して言った。 「クラ カウへ行く、とおまえが言え

ば、ああ、こいつめは本当はレムベルクへ行くんだな、とわしが信じるだろうと、おまえ、思っとる

んだろう。しかしわしは踊されんぞ。おまえは本当はクラーカウへ行くつもりなんだろう。やい、そ

れなのに、おまえ、なぜ嘘を吐くJ(7) 

Der Stil aber ist nicht der Mensch， sondem der Mensch，却 demman spricht. Rede und 

Antwort zwischen Literatur und Leserschaft haben die Logik des Witzes， den Freud von den zw巴i

Juden in der Eisenbahn zwischen Lemberg und Krakau uberliefert: "Wohin fahrst du?“fragt der eine， 

"Nach Krakau“， ist die Antwort. "Sieh nur， was du白rLugner bist“， braust der andere auf. "Wenn du 

-34-



グリルパルツァ の『貧乏楽師』における語りの詐術 15 

sagst， du fahrst nach Krakau， willst du doch， das ich g1auben soll， du fahrst nach Lemberg. Nun weis 

ich aber， das du wirklich fahrst nach Krakau. Also warum lugst du?“ 

つまり、このウイットを我々の舞台向きにパロディ化して、例えを続ければ、

マーグリス:rおまえ、本当の話(リアリズム)をしているのか、それともホラ話(神話)をしているの

かJ ーグリルパルツァ : rホラ話さJ マーグリス:r嘘吐きめ。おまえが、 『ホラ話を聞かせよう』

といえば、おれが『ははあ、こいつめ、実は本当の話をするつもりだな』と思うとでも考えているんだろ

う。しかしおれは踊されんぞ。本当はおまえはホラ話をしたいのだろう。それなのに、やい、なぜおまえ

は『ホラ話をしてやるよ』などと嘘をつくか」一

というぐらいの言説闘争のはて、ホラ話を欲して止まぬ読者マ グリスは、脱神話好みのイロ二一作家グ

リルパルツアーが提示したリアリスト的語り手の物語を、徹底神話の結論に歪曲して読終わり、やっと満

足した、といった図式が生まれるのではなかろうか。

なお、ベノ・フォン・ヴィ ゼ Bennovon Wieseの、この作品についての解釈(8)を読めば、その

Interpretation自体がまさしく、語り手と読者との言説の掛け合い、ないし遊戯に他ならないと我々は感じ

るであろう。

以上の論述は、論者自身がすでに一読者としての言説を抱えて作品との闘い(ないし、戯れ)に埋没し

ているため、つまり純客観者ではあり得ないため、作品分析中に段々と暖昧な要素が発生し、認識論的に

厳密にみれば、おそらく多くの誤謬がまぎれこんでいると思われる。しかしながら、このような仕方で「枠

小説」の形式を再評価し、物語の詐術を切り口として、語り手と読者との言説闘争ないし遊戯の側面から、

作品にアプロ チしようとする方法のなかに、今後の十九世紀文学研究の可能性が大きく聞かれているこ

とは間違いないと信じるものである。

テキスト

Franz Grillparzer， Samtliche 砂金rke.Historisch-kritische Gesamtausgabe， hrsg. von August Sauer， 

fortgefuhrt von Reinhold Backmann. Verlag von Anton Schroll & Co.!Deutscher Verlag白rJugend und 

Volk， Wien 0.J.; I. Abteilung， 13.Bd.: Prosaschrポen1: Erzahlungen. Satiren in Prosa. Au.βatze zur 

Zeitgeschichte und Politik， S.35-81.(zit. als SW) 

Heinrich von Kleist， Samtliche 砂金rke und Briφ in 2 Bden.， hrsg. von Helmut Sembdner. 

Wissenschaftliche Buchgesellschaft， Darmstadt 1970. (zit. als S砂匁)

註

(1) Thomas Horst， Musik als Motiv in der neueren Erzahlliteratur. In: Franz GrillJフarzer， Der arme Spielmann 
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(=Erlauterungen und Dokumente)， hrsg. von Helmut Bachmaier. Philipp Reclam jun. Stuttgart 2002 

(=Universal-Bibliothek Nr.8174)， S.114任

(ωω2引) (Hr路sg

(3ω) グリルパルツア 作 福回宏年訳 クイ 一二シ/の'it工音兵楽箆2師房 他一篇 岩波書庖 東京 2∞1 (第 5届刷リ)(=岩波文
庫赤42お3-2幻) 

(4) ただし、使用テキストは、ClaudioMagris， Der habsburgische M)杭osin der modernen osterreichischen Literatur. 

Paul Zsolnay Verlag 2000. 

(5) クラウテ'ィオ ・マグリス 鈴木隆雄 ・藤井忠 ・村山雅人訳 オース介ヅア文学とハプスブルク神話水声社 東

京 1998(第2刷)

超訳とも評せるほど達意の日本語訳で、まことに読みやすいので、必ずしも原文に沿わぬところもあるが、 引用はす

べてこの訳文を拝借した。ただし、同書の凡例によれば、そのドイツ語版の原題は ClaudioMagris， Der habsburgische 

Mythos in der osterreichischen Literaturとなっており、イタリア語の原題 Ilmito absburgico nella letteratura 

austriaca modernaにもかかわらず "modern“が欠落している。更に、『近代オーストリア文学におけるハープスブル

ク神話』と、『近代オ ストリア文学とハ プスブルク神話』とは、それぞれが意味するところのニュアンス、つまり

「包摂」と「対峠Jとの聞には、巨大な隔たりがある、というのが論者の見解でもある。 以上の二つの理由から、表題

の日本語に関してのみは、拝借するのを止め、あえて、拙訳で提示した次第である。それにしても、オーストリアの文

化、文学を専攻する立派な学者をそろえた学会が日本にはある由にもかかわらず、また、 「見落としていた誤植や表記

の訂正を徹底的に行ったJ(492ページ)はずなのに、第2版にいたっても、同書の顔にあたる表題から、なぜ "modem“と

いう、本書のテーマからして本質的に重要な規定語が、ドイツ語原題からも日本語訳表題からも欠落しているのかは誠

に不可解である。

(6) 葉柳和則 jまら吹きの論g。物語り庁渇からJflj:::シュティラ の f子~ti!J f!1!文学務 No.20(2004)大阪大学ド

イツ文学会豊中 115ペジ以下。

(7) Friedrich A K.ittIer， Das Phantom unseres Ichs und die Litera似rpsychologie:五TA. Hoffmann -Freud -Lacan 

[1977]. In: Romanti，民向rschungseit 1945， hrsg. von K1aus Peter. Verlagsgruppe Ath巴n品um-Hain-Scriptor -Hanstein， 

Copyricht 1980 (=Neue附ssenschaftlicheBibliothek 93: Literaturwissenschaft)， S.351. 

(8) Benno von Wiese， Franz GrillJフarzer， Der arme Spielmann. In: Derselbe， Die deutsche Novelle. Von Goethe bβ 

Ka戸刀.Interpretationen.August Bagel Verlag， Dusseldorf 1960， S.134ff. 

Abstract 

In the 19th century， struggling between fanatic belief in Realism and furiously fatalistic 

Materialism， the German-Ianguage poets nonetheless tried to give expression to their fantasies and 

dreams， that ist to say， their Mythos generally， as they sought both a way out of， and， at the same 
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time， possibilities in the traditional novella form of link-and-framestory， which， surely， did allow 

ample leeway for instances of narrative tactics. 

Franz Grillparzer， one of the representative masters of the framework story of the time， in his 

novella “百1ePoor Musician，" (1) through intercalation of stylistic AnaJωluth in the framework 

and (2) through use of contradictions and inconsistencies in the plot respectively， posited his 

“Habsburg Mythos" (Claudio Magris) in the inner narrative structure. 

Simultaneously， (3) through irony， he attempted to re-mythologize his earlier constructed 

ideal world， the relativizing artifice of which directly accommodated to the realism and the sober 

sprit of the 19th century. 

In this sense，“The Poor Musician" pre-records the style of the modem novella， whose 

essence certainly exists in the subtle mutual relationship of“Address and reply between literature 

and audience" (F巾 drichA. Kittler). 
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The Unity of Polarity in Shinran's Religious Experience 

-That Which Is Empty and False & That Which Is Unsurpassedー

Hoyu ISHIDA 

Introduction 

Living in the 21st century of the technologically highly-developed world of science， 

we witness wars and terrorist outrages， caused by human egoism， taking place routinely in 

many parts on this planet. With the development of scientific technology， the degree and 

extent of disasters is vast and immense. Science and technology， however， are useless and 

hopeless when we meet with devastating calamities， such as typhoons， hurricanes， tornados， 

earthquakes and tsunami. Everyday life， then， is filled with du~kha or suffering-birth， old 

age， sickness and death-accompanied by klda or blind passions， such as greed， anger and 

19norance. 

This paper first expounds the nature of things and beings， empty and false， elaborating 

the imperrnanent nature of things and the hopeless and helpless nature of people as bombu or 

foolish beings who inevitably suffer as they are attached to that which is impermanent. The 

paper then analyzes the religious experience of Shinran (1173・1262)，the founder of Jodo-

Shinshu or Shin Buddhism in Japan， as he， realizing his innate nature of being a bombu， 

coincides with that which is unsurpassed， true and real-Shinran's experience， in this way， 

constituting the unity of polarity or non-dualism-with the examination of the meanings of 

religious values in the contemporary world. 

The Nature of Things-Impermanence and D功kha

Du争幼aarises as suffering when one is attached to that which is impermanent. Since 

everything is constantl y changing and nothing is permanent without exception， 1 du~kha as 

suffering is inevitable. This is known as the First Noble Truth of the Four Noble Truths， the 

1 This is known as one of the Three Marks of the Dharma， the other two marks being: a) 
Phenomenal things are all in existenc巴byconditions and relationships; therefore， th巴yare non-self or non-
substantial， and b) Nirvana is the state of tranquility or quiescence. 
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Second Noble Truth being the cause， origin or arising of du~kha ， which is one's attachment to 

that which is impermanent. Attachment， even so， is the very proof or evidence of one's being 

around in this saha world of birth-and-death. Want， desire or clinging is what motivates us to 

take actions in life， which produces variously different modes of feelings and emotions 

including SOITOW and joy. Since what we want， desire or cling t←whatever it is-is all 

impermanent and ever-changing after all， du~kha as suffering is inevitable. 

Walpola Rah山 m 同 atthe Buddha Taught views the conception of du件hafrom 

three aspeω→u;kha "as ordinary sぱfering，"d功kha"as produced by change" and d功kha
フ

“as conditioned states."ーDuhkha“asordinary suffering" refers to: 

All kinds of suffering in life like birth， old age， sickness， death， association with 

unpleasant persons and conditions， separation from beloved ones and pleasant 

conditions， not getting what one desires， grief， lamentation， distress-all such 

forrns of physical and mental suffering， which are universally accepted as 

suffering or pain.
3 

On duhkha“as produced by char伊 ，"Rahula says: 

A happy feeling， a happy condition in life， is not perrnanent， nor everlasting. It 

changes sooner or later. When it changes， it produces pain， suffering， 

unhappiness-4 

As for the third norrn of duhkha“as conditioned states，" Rahula expounds that it is“the most 

important philosophical aspect of the First Noble Truth， and it requires some analytical 

explanation of what we consider as a ‘being¥as an ‘individual'， or as '1'." A‘being，' an 

‘individual' or '1' is“only a combination of ever-changing physical and mental forces or 

energies， which may be divided into five groups or aggregates." And the five aggregates 

5 
themselves are nothing but du~kha'-) He then goes on to say that “What we call a‘being'，or 

an ‘individual'， or '1'， is only a convenient name or a label given to the combination of these 

five groups. They are all impermanent， all constantly changing.，，6 Yet， we are all attached to 

this very self as a ‘being，' an‘individual' or‘1，' and du~kha as suffering emerges. 

Aνidya or ignorance can be replaced with attachment for the cause of du;幼α-the

2 Wal恰恥p卯凶olaRaht山，~附+怖句aωtt御he B伽ud“dh加a T，日au昭gμ抑h加t(New York: Grove Press Inc， 1962)， p. 19. 
3 Ibid.， p. 19. 
4 Ibid.， p. 20. 

5 The five aggregates are Matter， Sensation， Perc巴ption，Mental Formations and Consciousness. 
Ibid.， pp. 20-24. 

6 lbid.， p. 25. 
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Second Noble Truth of the Four Noble Truths. Ignorance involves one's state of being 

ignorant about not being able to see things as they are. One just sees things as one sees them 

through one's own perception， and perception varies from individual to individual. People are 

not seeing things exactly in the same way because of the self-centered nature of being and 

because people are all respectively different. This is natural; yet， because of this there often 

arise disputes and conflicts as one is not aware of the nature of one's self-centeredness and 

egoism. It is easy and possible to see others' self-centeredness and faults， but extremely hard 

to see one's own. If one comes to realize the innate mode of one's egoism， the problems 

taking place in daily life will become lessened. In an ultimate sense， it can be said then， while 

delusion is one's state of not being able to see the fact that one is intrinsically deluded， 

enlightenment is a realization of one's being able to see the mode of one's delusion.7 In other 

words， one sees the state of one's being deluded as one simultaneously comes to see that 

which is not deluded， i.e.， that which is unsurpassed right in the middle of delusion. In such a 

way， the Buddha says， one who sees du~kha (the First Noble Truth) sees also the arising of 

du~kha (the Second Noble Truth)， sees also the cessation of du~kha (the Third Noble Truth) 

and sees also the path leading to cessation of du~kha (the Fourth Noble Truth).8 

The Nature of Beings-Possessed of Blind Passions 

Shinran expounds the nature of beings in terms of “foolish beings possessed of blind 

passions" (bonno gusoku no bombu). Foolish beings or ordinary beings (bombu) are the ones 

endowed with blind passions (bonno) or klesa. Blind passions are mental functions that annoy 

and disturb the body and mind of a person， and “greed，"“anger" and “ignorance" are known 

as the three poisonous blind passions (sandoku no bonno). Though they disturb one's body 

and mind， harming oneself as well as others， blind passions are the source and root of our 

9 
lives in this world of birth-and-death or saf!lsara.

7 

They are likened to mud full of dirt 

7 Dogen says in “Genjo koan" (‘'Things as They Are， Revealed in the Present") of Shめδgenzδ
(Eye-Store-house 01 the Right Dharmα): 
Delusion is one's practicing and authenticating myriad things while carrying one's self to 
them. Enlightenment is myriad things' naturally practicing authenticating the s巴lf.Those 
who greatly enlighten delusion are Buddhas. Those who are greatly lost in enlightenment 
are sentient beings. Moreover， there are persons who attain enlightenment upon 
enlight巴nm巴ntand there are also persons who are deluded in their delusion. 

Dogen-zenji zenshu 1， ed.， Doshu Okubo (Tokyo: Chikuma Shobδ， 1989)， p. 7. 
8 Uイhatthe Buddha Taught， p. 27. 
95amdra，repr巴sentl時 thesix realms (hell， hungry spirits， animals， fighti昭 spirits，humans and 

heavenly beings)， here ref，巳rsto this world of duhkha where one's life is filled with sorrow and joy. 

-43-



4 HoyuJSHIDA 

without pure water. As lotus flowers symbolizing enlightenment then bloom right in the midst 

of this mud， so does the compassion or the Primal Vow of Amida Buddha emerge in our blind 

passions. Without blind passions enlightenment does not come about and bloom according to 

the principle of Mahayana Buddhism. On foolish beings， Shinran says in Notes on Once-

Calling and Many-Calling: 

Foo/ish beings: as expressed in the parable of the two rivers of water and fire， 

we are full of ignorance and blind passion. Our desires are countless， and anger， 

wrath， jealousy， and envy are overwhelming， arising without pause; to the very 

last moment of life they do not cease， or disappear， or exhaust themselves.lO 

ln Chapter 9 of Tannisho， we find a well-known discourse between Yuien and Shinran. Yuien 

asks Shinran， his teacher: 

Although 1 say the nembutsu， the feeling of dancing with joy is faint within me， 

and 1 have no thought of wanting to go to the Pure Land quickly. How should 

it be [for a person of 

When asked t出hiおs，Shinran answered，“1， too， have had this question， and the same thought 

occurs to you， Yuien-bo!." Shinran continues: 

When 1 reflect deeply on it， by the very fact that 1 do not 吋oiceat what should 

fill me with such joy that 1 dance in the air and dance on earth， 1 realize all the 

more that my birth is completely settled. What suppresses the heart that should 

rejOlCe and keeps one from rejoicing is the action of blind passions. 

Nevertheless， the Buddha， knowing this beforehand， called us ‘foolish beings 

possessed of blind passions'; thus becoming aware that the compassionate 

Vow of Other Power is indeed for the sake of ourselves， who are such beings， 

12 
we find it all the more trustworthy. 

The Buddha， knowing beforehand the action and function of blind passions lurking in 

our body and mind， encompasses the whole of us. Thus，“Only the saying of the nembutsu， 

円 13
then， is the mind of great compassion that is thoroughgoing."u The mind of “thoroughgoing" 

(sue tori taru) is the core or heart of the compassionate Vow of Amida Buddha. While one 

10 The Collected駒市 ofShinran (hereafter abbreviated CWS) 1， Shin Buddhism Translation 
series (Kyoto: Jodo Shinshu Hongwanji-ha， 1997)， p. 488. 

II Ibid.， P .665. 
12 Ibid.， P .665. 
13 Chapter 4 of Tannishδ. Ibid.， P .663. 
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sees one's blind passions that are so strong/
4 
one comes to realize the compassionate Vow of 

Amida Buddha. In one's realization of blind passions deeply rooted in one's body and mind 

does the compassionate Vow manifest itself， which is known as the unity of polarity in 

15 
existential philosophyU-the two opposed qualities meet and coincide with each other， 

thereby constituting “non-dualism." 

The Nature of Beings-Caught in Birth-and-Death 

There is another aspect of human nature that is innate to us according to Shinran's 

understanding， which is“a foolish being of karmic evil caught in birth-and-death" (zaiaku 

shoji no bombu). Shinran takes this notion from Shan-tao's Kangyosho (Commentary on the 

、16
Contemplation Sutra)， lU where he expounds two qualities of religious experience taking 

place at the same time， which is known as“two kinds of profound realizations" (nishu 

jinshin). One is the awareness of sentient beings (ki no j・inshin)or the“profound realization of 

oneself as incapable 0ぱfe叫n叫凶liゆgt俳仰h加1t削t旬c

Jln町sl幼h問i

The profound realization of oneself as incapable of enlightenment iおstω0: 

believe deeply and decidedly that you are a foolish being of karmic evil caught 

in birth-and-death， ever sinking and ever wandering in transmigration from 

innumerable kalpas in the past， with never a condition that would lead to 

17 
emancipation. 

The profound realization of Amida's working partaken in one is to: 

believe deeply and decidedly that Amida Buddha's Forty-eight Vows grasp 

sentient beings， and that allowing yourself to be carried by the power of the 

Vow without any doubt or apprehension， you wiU attain birth.18 

These two realizations are taking place when one is undergoing religious experience， i.e.， the 

coincidence of that which is untrue and false (realization of one's limited and self-centered 

14Shinfarlsays，“Truly， how powerful our blind passions are!" Chapter 9 of Tannishδ. Ibid.， 
p .666. 
15 The expression， the unity of polarity， is adopted from philosophy of Kitaro Nishida (1870-

1945トzettaimujunteki jiko doitsu. In this paper， however， there is no discourse over the conc巴ptof the 
unity of polarity. 
lo Shinshu shogyo zensho 1， complied， Shinshu shogyo zensho hensansho (Kyoto: Oyagi Kobundo， 

1941)， p. 534. 
17 CWS 1， p. 85. 
18 Ibid.， ， p. 85. 
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6 Hoyu JSHIDA 

mode of being as a foolish or ordinary being-ki no jinshin) and that which is unsurpassed 

(the compassionate Vow of Amida Buddha working for the sake of such a being-ho no 

jinshin). This is again the unity of polarity and the formation of non-dualism， which is 

embodied in myogo or the Name， i.e.， namu amida butsu， namu referring to a foolish being 

and amida butsu referring to Amida Buddha. They are totally two different， opposite modes 

in qualities--one is delusion， while the other is enlightenment-yet they constitute “oneness" 

of non-dualism in the form of the Name. 

Realization of a foolish being of karmic evil caught in birth-and-death involves 

religious experience or shinjin as one realizes one's self-centered mode of being， 

19 
encountering the compassionate working of Amida Buddha.D In day-to-day life， we cannot 

help but continuously commit evil deeds; some of us feel guilty just living-we have to eat in 

order to sustain our body， sacrificing other forms of life on the earth. On a larger scale， 

today's science has made a great progress in terms of technological development. The 

contribution of technology to human comfort and modem convenience has been tremendously 

helpful， though the degree and extent of destruction and devastation of the planet and other 

forms of life， including other people， has been increasing proportionally. 

Some may say that this cannot be helped， for it stems from adaptive evolution. Yet， a 

religious person deeply takes this into account (starting with conscious dietary choices)， and 

becomes further concemed about the whole issue of why we are living and for what pu中ose

we were bom. Understanding this principle of living or life based on victims， one comes to 

realize that one's karmic evil is caught in a birth-and-death cycle， and that hell is one's 

destiny.20 No matter what practice one performs， one's practice is contaminated with 

falsehood. Shinran says in“Gutoku's Hymns of Lament and Ref1ection" in Hymns of the 

Dharma-Ages: 

Extremely difficult is it to put an end to our evil nature; 

The mind is like a venomous snake or scorpion. 

Our performance of good acts is also poisoned; 

19 Shinran in Hymns of the Pure Land reads: 

Ibid." P .343. 

Those who say the Name in self-power， whether meditative or nonmeditative-
Having indeed taken refuge in the Vow that beings ultimately attain birth-
Will spontaneously， even without being taught， 
Tum about and enter th巴gateof suchness. 

20 Shinran's well-known verse in Tannisho goes，“But 1 am incapable of any other practice， so hell 
is decidedly my abode whatever 1 do." Jbid.， P .662. 
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Hence， it is called false and empty practice. 

This very awareness of one's limited mode of being as such spontaneously leads Shinran to 

the profound realization of Amida's working partaken in him. Shinran continues: 

Although 1 am without shame and self-reproach 

And lack a mind of truth and sincerity， 

Because the N ame is directed by Amida 

Its virtues fill the ten quarters.
21 

This is a religious experience of Shinran， a very personal and particular experience， which 

22 contains universality. <...:. When this personal， subjective and individual experience is shared 

with others， Amid山 directingof virtue for our return (genso eko) is then to come about at the 
ヲ1

same tlme.--

Foolish Beings Possessed of Blind Passions and Caught in Birth-and-Death 

Regarding foolish beings or bombu， we have examined two modes:“foolish beings 

possessed of blind passions-bonno gusoku no bombu" and “foolish beings of karmic evil 

caught in birth-and-death----，zaiaku shoji no bombu." Both foolish beings possessed of blind 

passions and foolish beings of karmic evil caught in birth-and-death are not different beings 

but the same individuals viewed from different angles， inevitably experiencing du事khaas 

suffering and being crucially destined to hell. The purport of the compassionate Vow of 

Amida Buddha is solely for the sake of these bombu. Realization accordingly comes about 

through their insight into the nature of their falsehood and untruth and simultaneously through 

their encounter with that which encompasses the whole self. 

In the very First Chapter of Tannisho， Shinran says: 

Know that the Primal Vow of Amida makes no distinction between people 

young and old， good and evil; only shinjin is essential. For it is the Vow to 

save the person whose karmic evil is deep and grave and whose blind passions 

21 lbid.， p. 421. 
22 For some discussion on particularity and universality， se巴mypaper“Particular and Universal 

Norms of Religious Values in Tannishδ" in The Pure Land， New Series Nos. 21， The Joumal of the 
Intemational Association of Shin Buddhist Studies， December 2004， pp. 7-23. The paper expounds“the 
relationship between particularity and universality as they interrelate and coincide with each other-
particularity being an individual expression or experience of universality， and universality as it manifests in 
particularity，" p. 8. 

23 The issue of “di陀cti昭 ofvi山 efor going forth" (oso eko) and “directing of virtue for our 
retum" (gensδeko) focused in the present life will be discussed in the future paper. 
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abound.
24 

The intent of the Vow is to save the person (shujo) whose karmic evil is deep and grave 

(zaiaku jiゆ)and whose blind passions abound (bonno shijo). And only shinjin is essential， 

shinjin consisting of two realizations such as the“profound realization of oneself as incapable 

of enlightenment" and the “profound realization of Amida's working partaken in one." 

Shinjin litera11y means one's“entrusting heart/mind" to the Primal Vow of Amida 

Buddha， which is religious experience of non-dualism. Shinjin is then one's personal 

extraordinary experience of encountering the working of Amida Buddha's compassion as one 

negates one's self-contrivance or self-calculation. Shinran further says that this shinjin is 

Buddha-nature， which is Dharma-nature or Dharma-body-that which is unsurpassed. In 

Notes on 'Essential o[ FaithAlone，' Shinran expounds: 

Nirvana has innumerable names. It is impossible to give them in detail; 1 list only 

a few. Nirvana is ca11ed extinction of passions， the uncreated， peaceful happiness， 

eternal bliss， true reality， d仙har口rma.七od匂y，dharma-nature， suchness， oneness， and 

Buddha-nature. Buddha-nature is none other than Tathagata. This Tathagata 

pervades the countless worlds; it fills the hearts and minds of the ocean of a11 beings. 

Thus， plants， trees， and land a11 attain Buddhahood. 

Since it is with this heart and mind of a11 sentient beings that they entrust 

themselves to the Vow of the dharma-body as compassionate means， this shinjin is 

none other than Buddha-nature. This Buddha-nature is dharma-nature. Dharma-

nature is dharma-body. For this reason there are two kinds of dharma-body with 

regard to the Buddha. The first is called dharma-body as suchness and the second， 

dharma-body as compassionate means. Dharma-body as suchness has neither color 

nor form; thus， the mind cannot grasp it nor words describe it. From this oneness was 

manifested form， ca11ed dharma-body as companionate means.25 

Shinran here says that shinjin is Buddha-nature， which is Dharma-kaya or Dharma-

body， in other words， Tathagata. Tathagata is another name for Buddha， so shinjin is Buddha 

itself. Shinjin is thus obtained when one totally negates oneself， as Buddha or Tathagata 

reveals as shinjin. 1ust as one's right hand cannot grasp its own right hand， one cannot negate 

oneself by oneself. Self-negation on the side of a person is an indispensable factor when it 

~4 CWS 1， p. 661. 
~5 Jbid.， p. 461. 
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comes to one's undergoing of religious experience. Only when one encounters that which is 

unsurpassed， one can undergo one's own self-negation， being absorbed with that which is 

unsurpassed. Yet， as one still has to live with one's body and mind， one comes to realize that 

one's body and mind is empty and false， and that that which is unsurpassed is true and real. 

This realization involves the unity of polarity: one's empty and false heart/mind is sustained 

and encompassed by that which is unsurpassed， as that which is unsurpassed simultaneously 

sprouts out from within one's heart/mind， which is shinjin. One's empty and false heart/mind 

is the very place where that which is unsurpassed manifests and blooms. 

Concluding Perspectives 

We have examined the nature of things-impermanent and ever-changing， and the 

nature of beings--dinging， self-centered and false， and， as a result of this， du争khaarises as 

suffering. Hell is then our destiny as we are foolish beings or bombu of karmic evil caught in 

birth-and-death. In the very midst of this realization of our hopelessness and helplessness， 

however， we encounter that which is unsurpassed: the intent of the compassionate Vow is for 

the sake of those people， and the Vow sprouts in and coincides with such realization of 

bombu-the coincidence of “that which is empty and false" and “that which is true and real，" 

i.e.， dynamism in the form of non-dualism， which is a common and profound way of religious 

expenence. 

The 21st century is facing so many problems in spite of the fact that we are leading a 

comfortable and convenient life. For the convenience and luxury that we enjoy today thanks 

to the development of modern technology， we are sacrificing very many things-the 

destruction of the environment and slaughter including indiscriminative terrorism. The 

problem seems to lie in the fact that we are not able to become aware of our own self-

centeredness or our egocentricity. We may say that we know this，“People are all self-

centered;" yet， a genuine realization of one's own self-centeredness is very hard to come by. 

In the very core of our ego， we still try to justify ourselves. Realization of our true nature of 

self-centeredness and egoism comes about when we encounter that which is unsurpassed. 

That which is unsurpassed is not that which governs or controls us， according to the law of 

the Buddhist teachings， but that which frees us from the bondage of birth-and-death. 

It is sad to see that the monotheistic religions today are facing conflicts because of the 

claim of their ideologies and the assertion of their dogmas， though they， in an ultimate sense， 

do seek peace of the world and love for humankind. We cannot help but say that religions 
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have been used wrongly by some people. We need to take pause here to think twice in order 

to overcome the exclusiveness that religions often preach. 

In Shinran's teaching as we11 as in the general teaching of Buddhism， the nature of 

things is after a11 impermanent and ever-changing， and we are not able to evade attachment to 

them， being ignorant about them. Yet， we are able to aspire to the Vow. We may not be able 

to solve the problems that we are facing today in this contemporary world. Yet， we can try to 

live in and for the Vow， which one may say is a particular claim， as this derives from a certain 

posltIon. 

Universality， however， reveals when one realizes the meaning of this aspiration. The 

expression of a person， in a secular sense， who has come to realize and deeply appreciate love 

or friendship of another person (mother， father， sister， brother， friend， lover， or so 0吋 after

having gone through struggles and hardships-“You are the only and single person that 1 

rea11y love in the whole world"-does not mean to deny “love for humankind" in a general 

and broader sense. This person is embraced and revived through having been subjected to 

love or friendship of other single person， starting a new life working and serving for the sake 

of others according to one's own capacity. 

Religious values lie first in the core of the person， in the very heart/mind of the person 

who seeks freedom and liberation from the bondage of suffering or duhkha in birth-and-death， 

and the path one takes should be very subjective and particular. Through the particular and 

subjective path that we take and lead， we come to realize a universal norm of religious values. 

Exclusiveness of others is the problem that we have to conquer. 

In Tannisho Shinran says: 

With a foolish being fu11 of blind passions， in this fleeting world-this burning 

house-a11 matters without exception are empty and false， tota11y without truth 

26 and sincerity. The nembutsu alone is true and real. 

Shinran negates the absolutised secular values of bombu but does not absolutise the nembutsu 

or excludes others for the affirmation of the nembutsu. Shinran has encountered that which is 

unsurpassed in the changing nature of the world， expressing freedom and liberation in the 

nembutsu， returning back in the here and now.“The nembutsu alone is true and real" is the 

expression of Shinran's self-awareness of his being a foolish being or bonbu， having been 

encompassed by the companionate Vow of Amida Buddha-which is“thoroughgoing"-

26 Ibid.， p. 679. 
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where we are able to appreciate the religious experience of Shinran， which is universal in the 

values of other religious traditions as well. 
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『ぺイシャンス』と審美主義

W. S. Gilbert's Patience and Aestheticism 

上村盛人

民1oritoUEMURA 

1 序

ギルパート (SirWuliam Schwenck Gilbert， 1836-1911)が台詞を書き、それにサリヴァン (SirArthぽS凶livan，

1842-19∞)が曲をつけたコミック・オペラは別名サヴォイ・オペラ (SavoyOperぉ)として広く知られ、ヴィ

クトリアH寺代後半に一世を周鹿したが、その影響は指音圏の諸国を中心にして今も根強く残っている。学校では

音楽やドラマの授業の一環として作品が教育の中に取り入れられたりしている。また、多数の歌い手と演奏者の

共演によって滑稽なストーリが美しい音楽に載せられて展開するサウ、オイ ・オペラを愛する人々によって主回哉さ

れたギルパート&サリヴ、アン協会が世界各地にあり、作品の公演にむけて活動を行なっている。 (1)弁護士となる

べく法律を学んだが、比類なき喜劇台本作家となったギルパートとロイヤル音楽アカデミー (RoyalAcademy of 

Music)で早統的古典音楽を学び、当時の最も著名な作曲家の一人であったサリヴァンのコラポレーションによる

サヴォイ・オペラは、ヴィクトリア時代の英国が産んだ、他に類を見ない独得の舞台芸術であった。

ギルパートの書いた辛らつな毒をも含む荒唐無稽でドタパタ喜劇風の台詞がフルオーケストラによるサリヴ

ァンの典雅で美しいメロディに載せて歌われるサヴォイ ・オペラの世界は、 日常の世界を超越した不思議な舞台

空間を醸成した。そしてそれが書簡無稽ではあるけれども優美で印象的な世界であるために、ヴィク トリア時代

のミドル ・クラスの人々を特に強く惹き付けた。「単なる娯楽」として人々はこれらのコミック・オペラを楽し

んだが、そこで展開しているのは当時の社会状況が戯画化されたものであり、ギルパートとサリヴァンのコンビ

によって現出したその荒唐無稽な世界を笑い飛ばしながらも、親しみを感じていた。この点でサヴォイ ・オペラ

はヴィクトリア時代後半の社会の一面をよく伝えているといえる。(司

法律や政治や社会風潮、さらに軍隊や断VJ社会といったヴ、ィク トリアH寺代の諸相洲撒の対象にされギルパ

ートの筆によって戯固化されたのがサヴォイ・オペラの世界である。ギルパートとサリウーァンがコラボレートし

た十四の作品の中でも、 『ペイシャンス』は1881年の初i寅時には578回というサヴォイ ・オペラの中でも最長の

ロング・ラン記録を達成するといった大成功を収めた作品であった。 (3)この作品ではぺイシャンス (Patience)と

グロヴナー (Grosvenor)という愛し合う二人を始めとする男女の愛が中心テーマとなっているが、貴族、軍人、

詩人、 乳絞りの娘といったさまざまな階級や職業の人物が登場する。異性の愛情をめぐって対立する軍人

(“military man")と文人(“literaryman")、ライバル同士である肉体派詩人(“自白hlypoet")と牧歌風詩人(“idyllic
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2 上村盛人

トプ γ ーターヴィーダム

問et")、さらに恋に悩む二十人の乙女達が繰りひろげるてんやわんやの 「滅茶苦茶 な 世界」が展開するので

ある。

上で触れたライバル詩人達はいずれも「審美派の詩人J(“aes出etic伊et")とされており、また牧歌風詩人のグ

ロヴナーという名前は、審美主義を信奉するラファエル前派の画家達の作品を多く展示したグ口ヴナー・ギャラ

リー(百1eGrosvenor Gallery、1877年開設の美柿1館)を強く連想させるものである。実際に、ギルパートはこ

の美術館との連想でグロヴナーという詩人名を思いついたとされている。 (4)開館したばかりのこの美市I-T館に展示

された審美派の画家ホイッスラ-Oames McNeill Whistler， 1834-1903)の「黒と黄金のノクターンJ(“N民知rne

in Black and Gold")と題する作品に対して、批評家のラスキン 00加 Ruskin，1819-19∞)が、 「公衆の面前で

絵具の入った壷を投げ付けただけの作品に二百ギニーの値段をつける気取り屋がいるなんてとんでもないこと

だJ(“but [1 have] never expected to hear a ∞xcomb ask two hundr吋伊血凶forflinging a pot of paint in the 

public's face.")と述べて、ホイッスラーをj銑怒させ、 審美主義の絵画作品を巡る滑稽な裁判を引き起こすきっか

けを作ったのもこのグロヴナー・ギャラリーであった。 (5)rパンソーンの花嫁J(“Bun出orne'sBride")という副

題をもっ『ペイシャンス』と審美主義との関わりを考察するのが本稿の目的である。

2 Wペイシャンス』のあらすじ

多くのサヴォイ・オペラ作品と同様に、『ペイシャンス』も二部で構成されている。第一部は「パンソーン城の

外J(“Exterior of Castle Bunthome")に場面が設定されている。幕が開くと、「審美的な衣装J(“a回thetic

drapen白")を身に着け、リュートやマンドリンといった古風な楽器を奏でる乙女達が1見れて、歌を歌い始める。

それは、報われぬ愛に打ちひしがれた惨めな気持ちを伝える失恋の歌で、つれない肉体派詩人レジナルド・パン

ソーン (ReginaldBun出orne)に対して、 「恋に悩む二十人の乙女J(，‘tv.叩tylove-sick maidens")である自分達

は「みじめだわ!J (“Ah， llUserie!") (6)と繰り返す。レジナルドに対する愛では自分達はライバル同士であるけ

れども、その愛が絶望的であるという理由で皆が一つに結束しているのは、この愛の不思議な魔力だと、アンジ

エラCAngela)が述べる。 (158)そこへ年輩のレディ・ジエインCl.adyJane)が登場し、自分達には冷たいレ

ジナルドは村の手l絞りの娘ペイシャンスを愛していると皆に報告する。そこに恋に悩む乙女達のような愛を知ら

ない自分はなんと幸せかと歌いながらペイシャンスが登場し、近衛竜騎兵達がこの村に向っていると告げる。彼

女らは一年前にはこの竜騎兵達と婚約していたが、「自分達の好みが霊合少化され、認識力が高まったJ(“0町 tastes

have been etl1erealized， 0ぽ perαptionsexalted，" 160)ので今はレジナルドに夢中になっている、竜騎兵なんてど

うでもいいと言う。そこへ軍人達が登場し、ネルソン、ビスマルク、シーザ一、ディケンズ等「歴史上注目すべ

きすべての人J(“all the remarkable people in history，" 161)のエッセンスによって自分達は出来上がっているの

だと誇らしげに歌うが、乙女達は相手にしない。「彼 [レジナルド・パンソーン]が自分達の理想を高めてくれ

たJ(“he has idealized us，" 164)からなのだと、乙女らは言う。

詩作に没頭していたパンソーンは、やっと出来上がった作品を乙女達にせがまれて朗読するが、ペイシャンス

は自分にはナンセンスに思われると言う。中世風のくすんだ色の服のデザインに憧れる乙女達に、 「赤と黄色!
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『ペイシャンス』と審美主義 3 

原色なんて!J (“Red and yellow! Primary colours!，" 166)と軍服をからかわれた竜騎兵は、「英国の軍服に対す

る侮辱だJ(“an insult to the British uniform，" 167)として、 軍服を讃える歌を歌いながら、憤然として退場する。

その後一人きりになったパン、ノーンは、実は自分は「いんちき審美派詩人J(“ana白血eticsham，" 168)で、「中

世趣味はみせかけ、/人から賞賛されたいという不健全な気持ちから生まれたものJ(“my mediaevalism's 

a宜巴ctation，/ Bom of a morbid love of adr出ration，"168)と告白し、「たぐい稀なる教養人として、高尚な審美主

義者の一員J(“自ehigh aesthetic line as a man of culture rare，" 168)に見られるための秘訣を披露する。そこに

現れたペイシャンスにパンソーンは愛を告白し、彼女と閉じように自分も詩は好きではないし、気灘しい詩人と

いうのは本当の自分の姿ではなく、髪も短くして陽気に振舞うこともできると言い寄るが、拒絶され、傷心の思

いを託した詩を当てつけに朗諦しながら退場する。

パン、ノーンへの，思いのために乙女達を悩ませ、また、今しがた自分への告白を拒まれて立ち去ったパンソーン

を悩ませて混乱させる愛とは一体何なのか、ペイシャンスはまったく知らなかったが、 「この貧欲な欲望渦巻く

世の中で唯一の利己的でない感'情J(“the one unse出shemotion in出iswhirl戸01of grasping greed，" 171)が愛だ

とアンジ‘エラに教えられて、この「高貴で利己的でない情熱を経験せずに生きてきたJ(“1 have lived all these years 

without having experienced出isennobling and unse阻shpassion，" 171)ことを後悔する。ちょうどそこにやって

来た見知らぬよそ者にぺイシャンスは利己的でない愛を捧げようとするが、 そのよそ者は、彼女がこれまでに唯

一の愛を捧げた人物、つまり幼友達のアーチボールド・グロヴナーだと判明する。 「申し分なきアーチボールドJ

(“Archibald出eAll-Right，" 174)と呼ばれ、すべての女性達に愛されている彼を愛することは「まったく利己

的J(“nothing unse出sh，"174)だということになり、ペイシャンスはグロヴナーと別れる。

次に花輪で全身を覆われたパンソーンが乙女達と共に登場する。ペイシャンスへの愛を拒まれた彼は、慈善事

業のくじ引きの賞品として自らを差し出して、当りくじを引いた乙女と結婚することにしたことが披露される。

婚約を反故にされた竜騎兵達が嘆きをコーラスで訴える中で、乙女達が興奮しながらくじを引こうとする時にペ

イシャンスが登場し、「手l巴的な動tMむからではなく、「寸会に愛する乙女J(“a maiden who / Devotes herself to 

loving you，" 179)となるために、パンソーンの花嫁になると宣言する。パンソーンとの結婚の可能性がなくなっ

た乙女達は、よりを戻そうと竜騎兵達の手をとり、抱擁を交わす。そこにグロヴナーが登場し、 「僕は審美的で

/しかも詩的なので、すJ(“1 am aesthetic / And poetic，" 180)と言うのを聞いて、たちまち乙女達は竜騎兵を捨て、

彼の周りに脆く。非道な事の成り行きに軍人達が嘆き、またグロヴナーは愛してもいない乙女達に愛されてしま

う自分の宿命を嘆く。事態の急展開の混乱の中で、乙女達、グロヴナ一、ペイシャンス、パンソーン、竜騎兵達

がそれぞれの立場を訴える合唱と共に幕が下りる。

第三幕は林の中の空き地が舞台である。幕が開くと楽器を手にしたジェインが、パンソーンをひたすら愛し続

ける{，、情を吐露し、寄る年波と共に若さが失われていく悲しみの歌を歌う。やがて乙女達に従われたグ口ヴナー

が登場し、求められるままに詩を朗読する。琴線に点、れる真の詩人科見れたと乙女らはさらに心を惹かれるが、

彼はいくら彼女達に愛されても「自分の心は別のところに釘づけになっているJ(“myh回rtis tixed elsewhere!，" 

183)と宣言し、「磁石と撹乳器J(“自eMagn巴tand the Chum，" 183-185)の物語を歌って聞かせる。諦めて立ち

去る乙女達と入れ替わりにぺイシャンスが登場し、自分はグロヴナーを愛することはできないが、彼が自分を愛
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していることを確認して悲しみの中で彼を見送る。

バンソーンを 「一途に愛するj ことだけが自分の義務だと考えるべイシャンスだが、彼女の本当の愛の対象は

グロヴナーなのだ。 利己的でない愛だけが本当の愛である故に、グロヴナーを愛することは「まったく利己的」

なことだとして、彼女は悩み、 「常に耐えようとする愛J(“1ρve出atw出ayeendure，" 187)を辛い経験が教えて

くれたと歌う。バンソーンがジェインと共に登場。乙女達の愛を奪い去ってしまったグロヴ、ナーに対抗するため

に、彼のようなやさがたの詩人に自分も変身すると同時に、彼に文句を言ってやろうということで、ジェインと

意見が一致する。続いて三人の将校達が登場する。彼らは軍服を脱ぎ捨てて、「審美主義者を真似たJ(“出世tation

ofAes出回目，"189)服を着ている。ファッショナブルな審美主義者に変身して、乙女達の愛を取り戻し、結婚す

るためである。

乙女達から逃れて一人で悦に入っているク、口ウ‘ナーを見つけてパン、ノーンが近づき、両詩人が対決する。乙女

達に追いかけまわされる運命から逃れたいと願うグロヴナーは、長髪を切り、服装も「樹ナにありふれた普通の

ものJ(“absolutely∞mmonpla印，円 193)にするようにというパンソーンの助言を受け容れる。女達に追いまわ

される自分の運命にうんざりしていたグロヴナーも、実は普通の若者に変身したいと思っていたのである。かく

して普通の若者になったグロヴナーと陽気な審美派詩人へと変身するパンソーンが平日解する。変身したバンソー

ンを見てペイシャンスは驚くが、陽気で欠陥のない人間になった彼を愛することは、今やまったく利己的なこと

だからt色対に愛することはできないという。

普通人になったグロヴナーが髪を短く切り、スーツ姿で登場し、乙女達は以前の物憂げな様子を捨てて陽気に

踊っている。「申し分なき」グ口ヴナーが審美主義を棄てたので、彼女達もそれに倣ったのだ、という。普通人に

なったク会口ヴナーを愛しても利己的で、はないとわかって、ペイシャンスは彼に近づき二人は結ばれる。公爵がジ

ェインを花嫁にすると宣言し、将校達もそれぞれ花嫁になる乙女と結ばれる。ペイシャンスにもジ、エインにも去

られ、これからはただ一人で生きてゆかねばならないとパンソーンは嘆き、 他の人々が結婚の喜びを宣言するフ

ィナーレの歌と踊りの中で幕が下りる。

3 ファッションとしての審美主義

上のあらすじが示しているように、この作品は文学者、 つまり審美派の詩人を中心にしてストーリが展開する。

文学者や詩人が主人公として登場し、物語の世界を展開させていくような劇作品は他にあまり例がなく、その点

ではこれは珍しい作品と言える。このような作品が書かれてしかもそれが大人気を博したのは、審美派詩人のパ

ロディが大受けするほどに、 当時の世間で、審美主義風のファッションが 「熱狂J(“m白山")や「狂言LJ(“α泣 e")

を引き起こして大流行していたからであった。(η 1884年に初版が刊行された OED (The QゆrdEnglish 

Dictionaヴ)は“a白血etic"という語について説明し、本来の哲学的語義から逸脱して使われているこの語が、 「美

の理想として感傷的懐古趣味に耽ける最近の極端な傾向J(“Reαnt extravagances in the adoption of a sentirnental 

archaism as the ideal of beauty")を意味する語として、 一種の社会現象を引き起こしていると述べて、『ぺイシャ

ンス』からの一節を引用している。それほどまでにこの“aesthetic"という語が流行語になっていたのである。(8)
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そもそも“aes出etic"の語義そのものがドイツやイギリスにおいても両義的なものとなっていた。“a白血eti白"を

美学という学問体系として初めて提唱したドイツの哲学者パウムガルテン WexanderGottlieb Baumgarten， 

1714-62)は、「考えられたものJ(νO ητα)と 「感じられたものJ(α 1.-a eητα)とを区別し、前者
の学問である「論理学J("logiぜ)に文置する「趣味の批判」として 「美学J("a自由etica")を捉えたのである

が、カントがこれに反論したり、パウムガルテンの弟子マイヤーが解説を行なったりしているうちに、パウムガ

ルテンが意図したものとは異なる思想となって広まるようになった。 (9)つまり、高尚な哲学的学問体系としての

カント的(審)美学(“higheraes出eticism")と、 美しいものを完全なるものの極致として愛でるパウムガルテン的

審美主義(“popularaestheticism")というこ通りの解釈を許すこととなったのである。 (10)

英国における審美主義はラファエル前派の芸術至上主義から発展した。 1867 年出版の 『ブレイク論~ (砂flliam

Blake: A Critical stuめ1)で、スウィンバーンが「芸術のための芸術J(“art for art's姐ke")という表現を用いて審美

主義の概念を紹介し、 翌1868年にペイターがモリスの詐集に対する書評で同じ表現を用いたが、 1873年出版の

『ルネサンス~ (Studies in the History of the Renaissance)にこの書評の一部が取り込まれた時に、道徳的責任

を放棄して感覚の生を重視する態度を示すものとしてこの「芸術のための芸術」という言葉は悪名高いものとなっ

ていた。そして 1870年代にはこの言葉に代わって「審美主義J(“aestheticism ")という語が用いられるようになっ

た。 (11)その時にはすでに、上で引いたOEDの解説が示すように、“a自由etic"という語は人々が熱狂的に用いる

流行語となって、ファッションや郷拾の対象として、新聞や雑誌で盛んに取り上げられるものとなっていた。(同

本来のごく限られた芸術家達の理論的立場を示す高尚的審美主義 f判ghera白血eticism")と、 一殻民衆のファッ

ションとも言うべき通俗的審美主義(“pop凶ara回theticism")というこ通りの審美主義に分れたのである。 そし

て『ペイシャンス』で展開しているのは、ニセの高尚的審美主義とそれをファッショナブルなものとして追い求

める通俗的審美主義であり、それらが徹底的に榔撤されている。

たった一年間のうちに軍人から審美派詩人へと愛の対象カ移ったことについて、ジェインは次のように述べて

いる。

There is a transcendenta1ity of de位iurrト-anacute acc印刷出onof a supreme ecstasy …it is aesthetic 

transfiguration! (160) 

狂喜の超絶性というものがあるのよー至高の喜悦が急激に強化された状態よ...つまりそれは審美的

変容なのよ!

“tran民endenta1ity"はカント哲学の 「超越的、先験的J(((transzendent， transzendenta1)))に通じる語であるし、

“de出um'中“aesthetictransfiguration"という表現は、ペイターが、「審美派の詩J(“Aesthetic PI∞町，'')1])中で印

象的に用いている“delirium"や“transfiguredworld"という表現を連想させるものである。 (13)カント哲学や英国審

美主義における鍵概念に連なる“bigwords"を連発しているジェインだが、彼女がカントやペイターを読んでいた

とは到底考えられない。彼女にとって審美的(“aes出etic")というのは、今はやりのファッションに過ぎないの
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であり、やがては棄てられるべきものなのである。実際に作品の後半にいたって、いとも簡単に乙女達は審美主

義を捨て去るのである。

ファッションといえば、この作品ではペイシャンスを除くすべての登場人物が、審美主義という流行のファッ

ションを追い求める主体性のない人間として設定されている。今はやりの審美派詩人に焦がれている「恋に悩む

二十人の乙女」たちは、上で述べたように、審美主義を棄てたクーロウeナーに倣って、簡単に審美主義風のファッ

ションを棄て去るのである。そして勇壮ないでたちで堀爽と登場した竜騎兵達も第二幕では、「軍服を脱ぎ捨て、

審美主義者を真似た扮装をしてJ(“They have abandoned th何日lifom眠 andare dressed and made up in imitation 

ofA白血巴tics，"189)登場するが、とりわけこの場面は劇場を笑いの渦に巻き込んで、観客達を大いに湧かせる見

せ場になっている。観客の意表をつくこのような変身は、「このお嬢さん達に永久に強い印象を与える唯一のチ

ャンスは、彼女らと同じくらい審美的になることだJ(“our only chance of making a lasting impression on出国e

young laclies is to be∞町出ae抽出C部出巴yare，" 189)と彼らが考えたからであり、女王陛下の軍人達もかくも

あっさりと軍服を脱ぎ捨て、審美主義風のファッショ ンに身をやっすのである。肉体派詩人のパンソーンも上で

触れたように、実は「いんちき審美派詩人」 で、みせかけの中世趣味も含めた振舞いは、 「人から賞賛されたい

という不健全な気持ちから生まれたもの」と、自ら主体性の欠如を告白している。牧歌風詩人グロヴナーにして

も同様である。髪を短くして普通の人間になるようにと迫るパンソーンに対して、 「それはできない。僕は使命

を帯びているのだ。その使命は果たさなければならないJ(“1 can't help that. 1 am a man with a rnission. And 

出atrnission must be白血lled，"193)と審美主義の伝道という使命感に燃える詩人の立場を表明するものの、さら

に強迫されると、詩人の使命なと、あっさりと棄てて、 「実は、君が言うような変身をするためのもっともらしい

口実を長く探していたんだ。とうとうその時が来たのだ。ぜひともそれをさせてくれ!J (“1 have long wished for 

a reasonable p陀textfor such a change as you su毘白t. It has∞m巴atlast. 1 do it on∞mp叫sion!，"193-194)と手の

裏を返すように豹変し、もういい加減うんざりしながら、今をときめく審美派詩人を演じていたことを暴露して

いる。ク宇ロヴナーに惹かれて乙女達が立ち去った後も、パンソーンに対して、「私だけは今でもあなたをお慕い

しております0 ・ー誓って、私はあなたのもとを去りませんわ!J ("1 am st出fc目白血1to you. ...1 w出neverleave 

you， 1何回rit!，" 187)と言っていたジ、エインも、花嫁として公爵に選ばれると、即座にパンソーンを棄て去るの

である。

ファッションを追い求め、変身艇望に駆られて右往左往する登場人物達の中で、そのようなファッション志向

に関わることなく、自分自身で深く考え悩みながらも耐え抜く唯一の存在はぺイシャンスである。 「愛とは何

か?Jというのがこの作品の真のテーマであり、そのことを真剣に考える女性の名前が作品のタイトルになって

いる。ゲイデン ・レンが指摘するように、ディック ・ウィッティントン CDick¥¥畑山gton)やオリヴァー ・トゥ

ピルトヴノグスロ ー.'"' 

ィスト (O!iverTwist)のような無垢の若者として登場し、さまざまな経験をして成長を遂げる教養小説の主

人公のようなものとしてペイシャンスは設定されている。(叫彼女は、「私にはわからないわ、この愛とやらがど

んなものなのかJ(“1 cannot tell what出1Slove may be .. .，" 159)という歌と共に登場するが、第二幕の後半でパ

ンソーンに「愛がどんなものか君が知っているとは信じられないね!J (“1 don't believe you know what love is!，" 

186)と言われて、 「いいえ、知っています。 知らなかった時は幸せでしたわ。けれど、苦い経験から愛について

oo 

p

、υ
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教わりましたわJ(“Y巴s，1 do. 百lerewas a happy time when 1 didn 't， but a bitter experien印 hastaught me，" 186) 

とため息交じりに応えている。無垢の存在として社会に放り出されながらも、遍歴の中で苦い経験を経て成長す

る物語りの主人公のように、ペイシャンスも「苦い経験から愛について教わ」ったのである。そして「愛は悲し

げな恥(“Loveis a plaintiveωng，" 187)という言葉で始まる彼女の歌は、この作品中でも、あるいはすべての

サヴォイ・オペラ作品中でも最も優れた歌であるという評価が与えられている。(閉その中で、「たとえ報われる

ことがあまりなくとも、/いつまでも耐えようとする愛、/それこそが事酵半な愛、/それこそが本当の愛なので

す!J (“1ρve出atw出ayeendure， / Though the rewards be few， /百latis the love that's pぼe，/百latis the love 

出at's凶 e!，"187)と歌われるのであるが、耐え忍ぶことこそ愛の本質であることを知ったペイシャンスにふさわ

しい歌調であり、当時の観客に向けた作者ギルパートのメッセージもここに込められているといえよう。

「この貧欲な欲:望渦巻く世の中で唯一の利己的でない感情」が愛だと教えられて、ペイシャンスはそれをその

まま信じ込む。愛を告白したパンソーンに対して怖れのあまり、 「と、のような状況になっても、あなたを愛する

ことはありませんJ(“But 1 am qui民αrtain，under any cirαunstan印 s，I∞uldn'tpossibly love you，" 170)と一度

は拒絶したが、そのパンソーンを愛することが唯一の利己的でない感情であると考え直すペイシャンスの論理に

は、いかにも無理な飛躍がある。しかしこれは、死刑執行命令を下したミカドに対してココが述べ立てるこじつ

けの論理 (1恥 Mikado，344-345)と同様の、「不条理なギルパート的論理J(“the absurd Gilbertian logic")であ

って(!日、ギルパートのコミック ・オペラの世界ではおなじみのものである。そして最後に、審美主義を棄てて普

通の若者になったクホロウ、ナーを愛しても利己的ではないということで、ペイシャンスは彼と結ばれ、彼女の愛は

成就する。

4 ~ペイシャンス』における審先取詩人

作品に登場するこ人の審美派詩人に注目して考察を進める。まずパンソーンであるが、「いんちき審美派詩人」

の自分が「たぐい稀なる教養人として、高尚な審美主義者の-~むと見られるための秘訣を次のように披露する。

If you' re anxious for to shine in the high a巴stheticline as a man of culture rare， 

You must get up all the germs of the transcendental t巴rms，and plant them ev巴rywhere.

You must lie upon the daisies and dis∞urse in novel phrases of your complicated state of mind， 

百lemeaning doesn 't matter証it'sonly idle chatter of a transcendental kind. (168-169) 

たぐい稀なる教養人として、高尚な審美主義者の一員となって明るく輝きたいのなら、

先験的用語の芽となるすべてのものを身につけて、それを至る所に植え付けるのだ。

ヒナギクの上に横たわって複雑な精神状態について新しい表現で語らねばならない。

ただの他愛ないおしゃべりでも先験的なものでさえあれば意味などはどうでもよい。

日目
p
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ジ、エインが用いていたのと同じ“仕組民endental"という“bigwords"をここでもパンソーンは連発している。花を

愛でながら、いかにもカント哲学を知っているかのような用語を並べておしゃべりをすれば、教養ある高尚な審

美主義者の一員になれるというわけである。奇抜な振舞いと共に、輔晦な用語を振りかざしてファッショナブル

な教養人を気取る工セ審美主義者に対する痛烈な郷撒となっている。

審美派の詩人としてパンソーンは、「ああ、空ろだ!空ろだ!空ろだ!J (“Oh， Hollow! Hollow! Hollow!")と

題する次のような一節で始まる自作を披露する。

What time the poet hath hyrnned 

The writhing maid， lithe-limbed， 

Quivering on amaranthine asphodel， 

How can he paint her woes， 

Knowing， as well he knows， 

That all can be set right with calomel? (165) 

しぼまずの花アスフォデルに触れて震え、

もだえているしなやかな手足の乙女を

詩人が賛美した時、

彼はと、うやって乙女の苦悩を描くことができよう、

すべてはカロメルで片がつくことを

充分に知っているときに?

ここで用いられている詩句は例えば、スウィンパーンの『詩とバラード、第一集11CPoems and Ballads， First Series 

[1866年])に収められている「愛と眠りJ(“Iρve and Sleep")の次のような一節を連想させる。

And all her face was honey to my mouth， 

And all her body pas印reto mine eyes; 

The long lithe arms and hotter hands than自民

百lequivering flanks， hair smelling of the south， 

The bright light feet， the splendid supple thighs 

And glittering eyelids of my so山 desire.(1乃

彼女の顔はすべて僕の口には蜂蜜だ、ったし、

彼女の全身は僕の眼には牧場となった。

長いしなやかな腕と炎よりも火照る手、

nu 
co 
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震える脇腹、南国の香りがする髪の毛

光り輝く軽い足、すばらしくしなやかな太もも

そして僕の魂が欲しているきらめく目蓋。

“li出e"や“quive出19"など、同じ単語がどちらの詩にも使われていて、詩の雰囲気も{凶亘っている。 1871年にロ

パート・ブキャナン (RobertBuchan担)に 「詩の肉感派J(“官le日目hlySchool of P侃句")と名指しで非難さ

れた詩人らしく、スウィンパーンの作品には肉感的な内容の濃)享なエロティシズ!ムが漂っている。それに反して

パンソーンの作品は、キャロリン・ウィリアムズが指摘するように、「まったく身体に関するJ(“q山te凶dily

ind田d")もので、スウィンパーン風の詩のパロディを用いて、身悶えて恋に悩むように見える乙女の苦悩は実は

下剤で解決できる苦しみであることを歌っているので、ある。 (1即 「審美的変容J(“aesthetic仕組sfiguration，"160) 

を「俗物たちは消化不良と蹴童いしてしまうのJ(“the earthly might easily mistake for indigestion，" 160)とジエ

インが述べていたが、パンソーンはまさしく、その「俗物たち」の一人ということになる。スウィンパーン風の

極めて肉感的な審美派の詩の世界を装いながら、エセ審美派詩人のパン、ノーンはそれを極めて俗っぽい、身体に

関する世界に変容させている。高尚な審美主義(“higha白血eticism")が“自白hly戸et"の“自eshly"(肉感的/身

体的)の解釈の差によって低次元の審美主義(“lowa自由eticism")へと変貌する過程がバンソーンの詩に含まれ

ているのだが、話晦的で嘘昧な表現を用いて書かれているために、当時は上演に際して問題にされることもなく、

ごく限られた一部の人々だ、けがこの“dirtyjoke"を理解していたのだ、と、ウィリアムズは指摘している。 (19)

もう一人の牧歌風詩人、グロヴナーはどのような詩を書くのだろうか?彼は次のような歌を歌いながら登場す

る。

Prithee， pretty maiden-prithee， tell me true， 

(Hey， but I'm doleful， willow willow waly) 

Have you e'er a lover a-dangling after you? 

Hey willow waly O! 

1 would fain discover 

If you have a lover? 

Hey willow waly O! (172) 

どうか、かわいい娘さ人f と、うか、本当のことを言っておくれ

(へイ、哀しいよ、ウィ口一、ウィ口一、ウェイリー!) 

君を追いかけまわす恋人がいるかい?

へイ、ウィ口一、ウェイリ一、オー!

教えておくれ

君に恋人がいるのかどうか?

vi 
po 
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へイ、ウィ口一、ウェイリ一、オー!

それに対するデ、ュエットとして、ペイシャンスが次のように歌い出す。

Gentle sir， my heart is 企olicsomeand free-

(Hey， but he's doleful， willow willow waly!) 

Nobody 1 care for comes a-courting me-

Hey willow waly O! 

Nobody 1 care for 

Comes a-courting-therefore， 

Heywilloww均 O! (172) 

私の心は陽気で自由なんですのー

(でもこの方は悲しいのだわ、ウィロ一、ウィロ一、ウェイリ一!) 

私が好きな人は私の愛を求めに来なし】ー

へイ、ウィ口一、ウェイリ一、オー!

私が好きな人は

私の愛を求めに来ないーだから、

へイ、ウィ口一、ウェイリ一、オー!

結婚を迫る見知らぬ紳士と、その求婚をきっぱりと断るペイシャンスのやりとりがデュエットで歌われているの

だが、この歌には“Where紅eyou going to， my pr巴町maid"で、始まる伝承童謡 Cnurseryrhymes)を思い起こさせ

る要素がある。手l絞りの乙女としてペイシャンスが設定されていることも、この伝承童謡との連想を掻き立てる

のに役立っているが、この童謡の最初と最後のスタンザは次のようになっている。

Where are you going to， my pretty maid? 

I'm going a-milking， sir， she said， 

Sir， she said， sir， she said， 

I'm going a-milking， sir， she said. 

Then 1 can't m紅ryyou， my pretty maid. 

Nobody asked you， sir， she said. (却)

円
ru
p
b
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かわいこちゃん どこへいく?

ちちをしぼりに まいります

ちちをしぼりに みしらぬおかた

それじゃおまえと けっこんできぬ

してくださいとは だあれもいわぬ

だあれもいわぬ けちなおかた川

グロヴナーはペイシャンスの「幼なじみJ(“H凶eplayfellow，" 173)で、 15年後の今再会し、 彼女に「大人に

なったわねJ(“And how you've grown!，" 173)と言われるが、大人になったのは体格だ、けで、グロヴナーが披

露する詩歌は15年前の「子守り部屋の歌j、つまり伝承童謡の段階のままであるようだ。乙女達に求められてグ

ロヴナーが朗読するこつの詩、「やさしいジェインは、この上なくよい子で…JC“Gentle Jane was g'α刈asgold， 

..." 182・183)と「いたずらトムは、とっても悪い男の子一・J(''Teasing Tom was a very bad boy，・ー"183)は、

「単純明快で、なかなかのものですーて赤ん坊でも分かりますよ。鑑賞するのに、頭を使う必要など全くないので

すJ(“a pure and simple thing， a very daisy-a babe might understand it. To appreciate it， it is not n氏 出回ryto 

think of an戸hingat all，" 182)とグロヴナー自身が説明しているように、教訓を含んだ子供向けのものである。

また互いに愛して求め合うことができない皮肉について煽苦風に歌われる「磁石と撹乳胤にしても、ギルパー

ト自身が描いている挿絵(73)が示すように、惹かれ合うことのない愛の世界を、 面白おかしく子供でも判るよ

うに比喰的に述べたものといえよう。

パン、ノーンの肉感風かつ身体的な複雑な詩とは違って、グロヴナーの詩には「幼稚で功利主義的な内容が一杯

詰まっているJ0 (21)変身したグロヴナ一自身が最終的に宣言しているように、彼は本質的には、「あり点、引た若者」

(“an every-day young man，" 194)なのである。ライバル関係にあった両詩人のうちで、「あり点、れたJ詩の世

界が勝利することでこのコミック・オペラの最終的なユーモアが成立している。ペイシャンスと相思相愛のグ口

ヴナーが結ばれ、そして乙女達と箪人達もよりを戻して結婚することになり、サウ、オイ ・オペラの観客の大部分

を占めていた中流階級の価値観に合致する形の大団円で幕が下りるのである。

この作品に登場する審美派詩人のモデルに関して、レンは、ワイルド、ホイッスラ一、スウィンパーンを混ぜ

合わせたものがパンソーンの原型イメージであり、モリスとペイターをミックスしたものがグロヴナーの原型イ

メージ、で、あったと述べている。(2泊しかしホイッスラーは詩人ではなく、またワイルドは 『ペイシャンス』のアメ

リカ公演のために華々しい宣伝活動を行ない、パンソーンのイメージに自分を重ね合わせるような奇抜な衣装と

言動で講演を行なったのはよく知られている事実であるが、オリジナルの原作テクストの中にワイルドのイメー

ジを見つけることは難しい。また 「ありふれた若者Jで天真繍漫で幼稚な詩を書くグロヴナーの中に、審美主義

勺
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の芸術を実践したり、原理を提唱したモリスやペイターのイメージを重ねることも無理であり、ギルパートがモ

リスやぺイターを読んだ上でグ口ヴナーをイメージしたとは到底考えられない。原作テクストの詩句から見る限

りでは、パンソーンの書く詩のスタイルにスウィンパーン風の詩のパロデ‘ィが認められるだけである。

5 結ぴ

『ペイシャンス』は、ギルパートとサリウすアンが共同制作したサヴ、オイ・オペラの中で、「当時の極めて時事

的な話題をテーマにした最初の作品J(24)であった。1881年の初演時に興行主ドイリ・カート (D'OylyCarte)が

作成した宣伝のチラシには、 r~ペイシャンス』の作者達は本当の審美主義の精神をあざ笑う気持ちはありません

でした、ただ、その真似の変装をして繰りひろげられている数々の女々しい奇行を攻撃したいと，思っただ、けなの

ですJ(“the au出orsof Patience have not desired to cast riclicule on山 trueaesthetic spirit， but only to attack白

山unarせyodclities which masquerade in i岱出ceness") (2，)と書かれていた。たしかに『ペイシャンス』では、中世

風の服を着て花を愛でる長髪の女々しい詩人や軍服を棄ててフアツ、ンョナブ、ルな服に身をやっす軍人といった、

いんちきの審美主義が徹底的に邦撤されており、それが当時の観客の大いに気に入るところとなり、興行的にも

大成功を収めたのである。

「本当の審美主義の精神Jを体現する詩人がこの作品に登場しないのは、上に引いた宣伝用のチラシからも明

らかであるが、スウィンパーン風の詩のスタイルがパロディとして効果的に用いられていることについてはすで

に指摘した。そのスウィンパーンが 「芸術のための芸術Jという用語を広めたことも既に上で述べたが、しかし

その彼は「審美主動(“a白血eticism")や「審美的J(“a白血etic")という言葉を著作においてはほとんと、使って

いない。むしろこれらの言葉はペイターが愛用する用語で、あった。『ペイシャンス』で重要な役割を果たしてい

る「審美派の詩人J(“aes出etic伊et")という表現に極めて近いものとして、ペイターのエッセイのタイトル、 「審

美派の詩J(“Aes出eticpoetry") (26)が挙げられる。

ペイターは代表作、『ルネサンス』の「序文J ('“Preface") で審美主義批評について、 r~対象物それ自体をある

がままに見ること』が、真の批評のまさに目的であると言われてきたのは正しいことであった。審美主義的批評

においては、文杉訣物をあるがままに見ることへの第一歩は、自分自身の印象をあるがままに知り、それを他と区

別して、はっきりと誌哉することであるJ(“寸bsee the object出 initself it really is，' h出 beenjustly回idto be出e

airnofall町 σiticismwhatever; and in aestheticαiticism the first step towards seeing one's 0吋阿部itreally is， 

is to know one's own irnpression出 itreally is， to disα加由lateit， to realise it clis白lctly") (27)と述べている。パンソ

ーンの詩のタイトル「ああ、空ろだ!空ろだ!空ろだ!J ('“Oh， Hollow! Hollow! Hollow!，" 165)を聞いて、狩

りの時に発せられる“h叫loa"を連想して側、「それは狩りの時の歌ですか?J (“Is it a hunting song?，" 165)と応

えるべイシャンスは、ペイターが上で述べているように、 「自分自身の印象をあるがままに知り、それを他と区

別して、はっきりと言哲哉j しているといえる。「審美的Jという流行のファッションに振り因されている他の登

場人物達とは違って、自分自身の印象や考えをもって行動するペイシャンスは、上でぺイターが定義していた真

の審美主義的批評家としての素質をもっているといえる。

-64-
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バン、ノーンが披露するスウィンパーン風の詩には、ハイ・カルチャーとしての“higha邸theticism"とポップ・

カルチャーとしての大衆向けの“lowaestheticism"の混交があり、そして竜騎兵達が歌う 「歴史上注目すべきすべ

ての人」の歌は、歴史に名を残した有名な人物達の業績と名前のパスティーシュであるといえる。また手し絞りの

娘、詩人、軍人貴族といったさまざまな階級の人物達が登場して交錯し、ストーリを展開させているのが『ぺ

イシャンス』の世界である。『ペイシャンス』を含むサウeオイ・オペラの諸作品は「審美的歴史主幸む(“a白血etic

historicism円)のユーモアに関する素晴らしい実験なのではないかと、ウィリアムズは指摘する。 (1~)つまり、歴史

的に存在するあらゆるテクストやジャンルがパロディやパスティーシュとして用いられているのがサヴォイ・オ

ペラなのだ、というわけである。サリヴ、アンの音楽にしても、伝承童謡、つまり、マザー・グースのメロディか

らパラッドや古典音楽に至るまでのさまざまなジャンルのメロディから作り上げられている。そしてその美しい

メロディにギルパートが書いたユーモラスな歌調が載せられて、日常の世界を超越した不思議な舞台空間が展開

するのがサヴォイ・オペラなのである。それは、「審美派の詩Jの中でペイターが指摘する「地上の楽園J(“出e

earthly paradise") (;!O)のようなものとして現出し、人々を魅了するのである。

ジ、エインが述べていた「審美的変容J(“aes出etictransfiguration，" 1ω)を連想させる 「変容された世界」

(“仕組sfiguredworld")という表現をペイターが「審美派の詩」の中で用いたが、その「変容された世界」 とい

う表現をタイトルにした研究書で、ウィリアムズはペイターの「審美的歴史主主包のありょうを詳しく論じてい

る。C!il英国の審美主義の源流であったペイターの著作を『ペイシャンス』の作者達が読んでいた可能性はまずあ

り得ないが、ウィリアムズの指摘する「審美的歴史主義」の観点を通して、ペイター的な審美主義の要素が『ぺ

イシャンス』で展開する地上の楽園という変容された世界の中に見られるのはまことに興味深いことである。

;主

(J)国際ギルパート&サリヴァン協会(百1巴lntemationalGilbert & S凶liv加Asωciation)が毎年、夏にフェスティパル (G&S

Pestival)を英国、ダービーシャー <Derbyshire)の高原地帯にある小さな町パクストン倍以ton)で開催している。今

年 (2005年)も7月30日から8月21日までの問、オペラ・ハウスを中心にして第12回のフェスティパルが開催され、

多くのサヴォイ・オペラ作品が上演された。 (Wペイシャンス』は今回の演目には含まれなかった。)詳細は国際ギルパー

ト&サリヴァン協会発行のG必 FestivalNews (Pebruary 2∞5)を参照。
(2) A N. Wilson， 1he Vtcto即応 (N巴wYork & London: W. W. Norton &ωmp加 y，2∞3)，pp. 419-20. 
(3) 1五eComplete Annotated Gilbert and Sullivan ，ed. lan BradIey， (Oxford: Oxford University Press， 1996) ，p. 268. 

(4) 1ane W. Stedman， W. S. Gilbert: A CUlssic VLCtorian & H，βTheatre (Oxford: Oxford University Press， 1996) ，p. 184 n52. 

(5) 10hn R凶 kin，“Le口er79: Life Guards of New Life，" Fors CUlvige!・'a7 CJuly 1877) ，in 1乃eWorks ofJohnぬLSkin，ed. E. T. 

白 okand Alexander Wedderbum， ubrary Edition， 39 vols. (London: G巴orgeAllen， 1903-12) ，29: 160.尚、ホイツスラ

ーがラスキンを訴えたこの裁判については、 undaMerrill， A Pot 01 Painl: Aestheti口 onTrial in Whistler v. R凶加1

(Washington and 1ρndon: Srnithsonian lnstitution Press， 1992)に詳しい。

(6) w. S. Gilbert， The Complete PUlyS 01 Gilbert and Sullivan. lllus. W. S. Gilbert， CNew York: W. W. Norton &ω，1976) ， 

戸、υco 
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p.157.以下、『ぺイシャンス』を含むサヴォイ・ オペラ作品からの引用はこの書物に拠るものとし、括弧の中にページ数

のみを入れて示すことにする。『ペイシャンス』の訳文については、上岡サト子、上村盛入、 山本業の共訳 。∞5年、未

発表)による。 尚、入手可能な『ペイシャンス』の映像資料 (VHS，DVD)として、(1)“OperaWorld"のサヴ、オイ・

オペラ・シリーズのひとつとして作成されたもの(1l7分、 1982年)と (2)Opera Aus甘aliaが百1eSydney Opera House 

で上演したもの (130分、 1995年)がある。 (1)はビデオ用映画として作成されたもので、冒頭部と幕開に作品の背景

などの説明が専門家 ωouglasFairbanks， Jr.)によってなされている。若者とされている二人の審美派詩人の役をベテラ

ンの役者達方守寅じているのが難といえるかもしれない。 (2)はライヴの上演を録画したもので観客の反応がよくわかる。

ぺイシャンスは強いスコットランド誰りの指吾を話すが、パンソーン、グロヴナーも含めた役者たちの演技が秀逸で、楽

しい作品に仕上がっている。

(7) Jonathan Freedman，丹ψ'ssの出 01Taste: Henry James， British AesthetiωrちandCommodity Culture (S凶ぜord，

California: Stanford University Press， 1990) ，p.l02. 1870年代後半から 1路0年代前半にかけての英国社会における審

美主義の熱狂振りやこのフィーパーを郷織の文杉裂にした『パンチ』誌や芝居などの状況については、 Stedman，pp. 181-183 

を参照。 テ'ュ・モーリエ (G∞rgeDu Maurier， 1834-96)が繍いた『パンチ』誌掲載の女性的な審美主義者達の絵につい

ては、例えば、DennisDeni田 ff，Aestheticism and Sexual Pa仰の 1840-1940(Cambridge: Cambridge University Press， 

2∞1) ， pp. 44， 46， 74， 80 を参照。 また、 谷田博幸、『唯美主義とジャパニズム~ (名古屋大学出版会、 2ω4)の特に「第

皿部 唯美主義運動J(pp.262-327)では、英国における審美主義の動きと『パンチ』誌や画壇との関係、『ペイシャンス』

とワイルド等について、数多くの図版と共に、詳しく解説されている。

(8)上村盛入、「ウォルター ・ペイターの審美主義J(W滋賀県立大学国際教育センター研究紀要』、第5号、 2α刷 、1-3頁参

日召。

(9) 当津武彦編、『美の変貌:西洋美術史への展望j](世界思想社、 1988年)、 144-145頁、および、小田部胤久、『象徴の

美学~ (東京大学出版会、1995年)、28頁参照。

(10) “aesthetic"の訳語としてわが国では、フランス語(“お山etique勺の訳語から発した i(審)美学」の他に、「審美主義J、

「唯美主義j、「耽美主塾、「芸術至上主主島、「エステ(ティーク)J等さまざまな表現が用いられている。『広辞苑j](第

五版)の「美学J、「耽美主義J、「エステティークJの項参照。

(11)日zabethPrett巴john，“lntr，吋uction"to her edited After the Pre-Raphaelites: Art and Aestheticism in VLCtorIan E噌Innd

(New BrunswickヲNewJersey: Rutgers University Press， 1999) ，p. 3 

(12) Ibid.， p. 4. 

(13)“Aes出eticP田町"incIuded in Harold BI∞m ed.， Selected J#itings 01 J#zlter Pater倒ewYork: Columbia Un附 sity

Press，1974) ，pp. 190-192. 

(14) Gayden Wren，A Most lngenious Paradox: The Art 01 Gilbert and Sul/ivan (Oxford: Oxford University Pr巴ss，2∞1)，p. 
103. 

(15) Ibid.， p. 104. 

(16) 加 drewCrowther， Contradiction Contradicted.・TheP，必ys01 w S. Gilbert (LDndon: As蹴iatedUniversity Presses， 

2α)()) ， p. 120. 
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(1乃 AC. Swinburne， 1恥 Poemsof Algemon Charles Swinbume， 6 vols. U切4:ゅ1.New York: AMS Press， 1972) ，1， 

272. 

(18) Carolyn W出町民 “Par，吋y，Pastiche， and the Play of Genres:刊 eSavoy Operas of Gilbert and Sullivan，" included in 

Jennifer A Wagner-I..awlor ed.， The Victorian Comic Spirit: New Perspectives Wdershot， Hampshir巴:Ashgate Publishing 

Ltd，2α泊)，p. 5. 

(19) Ibid.， p. 5. 

(20) Iona and Peter Opie，吋s.，The Oxford DictionaヴofNursery助Iymes(Oxford: Oxford University P陀ss，1951; 1980) ，pp. 

281-282.本書の解説 (pp.282-283)に書かれているように、この伝承童謡のもと歌は17世紀以前に遡る古いもので、

乙女に言い寄る男とその乙女とのやりとりを扱った内容であったが、 19也記になって子供向けに 「注意をはらって書き換

えられたJ のである。次注の谷川訳、 『マザー ・ グース 4~ の「原詩と角森尺J (pp.49・50)も参照。また、Ionaand Peter Opie， 

eds.， The Puffin Book of Nursery Rhymes (l.ondon: Penguin Group， 1963) ，pp. 156-157には、「手l絞 りの乙女の財産」

(つbeMilkmaid's Fortune")というタイトルでこの歌の別のヴァージョンが挿絵と共に載せられている。

(21) 谷川俊太郎訳、『マザー・ グース 4~ (講談社、 1981年)、 44-45頁。

(22) Willi創出，op. ci1.， p. 7. 

(お)Wren， op. cit.， p. 101. 

(24) Ibid， p. 1∞ 
(お) BaiJy， Gilbert and Sullivan Book， 179 quoted in Crowther， op. cit.， p. 119. 

(26) このエッセイは、本来ペイターが1868年に匿名で発表した書評論文の前半部分であったものを、 1889年に「審美派の

詩j というタイトルで出版したものである。尚、「審美派の詩Jについては、上村盛人、「ウォルター・ペイターの審美主

義一「審美派の詩」についてJ(W滋賀県立大学国際教育センタ一研究紀要』、第6号、 2∞1)、21-42頁参照。
(2乃Dona1dL Hill， ed.， The Renaissance: Studies inArt and Poetry也erkeley:University of Californ.ia Press， 1980) ，p. xix. 

(28) Williams.， op. cit.， p. 5. 

(29) Ibid.， p. 2. 

(30) “A白血eticP∞try，"p. 190. 

(31) Carolyn W出iams，Tra凡ポ伊redT#:Jrld: Walter PaterきAεs仇eticHisto九cism (Ithaca and 1ρndon: Comell University 

Press， 1989) . 
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Abstract 

Gilbert and Su出van's∞micoperas何回 known出血eSavoy Oper笛)were very popular in the 

latter half of出eVictorian Age. They strongly appealed to出emiddle-class audiences who could 

a:fford to enjoy themselves and their own society humorously satirized in Gilbert's witty but absurdly 

burlesque story line ∞nveyed by Sullivan's harmonious and beautiful musical settings. Patience 

opened on 23 April1881 and was an instant suα凶s，running for 578 performanαs， one of出elongest 

ftrst runs of all the Savoy Operas. 

Patience mocks the cult of aestheticism which was rampant in the 1870s and 1880s国a“mania" 

or“craze." Although Patience caricatures aestheticism repr凶entedby pretentious aesthetic poets (出e

t1eshly Bunthome and the idyllic Grosvenor) and pok白白nat rap同rousand blind followers of 

aestheticism (出etwenty love-sick maidens and the drag∞n仰 ds)，its出emeis the question: What is 

love? Bunthomピsaestheticism is sham; the drag∞n guards abandon their uniforms for an aesthetic 

∞stume， and Grosvenor and the love-sick maidens discard aestheticism. Unlike these false followers 

of aestheticism， only Patience出回 tosee things as出eyare. She starts to think about love seriously， 

acts all by herself and fmally at凶nsher true love. 

Walter Pater's famous definition of aesthetic criti白 i.e.，“in aesthetic criticism the ftrst step 

towar也seeingone's object as it really is， is to know one's own irnpression as it陀ally is， to discriminate 

it， to realise it distinctly，" applies to Patience's ways of seeing thing戸as出eyare. Carolyn Williams 

suggests a humorous version of“aesthetic historicism" in Patience and other ∞nuc operぉ byGilbert 

and Sullivan. It is interesting to detect an element of true aestheticism embedded in Patience which 

has been regarded as nothing but absurd mockery of aesthetes and aestheticism. 
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リスニング指導の効果

ーリスニングvs.リスニング+リーディング指導-

Effectiveness of Improving EFL Listening Ability by 

“Listening Only" Compared to“Listening Plus Reading" 

小栗裕子

YukoOGURI 

1 本研究の目的

リスニング力を伸ばすには、リスニング指導のみで果たして効果があがるのであろうか。リスニン

グ力を強化するためにリーディング指導を加えると、どのよ うな効果が期待できるであろうか。 例え

ば、吉田(1999)は、速読の技能を伸ばすことがビデオによる聴解力(ListeningComprehension)の技能を

伸ばすことになるかどうかについて 3ヶ月間実験を行い、速読教材の難易度にかかわらず速読を訓練

することにより 、ビデオによる聴解力を伸ばすことができたと報告している。また武井 (2002)は、「リ

スニングについて、何が言われ、何がわかっているかj という章で、リスニング力とリ ーデイ ング力

の関係について過去の研究を精査し、リスニング力の伸長がリーディング力の伸長に転移する可能性

が高いという結論を出している。

それでは、リスニング指導に加えリーディング、指導を行った場合、リスニング指導のみのクラスと

比べ学習者の リスニング能力にどのような差異が生じるであろうか。さらに、このような指導を 1年

間行った後、リスニング能力テストのどの下位テスト(例えば、応答問題や内容理解問題のような)

に学習者の特徴が表れるのであろうか。以上の点をそれぞれ学習者の習熟度別に分析考察し、この研

究が持つ英語教育への示唆について論じた。

2 方法

2. 1 被験者

公立大学6クラス 234名

・リ スニングのみのクラス 2004年度2クラス、 2003年度 1クラス 計 119名

・リスニング+リーディ ングのクラス 2004年度 1クラス、 2002年度 2クラス 計 115名

各クラス編成は、習熟度別や種目 55IJではなく、学籍簿順に教員に割り当てられたものである。

nwu 
ro 



2 小栗裕子

2. 2 手順

リスニングのみのクラスは、週 1回90分の授業すべてをリスニング指導に当て、主に教材(マクミ

ランランゲージハウスの NewAirwaves)を用いて授業を行った。このテキストは、 Airwavesの改訂版

で日常話されているような自然な会話の流れと速度で録音されており、英語圏の多様なアクセントも

含まれ、雑音も会話の中に取り入れられている。内容も若者の興味あるものが多く、聞いていて楽し

いところがこの教材を選んだ理由である。指導は、語句等の説明や聞く目的を明確にするプリ・リス

ニング活動に加え、なぜ間違えたのかを省みるポスト・リスニング指導にも力を入れた。これは、小

栗 (2003)のリスニング指導法に関するアンケートから得た結論で、学習者は答え合わせを済ませそ

れで終わりではなく、解答の正解で、なかったところはどうしてそのような答えになったのかを解説す

ることで効果があったと回答していることに応じたものである。また、リスニング指導の指示はでき

る限り英語を使用した。

リスニングにリーディングを加えたクラスは、週 1回90分授業の最初 30分から 45分を教材(マク

ミランランゲージハウスの CubicListening--Check Jn， Check Out)を使用してリスニング指導を行い、残

りの時間をリーディングに当てた。この場合のリスニング指導も、前者におけるようにポスト・リス

ニング指導を重視した。リーディングは、異文化理解の教材(例えば2004年度は金星堂のJt'sNot What 

You Think)をできるだけ内容把握に重点をおいて指導し、最後にその内容について日本語で話し合っ

た。時間的制約があるので、毎回本文の要約とそれに対するコメントは宿題として、授業終了後提出

させた。要約とコメントは可能な限り英語で書くように奨励したので、数名ではあったが、挑戦して

いた。また、あえて日本語訳は行わなかったが、理解しにくい英文や宿題で要約ができていないよう

な箇所については、その都度日本語で説明し、確認を行った。

全員のリスニング力を測定するために、 4月の第 2回目の授業中にプリテストとして大学英語教育

学会が開発した ]ACET英語基礎聴解力標準テスト(以下 ]ACETテストと略記)Form Aを、そして 12

月の始めにポストテストとして同 FormBを実施した。このテストは、日本の大学生の実態をふまえて

作成されており、時間的にも 40分程で終了可能である。問題も Part1から Part4まで各 10問、合計

40聞から構成されており、選択肢はすべて4つあることが、採択理由である。マニュアルによれば、

テストの信頼性係数 (CronbachAlpha)は0.880で、測定の標準誤差は2.654となっている。

Part1 は、 1つの絵を見ながら複数の英文を聞いて絵の内容と合ったものを選ぶ問題、 Part2は、英

語の話しかけを聞いてそれにふさわしい応答を選ぶ問題で、この話しかけは場面がわかるように 2文

から構成されている。Part3は複数の会話があり、その会話の内容に対する質問に答える問題である。

Part4は英文が6つあり、問いが 10問で、ある程度長い英文を聞いてその内容に答える形式になって

いる。設問方法は TOEICの Part3や Part4のように、問題を読んで答えるのではなく、問題もすべて

聞いて答えを選ぶ形式になっている。それぞれ各 partの素点を基にした標準得点に対して、 Part1と

Part 2は2倍、 Part3とPart4は3倍の重みづけがされている。言い換えれば、これは前者が後者よ
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り難易度においてやや易しい問題であるという意味である。

3.データ分析と結果

まず、開拓社から送付された JACETテストの結果を標準点を用いて分析した。4月のプリテスト結

果により、指導法の異なる 2つのグルーフ。をそれぞれ上・中 ・下位群に分け、平均点を算出した。次

に、各ク、、ループのポストテストの平均点も同様に算出した。これらの結果を表 lに示す。4月の時点

で3群が異なった集団だということを統計的に証明するために分散分析と多重比較を行った。その結

果、リスニング指導のみのクラスではF(2， 116) = 323. 99、リスニングにリーディング指導のクラスで

は、 F(2， 112) = 344. 17となり、多重比較の結果もそれぞれの群に有意な差が認められた。また 1年間

の学習効果をみるために、各群にそれぞれ対応のある t検定(両側)を行った結果、上位群のリスニ

ングにリ ーディング指導クソレープの 5%水準を除いて、他はすべて 1%水準で有意な向上が認められ

た。しかしながら、標準点のみでは、どの箇所がどのように変化したのかの詳細を分析することは不

可能なので、以下に partごとの素点の平均値を比較分析した。

表 l 指導別グループにおけるプリ/ポス トテストの標準点の平均値と標準偏差

¥ 
全体 上位群 中位群 下位群 全体 上位群 中位群 下位群

L L L L L & R L & R L品R L品R

N=1l9 N=44 N=50 N=25 N=1l5 N=30 N=46 N=39 

Pretest M 51. 37 59. 18 50.44 39.48 48.31 58.53 48.91 39.74 

SD (7.91) (3.08) (2.99) (3.38) (7.83) (3.04) (2.82) (3. 05) 

Posttest M 58.54 64.02 57.42 51. 12 52.91 61. 27 53.22 46. 13 

SD (8.00) (6.53) (6.29) (6.53) (8. 76) (7.71) (6.51) (5.67) 

gained score 7.17** 4.84** 6.98** 11. 64 ** 4.60** 2.74* 4.31** 6.39キ*

* p<0.05 * * p<0. 01 

(1)リスニング指導のみのクラスにおけるリスニングテスト結果

まずリスニング指導のみのグ、ループでは、 1年間でどれほどリスニング力が伸長したのかを分析し

た。4月のプリテスト結果により、上・中 ・下位群に分け、それぞれの partにおける素点の平均値を

算出した。そして、各群の 1年後(ポストテスト)も同様に平均点を算出した。表 2は、プリ/ポス

トテストの各 partごとの素点(各 10点満点)の平均値とその標準偏差である。それを分かりやすく

図 1に表した。それぞれ点線がプリテストの得点、実線がポストテストの結果で、 ABCは上 ・中・下位

群を示す。さらに partごとの素点にプリテストとポストテストで対応のある t検定(両側)を行った結

果、 1%水準で有意差が生じた項目には**を、5%水準については*をつけた。

ーム
ヴ

t



4 小栗裕子

最初に気づくことは、プリテストの上 ・中 ・下位群の4つの partの得点傾向(図 1参照)が、非常

によく似ていることである0 ・それが1年後のポストテストでは同じように伸長するのではなく、習熟

度によって若干異なった伸び方をしている。一番伸長の大きかったグ、ループは下位群で、すべての part

に1%水準で有意に向上している。次は中位群で、この集団も Part4を除いて他3つの partにおいて、

1%水準で有意に上昇が認められた。それとは対照的に上位群に関しては、 Part2のみに有意な伸長が

見られたのみであった。さらにわずかではあるが、 4月より Part3とPart4は降下している。ただし、

この 2つの標準偏差 (SD)に注目すると 4月よりかなり大きくなっており、これは得点の伸びた者と

そうでなかった者の差が開いたことを表している。また、プリテストでは、 3群に大きな聞きがあっ

た。特に Part3では、上位の 7.77と下位の 3.36との聞には4.41の差があったが、ポストテストでは、

1. 81とその差が縮まっている。そして、全体でも図 1が示す様に、 3群の差が小さくなっている。

表 2 プリ/ポストテストの下位テストの平均値 (M) と標準偏差 (SD) (リスニングのみ)

Partl Part2 Part3 Part4 

N=119 M SD M SD M SD M SD 

上位 pretest 8.39 1. 04 6.98 1. 42 7.77 1. 12 7.43 1. 40 

N=44 pos口est 8. 63 1. 14 8.20** 1. 32 7.41 1. 62 6.93 1. 78 

中位 pretest 7. 96 1. 01 5. 12 1. 62 5. 68 1. 52 5. 02 1. 44 

N=50 posttest 8. 44** : 1. 07 6. 32** 1. 95 6. 66** i 1. 65 5. 52 1. 46 

下位 pretest 5. 92 1. 41 3. 36 1. 52 3. 36 1. 50 3.24 1. 16 

N=25 pos仕est 7.20** i 1. 26 5. 84** i 1. 62 5. 60** i 1. 44 4抑*I 1. 65 

* *p<O. 01 

図 1 プリ/ポス トテス トの下位テストの平均値と標準偏差 (リ スニングのみ)

10 
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( 2 )リスニング+リーディング指導のクラスにおける リスニングテス ト結果

リスニングにリーディング指導を加えたグループも同様の分析を行った。表3はその結果であり、

図2はそれを図に表したものである。この指導クずループも 4月は習熟度別の得点傾向が非常に似てい

るが、 1年後かなり異なった伸長になっている。まず下位群は Part4を除き、 他はすべて 1%水準で

有意に向上している。中位群は複数の会話があり、その会話の内容に答える Part3が1%水準で有意

に向上したのみであった。そして、上位群においても、英語の話しかけを聞いてそれにふさわしい応

答を選ぶ Part2のみ5%水準で有意に伸長しただけで、あった。この集団は Part2を除いて、他の3つ

のpartはすべて下降している。しかしながら、リスニング指導のみのグループと同じ様に標準偏差が

かなり大き くなっており、特に Part3の得点差は伸長したグループとそうでないグループがで、きたこ

とになる。この指導グループもプリテストと比較して、ポス トテストでは3群の差が縮まっているが、

このグループでは Part1とPart3にそれが著しく表れている。

表 3 プリ /ポストテストの下位テストの平均値と標準偏差(リスニング+リーディング)

Partl Part2 Part3 Part4 

N=115 M SD M SD M SD M SD 

上位 pretest 8. 77 1. 04 6.93 1. 57 7.67 1. 21 6.80 1. 54 

N=30 posttest 8. 43 1. 25 7.93* 1. 31 7.03 1. 85 6.20 1. 71 

中位 pretest 7. 63 1. 22 5.48 1. 72 5.07 1. 24 4.83 1. 68 

N=46 posttest 7.74 1. 27 6. 15 1. 83 5. 72** 1. 33 4.96 1. 63 

下位 pretest 5.95 1. 30 3.64 1. 55 3. 05 1. 45 3.49 1. 57 

N=39 posttest 7. 33** 1. 28 4. 69** 1. 64 4.82** 1. 48 3.41 1. 45 

* p<0.05 **p<O.Ol 
図2 プリ /ポストテストの下位テストの平均値と標準偏差(リスニング+リーディング)
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6 小栗裕子

(3)両グループのプリテスト結果

各グループがどれほどリスニング力が向上したかを比較するために、 4月のpartごとの平均値を表

4に示し、それを図3に表した。図の実線はリスニング指導のみの得点を、点線はリスニングにリー

ディ ング指導を加えたクラスの得点を示す。習熟度別にpartごとに平均値の差を検定するために分散

分析を行った結果、中位群の Part3のみリスニング指導のクラスの方が 5%水準で高い得点を示して

いたが、他のすべてのpartごとの得点に統計的に有意差は認められなかった。言い換えれば、中位群

のPart3を除き、他はpartごとに同じレベルの集団だ、と見なすことが可能である。

上位

中位

下位

10 

表 4 両グループのプリテスト比較 下位テストの平均値と標準偏差

Part¥ Part2 Pa口3 Part4 

M SD M SD M SD M SD 

pretest L (N=44) 8. 39 1. 04 6. 98 1. 42 7.77 1. 12 7.43 1. 40 

pretest L R (N=30) 8.77 1. 04 6.93 7.67 1. 21 6.80 1. 54 

pretest L (N=50) 7.96 1. 01 5. 12 1. 62 5.68 *! 1. 52 5.02 

pretest L R (N=46) 7.63 1. 22 5. 48 1. 72 5.07 * i 1. 24 4.83 1. 68 

pretest L (N=25) 5.92 1. 41 3. 36 1. 52 3. 36 1. 50 3.24 1. 16 

pretest L R (N=39) 5.95 1. 30 3. 64 1. 55 3.05 1. 45 3.49 1. 57 

* p<0.05 

図3 両グループのプリテスト比較 下位テストの平均値と標準偏差

part1 part2 part3 
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(4 )両グループのポストテスト結果

2つのグループのポストテスト結果を表5と図4に表した。習熟度別に partごとに分散分析を行っ

た結果、中位群の PartlとPart3でそれぞれ1%水準で有意な差が認められた。また下位群において

も、Part2とPart4ではそれぞれ 1%水準で、Part3においては5%水準で有意差が見られた。しかし、

上位群については、どのpartも統計的に有意な差は認められなかった。

上位

中位

下位

表 5 両グループのポストテスト比較 下位テストの平均値と標準偏差

PartJ Part2 Part3 Part4 

M SD 恥4 SD M SD M SD 

posttest L (N=44) 8.63 1. 14 8.20 1. 32 7.41 6.93 1. 78 

pos伐estL R (N=30) 8.43 1. 25 7.93 1. 31 7.03 6.20 

posttest L (N=50) 8. 44** : 1. 07 6. 32 6.66** 1.65 5. 52 1. 46 

pos杖estL R (N=46) 7.74**: 1. 27 6. 15 1. 83 5.72** 1. 33 4.96 1. 63 

posttest L (N=25) 7. 20 1. 26 5. 60* 1. 44 4. 84*本1.65 

posttest L R (N=39) 7. 33 4. 69** : 1. 64 4.82* 1. 48 3. 41 ** ! 1. 45 
L...... 

10 

8 

* p<0.05 * *p<O. 01 

図4 両グループのポストテスト比較 下位テストの平均値と標準偏差

part1 part2 part3 part4 

ー~・-A posttest 
-004・--A posttestR 
---.-B posttest 
-.，‘:--B posttest且
ー圃・-cposttest 
--・ー -CposttestR 

4.考察

リスニング指導のみのクラスにおいて、 1年間で最も学習効果が表れたのが、下位群である。この
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8 小栗裕子

集団はすべての下位テストで有意な向上が認められた。また、中位群においても Part4を除いて、他

は有意に伸長している。 しかしながら、上位群は Part2のみ有意に向上したのみで、他はその学習効

果が表れていない。ただし、吉田(1999: 186)が指摘しているように、 Part1の標準偏差 (SD)から

判断して既に満点に近い得点を取っている者も多く、テストの天井効果と言えるかもしれない。

次にリスニングにリーディング指導を加えたクラスの学習効果を見ると、はやり下位群にその効果

が顕著に表れている。この集団は Part4を除いてすべてに有意に向上している。 リスニング指導のみ

の中位群とこの結果から判断して、 Part4はある程度長い英文を聞いて、その内容に答える問題であ

るところから、 4つの中では一番難関で、習得するには時間がかかると言える。中位群は、リスニン

グ指導のみのグループ結果から推察すれば、 Part2が最初に向上するものと思われたが、そうではな

く、 Part3のみが 1%水準で伸長している。Part2より Part3の方が難易度は高く、この部分にリー

ディング指導の効果が表れたのかもしれない。しかし、上位群では Part2が5%水準で向上している。

Part 2とPart3を比較した場合、認知的には前者の方が習得し易く、現に Part3の点数には高い重み

付けがしてある。そこで、中位群のプリテストに注意してみると、全体でこの部分のみ有意に低いこ

とがわかる。それゆえ、その低い partが他の partに追いついたとも推測できる。つまり、リスニン

グ力は、ある程度バランスを取りながら、向上していくのではないだろうか。例えば、 1つの partの

得点が低い場合、習得過程でその低い partを補いながら全体に向上していくのかもしれない。

指導方法別に各 partを比較すると、プリテストでは中位群の Part3のみ 5%水準で有意差があり、

完全に同ーの集団として比較することはできないが、ポストテストと比較し差がある場合、これはリ

スニング指導の時間的効果だと言うことができょう。まず、下位群はリスニング指導のみのクラスが

Part 1を除いてすべて有意に向上している。これはリスニング指導に効果があったことを示している。

Part 1は両グループとも 1年で有意に上昇しているので、この絵を見ながら、絵の内容と一致してい

る英文を選択する能力は短時間である程度習得可能だと言える。中位群に関してもリスニング指導の

みのグ、ループが Part1とPart3において有意に向上している。しかしながら、上位群に関しては、両

指導グ‘ループで有意な向上は見られかった。つまり、上位群は 90分リスニングのみの練習を行なおう

と、 45分の練習のみでも変わらないと言うことができょう。さらに言えることは、標準偏差が広いの

で、上位群については、この ]ACETテストより 一段階上のテストを使用する必要があるのかもしれな

し、。

また、テスト形式について言えば、 ]ACETテストはすべて聞いて答える問題であるが、 TOEICのPart

3と4のように問題の英文を読んで答える場合では、結果が違ってくることが予想される。この場合

は、リーディング指導が有利に作用することも考えられる。Macaro(2003: 177)も指摘しているように、

リスニング能力を正確に測定するテスト作りは、今まであまり研究の対象にならなかった。 しかし、

これはリスニング研究自体が遅れていることと無関係ではなく、今後この分野でのいっそうの研究が

必要だと言える。
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さらに、指導法の見地からやはり習熟度別クラスが有効だと言えるであろう。なぜなら、中・下位

群は一定の伸びを示しているので、クラスの焦点をこれらの集団に当て、授業が進行したことが考え

られるからである。もし、上位群のみに焦点を当てたクラスがあれば、別な結果が出たことは充分考

えられる。

5. まとめ

本稿では、リスニング力を向上させるためにリスニング指導のみのクラスとリスニングにリーディ

ング指導を加えたクラスでは、どちらが効果があるかを検証した。結果は、次のようにまとめること

ができる。

1 ) 習熟度別にみて、中・下位群はリスニング指導を週 l回90分行うことはリーディング指導を加

えるより効果のあること

2) 上位群においては、リスニング指導のみのクラスとリーディング指導を加えたクラスではリス

ニング力向上において効果は変わらないこと

3) リスニング力は、バランスを取りながら向上していくこと。例えば1つの partの得点が低い場

合、習得過程でその低い partを補いながら全体に向上していくこと

4) 短期でリスニング能力の学習効果を測定するテストにはPart2のような英語で話しかけを聞い

て、それにふさわしい答えを選ぶ問題が適していること

5) 上位群の能力測定にはこの基礎聴解力標準テストよりさらに上のテストを使用する必要がある

こと

この結果は、教育的視点から見て習熟度別クラスの必要性やリスニング能力を正確に測るテストの

重要性についても示唆している。

本稿は、平成 17年 9月に開催された大学英語教育学会第 44回全国大会で筆者が発表した「リスニ

ング指導の効果ーリスニング VS.リスニング+リーディング指導ーj に加筆修正したものである。
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Abstract 

Will listening only instruction c1asses be more effective than listening plus reading 

c1asses to improve students' listening ability? Will listening skills be reinforced by reading 

instruction? This artic1e explores how two different instruction methods affected students' 

listening ability. Three listening only c1asses involving 119 mixed level students， and three 

listening plus reading c1asses also involving 115 students， were compared to see how listening 

ability improved after one year's instruction. Listening only c1asses were taught listening 

skills for 90 minutes per week， and listening plus reading c1asses were taught listening skills 

for 30 to 45 minutes and reading for 45 to 60 minutes. The JACET Basic Listening 

Comprehension Test Form A as a pretest and Form B as a posttest were used to measure 

listening ability. The results of this study show that the lower-intermediate and intermediate 

students in listening only c1asses significantly improved their listening ability. 
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Effectiveness of 

Communication English Teaching Material 

コミユ二つ--~ヨジ英設教材の有効性

Walter KLINGER 

This article discusses three methods: Speaking Face to Face， Using Audio-Visual 

Material， and Games for Speaking， that 1 use in my English classes for first-year students at 

the University of Shiga Prefecture (USP) in Hikone， Japan， and how useful or effective they 

seem to be for language learning. 

Speaking Face to Face 

Overall宝殿前(乙when1 think about what 1 want to accomplish完き寄るinm y classes， 

1 try to keep in mind this question: What can a native ffi@語 teacherof English (NTE) do 

better， more effectively， or more efficiently能宰的(乙 thana Japanese teacher of English 

(JTE)? The main thing that the NTE can probably do better is interacting with the students， 

talking personally， face-to・face. To the students， this seems to be a more authentic lE ~ lE銘

σ) communicative experience than speaking English with a JTE， which might appear to be 

more of a “lesson" or a “test." Other teaching techniques， such as using communication 

textbooks， or using prepared audio and visual material， can be done just as well by a JTE as 

by an NTE. Explaining grammar and supervising translation can probably be done better by 

a JTE than an NTE. Considering these points， 1 believe that an important part of my classes 

should be a one-to-one talk with each student. 

Why is talking person-to・personso important? Face to face communication is arguably 

拐を弓く昭凄()7d;く themost effective way to learn a language， at least the most natural 

way， as far as.......σ〕範⑥まで((1;it is how one learns one's first language as a child. It is 

difficult to ignore管視 someonewho is looking at you in the eyes， while， on the other hand， it 

is easy to be distracted 注意敵這 andlook away from a textbook or even a movie. Being 

face to face with someone who is trying to tell you something， or to whom you are trying to 
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2 防lalterKLINGER 

say something， you try hard to succeed in the communication， and the desire to communicate 

is a strong motivation意欲 Tolearn， you need motivation. 

How can the teacher conduct an authentic conversation? In my experience， 1 have 

found if 1 try to chat with a student in class， all too often丈括協 thecommunication is 

one-sidedー肯定、け0). 1 ask a question， and the student replies with just a yes or a no; so 1 

end up 結局~C2 ;Ö; る doing most of the talking. 1 can try not to say things that will give me 

simple yes and no replies; but， even if 1 say something like， Tell me about your hobbies or 

砂'hatdid you do this weekend， 1 seldom can get more than a short reply， because of the 

students low level of ability， or lack不定 ofconfidence ⑤18 to say much. 

To avoid this situation， 1 ask my students to prepare something to talk about. They 

write one page about their family， their hobbies， their club activities， a trip they've been on， a 

movie they've seen， their dreams for the future， or any topic at all， 1 leave it up C2任せる to

them to decide what to write. In that way， 1 can react ~ 1芯寄る towhat they say， instead of 

them reacting to me. In class， 1 meet the students one by one， and they read their reports to 

me. 1 don't ask them to memorize the reports， mainly because they are not in very good 

English to begin with. Then we have a chat for about 10 minutes， based on the content of 

their report. 

1 give a grade成錯 forthis report and chat， taking into consideration ability in grammar 

and pronunciation， and also how much effort the student seems to have put into the report. 1 

am in effect事実上 gradingfor ability in English based on what the student has learned in all 

his or her years of study up to now; the grade doesn't have much to do with what other 

activities he or she is doing in my classes. But， in my classes， 1 am not trying to give pieces 

of information as in a grammar lesson where 1 can test the students on what 1 have taught. 

Rather， using various teaching material such as games， 1 am providing different kinds of 

opportunities to speak， and there often is no one correct answer to a situation. This is more 

awkward to test， other than giving a grade for participation. 

1 also think that students， when they enter university， are hoping for and expecting a 

di百'erentkind of class than they had in high school， where they always had to take tests， that 

is， to produce proof証惚 thatthey were studying hard. Indeed， some students have said they 

were disappointed がつの、t)しe.with college English lessons tha 
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interesting for the students. 

Talking one-to-one gets a very di旺erentresult than talking with two or three or more 

students at the same time. With friends or in a group， students look to each other for help， 

consult with each other before saying something， or don't say anything at all， hoping that 

someone else will say something， or that someone else will be asked by the teacher to say 

something. Some students， who are cheerful， energetic and out-going気回αいい when1 

talk with them in a group， are quite nervous when they have to talk to me privately， though of 

course 1 try to make them feel at ease ~ゼ寄る Speaking in front of many people is also 

stressful， but 1 don't ask my students to read their reports in front of the whole class. The 

main reason for this is that the other students may not understand what the student is saying， 

and as a result， not pay attention， get bored @屈しむ， get restless; that surely is a waste在った

L¥1e¥L¥ of everyone's time. Also， the English ability of the students speaking is usually fairly 

low; it surely isn 't beneficial百益;O;for the students listening to hear a lot of incorrect 

English. 

If 1 corrected the students' speeches beforehand， the students could speak in front of their 

classmates， but there would still be a lot of vocabulary and grammatical structures in the 

speech that might be unknown to the other students. 1 usually give a little feedback 医応

about pronunciation and grammar errors when students are talking with me， but 1 don't try to 

correct every mistake they make. If 1 did， 1 would need at least an hour to correct and 

attempt to explain all the errors in a ten-minute report， and 1 am sure the student's confidence 

would also be damaged. 

Sometimes 1 sit at the back of the class to have the chat; 1 ask students sitting in the very 

back row to make room to let me sit there. This， 1 think， lets certainある種σ)students know 

that the back of the class isn't going to be a safe place to sleep or to avoid ~ける being seen 

by the teacher. At other times， 1 sit in different areas of the classroom. In my classes 1 

want to encourage confidence in speaking， so 1 want to get away from the idea that the teacher 

lectures at the front of the room， and the students all sit facing the teacher. Rather， 1 want to 

encourage the feeling that learning takes place all over the classroom， not just in a line from 

teacher to student. In fact， when students are playing language games in groups， the teacher 

becomes quite invisible， or， rather， the student 
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minutes each， using 45 minutes for the meetings and the other 45 minutes for doing other 

activities with the whole class. The individual meeting is worth 45% of the final grade; 

attendance is worth 10%. The way 1 take attendance， by the way， is to ask students to mark a 

circle beside their names on the class list at the end of the lesson. 1 count the number of 

students in the room， and say something like， There are 39 o[ you here today; please make 

just 39 circles on the list. This seems to work well; attendance can be taken in 5 minutes， 

and students only sometimes mark the names of friends who are absent. 

In past years， 1 have tried to meet with students individually a second time for another 

45%， but 1 could never find enough time to finish meeting everyone two times. 1 teach the 

expressIOn，“Don 't plagiarize雲iI窃寄る;c，;，"and tell my students to hand in提出寄る a

second， written report. My classes basically focus on improving speaking and listening， so 1 

am not too happy with giving a grade for written reports. 

The face-to-face talk is an excellent way to develop confidence and ability in speaking. 

1 have taught in privately owned language schools where students have improved their 

speaking very quickly. Those classes， however， are one-to-one or very small group lessons， 

where the teacher can spend a lot of time in close communication with each student. The 

same kinds of students attend private language schools and colleges --they have all studied 

English grammar for years in high school， though they haven 't spoken much. With enough 

opportunities to try out their speaking skills， they can all “level up" quickly. 

Using Audio-Visual Material 

While 1 meet students individually， the rest of the class plays a language game or does 

some other speaking activity， or watches a movie， after we have read the dialogue. These are 

activities that don't especially require an NTE; a JTE could conduct and supervise them just 

as well， but 1 believe they are very good ways of learning， enjoyable， and quite effective in 

improving students oral DHnm and aural聴賞。 ability.

USP has a Language Lab with material that students use individually or in pairs to 

practice speaking and listening to English and other languages. 1 think this material is， in a 

lot of ways， similar to face-to・facecommunication， though the software can't react 

spontaneously e)発的(2as in live communication. 1 also think it is a waste of resources to 

use an NTE as an LL technician， so， as an NTE， 1 want to use methods that involve more 

direct， live， spoken input from the teacher. 
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What can an NTE do in front of a class of 40-50 students? 1 think one of the best things 

1 can do is to read something aloud to them. In class， 1 read 10 to 30 minutes of movie script 

dialogue aloud， and the students either listen silently while following a printed text， or they 

repeat aloud after me. 

About half the time， 1 just read aloud to the students， and do not ask them to repeat what 

1 say. Repeating sentences aloud is probably more e旺ectivefor language leaming than just 

silent reading， but if 1 do it all the time， my students get bored and twitchyイライラし72. 1 

also think that saying， Repeat after me! is too much of a “lesson，" too much of the teacher 

asking the students to“perform." What 1 am doing， by reading aloud， just by myself， is 

giving something to the students， without asking them to give something back， and that， 1 

believe， is an effective teaching strategy. 

Stephen Krashen (1981)， Emeritus Professor名誉教媛 ofEducation at the University of 

Southem Califomia， says that a second language is best leamed from comprehensible input理

解司能羽入力， i.e.， hearing or reading sentences that can be understood. “What can be 

understood" is a combination of language that is already known and that which is not known 

but might be guessed唯現11寄る fromthe context. l.eamers should be given silent periods 

where they shouldn't be forced to produce language， but hopefully can pick it up and make 

sense of it through the sub-conscious 港在意識.

Other foreign language educators like Van Patten (2003) and Ellis (1985) similarly 

recommend that we should help our leamers to comprehend by using consciousness-raising 

意識毘擦 techniquesthat help students understand what they are reading and hearing， rather 

than asking them to produce sentences prematurely時期街早C2in writing and speaking. 1 

have written about this in more detail in Turning Language Studied lnto Language Learned:・

Considering How The Brain Processes lnformation (1996). 

You may have heard the story about Albert Einstein (1879-1955)， that he didn't speak 

until he was four or five years old. Reputedly、品説では， his first words were 1 've been 

thinking. Other stories say that Shotoku Taishi聖帝ホ手 (574-622)could speak the 

moment he was bom. 1 suppose most of us leamed to speak as children at an age 

somewhere between these two cases， that is， we tried to speak even if we couldn't do it 

perfectly. What we tried to say was something that we hoped made sense to the people we 

were trying to communica 
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What is the input that babies first receive? They notice the prosody 市詞廷oflanguage， 

which is the musical quality of speech， stress強襲， rhythm積建， duration丙零時噂ofsounds， 

and silent intervals 時昭 betweengroups of sounds. Some prosodic elements deliver the 

emotional content of a message， like boredom， fear， anger or sarcasm 段肉ヲ andthey give cues 

寺掛かL) to help the listener understand the utterance発話Anutterance is any piece of 

continuous speech; it isn't necessarily the same as a sentence， which is a grammatical term. 

Prosody in spoken language divides utterances into naturally occurring boundaries， while 

the rules of grammar divide sentences into sections that sometimes have nothing to do with 

the way the sentences are actually be spoken. Linguists Chomsky and Hall (1968: 372) 

famously used the sentence， This is the cat that caught the rat that stole the cheese， to 

illustrate the mismatch不一致 betweensurface syntactic 銃語論① structure，shown in (a)， 

and the phonological e5語論0)structure， i.e.， the sound structure， shown in (b). (NP = noun 

phrase名詞句

(a) This is [NP the cat that caught [NP the rat that stole [NP the cheese]]]. 

(b) (This is the cat) (that caught the rat) (that stole the cheese). 

It is easy to imagine what would happen if you try to teach high school students English 

by making diagrams of the grammar as in (a). 1 don't think they'll learn to speak English， 

for one thing， and some of them will just give up leaming English because they can't make 

sense of it all. 1 remember one student in a private language school駅前g母校 where1 

taught; she said in her college English class they had to parse構交解析寄る complicated毎

雑砿 sentences. She understood English quite well intellectually; though she couldn't speak 

it as well as she knew it academically. 

This sentence is a rather extreme case， as some experiments have shown that 65 to 85% 

of syntactic boundaries do match prosodic boundaries. 1 discuss prosody in more detail in 

Learning Grammar by Listeni昭 (2001).

And one time， 1 was on the subway in Osaka and listened to a very young child， sitting 

on its parents' laps， looking them in the eyes， and talking to them non-stop for several minutes. 

The talk was just babble片言，but the child had wonderful rhythm and pitch言。憲c，going 
up and down in tone just as if he or she was having a proper conversation. 

The point I'm trying to make here talking about prosody is the usefulness of paying 

attention to the sounds of utterances or sentences 
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1 agree with Dr. Krashen， who especially advocates 0呂志寄る muchreading for 

language leaming， because reading is an excellent way to leam vocabulary， as it is used in 

context支帳， and to leam the structure of language， by seeing sentences again and again and 

hopefully， eventually， picking up the pattems. However， for foreign language leamers it is 

no doubt much better to hear what is written than just reading silentIy， because the 

pronunciation is heard. 

1 am reminded of a time when 1 was in a karaoke pub in Osaka; a young Japanese man 

was singing a Japanese song， following the lyrics on the screen written in Japanese， when the 

words Merry Christmas in English came up， and the fellow stopped， and said 清こかませh、

読め弱い.(“So汀y，1 can't read this.") 1 am sure he had seen this expression many， many 

times on posters and advertisements on the streets， in shops， and in magazines， --it is quite 

ubiquitous ~在， really. Even if he had seen it many times， for some reason he didn't know 

how to“read" it， that is， how to pronounce it. 

1 suppose merry is typical as an English word whose spelling is fairly arbitrary 組断的7d.

If you wrote Mary， marη merrie， mehri， or mare-メthepronunciation would be the same. 

Christmas， with only 2 vowels in the 9 letter word， is particularly difficult for Japanese 

students whose native language is pronounced in the main丈部作 byaltemating交亘C2

consonants :f琶 andvowels ffig. Even in English， this word is unusual. 1 remember 

when 1 first leamed the spelling of this word in elementary school; 1 thought that it was an 

awfully complicated word. 

In my classes， 1 am often surprised when students mispronounce words that they see 

written in English. Pleasant is often pronounced as if it were similar to please. 1 admit 

English pronunciation is not easy; the letters of the alphabet don't always have the same 

sound， and some English sounds are not used in Japanese. First and fourth， staff and stuff 

come to mind as other words that are often mispronounced and confused. 

1 suspect緩う thereis something in the way Japanese and English words are leamed as 

first languages， which makes reading and pronouncing English di旺icultfor Japanese students 

of English as a second language， and Japanese di百icultfor English students of J apanese. 

The Japanese writing system uses Chinese characters 翠雪，kanji， which sometimes have 

clues寺掛かL)about their pronunciation in the radicals gíl~; the components that make up 

the word. However， more ofte 
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pronounced. These kinds of words that don 't reveal their pronunciation are known as 

ideographs or logograms. 

English has very few logograms， mainly numbers， which are not actually English， but 

Arabic， and are not even reall y “wo町rd出s." For example， t出helogogram “ 

in English. In Japanese， this logogram would be pronounced shi， yon， or a number of other 

ways. This pronunciation has to be learned in the same way kanji have to be learned. 

English uses a very few other logograms， like “&，" which is pronounced and， and “Xmas，" 

which is usually pronounced Christmas， but sometimes eks-mas. 

English letters have auditory aspects， and are probably interpreted mainly by the left 

brain hemisphere脳⑦半採， while kanji， which are more non-phonetic e5 ~ and more visual， 

are probably mainly interpreted by the right brain hemisphere. Because of their study of 

Japanese as children， Japanese students might develop high visual memory skills， so they are 

good in logography表語交穿廷 butweaker in orthography iE~字詰 Similarly， because of 

their childhood learning of their native language， speakers of English or other languages 

which represent the sounds of their language by the written symbols of an alphabet， often 

have great difficulty getting used to reading kanji. 

Japanese does also have syllable音節 scripts，kana 仮名， which are orthographic like 

the English alphabet. Japanese children learn much of the kanji by associating them with 

kana glosses， kana written by the side of the kanji， calledβlngana振仮名， which “spell" the 

pronunciation of kanji. Japanese students also learn English in school by kana glosses 

written beside English words. Unfortunately， kana， which are mainly representations of 

vowels and consonant + vowel， don't often match English pronunciation. Moreover， having 

become used to associating English letters with kana glosses， Japanese typically will look at 

an English word and try to visualize it written in kana， and pronounce it that way. So any 

advantage of having learned an orthographic script like kana is overshadowed by a number of 

drawbacks宍Q.

These points are just my speculations者察 onwhy Japanese students have problems with 

English pronunciation; but， considering them， 1 don't think 1 would recommend too much 

silent reading for ESL第二言語CしてG詩語 students，because they don't know how to 

pronounce the words that they are seeing. Rather， silent reading while hearing what is 

written， or repeatin 
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As for what materia¥ to read， 1 usualIy choose to read a¥oud from movie and TV 

dia¥ogues and songs from movies. Watching movies and TV shows， and ¥istening to songs， 

seems to be a fairIy painless， enjoyab¥e， and effective way to ¥earn ¥anguage. Audio-visual 

material shows language used in context支帳， and， as the context of movies is quite 

interesting to most students， it provides motivation to pay attention. 

Movies are also good resources for seeing and understanding different worId cultures 

and societies. Surely one important reason for studying a foreign ¥anguage is to increase 

cross-cultural sensitivity. 1 discuss this further in Hollywood Movies， America Stereotyped 

(1997). 

Songs from movies are quite good as teaching material. Songs are typicalIy just a few 

minutes long， which is convenient for filIing up any extra remaining class time. They are 

helpfu¥ for getting accustomed 慣れる tothe prosody， --the rhythm and pace of language， and 

the melody may be helpful for remembering the words that fill the melody. Again， the visual 

content of songs from movies p¥aces what is said or sung into a realistic context. 

Sometimes， the week after 1 have presented a song， if a group of students has finished the 

language activity we are doing before the other students， 1 ask them to write down anything 

they remember from the song from the week before. They usualIy just remember a few 

words or a phrase. 1 don't want to conclude that using the song， as material for language 

¥earning， was a fai¥ure; 1 am sure if 1 had told the students that 1 would test them the next 

week that they would remember much more. But 1 a¥so agree with educators like Krashen 

who say language ¥earning is better if it is free from anxiety， like the worrying about having to 

produce ¥anguage on tests， so 1 prefer not to give tests for this kind of material. 

1 show song clips from Oklahoma! (1955)， Oliver! (1968)， The King & 1 (1956)， Easter 

Parade (1948)， Top Hat (1935)， Greαse (1978)， On the 1ゐbω11附t

Roc匂々IHorror Picture Show (1975勾)， and Gypsy (1993)， as well as a number of Elvis Presley 

songs， and， though they are only audio without any video， 1 also use some songs from Annie 

Get Your Gun (1946) and some Christmas songs 

Before p¥aying the fi¥m clip， 1 present the ¥yrics to the class on the OHP， and sometimes 

hand out printed copies. On the song lyric sheets， 1 don't translate the sentences， but just 

put in Japanese vocabulary for some English words and expressions that might be unfamiliar. 

If we ¥ook at a verse from the welI-known song， Sil1gil1g il1 tbe Rail1 (b~ Artbur Freed & 

Nacio Herb Brow叫192.9)，you see very ¥ittle translation is needed for first-year colIege students 
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who have already accumulated a good deal of English vocabulary and grammar. 

1'm sil1g1I1' il1ゆera1l1， 

just sil1gil1' il1ゆera1l1 

w仇ta g{o吋0凶荘厳な件{il1g，
1'm bal仰 aga1l1.

1'm仏仰がれ9at clouds so dark up above. 

Tbe SUI1'S il1 m~ beart 

al1d 1'm rω~ for (ωa 

Let ゆesωrm~ 荒れたの凶scbase 

おいかける印巴仰附fromtbe p{ace 

ωme 011 w1均的era1l1， 

1've a smi{e 011 m~ face 

1 am not completely certain if this method of translating just a few words is more 

effective for learning than translating the sentences completely; it should make for an 

interesting research project. Some teachers have told me that they have never seen this 

style before， but that they think it seems to be a good idea. At any rate e C2t)、く， formy

classes， 1 want the students to see and hear as much English as possible and as little Japanese 

as possible， so 1 have prepared the material this way. Also， 1 think it might be rather 

condescending ~下苛ぷう~ or talking down to students if 1 put in the whole translation. 

1 write the lyrics in somewhat UDUSU~~ fonts コ~::ノト， not the standard Times or 

Century fonts. 1 use many dt.砂U#t&teぬformy material. Some sfude内 sayit is diffieult 

to read， others tell me they (jk~ it. What 1 am trying to do here， using ai.fJerent fonts. is to 
make the words more like fi>抱七ure&;and less like usual ωRlirωωe>Ri>S. If the f6)r1:，d are a 

little 削FFIt!V日 toread，~レmight feek at the words longer， and this might be a 8-'∞d 

wψto help p~m~m~~p 耐~ W()P~s. This should also make for an interesting research 

proJect. 

Song lyrics can be written out on the page in phrases， which might be helpful in 

understanding how sentences are divided， compared to usual writing where sentences are 

written out without any breaks to show where they are divided into phrases. One problem 

with songs is that they often are a lot like poetry， with meanings that only the poets or writers 

know. Furtherrnore， songs are not usually conversations， but monologues d'虫色慮11. While 

songs are useful and enjoyable， a better choice for natural conversation material is the 
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dialogue from movies. 

The USP library has 50-odd完L) copies， enough for each student to borrow， of 

bilingual J apanese-English scenario鴨志 booksof 8 movies that 1 have chosen as appropriate 

material for my classes; 1 also have OHP material for other movies and scenes from TV 

shows. 1 have chosen a range of genres 王ゃ~I L of movies that 1 think might appeal to 

different groups of students， and 1 let the classes choose which ones to watch， or rather， to 

study: 

Anne o[ Green Gables (1986): A teenage girl growing up in Canada a hundred years 

ago. Many students are familiar with the story， though most haven't seen the movie. 

Amadeus (1984): The life of Mozart. Apollo 13 (1995): Based on a true story; three 

astronauts almost die during their trip to the moon. Forrest Gump (1994): A boy growing 

up and his adult life in the American society of the 1950s， 60s， and 70s. ID4Independence 

Day (1996): Aliens attack the Earth. Last Emperor (1987): The story of Pu Yi， the last 

emperor of China. Thelma and Louiseρ991): Two women trying not to be arrested by the 

police. West Side StOlア(1961):A musical modern-day Romeo & Juliet， set in New York. 

問zardo[ Oz (1939): A teenage girl， her dog， and the people she encounters出会う inthe 

land of her dreams. 

Certainly， to learn language from movies most effectively， you should watch the 

scenes many times. For example， 1 have seen Forrest Gump in English dozens of times. 

One night 1 watched the movie dubbed 0:だきき交σ)in Japanese and 1 was quite “pleasantly 

pleased" that 1 could understand the spoken Japanese very well. 

Some English movies released on DVD in Japan have both Japanese and English 

subtitles 穿諒， but too many others don't have English subtitles. If a DVD does have both 

English and Japanese subtitles， 1 often will show a scene with Japanese subtitles and then 

again with English subtitles， encouraging the students to try to read the English. Some 

students read the subtitles aloud， most read them silently. The subtitles move too quickly for 

them to read all of it， but they can read at least half before the subtitle moves on. 

Unfortunately， the subtitles often don 't say exactly what is being said on screen， but this is 

still a good way to get students used to reading English quickly. 

There is another interesting way of using movie subtitles. 1 have shown to some 

classes the Studio Ghibli Japanese anime films My Neighbour Totoro and Princess Mononoke， 

with Japanese audio and English subtitles. The students were very excited to see a Japanese 
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film with English subtitles; they had not seen that before. The students usually cannot 

follow the captions completely as they appear on the screen， but if they can catch some of 

them， 1 think it is a good language learning method. 

It is very unfortunate for students of Japanese language who want to improve 

Japanese reading and listening ability that most Japanese language movies released on DVD 

in Japan don't have English or any other subtitles， not even Japanese. Studio Ghibli 

animation is a major exception. For most other Japanese movies， 1 need to import the 

American or Hong Kong versions to get the English subtitles. These often have the problem 

that they are region coded and cannot be played on Japanese region 2 DVD players. 

Another problem for language learners is that you can't see both Japanese and 

English subtitles at the same time. On some Pioneer laser discs， now defunct廃止， you 

could. You could pause the movie and read both languages at the same time， the English 

titles at the top， the Japanese titles at the bottom. When 1 go to ATEM meetings， 1 always 

talk about this to the salespeople who are selling DVD players and English study material on 

DVD. The salesmen tell me that it isn't a technical problem to put two languages on screen 

at the same time; it just needs a menu option. Hopefully， some education-minded DVD 

producers will put in this function sometime. It would also be useful to learn simultaneous 

translation to be able to her two languages at the same time， on the left and right channels. 

It isn't a problem to repeat a scene with some DVDs， first showing a scene with 

Japanese subtitles， and then repeating the scene with English subtitles， by simply clicking the 

subtitle button on the remote control to change languages. But some DVDs don't let you do 

this easily; you have to go to a couple of menu pages to choose the subtitle language， and then 

you've lost your place in the movie. The DVD of “Independence Day" is particularly 

frustrating 苛立Eしい forits complicated procedure of changing subtitles. 1 hope DVD 

producers will realize that their products are not only just disposable， forgettable bits of 

entertainment， but valuable tools for education. 

The best alternative代わる主⑦ toDVD subtitles is to use bilingual screenplay texts. 

These texts are in fact the better alternative because their scripts say exactly what is spoken on 

the screen， while， as mentioned earlier， the DVD subtitles often condense霊的寄る w
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How effective is the use of movies for language learning? Some students tell me 

that their listening ability improved; many tell me that they enjoyed watching the movies. 

The USP school library has a good number of English movies， and a number of Japanese 

movies with English subtitles; 1 encourage the students to watch them if they have free time. 

The librarian tells me that the students are very happy to be able to see them. 1 think if you 

can make a lesson enjoyable， that is half the battle丈き私的け， for you have provided a 

motivation for learning， motivation being “1 want to do this." Film produces an emotional 

reaction， and this apparently has an effect on memory， though not necessarily memory for 

what was said. 

If you want students to memorize conversations， 1 think movie dialogues can be very 

useful; if you want to expose students to natural dialogue， 1 think movies are an excellent 

choice of material. After hearing and reading the dialogue and seeing the movie， some 

teachers like to lead the class in a discussion of the movie. 1 prefer to continue on with new 

input， instead of asking for output， especially for students whose ability is fairly low. For 

those students， 1 ask for output in language games. 

Speaking Games 

Obviously， listening to and repeating movie scripts， or any material where the 

language is fixed and written down， doesn't let students experiment with， play with and 

manipulate劃t/苛 languageon their own. To learn a language， you can't just memorize 

other people's words and sentences; you also have to try to speak by yourself. And， in an 

NTE class， there surely should be a lot of practice in unrehearsed下毒舌ちし弱い speaking.

Generally speaking， Japanese ESL students can read English quite well， and can even 

understand what they hear quite well， but cannot say what they want to say. To try to 

improve students ability in spontaneous 0)びαひとしを speakingis probabl y the main 

reason why NTEs are employed in Japanese schools. 

How do you experiment with language? 1 think it is helpful if you are in the 

metamotivational paratelic搾DE向性， or playful， state of mind， rather than the telic， or 

purposeful， serious， state of mind. In the paratelic state， the goal is in the background: you 

are oriented in a pleasurable ‘here and now;' the goal， if any， is to have fun. You need to try 

out your speaking skills in free， creative and imaginative exploring. This is not a repetition 

or substitution drill or task where you need to find the one correct answer， but more of a game 
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interacting with other people where you are allowed to make mistakes and take risks. 1 

discuss this further in Unrehearsed 5peaking Activities For La昭ωgeLearning (1999). 

Some speaking in my classes is scripted. In the first report， students write down 

what they want to say. That is scripted in the sense that it is prepared in advance， but it is 

written by the students. After they tell me what they have written， we have a chat， which is 

unscripted. My questions to the students are often the same， but their answers are di旺erent.

Repeating movie dialogue is also scripted. 

To further promote confidence and ability in speaking， 1 have adapted or created a 

dozen or so games and activities for pairs and small groups. Some of the games are scripted， 

and some unscripted， where the students need to make their own， original， sentences. 1 have 

written about some of these games in Card Games For Language Learning (1998). All my 

games are online on my school home page， and language teachers are welcome to look around 

there and use or adapt孜市寄る anythingthey think might work for their classes. Following 

is a discussion of the effectiveness of these language games. 

To explain the rules of古“Q& A Cards，" 1 say and demonstrate to the class: 

Hereきanenvelope with 32 cards. Take out the cards. ぬusee some cards have a question 

mark on them; some have check marks --those are the Answer Cards. You have to collect 

the Question & Answer pair o[ cards with the same pictu陀 onthem. 50，ザyouhave a 

Question card， you ask someone in your group the question. 均ucan only ask one person， 

you can't ask everyone! I[ the person you asked has the Answer card， that person says the 

answer and gives you the card. You get one point! 庁heor she doesn 't have the Answer 

Card， he or she says，“50rrメ1don 't hαve the card， " or something like that， and you have to 

wait until itきyourturn again to ask someone else. Next， the person to your left asks 

someone a question，αnd everyone continues asking questions in the circle. All right? 50， 

I'll say from the beginning again， someone takes the cards out o[ the envelope， shuffles them， 

and deals them out to all the players [ace-down. 

1 repeat the instructions， and sometimes show the written instructions on the OHP. 

When the students are playing the game， 1 walk around to make sure everyone know what to 

do. There are also different ways to play this game; often students find a way to play by 

themselves， or 1 tell them， Play again but put one secret car， 
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speaking game: ijクlenyou take a card斤omsomeone， you have to say what the card says! 

After the students have played the game a few times， 1 show the cards on the OHP 

and ask the students to repeat the sentences after me. Students seem to have fun playing this 

game. The student with a question card might need to repeat the sentence up to 4 times 

before finding who has the answer card， and this can create a lot of laughter. Repeating the 

sentences many times of course should also be helpful for remembering the sentences. 

In this game， di旺erentpictures can be used for di旺erenttopics like Numbers， Time， 

Signs， Traffic Signs， Objects， Seasons， Rain， Hot Weather， Cold Weather， Illness & Medical， 

Shops， Famous People， Events at Home， Sports， etc. Students could also write their own 

captions or draw or find their own pictures. There don't even have to be captions on the 

cardsヲandthen the students would speak spontaneously. 

This is an example pair of cards: 

以川know
what 

ò.ppl~ Ju;cモ
is made fromつ

国
Apple juice 
is made from 
apples，of 
course， 8.n~! 

In Effects Of Pictures On Memory & Learning (2000)， 1 report on research to find out 

if the pictures in this game might help in remembering the captions. Pictures are very 

memorable 質交や奇心;one experiment showed that subjects被験老 recognizedpreviousl y 

seen sentences 88% of the time， previously seen words 90% of the time， and previously seen 

pictures 98% of the time. This is because pictures are more distinctive独暗σ)and unique 

than the words that might be used to label them， and also because pictures are more complex， 

so more time and attention is given to pictures. 

Multimodal多様窃 theoriesof leaming suggest that leaming is more e百ectivewhen 

the leamer uses more than one sense釦曽 modality，e.g.， verbal and visual processing， or 
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hands-on experience実地f客様 Alarge body of research， including hundreds of studies on 

children's learning， shows that comprehension I霊能力 andrecall @想力 canbe a百ected

positively when text and illustrations are presented together. 

The week after they played the game， 1 asked my students to write what they could 

remember on a piece of paper that only showed the picture. For the example card shown 

above， Q: Do you know what apple juice is made j示。m?A: Apple juice is made 斤omappleふ

of course， silly! Thirty-seven out of 50 responses were full sentences. “Silly" was given 

18 times， along with variations like “shilly，"“stupid，"“foolish，" and “fool."“Made from" was 

given 33X;汁nadeof' 4X， including responses like “It make from apple，"“It made from an 

apple，"“What is made from apple juice?"“What apple juice is made from?" and “What does 

apple juice make from?" 

Basically， 1 conclude that one of the most beneficial e百ectsof pictures is that 

cheerful illustrations provide motivation to pay attention， and that if 1 had told the students 

that 1 would test them next week， they surely would have done better. 

Di百erentpeople like to study in di百erentways. For example， adults often prefer 

text to visual information. Several studies show that adults recalled print news better than 

television news， probably because print offers them more control over information processing. 

1 go into more detail about this in Factors for Success in Second Language Learning (2002). 

Similarly， some students have told me that， while they enjoyed the picture games， they 

preferred the games we played that involved spelling and making words. 

"* "Lexicon，" a Scrabble type of game using alphabet cards， is one such game 
where players spell words in a grid. Students are usually completely absorbed playing this 

for over an hour. It doesn't especially involve much speaking， though 1 tell the students they 

should try and make a sentence with each word. 

Other vocabulary-oriented games my students enjoy are: 

"*“Charades，" where players have to silently act out words with gestures， and the 

other students have to call out and guess the word. 1 am collecting data on how effective this 

game is for remembering vocabulary. 

"*“AZ Alphabet，" where players have to think of words that belong to a certain 

category範噂 andstart with a certain letter of the alphabet， then put the category card onto 

the alphabet grid to cover the letter. 

"*“Final Answer" and 古“Gui
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other trivia questions. With“Final Answer，" players keep score using a soccer field game 

board， which adds to the enjoyment. 

1 have been doing some research on whether the Quiz-type game can help in leaming 

vocabulary， and have reported some of the resu1ts in Jncidental Vocabulary Learning in a Quiz 

Game (Part J: Without Pre-Learning Activity) (2003). Basically， 1 found that words that 

have strong visual imagery tt端的表現 likehornetヌヌ、、メパ手，dragonflyト〉ボ， andninja 

star 寺憲 ~II ， or are words that the students are interested because of their major聾r'l.， like 

silicon ケイ薫，potassiumfi I )ウ6，and nitrogenちつ薫，were remembered more easily. 

*“Never-Ending Story" is a game where players need to make original， unscripted 

sentences. Players use a big collection of picture cards of everyday events to tell a story 

about what they did yesterday， J did this， then J did that. Usually any card can be put down 

as players take tum in a circle， but if someone has a better card， a card that continues the story 

more logically， or continues the story better， then that person can challenge. For example， 

Player A puts down a card and says， J got up at 7:00. Player B puts down a card and says， J 

got on the bus to go to school. Player E says， Stop! J have a better card:“J washed my 

face." The other players decide if that is a better card. If it is a better card， Player B has to 

take back his/her card and also take a pena1ty card from the pile. This game produces a lot 

of laughter， and students are very imaginative in making sentences to connect events into a 

story. 

古“Storyline-Italy"is a similar game using pictures of a holiday， where students 

arrange the cards to tell a story. *“Storyline-Childhood" and 古“Storyline-School" 

also have pictures of school days or childhood events for a springboard opきgfor simple 

chatting. These picture-only games are surprisingly popular with my students; perhaps they 

are non-threatening自し becausethey don't demand any reading or writing， and students can 

proceed at their own pace. 

In the 古“HaveYou Ever" game， players try to find their partner's secret line in a 

graph， by asking questions about things they have ever done. For example， they ask， Have 

you ever been to Hokkaido? If the partner says Yes， they have to think of a follow-up頃凄

question to ask， because the partner might be lying. Two people play this game together， so 

it doesn't provoke as much laughter as games for larger groups， but it seems to be a good 

activity for speaking. 1 have used a shorter version of this game involving the whole class in 

a high school， and the students seemed satisfied to get this opportunity to speak. 
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In 古“4of a Kind，" students have to collect 4 matching cards， making up to 3 

original sentences to answer questions like， You look so happy today.砂情。tきthegood news? 

This game usually produces a lot of laughing， because if you don't pay close attention to what 

someone else is saying， someone might take your cards away. 

The rules of the 古“Categories"game are fairly difficu1t to explain， but the students 

can get a lot of practice in making original sentences to describe objects that belong to a 

certain category. It is a more intellectual game than funny， but my students enjoy playing it. 

Two final games 1 can recommend are 古“WhatAnimal Am I?" and 古“What's

My Hobby?" One player has a picture of an animal， a sport or a hobby， and the other 

players guess what it is by asking questions like Do you fly? Can you be trained to do 

something? Are you 斤omAfrica? Do you play it in water? Do you play a musical instrument? 

Is it dangerous? 1 give the students a list of questions to start， but they soon make clever 

original questions by themselves and become quite absorbed智/ピ(2in playing. 

There are a few games that were not successful in my classes， a1though 1 am sure 

they would work with different approaches: 

"*“VA1ぜ Verb，Adjective， Noun" are 3 separate games. Cards have words written 

on them like busy， early， delicious; players make sentences with the words to say something 

to another player to try to make matching pairs of cards. My students just made very simple 

sentences like， Are you busy? 1 think the game would work better if the students had to 

prepare original sentences before playing. 

世“ActionEnglish Pictures: Activities for Total Physical Response" (by Takahashi 

& Frauman-Pickel， 1985) are pictures of sequences of events like *Going to the Library and 

*Shopping for a Coat. 1 found these to be very good for speaking practice in one-on-one 

lessons， where 1 can work direct1y with the student. However， in a groups in a large class， 

where 1 couldn't give attention to every group all the time， the students didn't want to do it; 

perhaps it seemed to be too much like a usual， boring lesson. 

The main purpose of playing these games is to provide opportunities for speaking， in 

practical applications for language learned in more conventional grammar studies. In the use 

of these three major methods of teaching， Face to Face Talk， Movies & Songs， and Games for 

Speaking Practice， with a balance of scripted and unrehearsed activities， 1 believe 
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コンラッドの生きた三つの世界(1 ) 

一一「ポーランド時代Jから「海の世界Jまで一一

Joseph Conrad's Three Worlds (1): 

from His Polish Childhood to His Sea Years 

外狩章夫

AkioTOGARI 

滋賀県立大学の春期公開講座のパンフレットを見ますと、 一番上に「人間学は、現代社会の中でや

やもすれば認識が希薄になりがちな 『人間』というものを深く見つめ、個性を育み、幅広く奥行きの

ある人間性ゆたかな生き方を探るための端緒となる学問ですJと説明がされています。実は先ほど春

期講座の五つの講義概要を見せていただきましたけれども、ひょっとしたら、この最初の題目「イギ

リス文学の不思議一一コンラッドの生きた三つの人生J1 が一番人間くさい領域を扱うことになるので

はないかと思っています。

取り上げるものは、遠い国イギリスの、文学のお話であります。その中でも、私が専攻しています

作家ジョウゼフ・コンラッド CJosephConrad， 1857-1924)は、かなり不思議な生き方をしています。

そこで本日は、そのコンラッドが生きた三つの世界を紹介させていただこうと思っています。

最初にお手元の資料を説明させていただきます。一つは、 一番上に「コンラッド評」と書いである

2枚綴じの資料で、裏表に印刷がされていますノもう一つは、 l枚目が「コンラッド関係の地図」で、

3ページ目からはコンラッドの 「写真集J3 になっています。最初に「コンラッド評」の方をご覧いた

だきながら、この不思議な作家、小説家に対して、どのような評価がなされているのかをご紹介する

ところからスタートします。

まず英米における評価を見ます。今から五十数年前に 「彼は、エドワード朝の作家の中で、はるか

に優れた最も偉大な作家というだけではない。…(中略)…英語における一一いや、いかなる言葉に

l以下の文章は、平成 17年度 「滋賀県立大学春期公開講座J(平成 17年5月21日 [土]、同大学A2 -202 

講義室)で話した内容をテーフにとり、それに訂正等の手を加え、また追記 ・削除を施して、読みやすくまとめ

たものである。ここに収録するに当たって全体を 2回に分けることとし、今回はその(1)である。

2裏側の2ページ目からは「コンラッド年譜」になっている。この年譜は、鈴木建三編の年譜(コンラッド

著、鈴木建三訳 『ロード・ジム(上)~ [講談社文芸文庫 (2000年)、 295-307ページ])をベースにしたが、 Oxford

Reader きCompanionto Conrad (Oxford University Press， 2000)の年譜を参考に外狩が改編したもの。

3公開講座で配布した資料の写真番号とここに掲載した写真の番号とは異なることをお断りしておく。
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おいても最も偉大な小説家の一人であるJ~と評価されています。 fエ ドワード朝の作家の中でI とい

われましでも、ピンと来ない方が多いかと思います。簡単に言いますと、 20世紀の最初の 10年ぐら

いの時代であります。また、米国の研究者 F.R.カールは 「五つ、六つの主要な作品によって、彼(コ

ンラッド)は 20世紀における意義深い独創的な小説家の一人として、ジョイス、ロレンス、マン、ジ

ッド、ブルースト、カフカおよびフォークナーと肩を並べていると評価しています。日本は東洋の

国ですので、ジョイス、ロレンス、マン、ジッド、フルースト、カフ力、フォークナーという名前を

挙げましでも、ちょっとピンと来ないところがあるかと思いますが、欧米では最も有名な、 20世紀の

文学者たちになります。その有名な人たちに肩を並べると評価されているのです。

次に、イギリス文学史の中では、どのような位置付けになっているのでしょうか。ここでは、日本

の英文科でよく用いられている代表的なテキスト、 川崎寿彦氏の 『イギリス文学史』から抜粋してみ

ました。イギリス文学は 20世紀を迎えますと、外国の血を導入したのでありますが、コンラッドは、

その一人といわれております。I番目の抜粋では、 「例えば、小説におけるジェイムズ(アメリカ人)、

コンラッド、詩におけるイェイツ(アイルランド人)、パウンド(アメリカ人)、エリオット(アメリ

カ人)、 それから、演劇におけるバーナード・ショー(アイルランド人)などJ6の血を入れた、と述

べられています。コンラッドは、こういう 「外国の血」のうちの一人になります。

2番目の抜粋をご覧いただきますと、この人がどういう人か大さやっばにおわかりいただけると思い

ます。ジェイムズと並びまして、もう一人の偉大な外国生まれの作家コンラッドは、ポーランド人で

あった。英国船の船員となって英語を覚え、努力して後船長の資格を得ました。やがて英語で小説を

書くことも始めましたが、「最初の作品を書き上げたのは 40歳のときだ、ったJ7 と書いてあり ます。

この r40歳」という年齢については、この後詳しくご紹介しますように、少し訂正が必要かと思いま

すが、それでも、イギリス文学に名を残すポーランド生まれの作家ですので、かなりインターナショ

ナルな感じがいたします。

3番目の抜粋は彼の文学の特徴を語っています。すなわち、 r(コンラッドは)外面の描写が必ず内

面世界を照らし出す手法」を採用している。彼が作品に描こうとしているのは、「極限に置かれた人間

の倫理的葛藤と、その決断の過酷さである。…(中略)…コンラッドとウ示イクトリア朝作家との最大

の相違点は、人間に対するこの種の (実存的)な把握であり、とりわけ人間の (悪) についての実存

4 F. R. Leavis， The Great Tradition (Chatto & Windus， 1960 [first published 1948])， p. 226.同書には長

岩 ・ 田中訳(英潮社、 1972) があるが、ここでは鏡味図彦氏の訳文 (W英学の先駆者一一平田禿木~ (文化書房博

文社、 2003)70-71ページ)をお借りした。

5 A ReaderきGuideto Joseph Conrad (Noonday Press， 1960)， p. 298 この書にも野口啓祐・ 勝子訳(北星

堂書底、 1974)があるが、ここでは、鏡味氏の訳文 (W英学の先駆者 平田禿木~ 71ページ)をお借りした。

6 川崎寿彦『イ ギリス文学史~ (成美堂、 1988)135ページ。

7 川崎寿彦『イ ギリス文学史~ 137ページ。
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的な直感であるだろうJ8 と書かれています。ヴィクトリア朝というのは、 1837(天保8)年からスタ

ー卜して、ヴィクトリア女王が亡くなられた 1901(明治 34)年に幕を閉じた長い時代であります。日

本でいいますと、江戸時代の末期から明治時代の後半に入っていくころです。

取りあえず、今日取り上げますジョウゼフ ・コンラッドの評価と位置付けをご紹介いたしました。

この後は、この作家 ・小説家の世界を三つに分けてご紹介しようと思います。まず 1番目の世界は、

ポーランドで生まれて、かなり問題多き少年期を送る 「ポーランド時代」です。2番目の世界は、幾

つかの理由でイギリス商船の船員となり、後に船長として活躍する「海の世界Jであります。そして

3番目は、第 1外国語ではなくて第2外国語の英語を駆使して、 20世紀の偉大な小説家となる「作家

の時代Jです。これによって、コンラッドの不思議なところと魅力的なところをご紹介できたらと思

っています。講義の「概要」にも書いておきましたけれども、世界が国際化の時代になったといわれ

て久しい昨今でも、こういった例は珍しいと思われます。 一体どうしてそんなことになるのでしょう

か。その謎を解く鍵といたしまして、彼の生涯を以上のような三つの世界に分けて探ってみようとい

うわけです。

1.ポーランド時代【1857ー1873】一一ポーランド人に生れ、問題の多い少年期を経る

それでは、コンラッドの年譜を用意していますので、お手元の資料の 2ページ目をご覧ください。

コンラッドを紹介することになりますと、彼が生まれた国ポーランド自体を紹介しないといけなくな

ります。ポーランドは特異な国で、 1772年、(プロイセン、オーストリア、ロシアの)隣国 3国によ

って第 l次ポーランド分割を受けています。 これは世界史で出てくる事柄です。そして、21年後の 1793

年に第2次分割、 1795年に第3次分割が行われ、国家としては地図の上から消滅しています。

今度は、資料の「コンラッド関係の地図」をご覧ください。 1ページ目の左側にポーランドの分割

を示す [地図 1] 9 を載せておきました。右側の [地図 2] 10 は、コンラッドが生まれた場所を矢印

で示しています。彼はベルディチェフ (Berdycow) というところで生まれましたが、そのころポーラ

ンドの国があったわけではありません。 18世紀の終わりごろに 3度にわたって隣国3国に分割され、

ポーランドは既に消滅しています。 [地図 1]で矢印の先にある、ウクライナ地方の「ウクJと書かれ

ているところが、ベルディチェフ辺りです。 1772年の第 1次ポーランド分割の時点では、ベルディチ

ェフはまだポーランドでしたが、1793年の第2次ポーランド分割で隣のロシア帝国に併合されている

ことが分かります。「ク」の字のところは、もうロシア領になってしまっているのです。そして、第3

次ポーランド分割では、完全消滅しています。

ですから、正確に言うと、コンラッドはポーランド人作家といえるのかどうか、あるいは、ポーラ

8 川崎寿彦『イギリス文学史~ 137-38ページ。

9 帝国書|史編集部『新訂版パワーアップ新世界史資料~ (帝国書院、 2000)109ページ。

10 Frederic R. Karl and Laurence Davies， eds.，刀leCollected Letters of Joseph Conrad. Vol. 1: 

1861-1897 (Cambridge University Press， 1983)， p. ix. 
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ンド生まれといえるのかどうか、少し危ういところがご、さやいます。でも、本人の自己認識では、明ら

かに「自分はポーランド人だJととらえています。こうしてポーランドの国は、 1795年に消滅をして

しまいました。そして、独立するのは第 1次世界大戦が終わる 1918年ですので、100年以上地上に存

在しませんでした。そういうところに生まれた人です。このような仕打ちを隣国から受けましたので、

ポーランドの人たちは何回も反乱を起こしています。 1830年の反乱 Un月蜂起j と呼ばれる)は有

名ですが、失敗をしたためにポーランドの自治権が廃止され、ロシアの直属領になってしまいます。

さらに時が進みまして 1856年5月、コンラッドのお父さんアポロ ・ナウェンチ ・コジェニョフスキ

CApollo Korzeniowski， 1820-1869) とお母さん工ヴエリーナ・ボブロフスカ CEvelinaBobrowska， 

1832・1865)が結婚をして、やがてキエフ近くのベルディチェフに住むことになります。

そして、翌 1857年 12月3日にコンラッドが生まれます。父母の家は、ともに地主階級でカトリッ

ク教徒です。この地主階級はシュラフタ Cszlach ta) Ilといわれていて、日本語でいいますと、武士階

級あるいは小貴族の階級で、す。地主階級だから土地があったかというと、実はこのころアポロは落ち

ぶれていて、土地の管理人の地位にありました。しかし彼は、自分の国が周りの国に奪われたことに

対して、非常に憤慨が激しかったといわれています。コンラッドが生まれたときにも、「ロシアの圧制

(ポーランドの第 1次分割があった 1772年)からお年目の年に生まれた我が息子に」というタイト

ルで、幼児のコンラッドに対して「おまえには、

土地も愛も、国も民族も存在しない、おまえの母

一一ポーランドが死んでいる聞はJ12 という洗礼

詩を書いています。愛国心あふれる人とみなして

いいかと思います。

，"，< 
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地図 ポーランド分割 地図 2・コンラッドが生まれたころのポーランド

II シュラフタjについては、ミツキエヴィチ著、工藤幸雄訳『パン・タデウシュ(上)~ (講談社学術文庫、

1999) 368ページに詳しい説明がある。「シュラフタ」の理解にはこの作品自体が大いに参考になる。

12 c . フレッチャー著、外狩訳『図説ジョウゼフ・コンラッド~ (ミュージアム図書、 2002)7ページ。こ

の後も、コンラッドのエピソードを紹介するに当たり同蓄を活用した。
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の父アポロ・コジェニ

ヨフスキ

1-2 コンラッドの

母エヴエリーナ ・ボブ
ロフスカ

1 -3 1862年当時の

コンラッド鞭を持っ

ている

ンラ ッドから祖母
宛に送られた写真

その後 1861年(コンラッド 3歳。以下、年齢を併記)、アポロは首都のワルシャワに単身で出掛け、

表面上は雑誌発行の計画に従事しながら、実は裏でポーランド独立運動の急進派と交わり、その中心

人物となっています。そして、 10月にロシア官憲に逮捕されまして、城塞に禁固されています。

翌 1862年 (4歳)、6カ月の裁判を経て流刑の判決を受け、モスクワの北の方のヴォログダに流さ

れます。エウ*エリーナも幼いコンラッドを連れて出掛けていきます。このころの写真をご覧いただき

たいと思います。 13 ポーランド時代の写真の (I一 1)が父親のアポ口、(I -2)が母親の工ウ守エリ

ーナです。 (I -3 )が4歳ぐらいのコンラッドで、 (I -4)がその 1年後の 5藤のコンラッドです。

家族で流刑に遭ったこの頃の様子が少し伝えられています。「コンラッドと母は、ロシアのだ、だ、つ広

い荒野を通って、遠く離れたヴォログダの町までへとへとになる旅を辛うじて耐えた。その途中、結

核症状のエウゃエリーナと高熱の息子は、 ヒルを使って血を抜くという治療を受けた」といわれていま

す。こうしてウ苦オログダの町まで到達しましたけれども、「家族が住むことになります丸太の家は、陰

気なほど質素で… (中略)…自然の猛威から住人を守ることなど全くできなかった。ストーブが赤々

と燃えているときでさえも…(中略)…家の隅の方に白いコケが生えてくるJ14という寒さだ、ったそう

です。

このようなつらい経験をしましたが、お母さんが肺を病んでいたため、その後やや温和なチェルニ

コフに移ることを許可されます。さらに、母親の兄のタデウシュ ・ボブロフスキ (TadeuszBobrowski， 

1829-1894)の屋敷に戻ることも許されています。この兄の屋敷は、ベルディチェフとキエフの中間に

あるノヴ、オファストフ (Nowofastow)にあります。先ほどの (I -3) と い-4)の写真は、おそ

らくこの辺りで撮られたものではないかと思われます。

J3 c. フレッチャー『図説ジョウゼフ ・ コンラッド~ 7-10ページ。以下、今回の写真はすべて同書のもの

を利用した。新資料が追加された上に、カラー版で印刷も鮮明であるので視覚資料としても魅力がある。

14 C.フレッチャー『図説ジョウゼフ ・ コンラッド~ 10ページ。
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6 外狩章夫

しかし、 1865年4月、コンラッドが7歳のときにお母さんは 32歳で病死をしています。それで、

1866年(8歳) 5月に、コンラッドは伯父のタデウシュのもとに送られます。その後 10月には、チ

ェルニコフに戻って、父親との生活が中心になってきます。コンラッドは読書家で、 5歳ごろからフ

ランス語やポーランド語、場合によっては英語で書かれたものを読んだといわれています。

アポロとコンラッドは、町の外れの寂しい家で文学と勉強に没頭しました。こうして悲しみを一時

的に紛らわしただけではなくて、実はアポロが翻訳の仕事で収入を得るためには、文学関係のことを

せざるを得なかった面があります。コンラッドは、母親が死にましたので、あるとき「喪服のままで

父の椅子によじ登り、シェイクスピアの『ヴエローナの二紳士』の翻訳を見たJ15ことを思い出してい

ます。そうしたら、父親に見つかってしまい、からかい半分で「大きな声で読んでごらん」と言われ

たそうです。こうして読書好きの子どもに育っていきました。先ほどこの後作家になると紹介しまし

たけれども、実はこういった幼いころの体験が元にあるわけです。

さて 1867年 12月に、アポロは仮釈放をされています。この年に日本では、幸田露伴や夏目激石が

生まれています。それから、ワルシャワでマリー ・キュリー(夫人)が生まれています。

翌年の 1868年(明治元年)、コンラッドは 10歳になっています。 1月にコンラッド父子は、オース

トリア統治下の旧ポーランド領ガリシア地方へ行くことになります。 [地図 2]で確認をしますと、ポ

ーランドの地図の下のほうに‘AUSTRIA' と書いてあ ります。オーストリアが統治した旧ポーランド

領は、 3国中一番少ないけれども、その上のほうにガリシア地方があります。アポロは、説りの多い

ここのポーランド語を好まなかったので、息子を学校に上げなかったといわれています。

1869年 (11歳)、同じガリシア地方ですが、文化的な伝統の古いクラクフに移りまして、コンラッ

ドはここでは学校に入っています。しかしながら、アポロ自身は病気がちで、妻を亡くしていたため

に、精神的にも非常に陰欝な生活を送ったようです。そして、 5月23日に

とうとう亡くなってしまいます。コンラッドは 11歳でした。後に彼は回想

して「流す涙なんて一滴もなかったJ16と告白しています。この時点でコン

ラッドは、両親を失ったため、あとはエヴ、エリーナの兄、つまり伯父のタ

デウシュが世話をすることになります。

ボブロフスキ家のタデウシュの写真は (I -5]で、彼は実務家でした。

そして、義理の弟アポロに対しては、非常に憧疑的でした。アポロには、「空

想的な気分が豊かに」ありましたけれども、タデウシュから見ますと「そ

れがいけないんだj と批判的でした。しかしながら、後に残されたコンラ

ッドに対しては、細かく深い心配りをしていて、「いいかい、私たちは、お

まえの両親に注いでいた愛情のすべてを、今やおまえに捧げるからね」と

15 C.フレッチャー『図説ジョウゼフ ・ コンラッド~ 11ページ。

16 C.フレッチャー『図説ジョウゼフ ・ コンラッド~ 13ページ。
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いう手紙が残っています。それから、学校に上げたり上げなかったりした少年の教育についても「易

しくて興味をそそるものが、おまえの勉強の対象であってはいけないよ。時には難しくとも、役立つ

ものではなくてはならないんだ」と意見を述べています。また、少年の精神状態、に対しても心配をし

て、「おまえの年齢に全くふさわしくないような感情や思考に身を任すようなことは、努めて避けなさ

いJ17とアドバイスしています。こうして、コンラッドと後見人タデウシュの間柄は、この後かなり親

密なものに発展していくわけです。

1870年 (12歳)、コンラッドは一応セン ト・ジャ ック校に入っています。このころ初恋の人と出会

って、後の彼の作品の中にこの初恋の人も登場しています。 18 何しろ政

治犯の息子として育ち、両親も亡くしてしまい、国のない暗い少年時代を

送っているわけですが、それでもこのように少し明るい面もあります。

さて 1872年、 14歳のころよりときどき「船員になりたい」という意向

を伯父のタデウシュに示すことになります。そして 15歳のときに、医学

生の家庭教師プルマンC1846一?)と一緒にヨーロッパ旅行をします。こ

のころのコンラッドの写真は、写真集の [I -6 )に載せてあります。

ところで、コンラッドの二つ目の世界は「海の世界」なんですが、 1874

年9月にタデウシュを口説いて、まずはフランスの商船隊に加わる許可を

得て、 10月にマルセイユに向けて出発しています。コンラッドが 16歳の

ときです。後見人のタデウシュがコンラッドを船乗りにする決心をしたの

1 -6 1873年のコン

ラッド

には、いろいろな理由が考えられています。タデウシュは、コンラッドのために最初にオーストリア

市民権を獲得しようとしたそうですが、失敗しています。そうしますと、ほぼ自動的にロシア臣民と

して、さらに囚人の息子として生きていくことになります。当時そのような場合は、 25年間の箪務に

就く義務がありました。それで、このようなつらい、厄介な運命を避けるために、コンラッドの意向

を入れて、海に出ていくことを考えたのです。

ほかにも理由はありました。例えば、学校生活でのコンラッドは、どちらかというと劣等生、少な

くとも出来がいい生徒ではなかったと思われます。それは当然です。 体は病気がちですし、行ったり

行かなかったりの学校生活でしたし、非常に暗い内面を引きずっておりました。そういうこともあり

ますので、将来勉学面に進むことはあまり考えられなかったようです。むしろ体を使う職業がふさわ

しいでしょう。さらに健康のためには、きれいな空気のたくさんあるところがいいでしょう。それに

すでに 16歳になっているので、世間に出ていくのにふさわしい年齢ともいえます。 19 こうして、コン

17 C.フレッチャー 『図説ジョウゼフ・コンラッド~ 13← 14ページ。

18ヤニナ・タウベ OaninaTaube)という娘で、『ノストローモ』中のアントニアのモデルといわれる(c.フ

レッチャー『図説ジョウゼフ・コンラッド~ 15 ページ、および外狩編訳『ジョウゼフ・コンラッド書簡選集~ (北

星堂書庖、 2000) 77ページの解説を参照のこと)。

19 C.フレッチャー『図説ジョウゼフ ・ コンラッド~ 17ページより。
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8 外狩章夫

ラッドは、とうとうフランスの商船隊に加わるためにマルセイユへ出掛けていくことになります。こ

こまでが、大さやっばにいって、彼の「ポーランド時代」と呼べるかと思います。

11 .海の世界【1874ー1893】一一イギリス商船の船員(後に船長)として活躍する

マルセイユは、南フランスの地中海に面している大きな港町です。タデウシュがコネを持っており

ましたのがフランスであったために、このようなことになったと思われます。タデウシュは、ある船

会社の経営者ドレスタンにコ ンラッドを雇うように依頼をして、そのとおり雇われました。12月にコ

ンラッドは、 モン・プラン号でフランス領の西インド諸島に向かっています。

ここから後は、彼の「海の世界」が広々と展開されます。 [地図 3) 20としまして、南米 ・北米を除

いた世界地図を載せておきました。この地図には、彼が乗り組みました船の航路が示してあり ますの

で、こちらをご覧いただきながら、お聴きいただけたらと思います。まず西インド諸島に向かったの

ですけれども、これは生憎この地図には載っていません。

1875年 (17歳) 5月に西インド諸島からマルセイユに帰ってきます。すると、また6月に西インド

諸島へ出かけていきます。帰りは、陸路パリ経由でした。詳しいことはよく分からない面もあります

が、このころは、かなりフラフラとした生活を送っていたようです。

地図3 コンラッドの航海路

20 Karl and Davies， eds.， The Collected Letters 01 Joseph Conrad (Vol. 1: 1861-1897)， pp. x-xi. 
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次、 1876年 08歳) 7月にフランス船サン・タントワーヌ号にボーイとしてー乗り込み、再び西イン

ド諸島へ向かっています。少年を最初から船乗り扱いするわけにはいかなかったので、いわばでっち

奉公のようなことをやっていたわけです。

1877年 (19歳) 2月にマルセイユへ帰ってきます。このころフランス船からイギリス船へ乗り換え

ることや、イギリスへの帰化につきまして伯父のタデウシュと相談をしています。ロシア領事の許可

がなかったために、フランス船サン・タントワーヌ号などに乗り組めなかったことなどが理由のよう

です。

そして 1878年、いよいよ 20歳の年を迎えますが、 2月にマルセイユにて突然ピストル自殺を図っ

ています。自分の胸に銃口を当て、どうやらズドンとやったようです。これは、後々まで隠されてい

た事柄でしたが、彼の伝記を研究している人たちによって 1960年ぐらいに分かつてきたようです。タ

デウシュは、コンラッドが長い航海に出ているものと信じていたようですが、キエフの見本市の仕事

の真っ最中に突然 1通の電報を受け取りました。 《コンラッド負傷ス、金送レ、来ラレタシ))21という

内容です。この電文を受けまして、タデウシュは急いでマルセイユに出掛けています。

3日間の旅を経てマルセイユに着きますと、すでに回復期に入っていたコンラッドに尋問していま

す。外国人の身分であるために必要な免許が取れなかったので、フランス船にも乗り組めなかったよ

うです。それでも、航海用に伯父のタデウシュから送金を受けていたので、彼はそのお金をスペイン

沿岸のある事業、ある種の不法取引に使ったようです。最初は、うまくお金が戻ってきたようですが、

2度目の投資ですべて失ってしまいました。さらにその後、マルセイユでできた友人から借金をして、

賭博場で有名な町モンテ・カルロへ行って、すっかりすってしまっています。

つまり、伯父から送ってもらったお金を失ってしまったものですから、ピストルで自分の命を取ろ

うと企てたようです。もちろんそのときに死にませんでした。実は、慎重に心臓を外したといわれて

います。さらに、フェチトという友達をお茶に来るように招いていたそうです。つまり、自分が重傷

を負っても、伺とか介抱してもらえるような手段を講じていたことになります。

マルセイユに着きましたタデウシュは、このような

ことをしでかしたコンラッドに対して、もちろんび、っ

くりしていますが、それでも次のように述べています。

全体として、 「これまで人間を観察してきた私から見

て、コンラッドはまだ本物の人聞になれるという期待

を私から奪つてはおりません 22とある人に宛てた手

紙で書いています。かなり波乱に富んだ、場合によっ

ては非行に走ったと見なされそうなティーンエイジ
11-1 コンラッドが初めてイングランドを経験
したロウストフト港

21 C フレッチャー 『図説ジョウゼフ・コンラッド ~ 21ページ。

22 C フレッチャー 『図説ジョウゼフ・コンラッド~ 22ページ。
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ャ一時代を送ることになるわけですが、それでも伯父のタデウシュは、目をかけて見守ったことにな

るかと思います。

さて、 この 1878年の4月にはイギリス船に乗り換えていきます。最初に乗った船はメイウ。ィス号で、

トルコのイスタンブールへ出掛けています。6月には、イギリスの東海岸ロウストフト港に入港して

います。写真集の (11 - 1 )は、コンラッドが初めてイングランドを経験したロウストフト港の写真

で、その当時は帆船が主流の時代でした。帆船から汽船へいつごろ入れ替わるのかは調べていません

けれども、例えば、日本にやってきたペリー提督の黒船は外輪船で、どうやら外洋では帆船で航行し

て、東京湾のような狭いところでは石炭をたいて運航したといわれています。まだ汽船が主流とはい

えない時代かと思われますので、コンラッドがでっち奉公した幾つかの船も帆船といえるわけです。

こうして、 7月からしばらく、このロウストフトとニューカースルの間の沿岸貿易に携わっていまし

た。

このころタデウシュは、コンラッドがイギリスの田舎にいると思っていたので、ロンドンにいると

知ったとき、 「一体なぜなんだ。何にも持たず、知った人もいないのでは、 一人でやっていけないこと

は十分わかっているくせに、……おまえは本当にその年齢の者に許される愚かさの限度を超えてしま

っている ! それに、私の忍耐の限度をも超えている ! 私は、おまえがイギリス船に乗ることには

同意したが、イングランドにとどまることも、ロンドンへ出掛けていって、私の金を浪費することも

同意してはおらん!Jと手紙でコンラッドをしかっています。そして、「おまえのために、あれほど犠

牲を払ってくれた両親のことを、おばあさんのことを思い出しなさい。一一改心しなさい一一一働きな

さい一一結果を予想しなさい一一慎重に根気強くおまえの目標を追求しなさい。そうして、 言葉では

なく行いで 自分が私の祝福を受けるに値することを証明しなさいJ23 と熱心に諭しています。大

変な子どもを預かつてしまったものだという思いもあったのかもしれませんけれども、今ご紹介した

ような文面からしますと、怒ってはいますけれども、その背後には深い愛情が認められると言わざる

を得ないところです。

コンラッドはこの 10月以降、サザ

ランド公爵号、工ウローパ号など幾つ

かの船に乗って、いろいろな経験をし

ていきます。そのうちに、 1880年 (22

歳) 6月、伯父の言葉が効いたのか、

まず二等航海士の試験に合格します。

そして、 8月にロッホ・エティヴ号に

乗って、シドニーに出掛けています。

写真集の (11 -2 )に、このころ 0870
11-2 ハルステッドが措いた、 1870年頃のシドニーのサーキュラ一

波止場

23 c.フレッチャー『図説ジョウゼフ・コンラッド~ 24ページ。
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年ころ)のシドニーのサーキュラ一波止場の絵が

あります。そして、ロンドンに帰ってきます。写

真集の (11 -3]は、グリムショーが描いた 11880

年のテムズ川河口の夕暮れjです。帆柱が高くそ

びえ立っていますので、帆船だということがよく

わかります。

1881年 (23歳) 9月には、バンコクへ行く船

パレスタイン号に乗り組みます。おんぼろの石炭

輸送船の二等航海士になって、東洋に出掛けてい

くわけです。ところが、途中で強風のために帆を

11-3 1880年のテムズ川河口の夕暮れ(ジョン・アト

キンスン・グリムショー作)

11 

失ったりして結構難儀をし、なかなか目的地に着きませんでした。しかも、インド洋を渡ってやっと

東洋に着いても、スマトラの沖で積み荷の石炭に火がついて爆発し、結局この船は燃えてしまい沈没

する事態になります。コンラッドと仲間の水夫たちは、ボート 3般に乗り組みまして、難を免れてい

ます。実は、このときの体験は、後に「青春J(‘Youth') という短篇小説で細かく描かれることにな

ります。コンラッドは、若いころの体験を短篇小説に活用しました。

さて、 1883年 (25歳)、チェコ西部の温泉保養地マリエンパートでタデ

ウシュと久しぶりに再会をします。そのときの写真が (11 -4 ]です。そ

の後9月にリヴァーズデイル号の二等航海士になりまして、東洋に向かっ

ています。そして、翌 1884年4月にこの船を降り、次はボンベイでナーシ

サス号の二等航海士になって、 10月まで勤務します。24 こんなに船を次か

ら次へと替わって大丈夫なのか、もったいない感じもします。石の上にも

3年というではないかと思われますけれども、彼は、 一般の船に長くは留

まりませんでした。船長との喧嘩が理由である場合もありますが、定かで

ない理由でやめてしまい、船主を失望させることもありました。 25

n -4 1883年にマリ

エンパ トから送られた

コンラ ッドの写真

コンラッドは、この年の 12月に一等航海士の試験に合格しています。そして、翌 1885年 (27歳)

4月にはテイルクハースト号に乗り組み、翌年 6月にはその船を降りています。彼は 28歳になってい

ますが、これまでの長い間、身分的にはロシア帝国の臣民であったわけです。けれども、この年8月

にイギリスに帰化を許可されます。そして、 11月に船長資格を取得しています。少し小さくて読めな

いのが申し訳ないのですけれども、その船長資格証明書の写真が (11 -5]です。これで彼は、やっ

とのことで、あるいは、早かったと言うべきなのかもしれませんけれども、よその国の商船の船長に

2~ このときの体験を元にして後に 『ナー シサス号の黒人~ (刀zeNigger o[ the 'Narcissus: 1897)という中

篇小説を書くことになる。

25 Cedric Watts， Joseph Conrad: A Literary L府 (MacmillanPress， 1989)， p. 16. 
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12 外狩章夫

なる資格を取ったわけです。ところが現実は厳しいもので、資格がありさえすれば、すぐに船長の仕

事に就けるわけではありません。この後も彼は、 一等航海士になることが多かったようです。

一方で彼は、この年に短篇小説を書いています。船長の資格を取るために一生懸命いろいろな学科

を勉強して、面接も受けたのですが、そういう受験勉強

が終わったら短篇を書いてしまうとは、ちょっと信じ難

いところがあります。でも、気分転換だ、ったのでしょう。

「黒髪の一等航海士j という習作短篇を書いて、雑誌に

送っています。採用はされませんでしたが、もちろんこ

れが、この後の(三つ目の世界)に生きてくるわけです。

さて、 1887年 (29歳) 2月に、ハイランド・フォレス

ト号の一等航海士を勤めますが、けがをしたので7月に

下船をして、シンガポールで静養をします。この後コン i

11-5 コンラッドの船長資格証明書
ラッドは、東洋の世界にどっぷり浸かることになります。

まず、この年の 8月よりヴィダール号でシンガポール付近の沿岸航海に従事します。それから、ボル

ネオに出掛けていって、チャールズ・オールメイヤー (CharlesOlmeijer)に出会います。この人は、

後ほと、最初の長編小説の主人公のモテ守ルになる人物です。コンラッドの航路を示す[地図 3]をご覧

ください。オーストラリア大陸の上のボルネオのところにベラウ (Berau)と書いてありますが、この

ベラウ川を航行中にオールメイヤーに会っています。彼は、ヨーロッパ人とアジア人の血が混じった

オランダ人で、ある居留地に住んでいました。彼が夢想家であるという評判を聞いて、コンラッドは

どういうわけか惹きつけられていきます。

航行中にコンラッドは、オールメイヤーから「ロパを届けてくれj と頼まれていました。そのとき

の状況からしますと、ロパは不要な動物でした。しかも、そのロパがこの島に到達した途端、暴れて、

ジャングルの中へ逃げてしまったのだそうです。「彼(オールメイヤー)は自明な事柄から懸け離れた

信じ難い憶測に基づいて行動していたため、理

性のある人には、彼の頭の中の論理はわけのわ

からないものであった」といわれています。そ

んな男にコンラッドは惹かれてしまったので

す。なぜでしょうか。「彼は、オールメイヤー

という男の中に自分が若かったときの片意地

な空想的な気分を見いだしたのであろうJ26と

推測されています。コンラッドは、「もしもオ

ールメイヤーという人物に私が出会わなかっ

26 C.フレッチャー『図説ジョウゼフ ・ コンラッド~ 22ページ。
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13 コンラッドの生きた三つの世界(1)

と述べて、彼から受けた，恩義をたならば、印刷された私の文は l行たりとも存在しなかっただろう」

その人物を処女作の主人公にしたわけです。認めています。

3月1月にシンガポールでヴィダール号を降りまして、翌 1888年 (30歳)

このオターこのときに初めて船長となります。にオターゴ号に乗っています。

モこの船でシドニーに向かった後、です。[ 11 -6] ゴ号の写真が、写真集の

メルボルンに帰ってきーリシャス島にも行っています。そして、 1889年には、

ていますが、このころ伯父から遺書に近い手紙を受け取り、船長を辞しまして、

ロシア国民としてさらに 7月には、今度は客船でヨーロッパに戻っています。

の義務消滅を認可されています。
II-7 美人で顔が

利いた、コンラッドの

「伯母Jマルガリー

卜・ポラドフスカ

といいコンラッドには冒険家の血が流れていた節が考えられます。どうも、

2月にブリュッセルへ行きまして、遠いいとこに1890年 (32歳)ますのも、

当たるアレクサンダーの奥さんマルガリートと会っているのです。写真集の [11 

この女性に自分の就職先を世話してくれないかと頼そして、の人です。-7] 

んでいる節があります。頼んだついでに、伯父に会いにキエフに出かけています。ポーランドを出た

4月末にブリュッセルに

中央アフリカにコンゴ地

そして、16年ぶりです。その辺りから数えますと、のが 16歳でしたから、

/フ〆戸 ¥ i

J c∞O側…N

¥¥¥ヴ!
// 

/ ; L/tj;i l 

それが何と、赤道直下のアフ リカでの仕事です。帰り、就職が決定します。
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方があ りまして、コンゴ川が流れてい

るのですが、その川を遡行する仕事で

あります。

先ほど冒険家の血が流れているとい

いましたのは、彼がこの仕事を引き受

けているからであります。 5月にフラ

ンス船でボルドーを出まして、8月に

キンシャサに着きます。この辺りは [地

外狩章夫

11-8 コンラッドが乗った「安っぽい汽船」ベルギー王丸

図4]27のコンゴ川をご覧いただきたいと思います。点線はコンラッドが歩いたところで、河口近くの

マタディという町からスター トし、終点はキンシャサになっています。

当時キンシャサはレオボルドヴィル CLeopoldville)という名前が付けられていて、この地方の中心

地でした。レオポルドヴィルという地名は、ベルギーの王様レオボルド 2世の名前から取っており、

ヴィル Cville)は町のことです。 「レオポルドヴィル」では、ベルギーの植民地をあからさまに想起さ

せ非常に屈辱的な名前なので、今はキンシャサ CKinchassa) に改名されています。このキンシャサか

らずっとコンゴ川を上っていくと、スタンレイの滝に到達します。そこまで川を上っていって、戻っ

てくるのが仕事でした。おんぼろ船のベルギー王丸に乗り組んで、ある会社の社員クラインという人

物を連れ戻しています。これは、後ほど中編小説『閣の奥~ CHeart 01 Darkness)に素材を提供するこ

とになります。コンゴ川を上っていったベルギー王丸の写真が (11 -8]で、ベルギー王丸を訪れた

アフリカ人のグルーフの写真が (11 -9]です。

当時は、マラリアや赤痢が蔓延していて、コンラッド

も何度も苦しんで、「僕がかなり不安なのは、会社の従

業員の 60%が半年の任務さえまっとうしないうちにヨ

ーロッパに戻ってしまうという情報です。熱病と赤痢!

ほかに、コンゴで死なないようにと 1年の終わりに急い

で国へ帰される者もいます。…(中略)…3年の任務を

果たせる者は、たった 7%なんです。それが事実なんで

す !J 28と書かれた手紙が残っています。

実は、コンラッドも健康を損ないまして、仕方なくヨ

ーロッパに帰ることになります。髪を薄くして、片方の

足を引きずりながらロンドンへ戻っていったそうです。

「医者のところへ走っていくのが待ち切れませんでし

11-9 ベルギー王丸を訪れるアフリカ人の1グ

ループ :~閣の奥』 では、 こんな訪問が襲撃になる

27 Karl and DavIes， eds.，刀leCollected Letters 01 Joseph Conrad (Vol. 1: 1861-1897)， p. xII. 

28 外狩編訳『ジョウゼフ ・コ ンラッド書簡選集~ 9ページ。
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コンラッドの生きた三つの世界(1)

た」とマルガリートに宛てて書いています。そして、 1週間たちます

と「体が強くなって、生きょうという気持ちが強くなりましたj とも

書いています。この発言は、かなりきっかった状況を物語っています。

後に彼は 「私を(ヨーロッパという)故郷へ連れて行ってくれる汽船

が出る前に、本当に心から死んでしまいたいと願うときが、 何度も何

度もありましたJ29と書いています。つまり、病気のつらさから死ん

でしまいたいと思うことが何度もあったのです。このときのコンゴ体

験が、残りの生涯に精神的にも肉体的にも影響することになります。

1891年 (33歳) 3月に、コンラッドはマラリア、リウマチ、神経

痛に苦しみ、ロンドンでドイツ系の病院に入院しています。さらに、

5月には健康回復のためにジュネーブへ出掛けています。実は、この

辺りが大事でして、療養している傍らで小説を書いていて、処女作『オ

15 

革路

n -10 ジリンガム通り17番

地ヴィクトリア駅近くの質素

なコンラッドの下宿

ールメイヤーの阿呆宮11CAlmayer's Folか)の第8章までを完成しています。そして、 9月までにロン

ドンに戻って、下宿をしています。その下宿の写真が ("一10)になります。
その後、 11月には快速帆船のトレンズ号の一等航海士として働いています。 トレンズ号は有名なウ

ール ・クリッパーで、羊毛を積んでオーストラリアとヨーロッパとの間を行き来し、そのスピードを

競った船です。写真は ("一11)で、 一流の船の一等航海士を勤めたと見なすことができます。こう
してロンドンへ戻ってきます。

" -11 卜レンス号

1893年 (35歳) 8月にはポーランドに伯父

のタデウシュを訪ねて、 9月まで伯父と過ごし

ます。その後年末にフランスからアメリカへ行

く移民船アドワ号の一等航海士として働くこ

とになっていて、パリの外港でありますルーア

ンへ行きました。そして、ロンドンまで移民を

乗せていくのですが、どういうわけか船はそこ

からアメリカへは行かなかったのです。これが、

コンラッドのプロの船乗りとしての体験の最

後になります。同時に、彼の「海の世界」がこ

ういう形で終わることになります。

一一次号へ続く一一

29 C. フレッ チャ ー『図説ジ ョウゼフ ・ コンラッド~ 59ページ。
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Abstract 

The above essay is a by-product of the 2005 open lecture， given on 21st May at 

A2-Room202 in the University of Shiga Prefecture. The title was ‘A Wonder in English 

Literature: Joseph Conrad's Three Worlds.' The lecture was first recorded on tape and later 

transcribed and edited in this readable form by making necessary corrections， additions， and 

deletions. 

The materials 1 have delivered and used in the lecture are 1) a few brief statements by 

F. R. Leavis， F. R. Karl， and Toshihiko Kawasaki， that testify Conrad 's status in literature; 2) a 

chronology compiled by Kenzo Suzuki， shortened by me with a few corrections; 3) four maps 

that show Poland's partition， Poland at the time of Conrad's birth， Conrad's sea voyages， and 

Conrad in the Congo; 4) a dozen of Conrad's photos from Chris Fletd悶 'sfascinating 

biography of Joseph Conrad (The British Library， 1999). 
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コンラッドの生きた三つの世界 (1) 17 

Some people may say that in appreciating literature an introduction to an author's life 

is unnecessary. ln Conrad's case， however， his life [1857・1924]itself must be a matter of 

interest. Born and brought up as a Pole， he ‘jumped' into the world of merchant mariners-

finally became a master mariner-and is safely recognised as one of the greatest novelists in 

the history of English or European literature， though he got to know the English language 

(=his second foreign language) at the age of twenty (his mother tongue being Polish， his first 

foreign language， French). Thus， M山 headBone， one of Conrad's friends， wrote in the latter's 

obituary:‘Centuries may come and go before anyone so gifted， so strange， and such a 

charming human being as Joseph Conrad comes this way again.' 

Conrad's case must be a wonder even in an age of ζglobalisation.' How did his life 

shape itself like that? In this lecture 1 have introduced and explained Joseph Conrad's life in 

detail by dividing it into three main worlds: 1) his Polish childhood [1857-73]， 2) his sea 

years [1874-93]， and 3) his later life as a novelist [1894・1924]to show his greatness as a man 

and his ‘charming' character. However， only the first two worlds appear in this issue; the 

third will come out next year. 
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司令官の中立性

Neutrality of the Narrator in Joseph Conrad's 

“The Tale" 

山本薫

Kaoru Yamamoto 

1916年に海軍基地を視察し、掃海艇に同乗した後、 JosephConrad は最後の短編“TheTale"書き上

げた。それは、 中立国の船が敵の潜水艦に物資を供給しているのではないかという疑念に駆られた英

国の掃海艇の司令官が、証拠もないままその船を沈没させてしま う物語である。 この司令官の体験談

は、非個人的な語り手が導入する枠物語に埋め込まれている。 枠物語の語りの場である夕暮れの暗い

居間で、司令官は、おそらく愛人と思われる女性に向けて語る。そもそも後期作品群自体が過小評価

されてきた中で、“TheTale"も、同じく Tales01 Hearsay (1925)におさめられたその他の素朴な短編

とともに一括りにされてきた。 しかし、 しばしばHenryJames の『ね じの回転~ (“The Tum of the 

Screw，" 1898)と比較されるほど、“TheTale"の技巧は洗練されている。信頼できない語り手である司

令官の語り自体からは事の真相がよく見えない上に、彼の体験を巡つて複数の「物語」が同心円構造を

なす

翻弄してきた。これまで、の“TheTale"批評は、まず、“TheTale"には一体いくつの「物語」があるの

かという議論と 、l同心円構造をなす物語聞に平行関係あるいは階層関係を見い出すことで物語全体

の意味を抽出する作業に終始してきた。物語どうしを照応させる場合、司令官の体験談は、そのもの

が分析されるというよりは、枠物語における男女(司令官とその愛人)の謎に包まれた関係を解読する

l通常“TheTale"には、 一番外側の非個人的な語り手の「物語J(“The Tale")、司令官の体験談、中立国

の船の船長 Northmanの釈明の 3つの「物語Jが存在すると考えられている。ここに、司令官は、 Northmanの

釈明を聞いている時、「自我の奥底でJ沸き起こる「内なる声」による「もう一つ物語Jの存在に言及しており、それ

を4つ自の物語として数えるかどうかについて、意見は分かれている。GaetanoD'EliaやWilliamW Bonneyは、
この「内なる声Jによる「もう一つ物語Jは、司令官の Northmanに対する疑念、(偏見)だと考えている(Gaetano

D'Elia，“Let Us Make Tales， Not Love: Conrad's“The Tale'" The Conradian， 12. vol 1.(1987) 52; William W 
Bonney， Thorns & Arabesques: Contexts for Conrad's Fiction (Baltimore & London: The Johns Hopkins 
University Press， 1980) 208)。一方、 JacobLotheやVivienneRundleは、 上の3つの物語は顕在的な部分を構

成しているが、「もう一つ物語Jは直接報告されていないので、 4つの物語を同列にして論じることに異論を唱え

ている(JacobLothe， Conrad's Narrative Method (Oxford: Oxford University Press， 1989) 74; Vivienne Rundle， 

“‘The Tale' and the Ethics of Interpretation，" The Conrαdian， I打7.vol 1.(1992) 18)0。
てJosephConrad， Tales of HearsのIand Last Essays (London: Dent， 1963)に拠り、括弧内に頁数を記す。
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2 山本薫

手がかりとされてしまう。 2一方、司令官の体験談を中心に解釈する場合、「世界の表層の裏に隠され

た真実の捉えがたさ」を劇化した Iunreadabilityについての物語であるだけでなく、それ自体が

unreadable な」物語、 3 あるいは「認識論的不確定さを劇化した物語j だと主張される。4 しかし、

Mar¥owという個人的な語り手による LordJim( 1900)や“Heartof Darkness"(1902)を例に挙げてもわ

かるように、物語の不確定性や事件の究極的な真実のとらえ難さは、信頼できない語り手を巡る議論

の結論というよりは前提とすべき側面であり、 『ねじの回転』の女性家庭教師さながら際限なく疑念

を膨らませ、語れば語るほど確固とした証拠(事実)から離れていく司令官の物語を“verbal

performance"だ、と断言したところで、 5踏み込んだ解釈が得られたわけではないだろう。こうして結

局は"TheTale"を言語ゲームと見なす傾向にある構造分析派に対して、歴史派は物語を第一次世界大

戦というコンテクストに置き、「国家的なノイローゼJ(戦時下のイデオロギー)が司令官に英国的な価

値観への理不尽な義務感をかきたて、中立国の船を沈没させたと論じてはいるが、これも物語の構造

分析派が言う司令官個人の「ノイローゼJを国家レベルに拡大しただけで、 6 信頼できない語り手が戦

争の現実そのものではなく意識に映った戦争を語っているという事実を確認していることに変わりは

ない。つまり、このような“TheTale"批評の流れの中で、肝心の信頼できない語り手の意識のフィル

ターそのもの、それを形成する司令官の英国的な価値観への忠誠心自体は疑われず、神経症的なまで

に潔癖な英国人である司令官に対して、中立性を放棄した|圭しげな裏切り者の外国人 Northmanとい

う図式が反復されてきた。

しかしながら、実はテクストには、職務に忠実な(つまり愛国的な)はずの司令官自身の中立性を匂

わせる要素が隠されており、この意味で司令官と Northmanは分身関係にあると言える。後ほど触れ

るように、別の意味での二人の分身関係ならこれまでも指摘されてきたが、上に述べたイメージの固

定化が妨げとなって、二人がその「中立性」において共通しているという見方はされてこなかった。7

戦時下という特殊な状況において軍艦の司令官が実は中立だとなれば、裏切り者は Northmanではな

くてむしろ司令官の方である。ここにこそ、この物語の「ねじのひとひねり」があり、“TheTale"の複

雑な構造は、この司令官の隠された「中立性Jと関係している。そして、 Northmanの中立性に対する

各語り手のスタンスの取り方は、語りと“TheTale"全体の重層的な構造に影響している。従って、本

2 司令官の物語を暗に「不実な愛人の心のうちを探ろうとする男の物語」だとする解釈については、

Daphna Erdinast-Vulcan， The Strange Short Fiction 01 Joseph Conrad: Writing， Culture， and Sz吟jectivity
(Oxford: Oxford University Press， 1999) 172-84; D'Elia， 50-8; Jeremy Hawthorn， Joseph Conrad: Narrative 
Technique and ldeological Commitment (London: Edward Arnold， 1990) 261を参照。また、女への「別れ話」だ

とする解釈については例えば、 Rundle，17・36;Porter Williams， Jr.，“Story and Frame in Conrad's“The Tale.' 

Studies in Short Fiction， 5( 1968)， 179-85を参照。
3 Hawthorn 267-8 Hawthornは、物語聞の平行関係は完全には成立し得ないことを論証している0
4 Lothe 72-86 
5 Bonney 213 

6 Celia M Kingsbury，“lnfinities of Absolution": Reason， Rumor， and Du叫tyin Jos巴phConrad'、s
Tale，'竹，Modern Fiction Stωudie何s，Vo144， number 3， Fall1998. 715-29 

7注 10参照

Q
U
 

宅
4
ム

旬
E
ム



司令官の中立性 3 

稿の目的は、司令官の隠された中立性を巡る議論を通して、“TheTale"の物語の構造を明らかにする

ことである。

2 

多くのコンラッドの主人公と同様に、司令官は「義務jという言葉を好み(61)、「誠実j、「率直j、「情

熱jを信条とする人間らしい(64)。自分たちの船の中立を主張するNorthmanを信じられない司令官は、

「大きなうそ」が「まるで壁のように堅く立ちはだかり、どうやっても真実に到達できなしリように

感じている(“theEnglishman felt himself with astonishing conviction faced by an enormous lie， solid 

like a wall， with no way round to get at the truth， whose ugly murderous face he seemed to see 

peeping over at him with a cynical grin"(76).)a Northmanが敵の潜水艦との「凶悪な共謀Jを中立性

の仮面の下に隠していると断定し、そのうそに対して司令官が示す嫌悪感は激しし、(“theCommanding 

Officer was in revolt against the murderous stealthiness of methods and the atrocious callousness of 

complicities"(67);“The Officer's gorge rose at the atmosphere of murderous complicity"(79).)。従来

の批評は、このように一見潔癖に思える性質を根拠に正義漢としての司令官のイメージをっくり上げ

てきた。しかし、 次の一節は、うそに対する彼のこの嫌悪感が必ずしも誠実さからのものだとは言い

切れないことを示している。彼は夜に思索に耽る習癖があるらしいが、 それは彼の性格のある隠され

た側面と関係するようだ。

When the night came trailing over the sea， hiding what looked like the hypocrisy of an old合iend，

it was a relief. The night blinds you合ankly-andthere are circumstances when the sunlight may 

grow as odious to one as falsehood itself. Night is all right. At night the Commanding Officer 

could let his thoughts get away-I won't tell you where. Somewhere where there was no choice 

but between truth and death. But thick weather， though it blinded one， brought no such relief. 

Mist is deceit向上the dead luminosity ofthe fog is irritating. It seems that you ought to see. (64) 

夜の聞が海の上に垂れ込め、旧友の偽善のようなものを隠す時、ほっ とした。夜の聞は

完全に目を肱ませるーーーが、 日の光が虚偽と同 じように忌まわしくなる状況もある。夜

は安心だ。夜に司令官は、物思いに耽る どこまで思索を及ばせるのかは言うまい。

どこか真理と死の間で選択のしょうがない場所だ。しかし、曇った天気は、目を肱ませ

るけれども、そのよ うな安堵感は与えてくれない。霧は人の目 を欺き、霧の鈍い輝きは

人をいらいらさせる。 見なければならないと言わんばかりだ。

司令官は日の光より闇に安堵感をおぼえる。それは、 聞がうそを隠してくれるからだ。うそに対す

る彼の極端な嫌悪感からしてこれは一見筋が通っているよう に聞こえる。しかし、通常聞が人を不安

-119一



4 山本 薫

にするはずだとすれば、ここで司令官を代弁する語り手が言っていることにはどこか違和感を感ぜざ

るを得ないし、彼は何か隠しているようだ(“1won't tell you where.")。ここには誠実さというよりも

むしろ逃げの姿勢が見え隠れする。彼は、どちらかに決めなくともよい場所で安心するとも言ってい

る。彼が「鈍い輝き」を放つ霧を嫌がるわけは、それがそこで見えるものをしっかりと見据えた上で、

何らかの判断を迫るからではないか。夜が彼に安心感を与えるのは、全く見えないので、どちらかを

選択しなくてもよし、からなのだ。司令官はどちらかに決めずにいられる宙ずりの状態にむしろ安堵感

をおぼえるようだ。彼がうそを嫌うのは、彼が誠実な人間だからというよりは、うそを目の前にした

時、どうしても判別しなければならなし、からである。批評家は、このうそ嫌いと思われる態度を彼の

道徳的清廉さと結び付けたがるが、彼はむしろそうした判断を迫られる状況から逃げたいのではない

か。実際司令官は、 Northmanの「うそJを暴くという行為が「道徳的という よりは気質の点からj苦

手であることを漏らしている(“TheCommanding Officer was one of those men who are made 

morally and almost physically uncomfortable by the mere thought of having to beat down a lie. He 

shrank from the act in scom and disgust， which was invincible because more temperamental than 

moral"(75).)。つまり、司令官は実は何にもコミ ットできない“neutral"な精神の持ち主なので、はないか。

戦時下という特殊な状況において、敵の潜水艦を監視する任務を負った船の司令官が、どちらかを

選択しなくてもよい場所にいると安心するとしたら問題だ。敵/味方の区別をはっきりさせねばなら

ない状況における司令官の「中立jは、英国に対する「裏切り」を意味する。 r義務Jという言葉を好む

彼は、自分の“neutral"な「気質J故に苦しみ、立場上、常にそれを押し殺そうとしていたはずであり、

敵の潜水艦や不審船を警戒せねばならない日中の「見る仕事J(“thework to see"(64))は彼にとって苦

痛であったに違いない。霧に包まれた入り江で停泊する不審船が“neutral"(中立国の船)だとわかった

時、司令官の脳裏をよぎった「はっきりと口に出して言えなしリ疑惑とは自分の中立性への疑惑であり、

その疑惑を晴らすために、彼はわざわざみずから中立国の船に乗り込んでいったのではないか。しか

し、そんなことは言えるはずもなく、彼の口調は重い。この時何を発見したかったのか、彼は次のよ

うに述べている。

What did he expect to find? He could not have told anybody-not even himself. 

What he really expected to find there was the atmosphere， the atmosphere of gratuitous 

treachery， which in his view nothing could excuse; for he thought that even a passion of 

unrighteousness for its own sake could not excuse that. But could he detect it? Sniff it? Taste it? 

Receive some mysterious communication which would tum his invincible suspicions into a 

certitude strong enough to provoke action with all its risks? (7ト2)

司令官は一体何が見つかると思っていたのだろうか。彼は誰にも一一自分にさえ言えな

かっただろう。
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司令官の中立性 5 

彼が本当に見つけたかったものは、あの雰囲気、いわれなき裏切りの雰囲気だ、った。

それは、彼の目から見ても赦しがたいものだった。とい うのも、彼が思うに、ただ不正

行為そのものがしたいという情熱でさえそんな裏切りを許しはしないだろう。しかし、

見破ることはできるだろうか。嘆ぎ、つけることはできるだろうか。気付くことはできる

だろうか。克服しがたい疑念を、強い確信に変えて、どんな危険を官 しでも行動を起こ

させるようななぞめいた情報を得ることはできるだろうか。

司令官は、発見したかったものが「裏切りの雰囲気Jだと言っている。 これまでの解釈では、「裏切りj

とは、通常、 中立国の船を装いながら敵の潜水艦に補給するNorthmanの卑劣な行為を指すと考えら

れてきた。それを許せないと彼は繰り返しているようだ。 しかし、発見したのが Northmanの「裏切りJ

ならば、 「人に言えなしリ 、ましてや「自分にさえ言えない」わけはないだろう。 掃海艇の任務の性

質上、そのような発見はむしろ手柄になるはずだ。それに、Northmanの「裏切り」が許せないと強く

言いながら、彼はどう してただ“couldhe detect it? Sniff it? Taste it?"という疑問を畳み掛けているだ

けなのか。 別のところでも、 敵の潜水艦に援助している中立国の船は自分たちの船と接近した時息を

潜めていたとか、こっそりと気付かれずに入り江から出て行こうと している、と部下に疑問をぶつけ

ている(“hearingus come in， why didn't he give some sign of life? Why? Could it be anything else but 

a guilty conscience?"(75))。しかし、確かに相手の「裏切りJという「罪」を疑っていながら、そのたた

みかけるよ うな疑問の連続には逆に相手の「罪」を断定し切れない迷いが感じられる。それは、執劫に

浮かんでくる「克服しがたい疑念Jでありながら、 「いかなる危険を官しても行動に駆り立てるほど

強し、確信」になかなか至らないようだ。故に司令官は行動にうつせず悶々と疑い続ける。

そんな司令官が、霧で入り 江に迷い込み、 船が今どこに位置しているのかわからなし、(“1don't know 

where 1 am. 1 really don 't"(73).)と何度も繰り返すNorthmanと対面した時、はっきりとした立場を取

れない中立的な自分を見ているように感じなかっただろうか。臆面もなく 「中立性jを主張する

Northmanを目の前にした時、自分の隠されたf中立性jの具現をつきつけられているように感じたの

ではないだろうか。 Northmanが司令官の前で釈明をしている問、 1青疑心に駆られる司令官の「自 己の

深部jで「内なる声」が肱く 「もう 一つの物語J(73)とは、D'Eliaや Bonneyが言う ように、無実な

Northmanに対する「偏見」の「物語Jだとは考えにくい。8 直接対面した司令官自身、目の前の

Northmanの申し聞きがもっともらしく 聞こえることこそ偏見だと言っている(“TheCommanding 

Officer listened to the tale. It struck him as more plausible than simple truth is in the habit of being. 

But that， perhaps， was prejudice"(73).)。 自分がど こにいるかわか らなくなってしまっている

Northmanの話を聞いていて、司令官の奥で内なる声がつぶやいたのは、自分もどこに居るのか一一

8注 1参照。
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6 山本薫

どういう立場に立ってものを見ればよし、か一一わからないということではなかっただろうか。

Northmanが繰り返す“1don 't know where 1 am. 1 really don 't."は、まさに司令官の心の叫びではなか

っただろうか。

まずどこに立脚点を置くべきかがわからなければ、何の行動もとれないはずだ。それ故、無理やり

にでも行動をとるために、司令官の「内なる声Jは、 「故意に怒りを持続させるかのように」肱く(“AII

the time the Northman was speaking the Commanding Officer had been aware of an inward voice， a 

grave murmur in the depth of his very own self， telling another tale， as if on pu叩oseto keep alive in 

him his indignation and his anger with that baseness of greed or of mere outlook which lies often at 

the root of simple ideas"(73).)。司令官の怒りは通常、パラノイア的な正義感の表れと考えられている

が、むしろ、 何にもコミットできない自分を行動へと無理やり駆り立てる努力ではないか。それは「故

意に」疑念と行動をつなぐものなのだ。最後まで自分たちがどこにいるのかわからないのだと言い張

るNorthmanに、間違った航路を指示して濃霧に包まれた入り江から出て行くよう命じる司令官の「心

臓の鼓動は怒りと恐怖で激しく打ちつけているJ(79)。入り江から出た Northmanの船は結局岩棚に

激突し、沈没する。 Lotheはじめ批評家たちは、 この件で潔癖な司令官が苦渋の決断を迫られたのだ

と考えているが、 9実は司令官は何も自分では決断していない。 この時でさえ、 司令官は Northman

の言っていることの真偽を自ら判断したわけでない。司令官は、それを「最大の試練J(a supreme 

test(80))だと述べているが、どちらかに決められない中立的な司令官は、間違った針路を教えること

で、Northmanの船が中立を装って敵に援助しているのかどうかを「試した(testした)Jのだ。

その“test"の結果得られた「真実」は判然としない。司令官は、 中立を装って敵に援助している船な

らば、沿岸一帯の地形は知り尽くしているはずで、逃げ切れると思ってでたらめの針路を指示したの

だろうか。それならば敵に資する者を逃がしたことになり、明らかに英国への裏切り行為である。 一

方、たとえ Northmanが沿岸一帯の地形を知り尽くしていたとしても、深い霧の中を無事逃げおおせ

たかどうかもわからない。司令官がどんな針路を与えようと、 Northmanの船は深い霧のためにうま

く針路が取れず岸壁に衝突したのかもしれなし、。従って、Northmanが中立か否かは謎のままで、

Northmanと彼の船の乗組員の死からは何一つはっきりしたことは言えそうにない。それにもかかわ

らず、司令官は、Northmanが繰り返していた“1don't know where 1 am. 1 really don't."という言葉が

もしかしたら iNorthmanの物語の中で、唯一の真実だ、ったかも しれなしリ と断定している。これは、

それほど司令官が Northmanに同化していることの証拠だ。司令官が発見したかったのが、どこに位

置してよいかわからない自らの中立性についての「真実j であった以上、司令官の投影としての

Northmanは彼にとってどうしても自分の位置を把握できない“neutral"で、なければならず、“1don't 

know where 1 am. 1 really don 't."という言葉が「真実」でなければなるまい。

9例えば典型的な例と して、 Lotheは司令官自身がNorthmanを巡る自らの「判断」の道徳的な複雑さに
徐々に気付いていくと読んでいる。 Lothe85 
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司令官の中立性 7 

こうして限りなく二人の分身関係が顕在化してきたと ころで、司令官は“neutral"としての素顔を露

呈させる。ここまで司令官はあたかも他人のことのよ うに語り続けてきたが、この後、 「物語J中の

司令官とは自分であることを明かす(“Heabandoned all pretence"(80).)が、以下の通 り、 彼の口調はま

るでNorthmanそのものである。

“Yes， 1 gave that course to him. It seemed to me a supreme test. 1 believe-no， 1 don't believe. 1 

don't know. At the time 1 was certain. They all went down; and 1 don't know whether 1 have 

done stern retribution一一ormurder; whether 1 have added to the co叩sesthat li抗erthe bed of the 

unreadable sea the bodies of men completely innocent or basely guilty. 1 don't know. 1 shall 

never know" (80). 

「そうだ、私が彼にその(間違った)針路を教えたのだ。それは私にとって最大の試練だ

ったように思える。私にわかるのは一一一いや、わからない。わからない。その時は確信

していた。彼らは皆海の底に沈んでしまったが、私は仮借のない報復を したのか一一あ

るいは殺人を犯したのか、完全に無実かあるいは下劣で有罪な人間の死体を、読みきれ

ない海の底に撒き散らばる死体の数を増やしただけだ、ったのか、私にはわからない。わ

からない。これからもわからないだろう o J 

この一節において何度も繰り返される「わからなしリという言葉は、 Northmanの自分がどこにいる

のかわからなし、(“1don't know where 1 am. 1 really don't.")という言葉そのものを思わせる。最後に

「すべての見せかけ」を捨てて語 り手が露呈した姿とは、 自分の位置がわからないというNorthmanと

の分身関係であり、こ こでNorthmanと司令官の姿は重なっている。10 戦時下における司令官の「中立

性」は「裏切り jにつながる。Northmanの船に乗り込んでいく際に司令官は「本当に見つけたかったも

のJが「裏切りの雰囲気」だと言っていた。一見職務に忠実なふりを して中立船に対する疑惑の物語

を語る司令官は、このように、自らの中立、つまり、 「裏切り Jを暴露する「もう一つの物語Jを実は

語っていたのである。

!o司令官と Northmanの分身関係についてはよく指摘される。Hawthornは、 Northmanが敵国ドイツに

物資を供給していることを疑って憤慨する司令官が、実は英国の港に向かうと言っている Northmanの中立性放

棄には連坐していると考えている(Hawthorn262)0 Kingsburyは、敵国と通じて笑国船を沈めようとしている
Northmanに、中立国の船を沈めることでまさに殺人者になろ うとしている自分を重ねているという意味で、二

人の分身関係を解釈している(Kingsbury725)0 Bonneyは、エンデ、イングで司令官はまるでNorthmanが入り江

から追い出されたように、女性のいる居間から追い出される、という意味で二人の類似点を指摘しているが、「中

立性」という点で分身関係だと言っているわけではない。Thorns& A rabesque 214 
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8 山本薫

3. 

司令官は、以上見てきたような言わば秘密の告白の物語を、中立国の船(neutraりを入り江に発見し、

そこから追い出すまでの自らの体験として、見るという行為にこだわ りながら語ってもいる。沿岸監

視船の司令官は、その仕事の性質上、徹底的に見る人間である(“Heused to be sent out with the ship 

along certain coasts to see-what he could see"(63).)o 海の世界は堂々とに しても、 こっそりとにし

ても、さまざまなやり方で中立船が動かしているもので、しっかり監視せねばならなしリ(“That[a 

world of seas and continents and islands] ... was mostly worked by the neutrals in diverse ways， 

public and private， which had to be watched..."(62-3).)という決意で職務にあたっている。戦争が始

まって間もないある日、岩の多い危険な沿岸で監視していた司令官は、霧の中で中立国の船(neutral)

を発見する。偵察の報告では問題がなかったにもかかわらず、司令官は自分の「目 j で確かめるため

その中立国の船に乗り込んでいく(“1want to look into it[a neutral] myself'(71).)。濃霧の中、入り江か

ら出て行くよう命じられた Northmanの船は岩棚に激突し沈没するが、司令官はこの結末を、

Northmanが、「脅すような凝視によって追い出されたようだJ(“He[Northman]seems to have been 

driven out by a menacing stare-nothing more"(80).)と表現している。

“the visible universe"をひたすら忠実に記録し、読者に「見せるJ(tomake you see)ことを作家の「仕

事J(task)として宣言する序文を掲げた TheNigger of the 'Narcissus '( 1897)に始まり、 11Under 

Western Eyes( 1911)で頂点、に達するコンラッド、の印象主義の延長線上に“TheTale"を置くなら、 12語

り手が見る人間であるという設定も不思議ではない。語り手である司令官自身、視覚による「印象j

という言葉を意識的に使っている節がある(Flippancy，like comedy， is but a matter of visual 

first-impression(62); His[the Commanding Officer's] impression of them was-a picked lot; have 

been promised a fistful ofmoney each ifthis came off; all slightly anxious， but not frightened(75-6))。

司令官の視覚へのオブセッションはよく指摘される。しかし、Vulcanが言うように、このテクストが、

世界を探求の対象とし、近代科学革命を可能にした視覚の支配を拒否し、聞き手である女性が体現す

る聴覚や触覚などの他の感覚を志向しているというよりは、13それは語りの枠構造と深く関わってい

る。見るということは解釈する こと、認識することであり 、語りの行為と密接に関係する。“TheTale" 

を語り起こす非個人的な語り手も、口論する男女を登場させる前に物語の官頭で、そのことを以下の

ように読者に喚起している。

日 Joseph Conrad， The Nigger ofthe 'Narcissus' (London: Dent， 1950) vii 
12 ここでは、 Petersに倣って「印象主義」という用語の定義を、人間の意識のフィルターを通した現象、個

人的な経験についての知とする。JohnG Peters， Conrad and Impressionism (Cambridge: Cambridge University 
Press， 2001) 3 

13 Vulcanは、司令官の視覚へのオブセッションを、「男性的Jあるいは「軍人的Jな認識として規定し、近
代の視覚の専制に挑戦したベルグソンに始まる唆昧なモダ.ニズムの美学とも結び付けている。Vu1can182・3
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司令官の中立性 9 

Outside the large single window the crepuscular light was dying out slowly in a great square 

gleam without colour，合amedrigidly in the gathering shades of the room. It was a long room 

The irresistible tide of the night ran into the most distant part of it.... (59) 

大きな窓の外では黄昏の光が、大きな四角い光の枠をなして、色もなく、ゆっくりと消え

つつある。徐々に深まってし、く部屋の中の聞に堅く縁取られて。それは長細い部屋だ、った。

抗いがたい夜の潮が満ちて、その部屋のすみずみにまで流れ込んだ。

ここで、語り手は「窓」や「四角」、つまり「枠Jを意味ありげに強調している。フレーム(額縁)の問題は、

ものを見るというこ ととつながっている。14 フレームが喚起しているのは、世界をそこを中心にして

のぞくための視点、パースペクティブの問題である。“TheTale"が目や視覚、「世界」という言葉にこ

だわるのはそのためである。15 テクストが仮にも理解されるのは、読者のよく知っているコードやフ

レームにしっかり固定されるからである。16語り手は、 「世界j という謎を語りという枠組みの中に

調伏しようとし、読者(聞き手)の視線もまた、語り手の語る物語を何とかして起承転結の額縁構造と

して読み取ろうとする。つまり、この冒頭の一節は物語とその枠組みを図象化したものである。17 中

立船(neutral)を発見し、フレームの外に追い出すという司令官の語りの行為は、一種の「悪魔放しリで

あり、フレームの外に追いやられた neutralなNorthmanとは、司令官の自己の抑圧すべき部分である

ことは、この物語のフレーム構造からも言えることが冒頭の一節に暗示されている。

問題は抑圧の対象としての「中立性jへの各語り手の対処である。司令官はそれを告白しているよう

ではあるが、以下に見ていくように、外側の語り手の立場は暖昧だ。彼が司令官の中立性(戦時下にお

いては裏切り)を責めたてているとはどうも考えにくい。司令官が体験談を語り終わると、フレームの

外に物語は戻る。場面は聞き手である女がし、る暗い居間に戻る。まるで、司令官の「物語Jのフレー

14 高山宏が H.James の『ねじの回転~ w大使たち~ (The Ambassadors， 1903)を題材として、 「窓jの小
説理論として論じている Jamesの印象主義的技法は、 『ねじの回転』とよく 比較される“TheTale"の枠物語にも

もちろん当てはまる 。 高山宏『自の中の劇場~ (1985;青土社， 1995) 250・74
15 司令官が本格的に体験談を始める前に、非個人的な語り手は登場人物たちが用いる「世界jという言葉を

意味ありげに強調している。体験談を語り始める前に男は、 「この世で話す価値のあるものはすべて話したJに

もかかわらず、女がまだ何か話して欲しがっていることに驚いている(Hadhe not just said to her everything 

worth telling in the world-and that not for the first time!)。しかし、外側の非個人的語り手は、“there's

nothing more unswerving in the world than a woman's caprice."とまるで女のしつこさを擁護するかのようだ。

しかし、女の要求しているのは、「この世jの物語ではないらしし、(‘Itcould be a tale not of this world，' she 

explained. (60))。しかし、かといって、男が誤解しているように(‘Youwant a tale of the other， the better 
world?' he asked， with a matter-oιfact su叩nse.‘Youmust evoke for that task those who have already gone 
there. '(60-1))、「あの世Jの話でもない(‘No.1 don 't mean that. 1 mean another-some other-world. In the 

universe-not in heaven.'(61))。
16 Shlomith Rimmon-Kenan， Nαrrαtive Fiction(1983: London & New York: Rout1edge， 2002) 123 
17 D'Elia 53; Kingsburyは、この枠の最も重要な機能が戦争を居間(女性の寝室)に持ち込むことであれば、

いつものコンラッドの語りと違って、聞き手が女性であることは論理的な選択だと指摘している。Kingsbury

720 
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10 山本薫

ムから追い出された Northmanが、司令官にのりうつっているかのように、「すべての見せかけ」を捨

てた司令官と Northmanは重なっているが、その姿は、居間の「深い闇」に吸収されてしまう。すべ

てをさらけ出しているはずの neutralな司令官の姿は居間の聞に紛れて見えない。

そしてさらに、暗い居間で司令官を待っているのは、愛人の解釈の枠組みである。彼女の解釈に司

令官がさらけ出した真の姿は取り込まれそうになる。聞き役の女性は司令官を中立的な精神を持つ「裏

切り者j としてよりも、どうやら、“TheTale"を論じる大方の批評家と同じように、うそが嫌いで誠

実な理想主義者と思い込んでいるらしい。

Her eyes put two gleams in the deep shadow of the room. She knew his passion for truth， his 

horror of deceit， his humanity. 

‘Oh， my poor， poor-' 

‘1 shall never know，' he repeated， sternly， disengaged himself， pressed her hands to his lips， and 

went out 

彼女の目は部屋の深い閣の中で二つの光を放っていた。彼女は彼の真実への情熱、欺臓

に対する恐怖、 彼の人間性を知っていた。

「ああ、 私の哀れな一一」

「わからないだろうJと彼は断固とした様子で繰り返し、彼女の手を振り解し、て口付け

し、出て行った。

ここで、部屋の閣の中で光る彼女の「目」 が強調されているように、彼女は彼を 「目」 、つまり自分

の解釈のフレームの中に取り込もうとする。「哀れなj何なのか。 この形容が完結した時、彼女の認識

の枠組みによる司令官の像が結ぼれるはずだ。しかし、 彼女が言い終わらないうちに彼は彼女の手を

振りほどき、出て行く。ここで司令官は最後に女性の解釈をすり抜ける。このことによって、愛人に

よる司令官の人物像は完結しない。

物語官頭での二人の謎めいた雰囲気の中での口論といい、 この最後の別離はどうも不倫関係にある

らしい二人についてロマンチックな解釈を誘ってきた。 しかし、序で述べたよう に、これを男女の「別

れ話j であるとか、愛人の不実を疑う男の物語であるというロマンスに回収するだけで終わってしま

っては、18 非個人的な語り 手の思う査である。司令官が自らを苛む苦しみを吐露しようと した時も、

彼女は彼が最後まで言い切る前に自分の解釈を差し挟んでいた(“theCommanding Officer was in 

revolt against the murderous stealthiness of methods and the atrocious callousness of complicities that 

18 注2参照。
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司令官の中立性 11 

seemed to taint the very source of men's deep emotions and noblest activities; to corrupt their 

imagination which builds up the final conceptions of life and death. He suffered-" The voice from 

the sofa interrupted the narrator.“How well 1 can understand that in him!"(67))。彼女が彼女なりの理

解を示すことによって、テクストに空白(“Hesuffered-")が生じ、司令官が本当は何に苦しんでいた

のかを読者が知ることを妨げていたように、彼女の姿勢が典型として示す男女の愛の物語としづ解釈

の枠組みは、極限状況で苦渋の決断を迫られた誠実な司令官という解釈を補強し、以下のような司令

官の中立性の問題を暖昧にしてしまうことになる。19

Northmanを死に追いやった司令官の判断を戦時下の特殊な状況に照らして、情状酌量するにして

も、それを戦争の狂気と呼ぶにしても、 20 この殺人行為によって、司令官はその行動の点で neutral

ではなくなったことは確かである。戦時下の状況において、敵と共謀する者を殺した彼の行為は英国

に対してむしろ「愛国的」と呼べるものではないか。彼は、「海の底に散らばる死体の数を増やしたJ(80)

のであり、完全に戦争のイデオロギーにコミットしてしまったのだ。それで、も彼があの判断は正しか

ったのかどうかわからないと言って、まだ自分の行動についての最終的判断を避ける時、それは、彼

がよく「真理と死の間で選択のしょうがない場所jである夜の聞に逃げ込んで、安心していたように、

意図的に道徳的混沌状態(r深い闇J)に逃げ込んでいるだけだと言わねばなるまい。 21 しかも、女の

手を振り払って出て行くことによって、とうとう司令官は今度一番外側の物語の枠の外へ飛び出すこ

とになる。このことによって、男は女の解釈に回収されずにすむばかりでなく、外側の語り手の枠(居

間の暗闇)=解釈からも逃れられる。ということは、外側の語り手の背後の作者は、ロマンスという「枠

組みJを用い、二人を引き裂くことで、結局、中立的な精神を持つ「裏切り者Jとしての司令官をどのよ

うな解釈の枠組みにも取り込むことなく、つまり、最終的判断に付すことなく、物語の外に手放した

ことになる。これこそ、作者が自らの分身に最終的に与えた「永遠の赦しJ(“an infinity of absolution") 

なのだろうか。前に引用した冒頭の一節で、窓枠が部屋の中の聞に縁取られ、最終的には閣に消えて

いくことが予言的に暗示されていたように、何層もの枠構造をなす物語全体も読者を闇に置き去りに

する。

どちらでもない neutralとは、どちら側に対しても裏切り者だということである。 Northman、そし

て彼に自己を投影する司令官の中立性とは、結局西欧人と土着民のどちらの側も裏切り、誰の仲間で

もないNostromoや、 TheSecret Agent( 1907)の二重スパイ、 Verlocの立場を言い換えたものに過ぎな

い。自らの分身を最終的判断に付さず、「永遠の赦しJを与えたのだとしたら、語り手の背後の作者も

19 Kingsburyは、愛人が司令官の罪の意識を和らげようとしていると解釈し、ロマンスの枠組みをまさに

補強している。Kingsbury728 
20情状酌量については、 Williams180、戦争の狂気については、 Kingsbury721を参照。
21コンラッドの印象主義を論じる Petersは、 epistemologicalsolipsismにも ethicalanarchyにも居心地

の悪さを感じるコンラッドが最終的にはニヒリズムを拒否して humansubjectivityの確かさを信じるに至ったと
主張しているが、“TheTale"の印象主義的技法を検討してきた限りでは、コンラッドは意図的に ethicalanarchy 

という聞に逃げ込んでいるように思われる。Peters5-6 
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12 山本薫

中立的精神の持ち主ではなし、かという疑惑が浮上する。その意味で、 Northmanが司令官の前で自 ら

の中立性についての「真実Jを吐露しようとして言った謎めいた言葉、“Well，we know that you 

English are gentlemen. But let us speak the truth. Why should we love you so very much? You 

haven't done anything to be loved. We don't love the other people， of course. They haven't done 

anything for that either."(78)は、大英帝国の植民地政策への疑問と英国紳士への愛着の間で揺れるコ

ンラ ッドの正直な思いだ、ったのかもしれない。
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Abstract 

Joseph Con町ra吋d's last short s坑tor肌y払，

despite its exceptional sophistication for late Conrad. Until recently， the Chinese-box 

structure of “The Tale" has appealed especially to a narratological approach to the exclusion 

of the historical context of the Great War. The New Historical approach， however， colludes 

with the hermeneutic one in perpetuating the image of the Commanding Officer as 

neurotically loyal to the English gentleman's code， underestimating his function as an 

unreliable narrator. A closer inspection reveals that the Commanding Officer is the very 

“neutral" man who figuratively“does not know where he is" during his narration. The whole 

structure is all the more complex because the Commanding Officer as narrator withholds his 

neutrality， and the authorial narrator is suspiciously complicit in his neutrality， letting the 

Commanding Officer leave at the end of the story without passing any clear judgment upon 

him. 
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Une source possible de Georges Bernanos 

一一-G Lenotre historien -一一

Ritsuko NAGASHlMA 

Bien que Bernanos n'ait ecrit aucun livre d'histoire， nous sentons a travers ses 

ecrits de combat et parfois ses romans， son vif interet pour 1 'Histoire. En effet， le lecteur 

attentif ne manque pas d'y trouver de nombreuses mentions portant sur un evenement ou un 

personnage historique， ou encore des mentions se rapportant a certaines epoques du passe. 

Sans oublier， bien entendu， Les dialogues des carmelites qui est une ceuvre dont les scenes 

se deroulent sous la Revolution. Bernanos essaie de reinterpreter le passe pour mieux 

comprendre le present. Nous nous interessons， dans cette etude， a un historien qui a 

probablement nourri ou enrichi la culture historique de Bernanos : G. Lenotre. 

Lenotre et S3 methode 

G. Lenotre， un historien contemporain de Bernanos一一一ilest ne en 1857 et mort 

en 1935 --a connu un large succお auprお dugrand public1. Il a publie enorm白lent

d'ceuvres d'histoire et surtout des recueils d'anecdotes ayant trait a la Revolution. Tout en 

etant un excellent (( conteur沖 quiattIre et retient les lecteurs， il semble vouloir que sa 

redaction soit toujours fondee sur des documents. Il exploite d'innombrables documents 

historiques : des memoires ecrits par des personnages historiques， des correspondances， des 

rapports de tribunaux ou de police etc.. Cette methode de travail n'est du reste peut-etre pas 

sans rapport avec le fait qu'il a debute sa carriとrecomme journaliste au Temps. 

Comme le genre de l'anecdote l'exige， Lenotre met en lumiとreles dessous des 

grands evenements historiques， des aspects malconnus de la vie ou de la personnalite des 

heros. Du coup， il lui arrive souvent de mettre a mal des idees recues， voire de detruire des 

mythes. Et les mythes qui avaient cours au dぬutdu XXとmesiとcle，c' etaient surtout ceux 

qui avaient ete batis par les Republicains. 

1 Une de ses oeuvres Paris revolutionnaire. Vieilles maisons，νieux papiers (la 1 ere serie)， 
a connu au moins 90 editions. 
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2 Ritsuko此4GASHlMA

Ainsi， au debut de La Vie a Paris pendant la Revolution， il reconsidとreles 

causes de la Revolution. 

<< Parmi les causes multiples de la Revolution， on neglige generalement 

d'en signaler une : La France au temps de 1ρuis XVI， etait trop heureuse. Elle se 

flattait de l'illusion qu'il suffirait d'un faible effort pour propager son bonheur et 

transformer 1 'Europe entiむCCIILIIlparadis tCHestre.〉〉2

Pour etayer cette constatation， il cite de multiples temoignages de l'epoque dont 

celui de Mercier : 

<< Mercier， l'auteur du Tableau de Paris， disait a un Anglais : << Qu'est-ce 

que votre roi ? Il est mal loge : ca fait pitiιVoyez le notre est-ce un chateau 

superbe ? Quelle grandeur ! Quel eclat ! >> Les plus humbles， en effet， tirent vanite 

de cette magnificence : ce serait grande erreur de croire qu'ils en sont scandalises 

ou jalo以 elleles flatte et les memorialistes de cette epoque s' accordent a 

constater cette unanimite de satisfaction. Ce qui frappe dans ces recits， c' est que 

leurs contemporains， a quelque classe q u' ils appartiennent， ne semblent pas avoir 

d'autre preoccupation que de mener la vie facile et， pour s'en tenir aux Parisiens， il 

parait manifeste que， dans les annees d'avant 89， ils s'estimaient parvenus au 

summum de la felicite humaine; l'un d'eux， rappelant plus tard ses impressions 

d'enfance， ecrivait : << L'homme， au matin de la vie， se croit le maitre de la vie， se 

croit le maitre de la terre; placeきParis，se croit le maitre des cieux.持〉〉3

Lenotre presente donc， toujours en citant des temoignages de l' epoque， une 

cause de la Revolution assez differente de celles qui sont g白leralementadmises， a savoir la 

misとre，la famine du peuple， sa rancceur envers le roi， etc .. 

<< Retif de la Bretonne est plus perspicace : le peril qu'il prevoit n'aura point pour 

cause la misとre，mais un caprice d'independance， un contagieux vertige 

d'emancipation qui gagne le petit peuple : << Une revolution se prepare， note-t-il， et 

1 G. LENOTRE : La Vie a Paris pendant la Revolution， Calmann-Levy， 1936， p. 1. 
J Ibid.， p. 2. 
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Une source possible de Georges Bernanos 3 

fermente sourdement...[…] ))沖[...] D'a山 esque lui percevaient ce pru出 de

renovation et l' attribuaient au trop de bienheureux. Till y remarquait << Les 

Francais etaient trop heureux d'un bonheur qui les ennuyait parce qu'il etait 

tranquille et n'etait pour eux d'aucun prix parce qu'il n'avait aucun eclat.沖沖4

Et il est bien possible que Bernanos se soit souvenu de ces propos rapportes par 

Lenotre quand il a ecrit : 

<< […] elle [la Revolution de 89] n'a pas ete une explosion de colとre，

mais celle d'une immense esperance accumulee. Pourquoi dお lorsessa yer de nous 

faire croire qu'elle est sortie des enfers de la misとre? ))5 

Il rapporte la prise de la Bastille d'une maniとre紅白 differentede Michelet qui 

lui， la raconte avec plus d' enthousiasme republicain que d' exactitude， et pour qui cet 

evenement etait un << acte de foi6 ))・ Lenotreecrit avec un peu d'ironie : 

<< Tout est mystとredans cette periode : voila cette cohue de vagabonds 

deguenilles， que Taine nous represente <<presque nus， d'une physionomie 

effrayante， de ceux qu'on ne se souvient pas d'avoir rencontres au grand jour 沖， et 

qui， aprとsavoir passe la nuit a piller les depots d'armes， est groupee sur la place de 

Grとvedevant I'Hotel de Ville et ne sait quoi faire de son butin. Comment l'id白 lui

vient-elle d'attaquer la plus aristocratique prison de Paris， celle OU l'on recoit --

et seulement sur l'ordre du Roi --des prisonniers de marque qui s'y engraissent 

aux frais du monarque ? Car， c'est une tradition invetむee，le regime y est des plus 

confortables : << Il n'y entre que des vins de Bourgogne et de Champagne.持〉〉7

Pour la redaction de ce chapitre intitule << La Bastille est prise ))， Lenotre cite la 

Revue retrospective de juillet 1889， Les vainqueurs de la Bastille de Durieux， le 

temoignage de Rossignol， l'un des assaillants de la forteresse， et les Memoires de madame 

4 Ibid.， p. 15. 
5FCR，II，p.1001. 
6 Jules MICHELET， Histoire de la Revolution Francaise， Gallimard， 1952， p. 145. 
7 G. LENOTRE， La vie a Paris pendant la Revolution， Calmann-Levy， 1936， p. 41. 
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4 Ritsuko必4GASHlMA

de Genlis. Et ici， il ne sera pas inutile de noter que Gerard Walter semble se fier a Lenotre 

dans sa note de la Pleiade， pour corriger la description des detenus de la Bastille faite par 

Michelet qui << se laisse quelque peu emporter par son imagination >>8. 

Mais Lenotre ne demystifie pas que les mythes republicains. Sur la bataille de 

Fontenoy celとbre pour cette exclamation <<courtoise>> du comte d'Hauteroche: 

収 Messieursles Anglais， tirez les premiers! >>， il rapporte dans Trois siecles d' Histoire de 

France publie en 1932， l'explication d'un officier qui est probablement conforme a la 

vente: 

<<Je me souviens d'avoir parcouru， il y a quelque vingt ans， en 

compagnie d'un officier qui etudiait I'histoire de Maurice de Saxe， le terrain qui 

f肌 en1745， le theatre de la victoire de Fontenoy. […] il m' expliqua que， a cette 

epoque， l' avantage du premier engagement restait a celui des deux adversaires qui 

parvenait a retarder son tir， car celui qui faisait feu le premier se trouvait en 

quelque sorte d白arme，en raison du temps necessaire a la recharge des fusils. Les 

officiers devaient donc retenir leurs troupes， leur donner l' exemple du sang-froid et 

les mettre en garde contre toute precipitation. L' Anglais， voyant que ses hommes 

s三nervaient，cria aux notres， sur le ton de l'impatience : << Mais tirez donc!... >> a 

quoi l'officier francais riposta， non sans brusquerie: <<Jamais de la vie! Tirez 

vous-memes...>> Ce n'etait pas galanterie ni d'un cote ni de l'autre， mais 

tactique.〉〉9

Pourtant， Lenotre qui n'est pas insensible a la legende non plus， --et c'est 

certainement un des elements qui l'ont rendu si populaire --ne peut s'empecher 

d'ajouter: 

<< Si telle est la verite， c' est dommage; l' autre version est plus jolie， plus 

10 << guerre en dentelles片.持

8 Op. Cit.， p.1333. 
フG.LENOTRE， Trois siecles d'histoire de France， Librairie Academique Perrin， 1977， pp. 
276-277. 
10 Ibid.， p. 277. 
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Une source possible de Georges Bernanos 5 

Parfois Lenotre essaie d'eclairer une combine politique au dessous d'un 

evenement. Il propose une hypothとsea propos de la (( Grande Peur沖 quis'est produite juste 

aprとsla prise de la Bastille. 11 s'agit de la panique qui a saisi les paysans dans toute la 

France， a cause des rumeurs portant sur des (( brigands沖 quiauraient ravage la campagne. 

Le phenomとneavait deja低 rema叩 epar les histo巾 nsauteurs de manuels scolaires， et 

pour Lavisse comme pour Seignobos， c'etait la cause principale de la concession， l'abandon 

des privilとges，faite par l' aristocratie au cours de la nuit du 4 aout. Lenotre propose une 

reponse a cette question que tous se sont posee sans obtenir la reponse : (( Qui a seme ces 

rumeurs?沖 11propose en citant le temoignage d'un historien contemporain de l'evenement， 

Anquetil， une hypothとseselon laquelle ca aurait ete le ministre anglais Pitt qui aurait 

complote pour fomenter des troubles en France en se servant de fonds secrets obtenus par le 

gouvernement anglais. 

(( Anquetil， presque contemporain des evenements， ecrivait (( Rien de 

plus singulier que l'armement de tout le royaume， en un seul jour et presque en un 

instant. Pendant que le canon tonnait a la Bastille， des hommes sans aveu volent 

sur toutes les routes， criant : (( Aux armes! >>， annoncant des brigands prets a tout 

ravager， invitant tous les citoyens a s' armer pour les repousser， et levant en un clin 

d'∞il， dans toute la France， une milice innombrable. La legitimite d'une defense， 

crue necessaire， y enrola les plus honnetes gens..・>>Et l' historien fait remarquer 

que dお lecommencement des troubles de France， Pitt， le ministre anglais， avait 

demande au Parlement et obtenu qu'il lui fut accorde une somme de 25 millions 

(( dont il ne serait pas tenu de rendre compte.一沖 Fondssecrets qui auraient servi 

peut-etre a armer toute la France contre la royaute… 

De si graves et白onnantesallegations auraient besoin de quelque preuve. 

Ce qu'on peut assurer cependant， c'est que loin d'etre un mouvement spontanムla

(( grande peur>> fut， en realitιune vaste experience de mobilisation 

11 revolutionnaire.沖

Cette revelation est a mettre en parallとleavec ce passage de Bernanos dans le 

Chemin de la croix des ames : 

11 G. LENOTRE， La Revolution par ceux qui l'ont vue， Grasset， 1934， p. 27. 
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6 Ritsuko NAGASHlMA 

<<11 existe aux Archives nationales， en effet， quelques fragments 

precieux de la correspondance echangee alors entre le gouvernement de M. Pitt et 

les banquiers suisses， dont le principal etait le fameux Perregaux. Le role de 

Perregaux et de ses associ白 juifs一一 lesGumpelsheimer， les Bethmann --etait， 

selon les termes memes employes par les fonctionnaires du Foreign Office， 

d'organiser les massacres， de <<souffler le feu >>， de pousser les Jacobins au 

paroxysme de la fureur and carrying the Jacks to a paroxism 01.かry.Dans ce but， 

ils se chargeaient de faire passer entre les mains d'un certain nombre de chefs 

terroristes， vendus a l' Angleterre， des sommes considerables dont nous 

connaissons quelques・unsdes destinataires， parmi lesquels se trouvait certainement 

Danton -一一ceque Robespierre n'ignorait pas. >>12 

Rien ne permet d'affirmer que le passage de Lenotre cite plus haut soit une des 

sources de Bernanos. Mais il n'est pas impossible qu'ill'ait amene a suspecter un complot 

etranger， ou a s' engager a multiplier les lectures allant dans ce sens. Dans ce cas， il aurait 

servi a confirmer la conviction de Bernanos sur les manauvres de ce personnage pendant la 

Revolution. 

La Maison des Carmes et Les Dialogues des Carmelites 

11 Y a une autre auvre de Lenotre que Bernanos a trとsprobablement lue et dont 

le sujet est encore emprunte a la Revolution : La Maison des Carmes13
• Cette auvre relate 

des evenements qui se sont deroules dans le couvent des Carmes a Paris (c'est la que se 

trouve l'Institut Catholique actuellement)， couvent qui avait ete transforme en une prison 

ou etaient detenus des religieux et parfois des nobles， et qui fut notamment le th品tredu 

massacre de cent soixante religieux. 

Lenotre y intercale une biographie de Camille de Soyecourt， la fille d'un des 

detenus de ce couvent， le comte de Soyecourt. Le destin de cette aristocrate ressemble 

curieusement a celui de Blanche de la Force des Dialogues des Carmelites. Leurs points 

communs sont ceux-ci : qu'elles sont d'une grande famille aristocratique; qu'elles ont une 

forte aspiration a la vie monastique malgre l' opposition de leur famille， qu' elles sont 

entrees au couvent juste avant la Revolution; qu'elles ont un point faible， Blanche a une 

12 CCA， 11， pp. 406-407. 
13 G. LENOTRE， La Maison des Carmes， Librairie Academique Perrin， 1933. 
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Une source possible de Georges Bernanos 7 

faiblesse psychique， un caractとreexcessivement angoisse， Camille de Soyecourt， une sante 

fragile. 

<<De sa femme nee de Beranger， Charles-Joachim de Segliとrede 

Belleforiとrecomte de Soyecourt avait eu plusieurs enfants， dont deux filles : l'une， 

Catherine-lρuise-Sylvine， avait epouse le baron d'Hinnisdal de Fumale; l'autre， 

The吋se-Francoise-Camille， s' etait， presque des l' enfance， destinee a la vie 

religieuse. Trとsvaillante， trとsdecidee， malgre la resistance de ses parents， malgre 

l' opposition des medecins qui redoutaient pour sa frele sante les austerites du 

cloitre， elle s'enfuit de l'hotel paternel， en fevrier 1784， et se refugia au couvent 

14 des Carmelites de la rue de Grenelle-Saint-Germain.持

<< On considerait cette desertion comme un suicide， si bien que Mgr de 

Juigne， archeveque de Paris， qui officiait， s三taitfait longtemps prier， persuade que 

<< la fragile sreur Camille ne pourrait parvenir a la profession 沖 ettrepasserait avant 

de prononcer ses v∞ux.〉〉15

A ces similitudes， vient s'ajouter le fait que le pとrede Camille， tout comme celui 

de Blanche， est execute aprとsavoir ete arrete et emprisonne a la Conciergerie. 

<< La religieuse errante avait appris en meme temps le transfとrementde 

16 son pとrea la Conciergerie， son jugement et son execution.持

Mais il y a aussi des differences qui ne sont pas des moindres non plus : Camille 

de Soyecourt entre au couvent en 1784 et en consequence， elle peut prononcer ses v∞ux， 

tandis que Blanche de la Force， qui entre au Carmel en 1789 se voit interdit de les 

prononcer ; Camille de Soyecourt est entree au couvent de la rue de Grenelle a Paris， elle 

survit a la Terreur， mais Blanche de la Force， elle， entre a celui de Compiとgne.Celle-ci， 

bien entendu， est a l'origine le personnage imaginaire d'un roman de Gertud von Le Fort， 

La Derniere a l'echafaud， qui l'a ecrit en s'inspirant du fait historique que fut le martyr des 

14 Op. cit.， pp. 64・65.
lS Ibid.， p. 66. 
16 Ibid.， p. 159. 
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8 Ritsuko NAGASHlMA 

seize Carmelites de Compiとgne.L'auteur allemand devait forc白nentplacer son heroine 

parmi les religieuses de Compiとgne，alors qu'il aurait ete plus naturel pour une Parisienne 

de l'句。qued'aller chez les Carmelites de la rue de Grenelle. Mais par ailleurs， l'execution 

des seize Carmelites elle-meme est rapport白 danscette ceuvre de Lenotre : 

<< En Messidor leurs seize Sceurs Carmelites de Compiとgnedevaient etre 

moins menagees : la plus agee etait presque octogenaire; la plus jeune avait 28 ans， 

et le spectacle de ces saintes filles s' agenouillant devant leur Prieure pour lui 

demander << la permission de mourir >> dut etre terriblement impressionnant， car la 

foule qui， blasee sur ces horreurs， se bousculait autour de l' echafaud pour huer les 

supplicies， garda， dit-on， ce jour-la， un morne silence jusqu'a ce que la derniとrede 

ces tetes innocentes eut roule dans le panier du bourreau. >>17 

La plus grande difference entre ces deux personnages est sans aucun doute leur 

caractむe.Blanche de la Force est， comme nous l'avons deja dit， d'une nature extremement 

angoissee，一一-et c'est la le sujet de l'ceuvre --Camille de Soyecourt， par contre， est 

toujours trお decideeet courageuse， elle protとged' autres sceurs dans l' epreuve... Sur ce 

point， on pourrait dire qu'elle ressemble plus a Sceur Marie de l'Incarnation qu'a Blanche. 

Pourtant les similitudes entre les circonstances de la vie de ces deux personnages 

sont si frappantes que nous serions tent白 decroire que non seulement le PとreBruckberger 

et Bernanos， mais Le Fort elle-meme， qui savait lire le francais， connaissait cette ceuvre， si 

la date de publication de La Derniere a l' echafaud n百taitpas de deux ans anterieure a celle 

de La Maison des Carmes. La Derniere a l'echafaud est publie en 1931， La Maison des 

Carmes en 1933. Nous voudrions toutefois signaler que Lenotre avait ecrit en 1913 une 

biographie plus concise de Camille de Soyecourt en 17 pages， intitulee Le Roman d 'une 

18 Carmelite dans son deuxieme volume des Vieilles Maisons， Vieu.x Papiers 

A part ce personnage， cette partie concernant la vie de Camille de Soyecourt 

contient beaucoup de descriptions des m∞urs， de la situation sociale de l' epoque， qui 

auraient pu servir a concretiser les scenes des Dialogues， qui a ete concu comme scenario et 

avait donc besoin d'images concrとtes.Le decret de l' Assemblee nationale qui proclame la 

17 Ibid.， p. 127. 
18 G. LENOTRE : Vieilles maisons， vieu.x papiers， vol. 11， 1921， Librairie Academique 
Perrin， pp. 343・359.
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Une source possible de Georges Bernanos 9 

suppression des v∞ux monastiquesl9， la visite du commissaire de police1o， le saccage du 

couvent， la dispersion des religieuses en habits seculiers 11， les messes clandestines 

celebrees par des pretres refractaires， le refuge que l' heroine trouve momentanement dans 

l'hotel paternel
n
， la vie des aristocrates emprisonnes pendant la Terreur13， etc.， constituent 

autant de descriptions qui ont pu documenter Bernanos， lui fournir des decors pour son 

premier et dernier drame historique. S'il est vrai qu'au moment de la redaction en Tunisie， 

il n'a pas utilise d'autre document que la continuite redig白 parle PとreBruckberger， 

comme ce dernier l'affirme
24， il n'en reste pas moins que Bernanos aurait pu se servir des 

souvenirs d'une lecture anterieure. 

Conclusion 

Que Bernanos n'ait jamais lu Lenotre， nous ne pouvons guとrel'imaginer compte 

tenu de la popularite dont jouissait celui-ci a l'epoque et le gout de l'histoire qui animait 

Bernanos. Mais il est difficile de determiner lesquelles de ses innombrables auvres il a lues. 

Nous n' avons presente lCl que les livres les plus susceptibles d' avoir ete lus par lui en 

conside 凶 ion de leurs s乱印u叩l

Par cont仕re久，nous pouvons dωlscer口rneru山mpeu mieux l'inf臼luenceque les lectures de 

1ノ后enotreauraient eue. Lenotre， tout en employant des documents， depeint la vie d'hommes 

et de femmes de toutes situations sociales， du roi jusqu'aux plus miserables， et ce， sans 

parti pris. Ses descriptions ne sont j amais abstraites car il n' entend pas retracer le cours de 

1 'Histoire. Il se penche sur des incidents qui pourraient facilement passer inapercus， portant 

son regard sur les individus qui pensent， qui prennent une decision， qui agissent et 

reagissent. Or， pour Bernanos le concret a une importance particuliとre.

<<Nous aimons la vie， parce que c'est Dieu qui l'a faite， qui l'a faite 

pour les hommes， et non les hommes pour elle. En attendant de la posseder un jour 

dans sa plenitude， nous honorons la part qui nous en a ete donnee en ce monde. 

Nous l'honorons et l'aimons non pas en figures et en symboles， mais dans ses 

19 /bid.， p. 69. 
10 /bid.， p. 70. 
11 /bid.， p. 72. 
22Ibid.，p.84. 
13 /bid.， pp. 90-103. 
14 R. L. BRUCKBERGER : Bernanos vivant， Albin Michel， 1988， p. 228. 
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10 Ritsuko NAGASHlMA 

manifestations temporelles， la patrie， la province， le village ou nous sommes nes， 

[…].戸

Resteきsavoirsi Bernanos a apprecie l' aspect <<dem ystificateur沖 deLenotre. 

Certes， Bernanos fait grand cas des legendes qui forment la conception commune de 

l'histoire de France， comme celle qui se trouve a la base de l 'Histoire de la Revolution 

Francaise de Michelet， mais lui qui， malgre sa foi en l'Eglise catholique， a rendu 

temoignage de ce qui se passait en Espagne dans le Grand Cimetiere sous la lune， n'en etait 

sans doute pas moins avide de connaitre la veritι 

Abl・eviatiuns

1: Georges、BERNANOS: Essais et ecrits de combat 1， Gallimard， N .R.F. (La Pleiade)， 

1971 

11 : Georges BERNANOS : Essais et ecrits de combat 11， Gallima叫 N.R.F.(La Pleiade)， 

1995 

Abstract 

We examine in this study some works of G. Lenotre， a historian contemporary 

with Bernanos to determine in which way they might have influenced Bernanos' conception 

of history. Lenotre wrote mainly anecdota about the French Revolution. Being an excellent 

storyteller， he always founded his writings on historical documents. He represented vivid 

portraits of individuals and discovered hidden aspects of events so that he came to 

demystify some of the legends in French history， which were in many cases written by 

Republicans. Bernanos brought to life the scenes of Dialogues des Carmelites and 

confirmed some of his thoughts on the Revolution. 

25 Georges BERNANOS， Le Chemin de la croix des ames， 11， p. 932. 
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『後紅楼夢』の作者について

On the AuthoI油 ipof Hou Hongloumeng (後紅楼夢)

A Iinguistic perspective 

地蔵堂 貞二

Teiji JIZODO 

o.はじめに
『水j許侍』に『後水j許侍~ w水j許後侍』、『三国演義』に『後三国志演義~ w続編三国志後樽』、『西遊記』

に『続西遊記~ w西遊補~ w後西遊記』、『金瓶梅』に『玉矯麗~ w続金瓶梅』があるように、『紅楼夢』にも

『続紅楼夢~ w紅楼復夢~ w紅楼夢補~ w補紅楼夢~ w増補紅楼夢』などの「続書」のあることはよく知られ

ている。これら『紅楼夢』の続書の中で、最も早くに成立したのが、『後紅楼夢』である 1)。本稿は『後紅

楼夢~ (以下、本書という)の言語から見えてくる、作者とその基礎方言等の問題について私見を述べるも

のである。

o. 1 迫遥子の序には「同人相伶雪芹尚有《后紅楼珍》 三十巻，遍坊未能得，~林深惜之J (下線部は筆

者)とあり、本書が『紅楼夢』の作者曹雪芹の作であることを明示している九仮に序の記述が事実とすれ

ば、本書の言語研究は、『紅楼夢』の言語のみならず、清代北京語の研究にも禅益すること大であるに違い

ない。しかしながら一般には、本書は曹雪芹の名をかたる姓名不詳の人物の作と考えられている3)。ただ、

その点を言語面から検証した論考は寡聞にして知らない。さらに、本書の成書時期を『紅楼夢』刊行(j791 

年)からさほど遠くない(j796年以前)とする仲振査の言( w紅楼夢惇奇・蹴~， 1798年)を信じるならば、

本書の基礎方言(すなわち作者の貫籍)を調査することも、清代語法史研究の視点からみれば、決して無益

なことではない。本書を「語料」とした所以である。なお、テキストは影印本を見ることができず、やむ

を得ず排印本(w后紅楼歩~，禁文点校，北京大学出版社， 1988年)を使用した。誤謬のあることを恐れる。

1.曹雪芹説の検証

本書と『紅楼夢~ (曹雪芹)の言語的特徴が一致するか否かを考察し、曹雪芹説の是非を言語面から改め

て検討する。曹の言語的特徴を論じた先行研究で最も重要なのは太田辰夫 1965である。本節の考察も太田

論文に最も導きを受けている。

1. 1 周知の如く『紅楼夢』の原本は伝わっていない。したがって原本の言語(原作の言語的特徴)の

推定は極めて困難である。しかし太田辰夫 1965は、時代的制約があったにもかかわらず(当時は「己卯本J

などの版本を見ることがで、きなかった)、精密な方法で現存する版本間の言語的差異の調査を行い、 その結

果などに基づき、曹雪芹以外の人物の筆が混入していると考えられる章回を明らかにし、擬定原本を推定
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した。以下では、太田辰夫 1965が考察の対象とした方言差を反映する可能性のある4対(+筆者選定の l

対)の常用語が、本書ではどのような分布を示しているかを観察する。なお、以下「原本Jといえば、太

田辰夫 1965の「擬定原本」を指す。

1. 1. 1 早起/早上

「朝Jを意味する語。原本では“早起"24例に対し、“早上"は2例。“早上 2例のうち 1例は修辞的

必要から使用されたもので、異質のものが混入したと考えられるのは、 20回の“早上 1例だけである。

太田先生はこの“早上"を曹以外の人物の手により不注意に用いられたものだとされた(太田辰夫 1965.466 

参照)。本書では“早起 1例、“早上"8例で、原本の分布とは明らかに異なる。本書で最も多見される

同義語は“(一)早農"である。なお、他に2例の“早展うた"があるが、この語は現代呉語に見えており、

留意する必要がある(~当代美活研究~.銭乃葉著，上海教育山版社.1992年.743-744参照)。

(I)一日国黛玉正在杭着丸只見晴霊走遊来，悦一奇事 ・・07-221)

(2)晩上来，制了，固又早了，只管掛着，耕到什仏吋候オ好?ト57)

(3)到了第二日目，黛玉先往上房清政，就辻来到岬庁上坐下。 09-251)

(4)黛玉就特目的活告訴他。(幻-353)

(5)返一日国，太悶剛オ透土，己姪虹得火炭似的宣涌上来。(20-268)

(6)可知苛苛匡国迩有差使使映着我，要等捜子迂去了，射能移交開。 (9-106)

1. 1. 2 記桂/枯(着)・佑氾(着)

「気にかける，心配するjの意味の語。原本は“氾桂"33例、“'陪(着)"3伊jで、“官占(着)"は異質な語

と考えられる(太田辰夫 1965.432-433参照)。本書に“'貼(着)"はないが、“'U.!ii己(着)"は 16例検出され

た。“借(着)"と“佑氾(着)"は同じもので、時代的には新しい傾向を示す(太田辰夫 1965.434参照)。

なお、本書には“氾娃(着)"も見えるが、 3例のみであり、原本の分布とは大きな隔たりがある。

(7)法林妹妹自説得定， 一心的匝週我 00-125) 

(8)但則膏苛的意思却不是判的困郡日，問、尽些心力。 07-214)

(9) 不期北靖王十分園他，南部郡王也匝~.又是則市要自己来看返n生。 (6-76)

(0)則一日凡遍人間平安，心掛十分固H ・H ・08-241)

1. 1. 3 越性/索性

「し3っそ，思い切ってJの意味。原本では“越性"36例、“案性 2例。“越性"については、『紅楼夢』

以外の用例は検出できていない。太田先生は“越性"を極めて古く廃語となった北京語であろうと推測さ

れた(太田辰夫 1965.438参照)。本書では“索性"18例、“索性的 1例(“索性的"のように、普通には

“的"を必要としない副詞に“的"をつけた用例に関しては後述する)。“越性"と「有正本」に見える“3ギ
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性南方語)はともに検出できなかった。

(1)紫自宅圏地玉当他芙蓉神倣祭文祭他…ー (2-26)

(2) 圏等他老子、 JL子公紘一竹L~*，天氏地久的住着。 (1 3-159)

(13)逗鰍中|司，堆家没有-:'1こ旬岡市， m要婆胸中身快↑墨田教世11一番，也制汗了。(15-188)
(14)宝奴便劫王夫人，圏特彩云拾何枚了。(27-360)

1. 1. 4 オ剛/剛オ

「たった今，今し方」の意味を表す語。原本は“オ剛"24例、“剛オ 2例、“?"7例。太田先生は、

版本間でかなりの異同があり決定し難いものが7例あったとされたが、同時に、もし他本を参照する機会

が得られれば“?"の数はさらに減少し、“オ剛"が増加するであろうことを確信する、と述べられている

(太田辰夫 1965，439参照)。筆者が「己卯本」を検したところ、原本で“?"となっていた3個所はいず

れも“オ則"であり、太田先生の洞察力には敬服するばかりである(拙稿 1986，14参照)。本書は“同IJオ"

07例)しか見えない。これも原本の分布とは大きく異なる。なお、同義語として“造オ"や“方オ"など

も見えるが用例は省略した。

(15)有甚奇怪，我阻同林姑娘回来，原是明明白白的。(ト12)

(6)帽因急忙的撤出市子去，可不着了些冷。(5-65)

(17)就把固法些想的活，一宇徴的都説了出来…(13寸前)

(18)袈人姐姐，我回想着些則的事情，就忘氾了体描在逗里。(23-308)

1. 1. 5 偏生/備備

この組み合わせを加えた根拠については拙稿 1991を見られたい。筆者の擬定原本は、“偏生"33例、“備

偏(JL)" 5例で、“備備(JL)"は曹の筆でないと考えた(拙稿 1991.185-187頁参照)。本書では“備備的"

4例、“備生"2例、“偏生的 3例。“備備(JL)" は検出されなかった。これも原本とは明らかに異なる分

布を示している。

(19)我文匿函臥祥走路，落在他商↑的限時里 … (6-80)

(20)匿困林家来到逗里旺得以梓，航跡|悩皇女子不凄憧JLo(9-115) 

(21)林良玉置到坐一坐，再放着畑悶着去了。(1ト144)

(22)圃彩云lSJXl的過了信去，杯JL随即遊来。(26-350)

1. 2 他の語葉の分布

1. 2. 1“吃"/“喝"

。。
A
a晶
司
EE晶
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r (酒やお茶などの飲料を)飲むjの意味を表す動詞。『紅楼夢』についてはその版本研究から r120回の

うち、曹の原作は 80固までで、 81"'120回の 40回は後人の続作である」というのが定説である。刻鈎燕

1986はその真偽を言語面から立証せんとした(数組の同義語の使用頻度を前80回と後40回で比較する)。

論文は同義語の一組として“吃"と“喝"の使用頻度を調査し、その結果、 2語の使用頻度は前80回と後

40では明らかな違いを示しているとし(前80回では“吃"(222例)は“喝"(43例)の約5倍、後40回では、

“吃"(22例)は“喝"(127例)の約6分の1)、前80回と後40回の作者は異なると主張している(39頁参

照)。ところで本書における“吃"は(23)の用例のみである(“喝"は36例。これも原本の分布とは大きく

異なる。

(23)武人只道掌泣来，就擢些小蝶Jl圃酒等着。(18-235)

(24)体且好好的，想着心JL里愛師同溺JL，糊告訴陪姐姐，再不也刷。(6-74)

(25)体説我圃溺，大太箸真↑的喝迂弓溺。(15-191)

(26)男附候月亮也宣起来，女人也圃了好些茶。 (28-370)

1. 2. 2 “喝"/“仏"

疑問助調“時(鳴)"が用いられるようになったのは清代とされるが4)、具体的な時期までは定かにはな

っていない。『紅楼夢』に限ると、程本系版本には“叫(鳴)"が散見されるが、脂本系前 80回(曹の原作)

には“仏(麿)"しか見られない5)。しかも、曹には“仏(麿)"も極度に避ける傾向があるというべ本書に

も疑問助詞“叫"は見えない。そのうえ“仏"自体も使用頻度はそれほど高くはなく、しかもその多くは

反語文に用いられている。“叫"と“仏"に関しては、曹の言語とほぼ同じ傾向を示している。

(27)雄道林姐姐迩不算立得定図?(10-130) 

(28)体悦今日的圭恩高厚，真小是体的学向上来的図?(22-287) 

(29)体所所，不是宝玉的声音図?(23-309) 

1. 2. 3 “遠JL"/ “那JL"

「ここ，そこ、あそこ、どこ」の意を表す代詞。“迭JL"“那JL"は『紅楼夢』には見えないが(太田辰

夫 1958，122， 124参照)、『満漢成語封待』や『緑野仙綜』などには見えるから、清代前期にはすでに使わ

れていたことは間違いない(太田辰夫 1989，20、拙稿 1990，192参照)。本書にも“法JL"“那JL"は見え

ず、もっぱら“迭里"“那里"が用いられる。これも曹の言語特徴と一致している。

(30)剖園看就是了。(18-234)

(31)好小規子迩没起，敢則在囲桝奇明。 (9一111)

-144一



『後紅楼夢』の言語 5 

2.基礎方言と成書時期について

現存の資料から本書の作者を特定することは難しいが、言語的特徴を観察し作者の貫籍を探ることは可

能である。本書の作者の貫籍についての記述は、管見の範囲では、蘇州人あるいは常州人(すなわち江南(南

方)人)とする『中園通俗小説縄目提要~ (中国文聯出版公司. 1990年.572頁)が唯ーである。本節では最

初に清代北京語の特徴の有無を調査する。次いで本書に見える幾つかの特徴的な語葉・語法を取り上げ、

本書の作者の貫籍(南方人説)及び成書時期について検討を加える。

2. 1 清代北京語の文法特徴について

本書が清代北京語の文法特徴をどの程度反映しているのかをみる。

2. 1. 1 一人称代名詞の包括形と除外系を“日白川..(包括形)“我れ..(除外系)で区別する。“俺"“H自"

などは用いない。

(32)体把牲口放了，坐上芋版，回好制。 (2-19)

(33)以看起来，体イ』極百的姉{寺院。(9-119)

(34)大姑娘，体要不略国，尽管把事情先着，固辞静服服的淡九叫ん。 (7-84)

上掲例のように両者はおおむね区別されているが、下例のような除外形の“哨1ftも散見される7)。こ

れは北京語の用法と合致しない。

(35)体也曽服着回埋怨迂的。 (5-62)

(36)太太就JI胆着針花名JL也有理，回今日不是来看花，通是来看体了。(18-225)

(37)林Y九回也不激訓，到底体迩有小算廿JL.....・(28-362)

(38)今日先生光|陥，回也齢的恨，可好清先生留題一涛，以t己鵬?(30-406) 

さらに“俺"“日自"の用例も検出されるが、例外的なものである。

(39)圏逗里寓責神仙天付之。(19-262)

(40)主JL主JL叫得那幻向，困也不是逗尾里的人，散的吋候也快了。 (8-102)

2. 1. 2 介調“絵"を有する。

介詞“拾"は見えるが、数は多くない。なお、兼語動詞('"に…させる)と補語(V拾"')の用例は多見さ

れる。また、受身(=“被..)、処置(=“把..)の用例も見える。

(41)只見返丙I明附一切与他商小一祥的休面，也抜丙小、f失全JL、替JL圏他使映者 (17引 6)園

(42)宝玉跡14晴受取出来，仰日圏紅糊了。(!8-237)固

戸

h
d

d
U
2
 

句
E
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(43)伯他不暁得黛玉、H青霊活迂米的事情， 一見一山，格タト掠疑， iJt山些不古利的i古米，所以留他在房里，先

園他説明。09-257)国

(44)体不信，図体側。(7-87)医雪国

(45)休将来百川去了，仰日将現身幅五JLo08-239)聞

(46)大規子，体不要園小該子机堆家公潟会制{問。(23-309)園

(47)断固上対11道了迩了得。(25-325)園

(刊)niJ iiJ牒他示得什仏似的，不要因明折見了… (27-359)園

(49)以前姑娘在扮州帯米一条捺容的金色，非在孟内，定了性也会前，悩辻去吋圏他含在口内的。(卜15)

国
(50)兵小的，我也一同牒着，函他含在口内的。(卜15)同

北京語( w紅楼夢~ w児女英雄侍~ r老舎(20)作品J)では受身用法の“給"は極めて稀だという(山田忠

司1998，53参照)0w品花宝鑑』には7例見えるが、これが北京語の反映であるのか、下江官話の影響であ

るのかは分からない(拙稿2004，139-140 参照)。本書にも 5 例ほど見える。また、処置用法は、『紅楼夢~ w児

女英雄侍』ではほとんど見られないが、老舎作品には多見されるという(山田忠司 1998，53-54、59参照)。

本書でも例外的ではあるが用いられている。香坂順一 1962は、下江官話では“把"は“拾"に用いると指

摘するが、補語(“動詞+把")の用例と受身の用例しか示していない(388-391参照)8)。清代において処

置マーカーの“姶"が一般的であったか否かは定かでないが、少なくとも北京語で、は極めて稀であったと

-つよ，ぇ
一マ一口

2. 1. 3 助詞“来着"を用いる。

本書に用例は見えない。

2. 1. 4 助詞“哩"を用いず“呪"を用いる。

本書は“舵"(450例)のみで、“哩"は 1{7iJも見えない。これは『品花宝鑑』の分布に酷似している。あ

るいは排印本を使用したためであろうか。

(51)紫鵠姐姐，我同来了，休姑娘也在那里等着廿画。(ト11)

(52)据我的主意， 114晴霊辻来園，他到底是小、f失，敢不泣米?(3-35) 

(53)迩是林妹妹不咽，迩是体也変了心固?(6-71) 

(54)捜子，体而今迩有什仏委屈囲?(21-279) 

(55)花朝的命JL不好，要逗祥微)札制雨オ闘咽。(28-367)

なお、疑問の語気助詞“仏/叫"の機能を担う用例も見える9)。

(56)好妹妹，逗是什仏事，由休著作f倣主困?00-124) 
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(57) 体主幻民心到逗祥地作，注一小~/JLイ中|園? (I6-20 

2. 1. 5 禁止の副詞“則"を有する。

本書に“則"は2例しかみえず、北京語とは大きな隔たりを見せる。また、“休(得)"のような古白話系

のものも1， 2例にすぎない。共通語とも言うべき“不要"が圧倒的に多い。

(58)困管什ι 休1I'J且吃些蓮子園JL，若是惜姑娘来快清道来。(6-72)

(59)不泣告訴二牝困担投祉祉的。げ-83)

(60)太太，イ才園陸我，我在宝玉回舟的那晩， 一晩不曽合眼，想起元辿的心事来。(2-24)

(6 J)老先生困叫，今日主人本跡、醇二位的敬意・...(30-403) 

(62)晴斐妹妹，州三塁l蛾，我只判。(卜11)

(63)林妹妹救我，体死也園妾家去，我情融制一決JL的。(IO-124)

さらに、“莫"“没"(“莫"と“没"は同音で、表記の異なる同義語)を用いた例も検出された。ただ、

用例は 11回にしか見えず、異質部分混入の可能性も否定できない。“莫"(“浸")は南方語(下江官話)の

用法であろう。

(64)園悦姑娘不放我，就樺着也不走。(I1-142)

(65)瑳二制仕留説，体偏文説了。(Iト143)

(66)園間!困問(I卜145)

2. 1. 6 程度副調“恨"を状語に用いる。

程度副詞“根"を状語に用いる例は極めて多い(J60例)。その中には、述語動詞の状語として用いられて

いる例も散見される(例文(70)(71))。

(67)林之孝終是小有担当的人，看見失系園大，那里肯依…・(ト15)

(68)大夫也尽着礁，説是肝胃上園不静服，心『也短。(8-105)

(69)琴妹妹，ィ姻敏捷，休就先来芸。(20-270)

(70)大姑娘今日園酔了，停会子醒特来定要喝茶，不要姶他涼茶喝。(I2-148)

(71)晴受也圃孝JI関他，看見他諸事奈身，就説・・…(J9-254) 

2. 1. 6. 1“~的/得恨"

程度補語。程度副詞“彼"を補語に用いる例も頻見される(I47例)。この句式は目的語を後置しないので、

時として変則的な語序を見かける(例文(72))。

ヴ
a

組
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(72)逗紫自宅心里本来|灰忍雪雁得制。(6-7])

(73)宝玉自己只血淋淋的蛸，終又区国，就放声大央起米。(10-125)

(74)大家文特幡蝉来斗一斗，都也巨亙盟。(15刊 8)

(75)真州，酬老谷也匡童画了。 (20-272)

(76)前日北靖王在朝里，当面説起有一位南方先生，匡盟週，姓弦号梅隠一一(28-38])

『官話指南』とその呉語訳本2種の異同を調べると、呉語訳本は『官話指南』の“~的/得恨"を徹頭

徹尾避け、別の表現に言い換えている(拙稿 1989. 217 参照)。また、清末呉語小説『海上花列惇~ (人民文

学出版社. 1982年)では叙述部分だけに使われる(拙稿2000.58-59参照)。したがって、本書の用例は呉

語を反映したものとは考え難い。

2. 1. 6. 2“~的/得票"

程度補語。この句式は文学言語として明代から見えるが、清代では南方の「共通語J、すなわち下江官話

であったと考えられ、呉語に限定されるものではない(拙稿 2000.59参照)。本書では 19例用いられてい

る。なお、例文(82)の語序は変則的である。

(77)這里悦笑玩要倒也|示得J崇1.倒是黛玉回迂来第一次姉妹相素的示景。 (3-4])

(78)喜蛮就想出一位意. n4人説新妨妨身子匡~H'\}~雪，快快的清打姑娘近来。(1 2-155)

(79)趣呪倒也有趣，只是天地向的物事八匡園，堆也不能全小JL知道。(18-224)

(80)実在逗林、は匿盈盟。(19-253)

(81)我三四小月不見袈人，彩云悦低E，不能川，他倒去帥柱祉。(幻-358)
(82)一氏久出|、]的人JU断的家信京1.況且有他老太太的平安子JL.…・・(30-396)

2. 1. 6. 3“~的/得慌"

程度補語。「不愉快な気持ちが耐え難い程度まで達していること」を表す。『現代以i吾河典』に採録され

ているから、普通話というべきか。しかし、『双i吾方吉大珂典(第四巻)~ (i:午宝隼・古田一郎主繍，中隼二15

周.1999年)は「糞魯官話J(河北・山東方言)とする。また、香坂順一 1983は、この程度補語形に関す

るこれまでの諸説(ドラグノフの『現代漢語語法研究』は「山東、熱河、河北」の方言、『新方言~ (巻ー)は

直隷語，すなわち河北方言とする)を紹介するとともに、 W7l<r許惇』と『二刻拍案驚奇』の用例を挙げる

(1 69-170 頁)。 一般に『水諦惇~ W拍案驚奇』とくれば、南方語(呉語)との関連が想定されるが、太田先生

は、清代北京語の尺度のーっと考えられている(1950.91参照)。なお、前出の『海上花列惇』の「程度が

甚だしい」ととを表す程度補語形を観察すると、“~得来"“~得勢"“~得板"は対話部分に、“~得恨/

狼"“~得禁"は叙述部分に現れていることが分かる。前者は呉語として、後者は共通語(但し南北共通語

という意味ではなく、下江官話を指す)として、使い分けられている(拙稿2000.57-59参照)。しかし、『海

-148一
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上花列惇』から“~得慌"の用例は検出できない。清代の“~得慌"は北京語に限定された用法であった

か否かは明らかではないが、北方語であったことに間違いはないであろう。本書には6例見られる。

(83)宝玉研了越友也笠置fL(9-116) 

(84)余人也医国，真↑的由他茸着城着掴起来拾迂去了。(15-191)

(85)他老子也匡因説打小賭JL，四等是包定的。 (20-274)

(86)王夫人医函，便喝:“逗狐精辻来!"(27-359) 

2. 1. 7 “~多了"を形容詞の後におき、「ずっとJrはるかにJの意を表す。

比較して「はるかに~だ」の“~多了"は清代北京語に顕著に見える特徴の一つである。本書に“~多

了"はないが、現代語で一般的な“~得多(呪)"(1例)や“~的多(了)"(1例)“~着多(呪)"(1例)“~

多着(暁)"(2例)は見える。

(87)州原是雨村先生的以，只伯青出子藍，連雨村先生也匝宣呪。 (9-108)

(88) 敢則是有奈，不迂提到断字，日自fl'JI1C]J$;g~1呪。(1 3-16 1)

(89)萎妹夫高オ，不次升擢，歪恩如天，達制rJ誌商府里也匿璽宣了。(16-201)

(90)酬]家法新宅里的火光，比法府里迩臣室調眼。 (5-68)

2. 2 南方人説について

上述したように、本書の作者を南方人と指摘する記述がある。本節では幾つかの言語事象を通し、その

可能性について考えてみたい。

2. 2. 1 “多" (=“都") 

近世白話文では範囲副詞“都"を“多"に代えて用いる例が見られる。例えば、『拍案驚奇~ w金瓶梅詞

話~ w醒世姻縁侍~ w乾隆抄本百廿回紅楼夢~ w綴白菜~ w槍芳録~ w儒林外史』などに見える(拙稿 2002，77 

参照)。両者の意味は似て非なるもので、意味を混用することは考えにくいが、音の面から混用した地域が

あったかと想像される。事実、現在の蘇州では同音である( w況i吾方音字正(第二版)~， 32、107頁，文字

改革出版社， 1989年参照)。この混用例が見られる個々の作品の基礎方言についての説明は省略するが、明

清の時代では現在の呉語圏のみならず、江准官話地区の一部や北方官話地区(山東方言区)でもこの混用現

象は見られたと推測される(拙稿2002，78参照)。本書にも散見される 01例)。

(91)体fI'J園替我坐下，我同太太到揃湘惜去，牒牒林姑娘就来。(5-65)

(92) n削rJ函是主来，凪先就要泣米看看新宅… (9-112)

(93)宜到泣了凡日，蒋現官、袈人井芳官一余図斉全了・ (14-180) 

(94)大姑娘，我却有句活JL，n自1fJ園是白己的人JL，而今一家子的事情堆不仕着休…(19-249)

-149-
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(95)逗月亮的好赴，好在昔天下照得遁，則自弁人心里固有照不到的地方。 (26-245)

2. 2. 2 “通"・“筑"

本書には“通"と“銃"を副詞“都"や“忌(是)"の意味で用いる例が多く見られる。両者は表記を異

にする同義語と考えられる 11)。

(96)只伯他逗↑人JL自己主定了主意，別人的活圏不中用。 (7-82)

(97)逗仏看起来林妹妹待我，連紫自宅圏不如了。(9-117)

(98)体丙小園是唖子，説不出一小字JLI (J 3-16 J) 

(99)他似前宝二微宝二妨妨吋，固体告訴林姑娘，如今林姑娘己笠搬到林家去了 ・・oト143)

(00)体1fJ迩不知道，連上夫函知道了，敢則也同了宝、f去来。08-224)

OOJ)脚底下越覚的重，要搭小牛卒，圏装満了椴食，坐不得一小人JLo09-257) 

(02)余人圏笑起来，黛玉就叫人支汗去。(23-304)

(03)一則圏是n人， 二則圏是通家t!:!:好，先生酒脱昇常，迩拘着法小。(30-406)

『宋元明清百部小説i吾河大河典~ (長士財・王家明主繍，挟西人民教育出版社， 1992年)は『花月痕』の

“通"の用例を示し、 「① 筑銃;全②忌是」と注釈する (995 頁)。また、『明清果浩司典~ (石汝d・宮田

一郎主捕，上海辞有出版社， 2005年)も“通"を「く副〉都:全都;忌共」と注し、『醒世恒言』などの用例

を示す(605頁)。また、香坂)11買-1983は清末短編小説の用例を集め、下江官話と位置づける(385頁)。現

代語で言えば、『双活方言大河典(第三巻)~ ci:午宝隼・宮田一郎主繍，中隼cl~局， 1999年)は「①く副〉都j

の意味の“銃"は東北官話、晋語、呉語に、「②く孟IJ>忌是;一宣Jの意味の“抗"は呉語に分布と記述して

いる(4555頁)1 2)。

2. 2. 3 “頂"

程度副詞“頂"について、太田辰夫 1958は「元明から清代前期の資料では絶無というも過言ではなく、

清代後期に北京語に入ったものかと思われるJ077頁)I清代の北京語で、も普通には使われなかったが、後

期からみえるようになった。あるいは南方の方言であったかとおもうJ(269-270頁)と推測し、『品花宝鑑』

の用例(宋代の例としては『朱子語類~ )を挙げる。さらに、太田辰夫 1975でも「もとは南方の方言であ

ったらしく、本書(w児女英雄傍』を指す 筆者)に確実な用例は見えなし)Jと指摘する。つまり、太田

先生は“頂"を「清代後期に北京語に入った南方語j と見なされているわけである。本書からも数例検出

された。

(04)我イrJ園大的庄子是黒山村烏庄九 (5-58)

(05)研一咽要禁的事，要煩妹妹。 (8-105)

(06)備法林γ失千伶百例，且要弄出国好的庄人家，上年札灯就是了。(28-366)
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(107)偏逗件高雅的草九園好的倒在各恨別号・・ (28-366)

既述のごとく、本書の成書時期は 1796年を下らないとされる。そうであれば、本書の用例は如何に理解

されるべきであろうか。疑問が残る。

2. 2. 4 “物事"/“五回"

「品物、事物」を表す語。“物事"を『現代以i吾i司典』はく方>とする。『双i吾方言大河典(第三巻)~ (3405 

頁)に拠ると、「呉語Jr閏語Jのほか、安徽、湖南の一部にも分布する。『海上花列侍』では「ものJを意

味する場合、“物事"は対話に用いる傾向が強く、“家西"は専ら叙述に用いられる(人を罵る場合は対話で

も“五丙"を用いる)。作者は“物事"を呉語、“*西"を共通語と意識して用いたと思われる(拙稿2000，

51-52参照)。また、『醒世姻縁侍』では圧倒的に“志西()L)"(239例のうち、 一部に人を指す例がある。

なお、“物件()L)"も 38例見え、 一部に人を指す例がある)が用いられ、“物事()L)"は 13例(うち対話部

分には4例)にすぎない。本書では“物事()L)"は31例(うち、 16例は対話部分)、“不西" は17例(一部

に人を指す例)であった。なお、“物件"も稀に見える。本書の用例だけを示す。

(108)只要各人面前提各人愛吃的園，也不拘問。(18-226)

(I09)我組脈問，用不着一些家里美的物事，厘艶忽不尚一点子匿司。(22-294)

(I 10)前日州制，他有一件絶好的圃- ・・(28-379)

(Ill)又在商人身上捜出i午多国M 一指此不能隠備。(ト5)

(I12)弥是什仏固，再碓着宝玉，迩焼得辻他I(25-332) 

2. 2. 5“説活"(“排活") 

本書には “説明" (=“ì~" (はなし、ことば〕の意の名詞)が散見される(I3例)0 w現代訳語i司典』は

く方>と記すのみ。『双i吾方吉大i司典(第二L巻)~は「呉語J r卑語Jと記す(4476頁)。なお、『品花宝鑑』に

は散見される(拙稿 1992，97参照)。

(I13) ii叫，白川了紫自宅，折了一句黛玉的困，便呆呆的。(ト70)

(I14)賀政就特林良玉痛央流沸的回世一(I7引 3)

(I15)例]断，一小説責，一小説富， 一家子的医司就不向。(29-391)

本書には動詞の“俳tf 以外に名詞の“ìth~" も 1 例見られる(例文(I 1 6) )。あるいは名詞“説活"か

らの類推であろうか、他の作品の用例を見ない。なお、『品花宝鑑』にも動詞の“叫ì-~"は散見されるが、

太田先生はこれを「下江官話」と認定されている( W中国語語学新辞典~，光生館， 1969年， 289頁参照)。

また、『醒世姻縁惇』にも“排出一"は散見されるが、いずれも動詞である。

司
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(I16)耐rJ妨妨敬体年高，献体的回一一(24-321)

2. 2. 6“午仮"

「昼食」の意。清代の北京では食事は朝晩の二食で、昼食は食べなかった。この点は『紅楼夢』でも示

されており 13)、67回の“午仮"は後人の筆になることを示している(太田辰夫 1965，463参照)14)。本書

には3例の“午仮"(“午膳"も l例)が見える。

(I17)正説同，買政叫姑若来清周囲，良玉就却l了妹妹来到時，陪買政用了因。 (8-99)

(I18) 良玉性急，反到幼来同着黛玉吃了園，兄妹二人慢慢的政辿宅子里米。 (9-107)

(I19)今日比問了砂，用泣匡圃，往宝支部了悌，未出遊宮H ・H ・(29-393)

2. 2. 7“没"/“没有"

“未"の意味の否定副詞。本書では“没"44例、“投有"82例。

(I20)小的刀法些年記，刈圏所見逗番側1[0 (7-85) 

(I21)可怜見的，体逗丙小准准的迩国入抑。 (9-119)

(I22)弟昨日原到蒔二寄赴，打涼釣了間来，也園遇着。(I6-201) 

(I23)我己打友人催泣彩云，也函回信，逗便忽仏好?(24-321) 

太田辰夫 1975は rw紅楼夢』や『品花宝鑑』ではどちらも用いるが、『児女英雄偉』では“没"に限られ、

“没有"は例外的と認めるべきである…… 『紅楼夢』ではテキストにより差異のあることが多い」と指摘

する(337頁)1 5)。しかし、筆者が『海上花列侍』の叙述部分(I官話Jで書かれる)を検したところ、“没"

2例、“没有"27例であった。これは『児女英雄侍』などの北京語小説の使用頻度とは逆の傾向を示すもの

である。このことから、北京語は“没"を用い(“没有"は用いなしゅ、南方語は“没有"を用いる(“没"

は用いなし¥)傾向のあることが分かる。なお、本書には以下のように“知道"を“没(有)"で否定した例

が見える(5例)。

(I24)原来大捜子也医歪E司法↑来厨，我也没有告訴称。 (7-87)
(125)宝姐姐，慨医E酔他半年来清曹雪芹先生干的事呪 (20-266) 

(I26)只是南地的事情，曹先生通医歪圃，也不用等老相来告訴他 (30-396) 

“知道"は一般に“没(有)"で否定されない 16)。この点をわざわざ注記する辞書類もある。したがっ

て、“没(有)知道"はどこかの方言の影響を受けたものである可能性が高い。そこでまず考えられるのは呉

語の影響である 17)。呉語の“勿曽"は共通語の副詞“不曽"、“没有"に相当する。事実、『海上花列侍』
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を検すると、“勿曽"で“暁得(=“知|道")を否定する例が見える。

2. 2. 8“尽管(備管)"

「ひたすら、構わずにJ(副詞)、 r，，-，だけれどもJ(接続詞)の意。現代語では副調“只管"と同義である。

“只管"は五代ごろからあるが、“尽管"はかなり新しく、清代になりようやく見られ、しかも南方語であ

るらしい(太田辰夫 1975，333 参照)。清代北京語小説のうち、『児女英雄偉~ (太田辰夫 1975，333参照)、

『小額~ (太田辰夫 1970・1972，372 参照)、『北京~ (太田辰夫 1973，400参照)には見えない。有正本『紅

楼夢~ 37回には“尽管"が見えるが、他の版本には見えない(r己卯本Jr庚辰本Jrレニイグラード本Jr蒙

府本」は“自管"、「甲辰本Jr程甲本Jr程乙本」は“只管拙稿2004，147参照)。さらに、『品花宝鑑』

にも(副詞の)用例が数例見えるが、これは南方語の影響を示すものと思われる(拙稿2004，147参照)。本

書には副詞、接続詞用法ともに見える(計4例、副詞“只管"の用例は極めて多い)。

(130)体有什伺但凡蜘得的，材@:宣告訴我。 (8-96)閉

(131)不妨不妨，可回上太太，園放心。(1卜134)圃

(132)刷是心界上起的，政超他的心慮，園周到治不得他的心JLo(1ト139)厘画

(133)他師団快活了，也迩該尽肝心力・一(19-250)匡司

2. 3 成立年代について

本書の成立時期を 1796年またはそれ以前とする説について、幾つかの語嚢の歴史を通して考える。

2. 3. 1 “今天"

「今日Jr明日」を意味する“今天"“明天"は、今は普通話として定着しているが、太田先生は「南方

語から入ったものかと思われるが、すでに(~小額』の時代を指す一一筆者)普通話化の傾向を見せてい

る」と、南方語起源説を採られる(太田辰夫 1970・1972，383参照)。また、この2語の初出については『品

花宝鑑』であろうとされたが(~中国語学新辞典~，光生館， 1969年， 289頁参照)、『品花宝鑑』より成書

年代の早い『緑野仙綜』に“別天"(“今天"は未検出)はすでに見えている(拙稿 1990，189参照)。筆者

はこの 2 語について r~品花宝鑑』の用例は作者が無意識に使用した南方語で、清末になってようやく南北

に跨る共通語へと発展していった」と推測した(拙稿2004，148参照)。本書に“今天"は2例見えるが、“明

天"は見えない。

(134)刊]園到注里針的要酔呪。 (9-113)
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(135)老槻，国民也要辻来，只是公事忙，也告迂般投判。(13-168)

2. 3. 2 “弓上"

「すぐに;直ちにJの意。本書では5例見えるが、すべて後ろに副詞“就"を伴う。

(136)唯子、牲口通要机国就套起来・… (8-100)

(137)掛現在北靖国里，説王谷清宝二社 主苛八回就位。(17引)

(138)臥祥有趣，日自11'1而今回就妊起来。(18-230)

太田辰夫 1975 は rw紅楼夢~ w兄女英雄惇』には見えない。この語はもともと呉語とされるが、華北にも

用いる所があったのではあるまいか。北京語資料では、『品花宝鑑』あたりから見える」と指摘し、『金瓶

梅詞話』と『品花宝鑑』の用例を挙げる(328頁)。本書の成書時期を 18世紀末(1796年以前)とすれば、

本書の“司上"は明末の『金瓶梅詞話』と清代後期の『品花宝鑑』との聞を埋める用例をして重要である。

また、呉語とする根拠は示されていないが18)、『金瓶梅調話』の用例は、当時、呉語が今日の方言区の範

囲を越え、広く今日の山東方言区にまで影響を及ぼしていたことを示唆するものではないだろうか(拙稿

2002参照)。

2. 3. 3 “妊禁(的)"

太田辰夫 1975は rw児女英雄傍』にも見えるが、『品花宝鑑』あたりが初出のようで、『紅楼夢』にはな

いJと指摘する(328頁)。本書では6例(うち 4例は“~的")用いられており、『品花宝鑑』より早い例

と思われる。

(139)倒是平JL有主見，匝屈投了香菱辻来，又位着輸両辿走走。(1ト144)

(1 40) 馴延期己算小人，也害腺，匠豆~ìJ:人家，人家迩嫌的退呪。 (1 3-168)

(l4J)我只有明早取来，園交代就完了。(24叩)

2. 4 その他の文法的特徴について

2. 4. 1 “2音節副調+‘的， " 

本書の文法的特徴のーっとして、前出の“素性的"や“妊家的"のように一般には“的"を必要としな

い副詞に“的"をつけた用例の多さが挙げられる 19)。下例はその一部である。なお、多くの場合、用例は

複数例検出されたが、 l例を挙げるにとどめた。また、“的"を伴わない用例は省略した。

(1 42) 黛玉便回到糊鰍，~国良玉帯丁目己在那里，彼此喜次制。(1 0-122)

(143)当下黛玉、宝琴、宝奴、折、宝玉I)ffrjlJoJ*o (20-272) 

(144)返宝玉就E王国車胞到岡子里，走迂蜂腰折，到了恰紅院，正望見晴受掲牧市出。 (6-73)
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(] 45)況且左右是白己組，は求若休老人家，E回走走散散。(30-398)
(] 46) 以此口出則答山了凱，則正互百万~，根回推他地奴那辿去… 09-254)

(47)所以所見逗一樹;(4霊団花神牧去了・…08-228)
(148)因想起鵬朝一事，何不出，イ昔計題目商法制，匝固就劫他回来。 (]3-170)

(] 49) 宝玉研了ι攻的子舞踊起来，~国慰芳称謝了 。 (7-83)

(] 50)就是出来的吋候，也就是他娘JL丙恒三国映我出来。(]7-215)

(]5])見了紅，略略的世了間家常，就物質政、 王夫人的i:E国述特山来。(]9-248) 
(152)匹画叫人催去且没信JLo(13-16]) 

(] 53)又是灰備宝玉，匹図樺他到則人民里去・…(26-344)

(] 54) 叫宝二位刻就去， 等着服，桂三苛JL，也E週R~着快走 。 (]7- 219)

2. 4. 2. “没有V了o(不曽V了0)" 

“没(有)"で動作の完成を打ち消す場合、動詞の後ろの“了"が消えずに残るのは、結果補語の“持"に

似た意味(動作の結果、対象物が無くなったり、壊れたりする)を持つ動詞に限られる(例えば、“忘"“去"

“揃"“師")。本書には破格の用例が見られる 20)。なお、使用される動詞の多くは「相手に不快感を及ぼ

す行為?J (“薄待"(冷遇する)“薄"(軽んじる)“草負"(欺く)“遺漏"(漏らす)“亦差"(やり損ねる))

という一定の共通項は見出されるが、全ての用例に当てはまるわけではなく、“了"が消えずに残る理由は

なお不明である。

(] 55)我白肌老太太那辿近来，宝二等原也|没有薄待了我1，n自fI'J原也好。(7-8])

(] 56)揮了何妨，只是方什仏上樺的，上生也不容紳一旬的，便算我真ノト狐狸似的、妖精似的，

也|没有走了則路jリ。(7-8]) 

(157)他若是|没栓了大祭倒，ヌ佐道他坐了西洋船来的?8-10])

(] 58)就是瑳二寄膏在日自fI'J府里，也|没有亦差了什仏事倒。(]9-249) 

(159)表妹只一晩上的算氾，到了后来|没有遺漏了一点1，也不用我キ卜出一半句活JLo(22-295) 

(160)而今宝玉身辿也不JI二一小人，我井|没有薄待了那一小j，便紫自宅等也同我一心一意。(26-342)

(]6])哨伯府里也|没有簿了倒，体忽仏起逗ノト仏没天理的，良心JL琵尽的。(27-356)

(] 62)以前巧萄汗吋， 寺得云妹妹酔眠了花片， 1没有車負了制。(28-379)

(163)我只|不曽負了返旬説剖呪。(16-207)

類似の用例は『醒世姻縁侍』にも見られる。

(164)ー米借也遺看晃相公的分上，他活阿波有錯特了借10(43-3a) 

(165)那太山娘娘也|浸有鏡了那太山爺制的。(68-10b)
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16 地蔵堂貞二

(J 66)察院爺凡事雄甚精明，倒也従刺浸有屈了宮司事10(82-2a) 

3.まとめ

以上の考察から、次のようなことが言えるであろう。

1. 5組の常用語の分布は『紅楼夢』とは大きく異なっており、本書が曹雪芹の作でないことを示唆し

ている。(“叫"“逗JL"“那JL"が用いられないという共通点はあるが、これだけでは本書が曹の作品

であるという根拠には成り得ない。)

2.清代北京語の7つの文法特徴のうち、北京語に特に顕著な“来着"と“~多了"の2項目が見えな

いこと、そして“別"も僅かに2例であることなどから、本書の言語は北京語とは遠く隔たっている

と言える。そして、除外形の“H白川"と否定副詞“莫"“没"は作者の基礎方言を知る手がかりになる

かもしれない(南方語か?)。

3.副詞“多"“通"“筑"、“頂"、“尽管"、“投有">“没"、“没有(知道)"、名詞“物事(JL)">“主丙"、

“説活"などは、南方語(呉語の影響下の下江官話，当時の呉語と下江官話を厳密に区別することは極

めて困難と言わざるを得ない)の特徴を示しており、本書の基礎方言が北京語だとは考え難い。

4.本書の成立が 1796年以前であれば、“今天"や“弓上"“在京(的)"などの副詞は本書が初出となる。

ただし、“今天"と“弓上"については、当時はまだ北方には定着していなかったと思われる。

[結論]:本書は『紅楼夢』の作者曹雪芹の作品ではない。しかも基礎方言は北京語ではなく、当時の南

方の共通語であった下江官話と考えられる。

注

1) W中園通俗小説縄目提要~ (中国文朕出版公司， 1990年， 572 頁)や『后虹楼聖書~ (察犬点校，北京大学出版社， 1988 

年)の「点校説明」は、いずれも「嘉慶元年(1796年)、あるいはそれより少し前jとする仲振奪(W紅後多伶奇・抜~，

1798年)の言を紹介している。

2) W紅楼多作者新i正~ (温云英著，中山大学出版社， 2003年)は、学界の定説である「曹雪芹J説を否定し、新説を提

示するが、俄かには賛同できない。

3) W后紅楼多~ (繁文点校，北京大学出版社， 1988年)の「点校説明」に詳しい。

4) 太田辰夫 1958，362参照。

5) 香坂順一 1983，30、宮田一郎 1973，291参照。

6) 佐藤靖彦 1980，288参照。

7) 除外形の“日自1iJ"は『平妖侍(40回本)~や『儒林外史』にも見える(拙稿 1993 ， 103及び 1998，11参照)。これは

「南方人が北方語に不慣れなための誤用と解釈できるj用例であろうか(香坂順一1983，89参照)。

8) 香坂順一 1983では「呉語」と言い換えている(170頁参照)。なお、『醒世姻縁侍』にも介詞“給(=方)"と同じ機

能を持つ“把"が見られる。

唱人使建築，叫人安死不活 (67-7b) 
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『後紅楼夢』の言語 17 

映得我離了南京，終迫有数的措物部個我1Y裁壊了，我却}性期li表去買 (87-2a)

9) この用法は『品花宝鑑』にも見える(拙稿2004，140-141参照)。

10) Ii'中国語歴史文法』は元由選の用例を引くのみである(J68頁参照)。

11 ) 石碑を数える量調として“通"と“筑"が使われている例がある(太田辰夫 1974，307参照)。

12) “通"の用例は『醒世姻縁侍~ (同徳堂刊本)にも多見される。

自己圏説受不得的苦，也只願求↑速死。(J3-11 b) 

以後這{門些年圏不上門了。 (22ω

休老子病了，這雨三個月，体是圏不到眼前問他一授。 (41-4a)

13) Ii'清稗炎紗(第十三加)~ (徐珂著，中隼有周)r飲食炎:日食之次数」に「北方普通二次-…・・」とある(Ii'中国民俗通

史・清代巻~，林永匡・哀fL 浮著， 2001年， 28頁参照)。

14) rレニングラード本J(2951頁)も“午仮"とするが、「甲辰本J(2239頁)は“晩仮"である。

15) Ii'品花宝鑑』では“没"が25例に対し、“没有"は350例余りで、“没有"の方が圧倒的に多い(拙稿2004，147-148 

参照)。これは、『児女英雄侍』や 『小額~ Ii'北京』なと‘の清末の北京語小説と好対照を成す(太田辰夫 1970・1972，

373、1973，400参照)。

16) Ii'中国語大辞典(下)~ (角川書庖， 1994年)は r(没(有)で)否定されることもある」として、魯迅の用例を示す(3989

頁)。しかし、魯迅の言語が呉語の影響を受けていることは周知の事実で、この点は留意しておく必要がある。

17) 以下の“有y"も呉語(少なくとも南方語)の影響を受けたものであろう(拙稿 1993，84参照)。

日向大夫，到底碍不碍，園没有救?(Jト134)

18) 太田先生は「下江官話」と認定する(Ii'中国語学新辞典~，光生館， 1969年， 289頁参照)。

19) 類似の用例は清末の北京語小説『小額』にも見られる(太田辰夫 1970・1972，369-370参照)。

20) 類似の例として、『官話指南』に見られる“遺t波支回P米l長4了["のような「破格Jの

4ω0参照)入。また、『官話指南』の言語に関し rli'官話指南』では現在進行中の動作に注意を喚起する“現 neを“了"

もしくは“明日"と表記し、疑問文の“吸"と区別するJという指摘もある(ChristineLAMMARE 2003，165)。

参照文献

Chr i s t i ne LAMMARE 2003 r状態変化、構文、そして言語干渉:中国語の [y+在+場所〕構文のケースJ，Ii'開篇~ 22号，

好文出版。

地蔵堂貞二 1986rli'紅楼夢』のことばー『乾隆抄本百廿回紅楼夢稿』前 80回を中心にJ，Ii'中国学志』乾号，大阪市立

大学中国文学会。

地蔵堂貞二 1989r清代北京語考(ll)ー南京方言と呉方言との比較研究-J， Ii'北陸大学紀要~ 13号。

地蔵堂貞二 1990r Ii'緑野イ111綜』の言語J，Ii'北陸大学紀要~ 14号。

地蔵堂貞二 1991r Ii'紅楼夢』の版本間における言語の差異についてJ， Ii'北陸大学紀要~ 15号。

地蔵堂貞二 1993arli'金瓶梅』の言語 ーその分布についてー J，Ii'中国語研究~ 35号，白帝社。

地蔵堂貞二 1993br明代の南方語(1)ー『平妖侍』の言語 -J， Ii'北陸大学外国語学部紀要~ 2号。
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地蔵堂貞二 1998r ~儒林外史』の言語ー版本間の言語の差異について J， ~北陸大学紀要~ 22号。

地蔵堂貞二 2000r~海上花列侍』の言語ー作者の「共通語」の世界- J， ~北陸大学紀要~ 24号。

地蔵堂貞二2002r~醒世婚縁侍』に見られる「呉語J -~金瓶梅』作者再考一 J ， ~中国語学~ 249号，日本中国語学会。

地蔵堂貞二2004r~品花宝鑑』再考 J ， ~滋賀県立大学国際教育センタ一研究紀要~ 9号。

香坂順一 1962r清末短編小説のことば下江官話の性格 ーJ，~白話語棄の研究~，光生館， 1983年。

香坂順一 1983~白話語柔の研究~，光生館。

刻拘烹 1986r ((重工楼多》前八|→回与后四十回i吾吉差昇考察J，~((紅楼多》 的i吾吉~， 北京語言学院出版社。

日下恒夫 1974r清代南京官話方言の一斑一泊園文庫蔵『官話指南』の書き入れー J，~関西大学中国文学会紀要~ 5号。

宮田一郎 r ~紅楼夢』のことばについて(一)J， ~人文研究~ 25-3，大阪市立大学文学部。

太田辰夫 1950r清代の北京語についてJ， ~中国語文論集 ・ 語学篇元雑劇篇~，汲古書院， 1995年。

太田辰夫 1958~中国語歴史文法~，朋友書広景印， 1981年。

太田辰夫 1964r~紅楼夢』の言語について J ， ~中国語文論集・語学篇元雑劇篇~，汲古書院， 1995年。

太田辰夫 1965r~紅楼夢』新探守言語 ・ 作者 ・ 成立についてー J ， ~中国語文論集・文学篇~，汲古書院， 1995年。

太田辰夫 1970・1972r~小額』の語法と語柔 J ， ~中国語史通考~，白帝社， 1988年。

太田辰夫 1973r社会小説『北京』の語法と語葉J，~中国語史通考~，白帝社， 1988年

太田辰夫 1974r ~児女英雄傍』の言語 J ， ~中国語史通考~，白帝社， 1988年。

太田辰夫 1975r ~鬼女英雄傍』の副調J ， ~中国語史通考~，白帝社， 1988年。

太田辰夫 1989r ~紅楼夢影』の語法 J ， ~中国語研究.11 31号，白帝社。

佐藤晴彦 1980r琉球官話謀本研究序説J，~人文研究~ 32-4，大阪市立大学文学部。

山田忠司 1988r北京語における「給」の発達についてー『紅楼夢』、『児女英雄偉』、老舎作品をめくvって -J， ~大阪産

業大学論集 人文科学編~ 96号。

Abstract 

This paper discusses the authorship，fundamental dialect， and linguistic features of the novel 

Hou Hongloumeng. It is argued that the author is not the same person as the author (Cao Xueqin) 

of Hongloumeng ， and that its fundamental dialect is not the B吋ingdialect，but is presumably the 

southem dialect. 

oo
 

p

、υ
t
E
A
 



「把↑・・・J文型に見る潜在モダリティ

An Analysis on Covert Modality in the Sentence Pattern of “bage---" 

呉凌非

WU  Lingfei 

Abstract 

The concept of modality is originated from Fillmore (1968). In this paper， the author 

classifies modalities into overt modality and covert modality and takes the “bage. . ." sentence 

pattem of modem Chinese as a case of covert modality. Through analyzing the “bage... 

sentence pattem， the author concludes that the sentence p副 emof “bage..." is used to 

express the changing of the image of the object after an action. And the covert modality of 

“bage..." can expresses two kinds of the speaker's evaluations on the changings: positive 

evaluation and negative evaluation. Positive evaluation means the resu1t of the changing is 

funny， while negative evaluation means the resu1t ofthe changing is unsatisfied. 

1 はじめに

Fillmore (1968)はチョムスキーが提唱した普遍文法、すなわち生成文法の流れを引き継ぎいで、格

文法を考案し、文の意味構造を次の図のように規定している。

S → M + P 

P→ V + C1 + C2 +・・・+ Cn 

図 格文法による文の意味構造

上の図によれば、文の意味構造はモダリティの部分(modality)と命題の部分(proposition)からなり、

命題の部分はさらに文の主動詞と一組の深層格からなる。命題は文に記述されている客観事実である

のに対し、モダリティは伝達主体の文の客観事実に対する判断、及び伝達する際に取る態度である。

このようなモダリティ表現はさまざまな文法成分として個々の文(sentence)に現れ、全体として、 1
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2 呉凌非

つのモダリティ構造を成している。このモダリティ構造については、益岡(1991)を始め、多くの研究

が論じている。ただし、従来の研究で論じられてきたモダリティは顕在的に文に現れるモダリティ表

現のみを対象にしているもので、文法成分として文の表に表れてこない潜在的モダリティの存在につ

いては触れられていない。本研究は潜在的モダリティの存在を明らかにするとともに、現代中国語の

「把小・・・J文型がどのようなモダリティ意味を表しているかについても考えてみたい。

2 モダリティの面々

上の図で示している文の意味構造から推論すると、命題の部分を抽出すれば、残りのすべての内容

はモダリティになる。では、命題の部分をどう捉えるだろうか。命題の最大の特徴は客観性にあると

言ってよい。客観性について具体的に言えば、文の記述する事柄を誰が見ても同様に観察され、実証

されなければならない。さらに言えば、命題はほとんどの場合、城生(2002)の映像情報によって表現

することができなければならない。たとえば、次の例の命題内容は「父Jという人物が「今朝」とい

う時間において、「週刊誌j という対象物に対して、「読むJという行動を取る、となる。

(1) 父は今朝週刊誌を読んだらしい。

ただし、時間の概念について「今朝Jというような客観的な時間と、出来事の発生を時間軸上から発

話者によって任意に切り取る主観的な時間とを区別しなければならない。前者は命題の内容となるが、

後者はいわゆるテンスの内容に含まれている。テンス・アスペクトなどをもモダリティの対象として

論じるのは広義モダリティで、テンス・アスペクトを考察の対象とせず、主に話者の判断、心的態度、

伝達の方式などの内容を考察するのが狭義モダリティである。内容的には、モダリティを広義モダリ

ティと狭義モダリティに二分することができるが、形式的には顕在的モダリティと潜在的モダリティ

の2種類に分けられると考える。

2. 1 顕在的モダリティ

モダリティに関するこれまでの研究はほとんど顕在的モダリティを対象にしている。たとえば、益

岡はモダリティを機能別に次のように分類している。

伝達態度のモダリティ

伝達態度のモダリティは「文を伝達する際の話し手の聞き手に対する態度を表すモダリティのこと

であるJ(p48)と定義されている。具体的には日本語の場合、「ね」、「よJなどによって表現されてい

る。たとえば次の例の「よ」は伝達態度のモダリティを表していると考えられる。

(2) 忘れるなよ。

それに対して、中国語の場合は次例のように主に「呪」、「明」などが使われる。
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「把小・・・J文型に見る潜在モダリティ 3 

(3) 我迩没看呪。(私はまだ読んでいないよ。)

ていねいさのモダリティ

ていねいさのモダリティは「聞き手に対する丁寧さをあらわすモダリティであり、聞きめあてであ

るという点で伝達態度のモダリティと基本的特徴を共有するJ(p49) とされている。日本語の場合、

ていねいさのモダリティは「で、す」、「ます」によって体系的に表現されており、極めて日本語特有の

文法現象である。中国語の場合は言葉遣いによって丁寧さを表現することができるが、体系を持って

いない。丁寧体の日本語文とそうでない文を中国語に訳した場合、その違いはほとんど区別できず、

同一に訳されてしまう。

(4) 私は行かない。→ 我不去。

(5) 私は行きません。→ 我イベ去。

表現類型のモ夕、リティ

表現類型のモダリティは「平叙文、疑問文、命令文、感嘆(感動)文、といった分類がそれを代表

するものであるJ(p50)と説明されている。ある意味では、表現類型のモダリティはモダリティの典型

であるといえよう。話者が異なる表現類型を選択しても、命題は決して変わらない。たとえば、次の

例では、

(6)と(7)とは表現の類型が異なっても、「父」という行為者が対象である「新聞」に対して「読む」と

いう行為を及ぼす、という命題は変わらない。

(6) 父は新聞を読んだ。

(7) 父は新聞を読んだか。

真偽判断のモダリティ

真偽判断のモダリティは「対象となる事柄の真偽に関する判断を表すモダリティ J(p51)と考えられ

ている。日本語では、この類のモダリティは 「ょうだ」、「だろう」などによって表現される。中国語

の場合は、次の例に見られるように、 「好像」などの表現が使われる。

(8) 他妊盤|口|家了。(彼は帰ったようだ。)

テンスのモダリテイ

益岡はテンスのモダリティを「所与の自体を時間の流れの中に位置づける働きをするモダリティを、

テンスのモダリティ J(p55)と定義している。テンスのモダリティは言語の普遍性を象徴するような言

語現象で、かなりの共通性を持っていると考えられる。しかし益岡があげた次のようなモダリティは

個別言語に特有な言語現象を表しているように思えてならない。

価値判断のモダリテイ

価値判断のモダリティは「・・・対象となる事柄にたしてそうあることがのぞましいという判断を

表すものである。J(p53)とされている。日本語では、この類のモダリティは 「ことだ」、 「ものだJ、「べ
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4 呉凌非

きだ」、 1"'-'なければならなしリ、「ほうがよしリに代表される。中国語では、次の例に見られるように、

I}必該」などが使われる。

(9) 体出丞去。(あなたは行くべきだ。

説明のモダリティ

説明のモダリティは、「当該の文の記述が他の事態に対する説明として用いられることをあらわす

モダリティであるJ(p54)とされている。これについて益岡は次のような日本語例を挙げている。

(10) ある路地を曲がると、何らか異様な雰囲気なのに気づいた。少しの商品しかなく、警察や

地まわりにお金を払わない連中が大勢、商品を手に持って、お客と直接交渉しているのだ。J(p54) 

この類のモダリティは日本語では「のだ」に代表される。モダリティの概念は普遍文法に由来するも

ので、すべての言語に共通するものでなければならないはずである。しかし、日本語の説明のモダリ

ティの類には日本語特有の特徴が見られる。たとえば、「のだJは中国語の「是・・・的」に対応してい

る。次の例では、「のだ」が普通に使えるが、中国語に直すと、対応しているはずの「是・・・的」を使

うと文が不自然になる。

(ll) 熱がある。風をひいたのだ。

(12) *有点炭焼，是感冒了的。

(13) 有点、友焼，感冒了。

この事実はモダリティの分類に対して一つの問題提起になっていると考える。すなわち、あらゆる言

語に共通するモダリティの分類を求めるかそれとも個別の言語のローカル的な基準の導入を認めるか

である。本文は個別言語のローカル的なモダリティの存在を認める考えである。

このほかに、益岡は認め方のモダリティ、取立てのモダリティも取り上げている。この 2種類のモダ

リティもまたかなり日本語の特徴を色濃く表していると見られる。

上記のように、益岡はモダリティを意味の角度から分類を行っていることがわかる。しかし、モダ

リティがカテゴリー的にどこまで細分できるか、という課題は依然として残っている。

顕在的モダリティについてはもう一つの角度から見ることができる。前節で触れたように、文全体

の意味は命題の部分とモダリティの部分からなっている。文の個々のフレーズを見た場合、フレーズ

の意味もまた命題を構成する構成素の部分と話者の気持ちが反映される言語成分、すなわちモダリテ

イの部からなっていると考えられる。この関係を式で表現すれば次のようなものになる。

フレーズ (phrase) 命題素 + α(モダリティの部)

たとえば、「お母さん」というフレーズは、敬語を表す 「お」のモダリティ部分と名調「母」の命題

の部分からなっている。このように、名詞の場合、日本語では、「お」のような接頭語でモダリティを

表しているが、ほかの品詞にもさまざまな形のモダリティが見られる。次では品詞ごとのモダリティ

表現及び対応する日本語と中国語の実例を挙げてみる。

ηノ“
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「把小・・・」文型に見る潜在モダリティ 5 

ロロロ壬面司目l 実例 モダリティの部 命題素

日本語 中国語 日本語 中国語 日本語 中国語

名詞 お茶 尊姓 お 尊 茶 女生

代名詞 私 在下 +α(謙遜) 同左 われ 我

動詞 召し上がる 主血 +α(敬意) 同左 食べる 来

面IJ詞 絶対に反対する 主迭反対 絶対に 堅決 反対する 反対

助動調 降りそうだ 盤吃苦 そうだ tHASE ，〔 降る 吃苦

格助調 私も行く 我也去 も 世 私が行く 我去

語尾助詞 暑いね 没去呪 ね 呪 暑い 没去

疑問詞 あるか 合「人時 ヵ、 時 ある 有人

感嘆詞 鳴呼、ばら色の人生 H阿，大海 鳴呼 日阿 ばら色の人生大海

品詞の分類上、形容詞も重要な部類であるが、上記ではあげていない。なぜなら、形容調自体にか

なり主観的な要素が含まれているからである。たとえば、「すばらししリという形容詞に対し、人によ

つてはそうだと認める人もいれば、違うと判断する人もいる。つまり、形容詞自体はかなりモダリテ

イの内容を反映している。

上記のように、モダリティは概ね、なんらかの品詞によって表出されていることがわかる。しかし、

そうでないケースも見られる。

2. 2 潜在的モダリティ

まず、潜在的モダリティについて次のように定義しておきたい。

いわゆるモダリティ表現を使わずに話者の心的態度を表すことができるモダリティを潜在的モダリ

ティだと考える。たとえば、音声的にはリズムを変えたり、長さを変えたり、方言で表現したりする

ことにより、さまざまな潜在的モダリティの意味を表出することができる。構文的には、重複表現を

使ったり、意図を持って語順を変えたりすることが見られる。本稿では、現代中国語の「把小・・・」表

現がそのような潜在的モダリティを表現できる文法表現であると考え、具体的に考察を加える。

3 r把」文型について

現代中国語では、他動詞文のパターンは rs(主語)+v (動詞)+0 (目的語)Jとなっている。こ

のパターンに対し、「把」を挿入することができ、挿入後のパターンは rs(主語+把o(目的語)+v 

(動詞) + A (結果補語)Jとなる。 挿入前のパターンは基本形で、挿入後のパターンは対象に対する

なんだかの処置を記述し、その処置の結果を rAJの部分で表す。「把Jを挿入したパターンについて

n
J
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6 呉凌非

は、日淑湘(1980)は①処置、②誘因、③動作の範囲、④不本意、⑤派生というふうに分別している。

①の「処置j、②の「誘因」、③の「動作の範囲J、⑤の「派生」はいずれも客観的な記述であるが、④

の「不本意Jはどうだろう。明らかに話者の心的態度を表しており、モダリティの範曙に入っている。

同様な指摘は王意(1997)にもみられる。王意は次の例を挙げて説明している。

(14a) 他撞倒了↑該子(客現叙述)

(14b) 他把小該子撞倒了(責各)

(15a) 公公示的遁了小畑袋姶婆婆(客現描写)

(15b) 公公示的把ノト姻袋遁姶婆婆了(瑚侃)

(14a)と(15a)は客観記述であるのに対し、(14b)と(15b)はそれぞれ「責各J(クレーム)、「噸侃J(か

らかう)の話者の心的態度を表している。ただし、形式的には、「把」文型がモダリティの意味を表現

する場合、「ノト」に伴う必要がある。「把」文型に「小」を挿入することにより 、rs(主語) +把小 O

(目的語)+v (動詞)+A (結果補語)Jという 「把ノト・・j文型が得られる。この文型において、 「ノトJ

の意味機能および「目的語」と「結果補語j との関係の 2点が重要であると考えられる。

3. 1 r↑」の意味機能

通常、数量詞としての「小Jは非確指であると考えられている。しかし、「把ノト・・・J文型の 「ノト」

は確指であるとされている(王迩 1985)0r把小・・・j文型の「小Jが確指であることについては、本

研究も同意するが、しかし(16)における「小Jは非確指であると考えられており、「小」が非確指と確

指の両方の性格を持つという矛盾が生じてしまう。

(16) 他把 1ノト該子撞倒了。

この問題に関しては、本研究は確指を「当事者確指Jと「話者確指」とを区別することによって解決

できるのではなし、かと考える。すなわち、(16)の「小」は当事者にとっての確指であり、出来事を述

べる話者にとっては必ずしも確指ではない。「小Jの確指の問題はさらに王迩の次の例において突出さ

れている。

(17a) 小北把土盈王生在火卒上了。

(l7b) *小味把土塁塁王生在火卒上了。

(17c) *小味把企主盈王生在火卒上了。

(17a)は成立するが、(17b)と(l6c)はいずれも成立しない。その理由は次のように説明できる。

前述のように、「把小・・・j文型は確指の 「小」を要求する。実際、(17a)の場合、当事者にとっても

話者にとっても「ノトj の指している対象が明瞭で、確指になっている。しかし、(17b)と(17c)におい

ての「男抜子Jと「女該子Jの指す対象が話者にとっては不確定の意味合いが強く、「小」は話者にと
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「把小・・・」文型に見る潜在モダリティ 7 

つては非確指となり、「把小・・・J文型における「ノトJが確指でなければならないという束縛から逸脱

している。結論を言えば、「把ノト・・・J文型において、 「小」は当事者の視点からも話者の視点、からも確

指でなければならないという束縛が求められている。

3. 2 r把↑・・・」文型のモダリティ的意味機能

杉村(2002)は「把小・・・j文型のモダリティ的意味機能について、 IN和V之向存在着一科活文上的

担由美系J(Nは対象、 Vは動調 p22)、つまり NとVとの間にある種の歪んだ関係が存在していると

述べている。そもそも NとVとの聞に統語関係しか存在しない。「歪んだ関係jとしづ説明もややわか

りにくい。「把小・・・J文型のモダリティ的意味機能については別な視点から説明しなければならない。

「把小・・・」文型が記述する事象において、動作前の対象の状況と動作後の対象の状況が存在する。

動作前の対象の状況に対して、話者はある種の恒常的なイメージを持っている。動作後の対象の状況

は話者の予想外でら、その予想外の変化に対し、話者は主観的に評価するときに、「把小・・・j文型を使

う。動作前の対象のある種の恒常的なイメージについては、杉村(1999)は「社会通念」として捉えて

いるが、しかし(18)の下線部のように、対象の名詞がさまざまな修飾を受けることができるため、そ

の対象のイメージが「社会通念」で捉えきれるものではないと考える。本研究では、「社会通念Jの考

えをとらず、話者独自の対象に対する「主観イメージJとして考えたい。

(18) 把小本来有救的残局，扶子iよ了出去。

対象の 「主観イメージJが予想、に反して崩れた場合、話者はその状況に対しは主観的に評価するわ

けだが、その主観的評価は2種類見られる。すなわち対象の「主観イメージj の崩れが話者に許容で

きる場合の評価と許容できない場合の評価である。許容できない場合の「評価」は王意(1997)等の

いわゆる 「責各j で、たとえば、(14b)、(17a)、(18)はこの種の評価である。許容できる場合の評価

は王悪等のいわゆる 「瑚侃」で、たとえば、 (15b)はこの類の例である。

4 おわりに

本研究は、潜在的モダリティの視点から「把小・・・j文型について考察し、次のような結論を得てい

る。

現代中国語では、対象の「主観イメージ」が予想、に反して崩れることを記述する場合、「把小・・・」

文型が使われる。「主観イメージJが予想、に反して崩れることを本研究では「主観イメージの傾斜」と

呼ぶ。話者にとって、許容できる場合の傾斜をプラス傾斜と名づけ、主に「驚喜J、「からかうJなど

の意味を表す。話者にとって、許容できない場合の傾斜をマイナス傾斜と名づけ、主に不満、クレー

ムなどの意味を表す。語用論的には、「把小・・・」がマイナス傾斜を表すケースが多くみられる。
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個人情報保護における目的と定義

The Purposes and Deflnitions of Protection of Personal Information 

亀田彰喜

Akiyoshi KAMEDA 

Abstract 

The Intemet has spread quickly and the development of information 

technology has enabled acquisition of much information. This has become 

convenient for our lifestyles. However， the Intemet also enables the collection of 

individual personal information， which might be used without the consent of the 

individual， and accumulated in databases without his or her knowledge. 

Essentially and by rights， such personal information should be private and 

confidential. Many social troubles arise when there is no consent given for use 

of this personal information. Incidents of people with malicious intent misusing 

personal information have occurred， such as buying and selling leaked personal 

information unfairly and il1egally， thus violating the legal rights and due financial 

benefits and proceeds of the individual. In this our information technology society， 

in order that the lives of citizens might be carried out on a sound and wholesome 

basis， people have strongly demanded legal measures for preventing improper use 

of personal information. To this end， from April 2005， the govemment has 

enacted and enforced a law for the protection of personal information. 

However， since this law came into effect， some people may have 

overreacted. For example， in response to inquiries for information， business 

enterprises and other organizations have refused to give out any personal 

information， claiming protection of personal information. From now on， such 

excessive reactions to protecting personal information wil1 greatly influence 

social and economic activities. This is a topic relating to the protection of 

personal information that we must examine from this time on. 

ヴ
dpo 

司
自
目
ゐ



2 亀田彰喜

はじめに

情報技術がめざましく進展することによって、情報ネットワークが地球的規模で急速に現代社会に

浸透してきている。このような情報ネットワーク社会の進展に伴って、国民の生活が便利になり、民

間企業においては、電子商取引が進展し、また、国や地方公共団体においても電子政府や電子自治体

においても、情報ネットワークシステムの構築がすすめられてきている。しかし、 IT社会の影として、

社会的な問題が起きてきている。ネットワークに対する不正アクセスによるデータベースの破壊、デ

ータの改ざん、個人情報の漏洩などの問題である。個人情報がいったん漏洩し、それが、悪意を持っ

た者の手に渡ると個人情報が不適正に取り扱われ、個人の権利利益が侵害されることになることがあ

る。そして、ここ数年、漏洩した個人情報が不正に売買されて、深刻な被害をもたらしており、社会

問題をひきおこしている。 IT社会における健全な国民生活を営むためには、このようなネットワーク

社会の不正に対応する法的な対応策が強く求められるようになってきた。そのような社会的な要請の

もとに、平成 17年4月より、個人情報の保護に関する法律が施行されることになった。その経過お

よび目的と定義について述べてみる。

2 個人情報保護に対する取組みの経過

インターネットなどのように情報ネットワークが国際的に発展するに従って、情報が地球規模で流

通するよううになってきた。と、同時に情報ネットワークにおける不正も国際的に広がってきてしま

った。そして、個人情報の侵害も国際化してきた。そのため、各国において 1960年頃から個人情

報保護に関心がもたれるようになり、法制化が各国で検討され始めた。 1973年にスエーデンが世

界で初めてデータ法を制定し、 1 974年に米国が、さらに 1977年にドイツが、そして 1978 

年にフランスが情報ネットワークにおける個人'情報保護の法整備を行った 1)。

このように、 1 970年前半から欧米諸国では個人情報保護法を整備してきている。主として、欧

州各国でそれぞれ法整備が行われた後に、国家問の整備も求められるようになった。そこで、 OECD

(経済協力開発機構)は 1980年9月に「フライパシ一保護と個人データの国際流通についてのガ

イドラインに関する理事会勧告」を採択した。この勧告は条約のように拘束力は持たないものの、プ

ライパシーと個人の自由に係る原則 (OECD8原則)を各加盟国において考慮することを求めるもの

である。以後、この OECD8原則が各国において個人情報の法整備の基礎になる。その後、 EUの統

合に伴って、これらを強化する意味合いで、 1 995年には OECDにおいて、「個人データの処理に

係る個人の保護及びその自由な流通に関する欧州議会及びEU理事会指令」が採択された。

我が国においても、上記の OECD理事会の勧告を受けて、昭和63年c1988年)行政機関に対

して、「行政機関の保有する電子計算機処理に係る個人'情報の保護に関する法律」が制定された。これ

は社会の IT化に伴い、政府においても電子政府を、また地方行政においても電子自治体を目指すため

には行政サービスの面において、個人情報の取扱いにおいて規律を設ける必要があったからである。

しかし、我が国において、今日のように情報化が進展する中で個人情報の保護に対して関心がもたれ、
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実際に、検討を始めたのは昭和40年末であった。やっと、 行政機関における情報化に伴って、 コン

ビュータ処理される個人の情報の取扱いについての検討がなされたのである。そして、昭和50年4

月に当時の行政管理庁(現総務庁に改編)長官により諮問を受けた行政管理委員会が、個人情報に関

しては行政上の適切な措置を行わなければならないと指摘した 「行政機関における電子計算機利用に

伴うプライパシ一保護に関する制度の在り方についての中間報告」として取りまとめている。

そして、この中間報告を受けて、政府は昭和51年1月に電子計算機処理において、各省庁にデー

タの漏洩、強損、滅失等を防止するために「電子計算機処理データ保護管理準則」によって申し合わ

せをした。その後、我が国においても昭和 55年9月にOECD理事会の勧告が採択された後、行政

において、また、民間においても個人情報に対する対応が求められることとなった。

以下、時間を追って見てみると、

-平成 11年7月に高度情報通信社会推進本部内に個人情報保護検討部会が発足。

-平成 11年 11月に高度情報通信社会推進本部内に個人情報保護検討部会から「我が国における個

人情報保護システムの在り方について」の中間報告が出される。

-平成 12年l月に高度情報通信社会推進本部内に個人情報保護法制化専門委員会が発足。

-平成 12年 10月に高度情報通信社会推進本部内の個人情報保護法制化専門委員会が 「個人情報保

護基本法制に関する大綱」を出す。

-平成 13年3月27日の第 151回国会に「個人情報に関する法律案Jが提出された。これを受け

て、平成 13年4月に総務省に行政機関等個人情報法制研究会が発足し、平成 13年 10月に「行

政機関等の保有する個人情報の保護に関する法制の充実強化について一電子政府の個人情報保護

一」をまとめ上げて提出した。

-平成 14年3月15日の第 154回国会に「行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律」と

「独立行政法人の保有する個人情報の保護に関する法律」など4法案が提出される。

-平成 14年4月より衆議院において個人情報の関係5法案が一括審議されたが、審議未了のままで

廃案となる。

しかし、 平成 15年3月7日に個人情報保護の「与党三党修正要綱」を織り込んだ個人情報保護の

5法案を第 156回の国会に再提出し、平成 15年4月8日に衆議院でこの個人情報保護の5法案を

審議し、平成 15年25日の個人情報の保護に関する特別委員会で個人情報保護の5法案を可決した。

その後、平成 15年6日に衆議院本会議でも可決した。

そして、平成 15年5月9日に参議院でも個人情報保護の5法案を審議入りし、平成 15年21日

に参議院の個人情報の保護に関する特別委員会で可決した。再び衆議院に送られて、平成 15年23 

日に個人情報保護の5法は可決され成立して。そして、平成 15年5月30日に個人情報保護の5法

は公布された 2)。
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4 亀田彰喜

平成 15年30日に交付されたこの個人情報の保護に関する法律は6章より構成されており、個人

情報の適正な取扱いについて定めており、個人情報に対する基本理念や国及び地方公共団体の個人情

報に対する責務、また個人情報に対する政府の施策などについて定めている。さらに、一般事業者に

対しても個人情報を取り扱うに際し、遵守しなければならない義務についても定めている。

個人情報の保護に関する法律(平成十五年五月三十日法律第五十七号) 3) 

目次

第一章 総則(第一条一第三条)

第二章 国及び地方公共団体の責務等(第四条一第六条)

第三章 個人情報の保護に関する施策等

第一節 個人の保護に関する基本方針(第七条)

第二節 国の施策(第八条一第十条)

第三節 地方公共団体の施策(第十一条一第十三条)

第四節 国及び地方公共団体の協力(第十四条)

第四章個人情報取扱事業者の義務等

第一節 個人情報取扱事業者の義務(第十五条一第三十六条)

第二節 民間団体よる個人情報の保護の推進(第三十七条一第四十九条)

第五章雑則(第五十条 第五十五条)

第六章罰則(第五十六条 第五十九条)

附則

本法の第一章から第三章については、国及び地方公共団体などの公的部門における個人情報の保護

に対する基本方針や施策について定めている。そして、第四章においては民間の一般事業者に対して、

個人情報保護に関しての適正な取扱いと義務について規定している。すなわち、この個人情報の保護

に関する法律は、公的、民的においても個人情報の保護に関して、その適正な個人情報の取扱いを法

的に義務として規定している。

第一章総則 4)

(目的)

第一条 この法律は、高度情報通信社会の進展に伴い個人情報の利用が著しく拡大していることにか

-170一



個人情報保護における目的と定義 5 

んがみ、個人情報の適正な取扱いに関し、基本原則及び政府による基本方針の作成その他の個人

情報利用が著しく拡大していることにかんがみ、個人情報の適正な取扱いに関し、基本原則及び

政府による基本方針の作成その他の個人情報に関する施策の基本となる事項を定め、国及び地方

公共団体の責務等を明らかにするとともに、個人情報を取り扱う事業者の遵守すべき義務等を定

めることにより、個人情報の有用性に配慮しつつ、個人の権利利益を保護することを目的とする。

本法の目的は、今日の情報化社会において国及び地方公共団体の個人情報の取扱いに対する施策と

責務を明確にし、さらに民間事業者においても個人情報の取扱いにおける遵守すべき義務について定

め、個人情報の有用性に配慮しつつ、個人の権利利益を保護することとしている。これは、情報通信

の急速進展とともに、新たな個人の権利利益を侵害する問題や人権侵害にまで発展してきたためであ

る，)。

(定義)

第二条 この法律において「個人情報Jとは、生存する個人に関する情報であって、当該情報に含ま

れる氏名、生年月日その他の記述等により特定の個人を識別することができるもの(他の情報

と容易に照合することができ、それにより特定の個人を識別することができることとなるものを含

む。)をいう

2 この法律において「個人情報データベース等」とは、個人情報を含む情報の集合物であって、次

に掲げるものをいう。

特定の個人情報を電子計算機を用いて検索することができるように体系的に構成したもの

二 前号に掲げるもののほか、特定の個人情報を容易に検索することができるように体系的に構成

したものとして政令で定めるもの

3 この法律において「個人情報取扱事業者Jとは、個人情報データベース等を事業の用に供してい

る者いう。ただし、次に掲げる者を除く。

国の機関

一 地方公共団体

一 独立行政法人等(独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律(平成十五年法律第

五十九号)第二条第一項に規定する独立行政法人等をいう。以下同じ。)

四 その取り扱う個人情報の量及び利用方法からみて個人の権利利益を害するおそれが少ないもの

として政令で定める者

4 この法律において「個人データ」とは、個人情報データベース等を構成する個人情報をいう。

5 この法律において「保有個人データ」とは、個人情報取扱事業者が、開示、内容の訂正、追加又

1
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6 亀田彰喜

は削除、利用の停止、消去及び、第三者への提供の停止を行うことのできる権限を有する個人データ

であって、その存否が明らかになることにより公益その他の利益が害されるものとして政令で定め

るもの又は一年以内の政令で定める期間以内に消去することとなるもの以外のものをいう。

6 この法律において個人情報について「本人」とは、個人情報によって識別される特定の個人をい

つ。

本条においては、個人情報、個人情報データベース等、個人情報情報取扱事業者、個人デー夕、本

人などの基本的な用語の意味を定義し、それらの規律の対象と範囲を明確にしているぺ

(基本理念)

第三条 個人情報は、個人の人格尊重の理念の下に慎重に取り扱われるべきものであることにかんが

み、その適正な取扱いが図られなければならない。

本条では、この個人情報の保護に関する法律に基本的に通じている精神について定義しており、個

人情報が個人の人格尊重の理念の下に取り扱われるべきであって、適正に取り扱うべきであるとして

いる。

3 個人情報の保護に関する法律の施行と意義

個人情報の保護に関する法律は平成 15年 12月 10日の公布の施行政令によって、平成 17年4

月1日に施行された。この個人情報の保護に関する法律は、好余曲折を経てやっと今般施行されたが、

本法は今日の情報ネットワーク社会で、情報を法がいかに規律していくかという施策的法であるかも

しれない。しかし、場合によっては公的な機関によって、個人の氏名、住所、電話番号を初め、納税

額、職歴、病歴、経済状態などが集中管理され、特定の権力によって管理される弊害も生じることも

ありうるかもしれないに

本法が施行されるまでは、民間事業者に対して、今までそれほど法規制がなかったこともあり、個

人の氏名、住所、電話番号などの個人情報の取扱いに対する意識は低かったと言える。しかし、この

個人情報の保護に関する法律が施行されて以後は、公的機関においても、民間事業者においても個人

情報の取扱いに対する意識は高まってきたと言える。それは個人情報の漏洩などの事件を起こすこと

によって、事業者の信用の失墜に繋がり事業活動にも影響を与えるためである。また、損害賠償など

によって損失にも繋がるためでもあるぺ

すなわち、この個人情報保護に関する法律は、特定の個人を識別可能な情報については全て保護し
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個人情報保護における目的と定義 7 

ょうというものである。現在では、行政においても個人情報の保護に関する環境整備は重大な課題で

ある。そのため、個人情報の取扱いに対する基本原則を設けてそれの下に業務を遂行することとして

いる。個人情報が個人の人格尊重の下で、慎重に取り扱われるべきであるとして、 5つの原則、すな

わち個人情報の利用目的による制限、適正な取得、正確性の確保、安全性の確保、透明性の確保に則

して機関、法人、団体および個人において個人情報保護のために、適正な取扱いをすべきであること

を規定し業務を遂行している。 9)。

特に行政機関は個人情報保護のためには、人格尊重の下で慎重な取扱いが求められる。個人情報の

ファイルの保有に関しては、掌握事務の遂行に必要な場合に限りその目的に必要な範囲で業務を遂行

し、個人情報の漏洩などがないように安全確保の措置をとる必要がある 10)。

最近、個人情報の保護に関する法律が完全施行されて以降、個人情報に対する意識が過剰になったよ

うである。今まで発行していた会員名簿の発行を取り止めたり、医療関係においては、患者の呼び出し

ゃ家族や親類などからの安否の問い合わせなどにも、個人情報の保護を理由に拒否する事態もみられる

ようになってきた。今後、個人情報に対する意識過剰は、社会活動や経済活動にも影響をもたらしかね

ないかもしれない。このことが、個人情報保護に対する今後の検討課題と言えよう。

4 個人情報の保護と住民基本台帳ネットワーク

今般、情報技術が益々進歩するのにともなって、情報ネットワークにおける不正も益々高度化し巧

妙化してきている。これらに対し、法的規制が強く求められるようになったことから、個人情報の保

護に関する法律が施行された。

日頃、我々が無意識に記入している各種団体の入会用紙や申込用紙、クレジット ・カード等から集

積され、個人情報のデータベースとして構築される。そして、データベースとして集積された個人情

報は、情報ネットワークによって大量の個人情報が転送され、本人が認知しないところで利用されて

いる 11)。

本人が知らないところで、個人情報がコンビュータ間のネットワークによって、不正に使用される

危険がある。そして、この個人情報がさらに私達の予知しないところで、情報ネットワークによって

転送され、様々の目的のために利用されたり加工されたりしている。問題なのは、このようにして集

積された私達の個人情報がどのように使用されるかである 11)。

そして、個人情報は、情報ネットワークによって間々のコンビュータが通信回線で接続されること

によって、情報としての価値は一段と高まる。そして、集積された個々の情報は連携することによっ

て、更にその価値を高めていく。蓄積された個人情報が、当事者の意思とは無関係に売買され利用さ

れ、悪用された場合、個人の名誉や人権の侵害になることもある。このようなことから、個人情報の

保有者や管理者および利用者に対して、法的な保護制度が求められるようになったのである l九

単体の個人情報は、それのみではトラブルを引き起こす可能性は少ない。例えば、名前のみだけの情

報だけでは、その情報に対する価値は低いが、その名前の情報に住所や電話番号が結合された場合にそ

内
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8 亀田彰喜

の情報に対する価値が高くなり、不正に使用されることもある。すなわち、個人情報の保管管理に際し

ては、分離して個別の情報を保管しておくことも、 一方策といえる。

今日の情報ネットワークは、従来のようなマスメディアの情報提供以上に、インターネットがその

社会的地位を高めてきている。特に、インターネットの普及は、個人の生活様式を大きく変えつつあ

るだけでなく、政治や行政のあり方も大きく変えつつある。すなわち、住民基本台帳ネットワークの

導入もその一環と言えよう。

個人情報保護に関する法律の制定が求められるようになった直接的なきっかけは、平成 11年8月 12

日成立の住民基本台帳法の成立である。これは住民基本台帳ネットワークシステム(住基ネット)を

構築し、地方行政における事務の効率化と住民に対する行政サービスの向上を図るものである。この

住基ネットは、全ての国民に 11桁の番号を割り当てて、個人情報としてネットワークシステムを構築

し、全国どこでも住民票の写しが取得可能にして情報ネットワークシステムである。しかし、反面、

国民の個人情報が一元化され、集中管理されることから、何らかの形で個人情報が漏洩した場合、そ

の被害は甚大なものになるとの心配があった。そして、現実に平成 11年に国会で住民基本台帳の改正

が国会で審議されている時に、 NTT職員による個人情報の流出事件が発生した。

この個人情報保護法案策定の動きの中で、「住民基本台帳ネットワークシステム」に対する住民基本

台帳法の改正をめぐって、国会で激しい論戦が展開されていた頃、上述のように大量の個人情報を引

き出し、インターネット上で売買されるという事件が発生した。そのため、個人情報の取扱いに関し

ての規制が急がれるようになり、この法案が、国会に提出されたのである 14)。

概して、個人情報の漏洩は正規の権限者によって引き起こされる場合、阻止は困難である。すなわ

ち、個人情報の管理者や担当者などの当人が、個人情報の漏洩にかかわった場合は防止が困難である

ので、組織内の個人情報保護に対する教育と漏洩防止の体制づくりが求められる。個人情報の漏洩は、

組織が間接的に社会的信用を失うだけでなく、場合によっては損害賠償も伴う。個人の氏名、住所、

住所などは特定の個人を識別できる間人情報であって、個人情報を漏洩された当人は、魅惑メールや

電話、また不当請求に悩まされ、深刻な事態に陥ることがある 15)。

5 おわりに

近年、インターネットが急速に普及し、情報技術の発展によって多くの情報の入手を可能にした。

そのことは我々の生活の利便性を高めてくれたが。また同時に、個人情報の収集も可能にした。この

ようにして集積された個人情報は、本人の同意のないままに利用されていることもある。

現代の世界的な情報ネットワーク網は、多種多様な情報の入手を可能にした。反面、大量の個人情

報の収集を容易にしている。大量に収集された個人情報は、本人の知らないうちにデータベースとし

て蓄積されている場合が多い。収集されたこれらの間人情報は、本来は情報主体の本人に帰属してい

るものである。本人の同意もなく、これらの個人情報が利用されることは、多くの社会的なトラブル

を噴出させることになった。すなわち、個人情報の管理者や担当者自身が、個人情報の漏洩にかかわ
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個人情報保護における目的と定義 9 

った場合は防止が困難である。企業や行政機関内における個人情報保護に対する漏洩防止の教育体制

が必要である。個人情報の漏洩は、その企業が社会的信用を失うだけでなく、場合によっては損害賠

償を求められることがある。

個人情報の保護に関する法律が施行されて以来、個人情報に対して過剰に反応するようになったよう

である。会員名簿の発行を取り止めたり、問い合わせなどにも、個人情報の保護を理由に拒否されるこ

ともみられるようになってきた。今後、個人情報に対する意識過剰は社会活動や経済活動にも影響をも

たらしかねないかもしれない。このことが個人情報保護に対する今後の検討課題である。
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顔検出のための肌色情報と確率テーブルマッチングのウェーブレッ卜統合

Integration of Skin Color and Probabilistic Table Matching 

under the Wavelet Transform for Face Detection 

宮城茂幸 ，士、=し 日乙ム
畠 71'日J口

Shigeyuki MIYAGI Shoji TOMINAGA 

We propose a novel technique of face detection by e百'ectivelyintegrating 

skin colors with structural features of human faces under the wavelet 

transform (WT). The algorithm of the proposed method is simple and 

robust under the condition of illumination change. Since the output of 

the WT  is regarded as a kind of an averaged difference among the pix-

cels in local regions， the features of human faces can be extracted from 

such averaged difference. All the extracted features through an image 

database are reserved as a probabilistic table with the facial pattern. 

Faces in each test image are detected by stochastically matching the ex-

tracted features from the test image with the probabilistic table obtained 

beforehand. Images with a low resolution are obtained from the output 

of the lowpass filter in the WT. Since the color of individual pixels in 

those images corresponds to a color mixing of neighborhood pixels in the 

image of the higher WT  level， sets of the pixels with skin color in the 

low resolution image become face candidate regions. The above match-

ing procedure is performed within those candidate regions. This reduces 

the calculation cost of the matching procedure. Our proposed method is 

applied to practical natural images and the effectiveness is verified. 

1 はじめに

個人認証，画像検索，ヒューマン・コンピュータインタラクションといったコンピュータビジョン，ロ

ボットビジョンの応用問題において，観測画像より人間の顔を認識する問題は，盛んに研究されてきた.し

かし，静止画像からの顔検出には顔の位置，姿勢のみならず，照明光の変動，影の影響，オクルージョン，

カメラ特性など不確定な要素が多く，難しい問題の一つである.

これまで，すでに多くの手法が提案されている [1]が，いずれも顔の特徴をどのように記述するかが重要

な点となる.肌色領域を顔の候補領域とする手法は一つの有効な方法である [2]. しかし多くの論文では肌

色の判定を行う際，各画素ごとに処理を行うために，雑音の影響を受けやすい.また顔の構造的な特徴から
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2 宮城茂幸 富永昌治

顔を判定する手法も考えられており，そのための有効な手法としてウェーブレット変換やウェーブレットパ

ケット分解を用いた手法が提案されている [3，4，5]. これらの手法ではウェーブレット係数を直接用いて顔

の特徴を定義するため，照明変動が直接，特徴抽出の性能に影響を与えてしまう.

最近三田らは増分符号相関 [6]の考え方をもとに，確率的増分符号相聞を定義し，これを顔画像検出に応

用した [7].増分符号は隣接画素聞の差分から定義される符号である.各画素位置での符号のとり得る確率

をあらかじめトレーニング画像から求め，入力画像から得られる差分符号から，求めておいた確率を参照

し符号相聞を計算する.マスク内の相聞が最大になる領域を顔が存在する領域とみなし検出を行う.増分符

号は局所的な画素聞の差分のみに依存するので，不均ーな照明による陰が存在する場合でも増分符号その

ものは変わる可能性が少ないという利点がある.しかし一方で相聞を計算する範囲が入力画像の全領域に

わたることから計算量が大幅に増大するという欠点がある.

本論文では，ウェーブレット変換の枠組みを利用することを提案し，色彩と確率的相関の利点がより効果

的に統合できることを示す.すなわち多重解像度解析による肌色情報の追跡とウェーブレット変換の局所構

造の検出能力を活かした特徴抽出とを統合して，静止画像中から安定した顔検出が可能となる手法を提案

する.

具体的には，ウェーブレット変換の出力において，低域側の出力を，肌色をベースにした顔候補領域の検

出に用い，高域側の出力から，差分符号相関の概念に基づく顔の構造的な特徴を記述する方法を提案する.

それを入力画像と確率的な相聞を計算することにより候補領域内で相関値があるしきい値を越えるところ

を顔の存在する位置とする.なおウェーブレット変換を利用すれば，増分符号は隣接画素聞の差分に限定さ

れず一般化できるので，ここでは確率テーブルマッチング法と呼ぶことにする.

2 肌色モデル

コンピュータビジョンや画像処理の分野において，画像の表色系としてRGBカラー空間が用いられるこ

とが多いので，あらかじめRGB空間内での肌色分布を調べておく.

Natural Image Database[8]より様々な照明条件下で撮影された画像から肌領域を手動で切り出し，画素

の色分布を調べた.その結果を図 1(a)に示す.

肌色は原点を通る直線周辺にクラスタとして分布し RGB値が大き くなるに従って扇型に広がることが

わかる.この画素分布はおおよそ円錐形の分布となる.そこで分布を覆うように，図 l(b)のような円錐領

域を肌色領域と定義した.

実際の画像データに対して肌色判定をするには，この円錐領域を定式化する必要がある.数式表現を簡単

にするために次のような方法を用いた.図 l(a)から肌色の平均色ベクトル£を求め，このベクトルがz軸

を向くように色空間全体を回転させる.このとき円錐領域はz軸方向を向いた円錐計十計三 z2/A2により

表される.ここで Aは円錐断面の幅を決めるパラメータである.後の実験では，x = [79.34 46.36 41.64]， 

A = 3.94を用いた.

またこのような色空間の回転は，後述の顔の特徴抽出においても重要な意味をもっ.通常顔の構造的な特
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顔検出のための肌色情報と確率テーブルマッチングのウェーブレット統合 3 

200 
由

メず
100 

i持自主

ioF¥ILtf200 
G 。。 R 

G o 0 R 

(a) Jill色分布 (b)円錐を用いた肌色モデル

図1:RGB色空間における肌色の分布とそのモデル

徴を抽出する際には輝度信号が用いられることが多い.しかし，カラー画像での顔の構造的な変化は主に肌

色の変化であると考える方が自然である.もちろん照明光の性質にも依存するが 自然光のもとでは肌色

の変化は RGBの各チャンネルにおける変化よりも大きいと考えられる.そこで顔の特徴抽出を行う前に

入力画像の色空間を前述の方法に従って肌色クラスタの主軸を抽出 し，これで変換した方向の変量を使用

する.

3 顔の特徴抽出

確率増分符号相関による従来法では隣接画素聞の輝度の差分を用いて増分符号を定義し，これを顔の特

徴とみなしている.しかし隣接画素のみを考慮する場合，雑音の影響を受けやすいと考えられる.そこで

ウェーブレ yト変換における高域側の出力を用いる方法を提案する.多重解像度解析の理論より，高域側出

力は異なる解像度聞の差分を表しており，画像内で変化の大きい部分が顕著に現れる.そこでこの情報を利

用して差分符号を定義する.m レベルの信号を C(m)(i， j)としたとき (m+ 1)レベルの 2次元ウェーブレツ

ト変換の係数は，

('(111+1)(ω)二 LLgkgiC(川 )
 

t
a
i
 
(
 

'" 
d(m+I)H (i，j) =乞L h，，:g.iC(m) (2i + k， 2j十 l) (2) 

'" d(叶 (3) 

'" 
d(m+l)D(川)=三=~二 h"，h.i c(m l (2í+ k， 2j + l) (4) 

により与えられる.ここで (i，j)は画素の位置を表す添字である.また ('(Ql(i，j)は入力画像I(i，j)に対応す

る.カラー画像の場合孔 G，Bの3チャンネルがあるので，それぞれの信号は実際には 3次元ベクトルで

表現される.しかし，各チャンネルそれぞれ独立に処理できるので，ここではスカラー量として表現した.

giおよびんはそれぞれ低域通過フィルタおよび高域通過フィルタの係数を表す. Harrウェーブレットの

n
H
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4 宮城茂幸 富永昌治

場合具体的に，

1 I 1 i = 0， 1 
9i =万10 otherwise 

噌

E
i

t
i

一
nu

r
i
l
l
-
/

、111
1
1

ー
万一一h 

i=O 

i = 1 (5) 

otherwise 

と書ける. (5)を(1)に代入すると，

c川 (i，j) 二~ {C(m)(川)+ c(，市

となるので， c(m+l)(i，j)はレベルm における (2i，2j)， (2i + 1， 2j)， (2i， 2j + 1)， (2i + 1， 2j + 1)にある 4画

素の混色を表している.一方 (5)を(2)に代入すると

d(m+l)H (川)=il(c(rn)(川)+ C(l勺
となるので，d(m+l)H(i，j)はj方向に 2画素平均した後，それらのt方向の差分を計算していることにな

る. したがってこれはt方向の平均的な色差に相当する.d(m+l)V(i，j)およびd(m+l)D(i，j)についても同

様に解釈できる.ウェーブレ ットの基底がHarrでない場合には上式のような解釈はできないが，ある種の

色平均もしくは色差を求めているという点では同じである

dlm)H(tJ)，d(m)V(13j)ヲ d(m)D(i，j)には顔の構造的な特徴が顕著に表れるので，これらを用いて差分符

号を定義する.なお今回は簡単のため d(m)H(i，j)とd(m)¥'(i，j)のみを用い対角成分 d(m)D(i， j)は利用し

なかった.ある正の定数εに対して m レベルの係数d(m)H(i，j)とd(m)¥l(i， j)に対応した差分符号を

-E三d(m)H(久j)三E

-
E
A
 

-
-
一
日
U

〆
1
1
1
1』
〈
E
1
1
1
1
1

一一)
 

，

q
J
 

・
4ιv
 

'hu 

d(m)V (i， j) > E 

b(m)H(i，j) = ~ -1 

I 0 

により定義する.

図 2に特徴抽出の例を示す.左端の顔画像がトレーニングデータセットから切り出された顔画像である.

d(m)H (i， j) > E 

d(m)H(i，j) < -E d(m)¥i (i， j) <ε 

ε三d(m)レ(i，j)壬ε

この顔画像にウェーブレット変換を適用し高域側の出力を得る.各ウェーブレ ット変換のレベルに対して差

分符号が得られるが，ここではレベル 3における出力を一例として示す.中央上段がd(3)H(i， j)に下段が

d(3) ¥" (i， j)を表している.これらの係数に対して定義された符号がそれぞれ 1，-1およびOとなる位置を白

色で示した図が右側の画像である.

4 顔検出の手法

ここではウェーブレット変換の枠組みで，肌色情報と差分符号を統合した顔検出法について説明する.

4.1 符号の生起確率

あらかじめ顔を含んだトレーニング画像セットから差分符号を求め，位置 (i，j)において差分符号が 1，-1 

あるいはOをとる確率を求める l番目の入力画像から m レベルの差分符号bjm)H(zJ)およびb;m)¥1(川)が

-180一
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レベル3におけるウェーブレット変燥のぬ
城側出力係数 *平方lí~に対する差分符号

原画面像

除砂

b日jH tLY=l b tJJn tL jj=ー1b (1.， j)=O 

輔雷雲震WT 

惨惨

垂直方向に対する差分符号

除砂

β)v 唱判Jν fJlV 

b (1.， j) = 1 D (1.， J) = -1 b (1.， j) = 0 
・・・・4・・・F・I・・ ・ 『四...... ・-・ ... 園出.....、...... 
司直F咽・F司r.......... "-1晶冒司・・F哩liI' :u:::“品温調nヨ

一 一一一一…一一一・・・・・~..司r<n，四・E六一r.・開・圃・F也. -咽・・・・・脳・ι~
.副官It.II:yI ，"*..:-...!屯圃 匝~
.'.・ー1.:1'， ~島官・ 圃圃・ I._-=---::.111 - 一一一一一_r-..・・・・・ . ・・・・~、....・・・ 司・E ・・.~・・・・・・・・・・・・・ー-ーー-ーー-ーーー ー司ー『・・ ・・・・・ー

図 2:ウェーブレッ ト係数から得られた差分符号の例

得られたとき，その差分符号がそれぞれ1，-1あるいはOをとる確率pr)H(tJ)，plm)叩J)，pr)H(tJ)

およびPim)1(ZJ)，plmlV(tJ)，Fim)叩，j)は以下の式で近似的に与えられる.

ptn)H (i，j)ど jむ[bjm)H(i，j) -1] 

p(m)H(i，j)竺 ib[bjm)H(tJ)+14l 
唱 L

4可rrr円m川7η7け)H九I

P4可庁げirrr円m州7η，)V(i勺V(iが1川，)ρ) 竺 i b l b j m ) V M -1 1 
L 

p~m) \ ' (ω) 竺 tzdlbjm)V(1J) +11

pci111)¥' (i，j) '::::止6[bj773)V(19J)l

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

)
 
ハU
唱
E
A(
 

)
 

句

'
i

句
E
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ここでO(n)は単位インパルス関数を表す.また Lはトレーニング画像の総数である.

これらの確率をあらかじめ計算し参照テーブルとして保持しておく .このときのテーブルのサイズを MxN

と仮定する.

4.2 顔候補領域の決定

ウェーブレッ トの低域側の係数と色情報を用いて候補領域を求める.

まず，入力画像を適当な レベル W までウェーブレット変換を行い c(14)(z，j)を得る.これらの全画素の

色を検査し， 2節で定義した円錐領域にその色が含まれているならば肌領域の一部であるとみなす.これに

より得られた領域を候補領域のシードとする.一つ上位の レベルW-lではclW-l)(iヲj)の中で，先のシー

ド領域に対応する画素のみを検査し，その色が円錐領域内にあるかどうかを調べる. このときある画素の色

、，ムQU
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6 宮城茂幸 富永昌治

(a)レベル 4における低解像度画像 (b)レベル 3における低解像度図像

(c)レベル 4におけるシード領域 (d)顔の候補領域

図 3:顔候補領域の決定方法

が円錐領域外であれば，その画素は候補領域から削除される.ただしこの手続きをさらに上位のレベルま

で続けると，下位のレベルで削除された画素に対応する部分が，すべての上位レベルで自動的に削除され

てしまう.そこで顔の候補であると判断された領域のエッジ部分の画素の隣接8点については再度検査し，

もしその画素の色が円錐領域内であるならば その画素を候補領域に加える.このような領域拡張も行い

ながら適当な上位レベルまでこの操作を続けることにより顔の候補領域を求めることができる.

実際の例を図 3に示す.この例では図 3(a)に示す4番目のレベルにおける画像に対しシード領域を求め

ている.図 3(b)における中央付近の白色領域が顔の部分に対応する.一方図 3(b)における下部 2カ所は

手に対応していると考えられる.上位レベル，すなわち図 3(c)に示す 3番目のレベルにおける画像に対し，

シード領域に対応する部分およびその周辺領域が検査され，最終的に図 3(d)に示す領域が候補領域となる.

さらに上位レベルまでさかのぼって候補領域を追跡することも可能である.

5 確率テーブルマッチング

顔の候補領域を決定する際にすでにウェーブレット変換が行われているので，あるウェーブレッ トレベル

lでの係数を用いて入力画像に対する差分符号 b(l)H(i，j)，b(l)l'(i，j)は容易に求められる.いま得られた差

分符号のサイズが5xTであるとし M<<5， N<< Tと仮定する.このとき確率テーブルと差分符号の相

-182 
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関CH(8， t)， C¥(8ヲt)を以下のように定義する.

唱 (M，N)

CH(8，t) = 古 2乞={付P凡可庁irrm叫川n叫)凶)H(i引H(iがi七川仙，j)刈川)

+P庁p(m)ωm叫)川H(がh川ω州，]訓Jρj)dベ咋[卜b川 ~ + 8ム川，j+ t) + 1] + pci1n川川)川H引(i，j)ρM刈)dペ[卜[b(/νbがポμ(υ川附川lηW川)川町H町(i+ 8，川，j+ t付)]} (υ12幻) 

C¥ (8， t) 
唱 (M，N)

=ホ乞 {pt州 (ω)d[b(l)V(i+8，j+t) -1] 

十円)V(13刈 (13) 

従来法では (12)および (13)を入力画像の全領域，すなわち 1三8::;Sおよび1三t三Tの範囲で評価

し，その最大値をとる位置が顔の位置であると判定している.この手法の欠点としては次の 2つがあげら

れる.まず lつ日は，複数の顔が入力画像に含まれている場合，相関値の高い 1つの顔のみ検出され，そ

れ以外の顔は検出されないことである.2つ目は，入力画像の全領域を走査する必要があるため，相関値を

計算する時聞がかかることである.

我々の手法では，相関値の計算はあらかじめ求めた顔の候補領域内でのみ行うので，マッチングを行うた

めの時間を短縮できる.また各候補領域内で得られた C(8，t) = [CH (8， t) + C¥' (8， t)l/2から，それぞれの

候補領域内における C(8，t)の最大値があるしきい値σを超えているならば，その位置が顔位置を表してい

るとみなす.この判定により複数の顔画像が入力画像中に存在する場合にも対応可能である.

6 顔検出実験

まず最初に ARデータベースより男女 62名の顔画像を切り出し， (6)， (9)に対応する確率テーブlレを求

める.各画像において両目の位置をあらかじめ手動で調べておく.両目の位置が水平かつ間隔が70画素と

なるように回転およびスケーリングを施した後，全画像の両日位置が一致するように 128x 128画素の大き

さで切り出した.全画像に対しウェーブレッ ト変換を適用し 各レベルにおける高域側出力から符号の生起

確率を求めた.画像の大きさから最大分解レベルは 7まで可能である.しかしより深いレベルまでウェー

ブレット変換を行うと，顔の構造が消失してしまう可能性がある.その一方分解の レベルが浅いと画像の

サイズが大きいためマッチングに時間がかかってしまう.そこで今回の実験ではレベル 3の出力，すなわ

ち16x 16画素の顔画像から確率テーブルを求めることとした.符号を定めるときに用いられるしきい値

は，対象としているレベルにおいて，高域側出力のパワーの 10%を基準として設定している.水平方向の

正，負，ゼロおよび垂直方向の正，負，ゼロの確率テーブルを図 4にそれぞれ示す.各テーブルにおいて

白色であるほど符号のと り得る確率が高いことを表している.水平垂直いずれの方向においても，正ある

いは負の符号確率が高くなるのは目あるいは鼻の周辺部分であることがわかる. 一方ゼロ符号の確率が高

くなるのはほほの中央部付近である.これらのことから顔の構造をよく表していると考えられる.

富永により作成された自然画像データベース 6より室内および室外で撮影された画像をテスト画像とし，

本手法を適用した.今回は本手法が適切に動作するかどうかについて確認することが主な目的であるので，

顔のスケールおよび回転については考慮していない.従ってスケールについてはあらかじめ対象とするテ
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図 4:マッチングに用いられる確率テーブル

スト画像における両日間隔を測定し，マッチングパターンとほぼ同じになるように調整しておいた.また回

転した顔を含まない画像を選択し，含む場合はこれを無視した.また候補領域を追跡する際のウェーブレッ

トレベルは 3までとし，相関を計算する際にはレベル lの係数から求めた差分符号を用いた.

テスト画像は全部で 17シーンである.これらのシーンには 54名の顔が含まれている.顔の候補領域で相

関値を計算したときに，顔と判断するためのしきい値を 0.4とした.このとき 49名の顔が検出できた.従っ

て検出率は約 91%である.同時に顔でない領域を顔であると判定した誤検出は 6カ所あり，誤検出率は約

11%であった.またしきい値を 0.41とより高く設定した場合検出率は 87%，誤検出率は 4.1%と低下した.

図 5に顔検出の例を示す.白枠で固まれた部分が検出された顔の位置を表す. (a)-(c)は室内で撮影さ

れた画像であり，すべての顔およびそれらの位置が正確に検出されていることが分かる. (d)-(f)は室外で

撮影された画像である. (d)では比較的複雑な背景にも関わらず，顔のみが検出されていることがわかる.

(e)， (f)ではそれぞれ 1カ所ずつ誤検出があるが，ほとんどの顔が検出できている.特に (f)は横からの照

明にも関わらず検出が行われていることが確認できる. (e)では検出されていない顔が存在するが，いずれ

も顔の回転がある，または顔正面が撮影されていない等，今回考慮していない条件に相当する.
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顔検出のための肌色情報と確率テーブルマッチングのウェーブレット統合 9 
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図 5:実画像における顔検出の例，白色の矩形が検出された顔位置を表す.

7 まとめ

本論文では，ウェーブレット変換の枠組みを利用して，肌色情報と顔の構造的特徴がより効果的に統合で

きる手法を提案した.すなわち色空間で肌色領域を決定し，肌色の検出と差分符号による確率的テーブル

マッチングによる構造検出を，ウェーブレッ ト係数のみで検出するもので，検出性能はかなり向上してい

る.今後，提案手法の評価と拡張を図る予定である.
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活動的な高年男性の身体活動量が健康関連体力に及ぼす影響
The Effect of Physical Activity on the Health-Related Fitness 

in Active Advanced Age Men 

岡本進，宮本孝*

Susumu OKAMOTO， Takashi MIYA島fOTO*

Abstract 

The purpose of this study is to clarify the relationship between daily physical activity 

and health-related fitness in active advanced age men. The subjects were 35 men aged from 

65 to 78 years， who are graduates of senior college in Shiga prefecture. Daily physical activity 

was measured objectively using accelerometers (footsteps， exercise expenditure， total energy 

expenditure and exercise intensity) for a 1・wkperiod. Health-related fitness data were 

collected on height， weight， grip strength， tapping， vertical jump， stepping， jumping reaction 
time and V02max. Bone area ratio (BAR) of calcaneus was determined by using 

uItrasonographic apparatuses. The findings are as follows. 

These physical activity levels were significantly decreasing with age. BAR average 

29.0::t3.5 %， no significant decreasing with age. In the hea1th-related fitness value， it was 

falling significantly in connection with grip strength， vertical jump， and stepping aging. 

Significant correlation with total energy叫 enditurebetween BMI (r=-0.863， pく0.001)，BAR 

(r= 0.377， Pく 0.05)，stepping (r= 0.390， pく 0.05)，and jumping reaction time (r=-0.404， Pく

0.001) was recognized. 

From the above resu1ts the necessity for making the total energy expenditure of the 

everyday amount of physical activities increase in order to heighten the preventive effect for 

obesity， a fall to the ground， and osteoporosis was suggested. 

1 緒言

わが国の人口推計によると の 歳以上の人口の

占める割合は 2025年には 28.7%，2050年には

35.7%を占めると予測され，国民の 3人に 1人

以上が65歳以上という他に例を見ない超高齢社

会を迎えようと している。老化の加速する高齢

期は身体活動量が減少し，活動強度も低くなる

7)ことから，高齢者においては身体活動水準を

‘滋賀大学 Shiga University 

高め，可能な限り体力・ 健康度を高い位置で維

持することが，転倒を減少させ， 高い ADLを維

持することが可能と考えられる。とくに高齢期

の QOLCquality of life)を低下させ， 寝たきり

の原因ともなる骨折の予防が重要視されており，

骨折をひきおこす骨組転症や転倒の予防対策が

注目されるようになった。

日常生活における身体活動量を評価する方法
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2 

としては，これまで生活時間調査法，心拍数法

がよく用いられている。近年，簡便にエネルギ

ー消費量を把握できる方法として加速度計を組

み込んだ消費カロリー測定器が開発され，日常

生活活動に支障なく長時間の測定が可能となっ

た。加速度変化を伴わない身体活動に関しては

正しく反映されないと言った欠点を持つが，簡

便性や多人数の測定が可能である長所を有して

おり，高齢者における身体活動量の評価には有

用性が高い。この加速度計法による身体活動量

の多寡が高齢者における健康関連体力に及ぼす

影響に関しては，十分な知見が得られていない。

そこで本研究では，高年者を対象に，横断的

な測定結果に基づき，加速度計法からみた身体

活動量と健康関連体力との関係について明らか

にすることを目的とした。

2 方法

2.1対象者

対象者は滋賀県レイカディア大学スポーツ・

レクリエーション学科の卒業生である。年齢は

65~78 歳の範囲にあり，平均年齢と標準偏差は，

男性 72.5:t4.6歳，女性 71.6:t3.8歳であった。対

象者の多くは地域における福祉推進のリーダー

として活躍しており，活動的な生活を送ってい

た。測定にあたっては本研究の目的，方法，具

体的な測定内容などを十分に説明し，同意を得

た上で実施した。

2.2日常身体活動量の測定

身体活動量は消費カロリー測定器(ライフコ

ーダー，スズケン社製)を用いて歩数，運動量

および総消費量を 1週間にわたって記録した。

この装置は，性，年齢 身長および体重を入力

することによって基礎代謝量が算出され，内蔵

された加速度計によってエネルギー消費量を算

出するとともに歩数計としても機能する構造と

なっている。測定にあたっては，起床時から就

岡本進

寝時まで，腰部に装着するように指示した。分

析では歩数当たりの運動量を活動強度の指標と

して用いた。

2.3腫骨骨梁面積率(BAR)の測定

骨年齢計(SENSA社， MARK8800)を用いて腫

骨内の超音波伝導速度 (SOS:Speed of Sound) 

を測定した。この装置は腫骨に超音波を照射し，

反射法と透過法の組合せにより，腫骨の音速測

定を行い，骨密度の指標である骨梁面積率

(BAR: bone area ratio)が算出される。腫骨音速

を用いる超音波法は，鍾骨音速が全体の骨密度

と極めて高い相関性を有しており， しかも被曝

の心配が無く，測定に要する時間も 30秒と短い

ことから，腫骨の骨梁面積率を骨量評価の指標

として用いた。

2.4形態および体力の測定

身長および体重から BMIを算出した。体力測

定では握力，タッピング，垂直跳び，ステッピ

ング，全身反応時間および最大酸素摂取量を測

定した。タッピングは労研式タッピング測定器

計を用い， 30秒間の中指のタッピング回数を計

測した。垂直跳びはメジャータイプのジャンプ

メーター(竹井， T.K.K.5106) を用いた。ステ

ッピングは椅座位にて 20秒間に 30cm間隔の 2

本線の内側に両足がついた反復回数を計測した。

全身反応時間は全身反応時間測定器(竹井機器

T.K.K.5108) を用いて，光刺激による反応時間

を測定した。最大酸素摂取量は，エア口バイク

(コンビ， EC-1600) を用いて推定した。なお，

左右ある測定値は平均値を用いた。

2.5統計処理

各測定値は平均値および標準偏差により示し

た。測定値問の対応関係はピアソンの積率相関

係数 (r)で検討した。統計処理はSPSS統計パッ

ケージ(11.0for Windows)を用い，有意水準は危

険率5%未満とした。
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活動的な高年者における身体活動量と撞骨強度との関係

3 成績

表 1には対象者の身体的特性および身体活動

量の各指標について示している。運動量と総消

費量は体格の影響を消去するため体重当たりの

相対値で示した。身長と体重から求めた BMIは

17.1 "'30.1の範囲にあり，平均値は 22.4であっ

た。骨梁面積率 (BAR)は 23"'40%の範囲にあ

り，平均値は 29.0%であった。 1日当たりの歩

数は 2，445'"18，704歩の範囲あり， 平均値は

8，584歩であった。 10，000歩以上の占める割合は

25.7%であった。 1，000歩当たりの運動量 (活動

強度)は 0.285'"0.543kcalの範囲にあり，平均

値は 0.420kcalであった。

表1.対象者の身体的特性および身体活動量

工頁 目 (単位) 平均値標準偏差

年 齢 (yrs) 72.5 4.6 

身 長 (cm) 162.8 5.5 

(本 重 (kg) 59.5 8.8 

B M 1 (kg!m~) 22.4 2.6 

B A R ~ 29.0 3.5 

歩 数 (steps/day) 8，584 4，237 

運動量 (kcal!kg!day) 3.77 2.10 

総消費量 (kcal!kg!day) 30.1 4.0 

活動強度 (kcal!kz/1000steps)0.420 0.055 

表2には対象者の体力測定の結果について示

している。

表2.対象者の体力値

項 目 (単位) 平均値標準偏差

握力 (kg) 37.8 6.4 
タッヒ。ンク、、 (times /30sec) 94.4 25.9 
垂直眺び (cm) 31.1 8.3 
ステッピング (times /20sec) 32.3 5.4 
全身反応時間 (msec) 405 92 

最大酸素摂取量 (ml/kz/min) 23.2 6.8 

表3には年齢と測定値との関係について相関

係数で示している。身体活動量の指標では歩数，

運動量との聞に 1%水準で，総消費量および活

動強度との聞には 5%水準で有意な負の相関関

係が認められ，加齢による身体活動量の質量と

3 

もに低下が観察された。BARは加齢とともに減

少する傾向みられたが，有意な相関関係は認め

られなかった。体力値についてみると，握力，

垂直跳び，ステッピングが 1%水準で，タッピ

ングが 5%水準で、有意な負の相関関係が認めら

れた。

表3.年齢と測定値との相関関係

項目 相関係数

歩数 -0.468" 

運動 量

総消費量

活動強度

BMI  

BAR  

握 力

タッピング?

垂直眺び

ステッヒ。ング

全身反応時間

最大酸素摂取量

:pく0.05，:pく0.01

-0.487 

-0.339 

-0.340 

・0.023

-0.164 

-0.463 

-0.429 

-0.463 

-0.453 

0.079 

-0.217 

表4には身体活動の各指標と健康関連体力と

の関係を相関係数で示している。 BMIはいずれ

の指標とも有意な負の相関関係を示し，とくに

総消費量との関係が最も高かった(図1)。

BARは活動強度を除くすべての指標との聞に有

意な正の相関関係が認められた。 図2には総消

費量とBARとの関係を示している。ステッピン

グは歩数，運動量，総消費量と有意な正の相関

関係を示し，全身反応時間はすべての指標との

間に有意な正の相関関係が認められた。握力，

タッピング，垂直跳びおよび最大酸素摂取量は

すべての身体活動の指標と関係がみられなかっ

た。

4 考察

樋口らめは加速度計法により高齢者の日常の

身体活動量を測定し， 1日の総歩数，総消費量，

運動量および高強度の身体活動が若年者に比べ

円
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岡本進4 

表4.身体活動量の各指標と健康関連体力との関係

歩数※ O刊 8" 0.338 

運動量※ -0.546" 0.364念

総消費量※ ー0.863・ 0.377

活動強度x -0.551“ 0.104 

値は相関係数を示している。
年齢と有意な相関関係を示した変数民は年齢補正をしている。

:p<0.05， :p<O.Ol， :p<O.OOl 
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図2.総消費量と睡骨骨量面積率との関係図1.総消費量とBMIとの関係

力値に関しても，加齢変化が認められた。 60歳ていず、れも少ないことを報告している。本対象

以上の一般高齢者を対象としたこれまでの報告者の歩数の平均値 8，584歩は，平成 13年度国民

(70歳以上の男性: 10)によると，加齢に伴う顕著な低下を示す体力4，916歩)およ

と比較すると高

栄養調査 6)

要因は，神経機能(四肢および全身の敏捷性，

筋機能(握力，

(男性:5，753歩)

体力値では同年代の日本人

び樋口ら 3)

垂直跳び)および関平衡性)， また，値であった。

であることが指摘されている。節機能(体前屈)全身反垂直跳び，の標準値 8) と比較して握力，

垂直跳び，タッピング，本研究で用いた握力，これらのことか応時間において高値を示した。

ステッピングの 4項目はいずれも年齢と負の高ら，本研究の対象者は地域の福祉リーダーとし

い関係を示し，従来の報告を支持する結果であて健康や体力に関する意識が高い集団と推察さ

った。れた。著者は前報 7)において同じ老人大学生を

吉村 11)によると 10年間にわたり男女の骨密対象に身体活動量について報告しているが，今

腰椎の骨密度は女性が閉度追跡調査を実施し，回は卒業生が対象となっており平均年齢が 6歳

経後に大きく低下するのに比べて男性ではほと高齢となっている。歩数では 866歩 (91%)

さらに，

の低下は骨密度変化に

んど低下しないことを報告している。

日常生活活動度 (ADU

ハUn同d1L
 

総消費量では

1.5kcal!kg (96%)加齢に伴い減少していた。体

運動量では 0.91kcal!kg (80%) ， 



活動的な高年者における身体活動量と腫骨強度との関係

影響を及ぼしていることを明らかにしている。

梶田ら 5)は骨密度を目的変数として年齢，体重，

体力指標，身体活動度，ライフスタイル要因を

説明変数とした重回帰分析では，年齢，閉経が

骨密度を減少させる方向に働き，握力，体重，

運動習慣が骨密度を上昇させる方向に働いてい

たと報告している。したがって，加齢に伴う身

体活動量の低下は，骨組緊症の発症や骨量の減

少を加速させると推察される。老化にともなう

骨強度の低下現象は，適度な身体活動によりあ

る程度抑制できることが期待される。しかし，

運動量が十分に確保されていても運動強度が低

いと低下は抑制できない 2)。加速度計法は歩数

だけでなく運動強度の要素を取り入れた身体活

動量の評価が可能であることからこれを採用し

た。

スポーツ種目の違いが骨梁面積率に与える影

響について調査した辻らめの報告によると，最

も高い種目は男性においてはサッカー

(36.7:!:2.5 %)であり，女性ではバスケットボー

ル (39.9:!:3.5%)であった。水泳は男女とも最も

低く，男性 31.7:!:2.8%，女性 35.0:!:2.8%であっ

た。性差はみられるものの，骨密度の増加にと

って骨に対する衝撃や圧縮力などのメカニカル

ストレスは欠かせない])。本研究における男性

の骨梁面積率の平均値は 29.0%であり，年齢と

は有意な関係がみられなかった。この値は，辻

らゆ)の報告したスポーツ選手の対照群(男性

32.9:!:2.5%) に対して低値であった。

身体活動量の各指標および多くの体力値は年

齢と有意な相関関係が認められたことから，そ

の回帰係数をもとに 70歳値に補正して，身体活

動量と健康関連体力との関係にについて検討し

た。その結果，身体活動量の多い者ほど BMIが

低値となり， BAR，ステッピングおよび全身反

応時間の成績が有意に優れていた。とくに総消

費量は歩数や運動量よりも相関係数の値が高い

5 

傾向にあり， 1日の消費エネルギーの総量の影

響を色濃く反映していた。活動強度の指標とし

て 1000歩当たりの対体重運動量を採用したが，

BARとは関係が認められなかった。石黒ら 4)は

超音波法による音響的骨評価値 (Osteosono 

assessment index: OSI)を用いて高齢者の歩数と

の関係について検討している。 OSIは女性にお

いてのみ歩数との聞に有意な正の相関が認めら

れ，さらに歩数に体重を乗じた体重負荷指標を

求め，これとの関係についても検討し，歩数よ

り高い相関係数を得ている。本研究においても

体重負荷指標を求め， BARとの関係を調べたが，

わずかに相関係数 (r=0.245) は高くなったが有

意な相関関係を示すには至らなかった。ライフ

コーダーによる加速度計の強度 1は分速 50m以

下のゆっくりとした歩行があげられる。高齢者

では強度 2以上の身体活動は若年者に比べて少

なく 2. 3)標準偏差の値からみても歩数に比べて

低強度に集中していた可能性が推察された。こ

れらのことから，高齢男性における肥満，転倒，

骨粗露症に対する予防効果を高めるためには，

活動強度を高めることはもちろん 1日のエネル

ギー消費量の総量を増加させることが重要な要

因となることが示唆された。

5 総括

本研究では， 65"'78歳の活動的な高年男性 35

名を対象に，加速度計法により歩数，運動量，

総消費量および運動強度を測定した。これらの

身体活動量の指標と健康関連体力との関係につ

いて検討した。得られた成績を要約すると，以

下の通りであった。

1)対象者の身体活動量は，歩数では

8，584:!:4，237歩，運動量では 3.77:!:2.10kcal!kg，総

消費量では 30.1:!:4.0kcal!kgおよび 1，000歩当た

りの運動量(運動強度)は 0.427:!:0.048であり，

加齢に伴い活動量，活動強度ともに有意に減少

市-
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6 

していた。

2)体力値では，握力，垂直跳び，ステッピ

ング加齢に伴い有意に低下していた。

3)超音波法による撞骨骨梁面積率 (BAR)

は 29.0:t3.5%であり，年齢との聞には有意差は

認められなかった。

4)身体活動量の各指標は BMI， BAR. ステ

ッピングおよび全身反応時間との聞に有意な相

関関係が認められた。

5)活動強度は BARと有意な相関関係が認め

られなかった。

以上の結果から，高齢男性における肥満，

転倒，骨粗転症に対する予防効果を高めるため

には，活動強度に関係なく. 1日のエネルギー

消費量の総量を増加させることが重要な要因と

なることが示唆された。

貴重な骨年齢計の貸与をうけた日本歯科大学

星秋夫氏に謝意を表したい。なお，本稿は， 平

成 16年度滋賀県立大学特別研究費の交付を受け

た。ここに記して感謝する。
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中高年者の夏季ウォーキングイベン卜時における脱水と熱中症の危険性

The Danger of Dehydration and Heatstroke in the Walking Event of 

Middle-aged and Elderly Persons in the Summer 

寄本明

Akira YORIMOTO 

Abstract 

In this study， the danger of dehydration and heatstroke in a walking event in the 

summer was examined. Subjects were 64 males， 11 females， and the average age was 

62.3土7.8years old. The following were measured before and after 25km walking: body 

weight， blood pressure， heart rate， tympanic temperature， and fluid intake. WBGT in the 

walking event was 22.6
0

C mean value. Time of the 25km walking was 5 hours 45 minutes， 

and the number of steps were 36，570土2，741steps. The body mass loss by the walking was 

1.36土0.57kg，2.24土0.96%. This body mass loss rate increased with age. The fluid intake 

was 1，327土608g，and sweat loss was 2，621土740gin the walking. The tympanic temperature 

after walking was 38.02土0.60
0

C，and increased 0.99土0.6TCfrom before walking. In the 

walking of middle-aged and elderly persons in the summer， there is danger of dehydration and 

heatstroke， therefore enough water and salt intake is necessary 

手書 I=J 

ウォーキングは、健康の維持増進および生活

習慣病予防に効果的な運動であり、特に中高年

者にその愛好者が多い。 ウォーキング愛好者は

主主節に関係なく 、夏でも長距離のウォーキング

を実施している。 日本ウ ォーキング協会 6)によ

ると、年間に実施されるウォーキングイベント

は約 1500件にものぼる。このような夏季の運動

は身体活動による熱エネルギーの発生に加えて、

環境温度の影響によって、発汗量が増加するた

め脱水や体温上昇が起こりやすくなり、熱中症

の危険性が増大する。この熱中症は暑熱環境に

おける障害の総称であり、近年の地球温暖化と

ともに増加傾向にあるといわれている。この熱

中症の死亡率は 65歳以上の中高年者が高く 2)、

原因は発汗量および皮膚血流量の減少 3)、口渇

感の低下による飲水量の減少など、老化による

体温調節機能の低下にあると考えられている

7) 
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これまでに、我々は中高年者を対象とした比

較的短時間のウォーキングや日常生活でのウォ

ーキングの調査を行い、ウォーキング時の脱水

状況や体温調節について報告してきた l2.l3)。し

かし、長時間に及ぶ長距離ウォーキング時では、

脱水が進行し、さらに熱中症の危険性が高くな

ると考えられる。そこで本研究では、熱中症予

防の観点から、夏季におけるウォーキングイベ

ント参加者を対象に、中高年者の長距離ウォー

キング時の水分摂取状況と脱水状況について検

討した。

方 土品

対象者はウォーキングイベントの 25kmコース

の参加者で、理解と協力を得られた 75名(男 64

名、女 11名)である。平均年齢と標準偏差は

6.00 

寄本明

62. 3::!::7. 8歳であり、 60歳代が約半数 (45.3%)

であった。

測定項目は体重、血圧、 心拍数、鼓膜温であ

り、ウォーキングの前後に測定を実施したのま

た、ウォーキング中の飲水量は飲水ボ トルの重

量変化から求めた。環境温度は 10分毎に乾球温

度、湿球温度、黒球温度を測定し、WBGT(湿球黒

球温度)を求めた。発汗量は以下の式により算出

した。なお、 l回の排尿量は 150gとして計算し

た lQ)。

発汗量 (g)= (ウォーキング前の体重+飲

水量+食事量)-(ウォーキング後の体重+尿

量)

結果

ウォーキング中の WBGTは最高 24ι℃、最低

• y = 0.0351x + 0.0679 
r = 0.286， P < 0.05 • 

5.00 

示，、喝・、4 

JS h 24.0O 

♀宮 3.00I • 
同

同ES S • 
を。 2.00

匂

1.00 

0.00 

30 40 

• • 

• ..1・• 金• • • • • 
50 60 70 80 90 

Age (yeαr) 

• • e..・-••• • 

Figure 1. Relationship between age and body mass loss rate (% of initial body 

mass). 

-194-



中高年者の夏季ウォーキング時における脱水と熱中症の危険性

20. 9
0

Cで、平均で 22.6
u

Cであった。25kmの歩行

時間は 5時間 45分::1::46分とあり、平均歩行数は

36，570::1::2，741歩であった。

最高血圧はウォーキング前の 144.9mmHgから

ウォーキン後の 123.9mmHg，最低血圧は 81.5mmH 

gから 72.8mmHgといずれも低下し、心拍数は

75. 1拍/分から 103.6拍/分と上昇した。

体重はウォーキング前の 61.12::1::9. 40kgから

ウォーキング後の 59.76::1::9. 32kgと減少してい

た。25kmウォーキングにおけるは1， 359::1::575g 

であり、体重減少率(体重減少量/初期体重)は

2.24::1::0.96%であった。図1に年齢と体重減少率

の関係について示した。両者の間には、 5%水準

で有意な正の相関関係が認められ、年齢が上がる

とともに体重減少率は上昇した。図2に 25kmウ

No fluid int，αke 
2.7%(n=2) 

3 

ォーキング中の発汗量と飲水量を示した。ウォー

キング中の発汗量は 2，621::1::740g、飲水量は

1，327::1::608gであり、発汗量と飲水量から算出し

た水分補給率は 51.6%となった。なお、75名中

2名はウォーキング中に全く何も飲まなかった。

一方、ワォーキング中に摂取した飲料の種類は水、

お茶、スポーツドリンク、ジュース類、牛乳、ビ

ールなどであり、水またはお茶は全員が飲用して

いたが、スポーツドリンクを飲用した人は全体

75人中 14人(18.7%)であった。

鼓膜温は、ウォーキング前の 37.03::1::0. 50
0
Cか

らウォーキング後の 38.02::1::O. 60
u

Cと上昇して

おり、その上昇度は 0.99::1::0.67
G

Cであった。体

重減少率とウォーキング終了後の鼓膜温の関係

を図 3に示した。両者の聞には有意な関係、は認め

(g) 

3，500 

3.000 

2，500 

2.000 

1，500 

ハ
U
ハリハυ

--E且

500 

Rehvdration rate 
→ 51.6% 

ト一一一

ト一一
2.621 

ト一一一 ト一一

ト一一一 1.327 一
。
Sweat Zoss FZuid int，αke 

Figure 2. Total sweat loss and total fluid intake in the walking. 
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られなかったが、体重減少率が大きいほどウォー

キング後の鼓膜温が高い傾向にあった。

考 察

温熱環境の有効な指標として WBCTは使用され

ており 、今回の WBCTは22.6
0Cであり、熱中症に

対して注意を要するという温度で、あった。

25km ウォーキングにおける体重減少量は

1， 359 gであり、体重減少率は 2.24%であった。

また、年齢と体重減少率の関係は、両者の聞に

有意な相関関係が認められ、年齢とともに体重

減少率が上昇し、高齢者ほど、脱水状況が進行し

ていた。

一般に、体重の 3%以上の脱水を起こすと 、

運動能力の低下や体温調節機能の低下によって

熱中症の可能性が増大するため、 2%を超えない

ように水分 ・塩分の補給を行う必要があると言

われている ヘ 特に、中高年者や暑熱環境下の

39.5 
{司、

u 
E39.O 
L 
:::! 
‘-!:::l 
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h 
足、
三38.0
.陶a
::: 
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寄本明

運動に馴れていない人にとって、このようなウ

ォーキングにおいて熱中症の危険性が考えられ、

充分な注意が必要である。

25kmウォーキング中の発汗量は 2，621gであり 、

飲水量は 1，327gであった。両者の関係から水分

補給率は 51.6%となり、水分損失分の約半分の

補給状況であった。また、飲料の種類は全員が

水またはお茶を飲用していたが、スポーツドリ

ンクを飲用した人は 18.7%に過ぎなかった。多

量に発汗 した場合、発汗による塩分の損失を補

給する必要があり、水またはお茶だけによる補

給では、塩分の欠乏が危倶される。特に、体重

の 2'"'-'3%の脱水が起こっている時に塩分の補給

が行われないと、希釈性の飲水停止(自発的脱

水)が起こり体液の保持が困難になる。また、こ

のような多量発汗時に、塩分を含まない水分の

みの補給を行っていると、体内の電解質のバラ

ンスが崩れ、熱けいれんの危険性があると考え

3.00 4.00 5.00 6.00 

Figure 3. Relationship between body mass loss rate and tympanic temperature 

after walkine. 
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中高年者の夏季ウォーキング時における脱水と熱中症の危険性 5 

られる O さらに高齢者が脱水すると、体液バラ

ンスの回復が口渇感の低下や腎機能の低下に起

因し、若年成人より遅延すると報告されており

9)、より注意が必要となる。

一方、脱水回復に関わる水分補給率は、高温

環境下での運動時には自由に水分を摂取しでも、

40~60 % しか摂取できないということが報告さ

れている へ しかし、水分補給率は、水やジュ

ース類よりも塩分を含むスポーツドリンクの方

が高く 7. 12. 13)、適度な塩分を含有した飲料は、

飲水量を増やし 、脱水を抑制すると考えられ

るわ

ウォーキング後の鼓膜温は 38.02::!:: O. 60
0

Cで

あり、その上昇度は O.99::!::0. 67
u

Cであった。ま

た、鼓膜温が 2
UC以上上昇した者は7名見られた。

脱水は運動中の体内温を上昇させ、運動能力の

低下白 11)や熱中症の危険性が増加する 1) 体重の

1%の水分が減少すると、体内温には約 0.3
0C

の上昇が起こると言われており 1)、出来る限り

脱水を防ぐ必要がある ο 特に、中高年者は老化

によって体温調節機能が低下しているため、若

年成人よりも脱水の影響が強く出ることが考え

られる。

熱中症の予防には飲水が重要で、あり、飲水は

脱水からの回復を促し、運動能力の低下を抑制

させ、熱中症の危険性を減少させる。このよう

に夏季における中高年者の長距離ウォーキング

は、多量の発汗による水分および塩分の損失が

あるにも関わらず、充分な補給が成されていな

被験者は男64名、女11名であり、平均年齢は

62. 3::!::7. 8歳であ り、体重、 血圧、心拍数、鼓

膜温および飲水量は 25kmのウォーキングの前後

に測定された。ウォーキングイベント時の環境

温度 (WBGT)は平均値で 22.6''(であり、その最

高は 24.4
0

Cであった。

25kmウォーキングの所要時間は5時間 45分±

46分であり、その歩数は 36，570::!::2， 741歩であ

った。ウォーキングによる体重減少量は 1.36::!:: 

0.57kgであり、体重減少率では 2.24::!::0. 96%で

あった。この体重減少率は高齢者ほど大きくな

っていた。 ウォーキング時における飲水量は

1， 327::!::608 gであり 、発汗量は 2，621::!::740gあ

った c ウォーキング後の鼓膜温は 38.02::!:: 

0.60
U

Cであり、ウォーキング前より 0.99::!:: 

0.67
0

C上昇した。 ウォーキング中の飲料の種類

は、全員が水を飲んでおり、イオン飲料は 19%

であった。

以上の結果から、中高年者の夏のウォーキン

グでは水分摂取と塩分摂取が不足していると考

えられる。夏の長距離のウォーキングでは、脱

水による運動能力の低下および熱中症の危険性

があり 、充分な水分と塩分摂取が必要である。

本研究の要旨は、 The8th Asian Federation of 

Sports Medicine Congress 2005 Tokyoにおいて発

表した。
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21世紀の英語教育一音声学からの英語教育一

寺島麹子

Michiko TERA}IMA 

はじめに

言語には音声言語と文字言語があるのは周知のことである。日本の英語教育は従来、文字言語に重点を置

いてきたきらいがあるように思われる。その結果としてreadingや writingはnativespeakersと比して遜色

ないがspeakingやlisteningはどうも苦手という人々を輩出してきた。 それは環境のせいでもある。学校で

1日1時間、 1週間に4"'5時間英語の勉強をするだけで、しかも教室から一歩外に出たら英語を必要と

する環境にない日本において語学の習得は非常に難しい。 例えばアメリカのような人種のるつぼにあって

は街中でさまざまな言語が人々と一緒に行きかうから、 他言語との接触は容易である。

さらに、世界にはさまざまな民族がそれぞれのアクセントをつけて話す英語の異形体が氾濫するのだか

ら必ずしも容認標準英語 (ReceivedStandard English)、あるいは一般アメ リカ英語 (GeneralArnerican) 

で話すことはないという考え方が一方にある。日本の英語教育もこの理論に従って、音声教育には力を注

いで、こなかった。元兵庫県立大学教授末延本生氏が主張するカタカナ英語もその例といえよう (2005年 6

月、朝日新聞)。

長い間英語教育に携わってきて、いつも突き当たるのは学生たちの発音の問題である。nativespeakers 

に吹き込まれたテーフ。を使つての授業展開であるのだが、彼らが聞き取れない音は、いつも彼らが発音で

きない音なのである。「発音できない音は聞けない」、「聞けない音は発音できない」ということになる。 こ

の発音の問題が解決されない限りは日本人の英語習得は克服できないのではないかと思えてくる。

そこで、長年の懸案で、あったRealArnerican Englishの習得と発音矯正という分野に足を踏み入れること

にする。本報告はいずれも米国ロスアンゼルスにある日本人向けに開発された HummingbirdSchoolと

Savant Schoolという 2校の発音矯正方式の要旨を示すとともに、筆者自身が長年にわたって研究従事して

きた史的音韻論、英語音声学を加味して考察した英語教育方法の試案である。

l 日本人の英語

日本語は l語 l音の音形態からなる言語であるから、 例えば「窓Jは[mado]、「友だち」は[tomodachiJ

となる。子音と母音は対で、子音がきたら次に母音がくる。子音母音子音母音という音形態で、子音対母

音の現れる確立は1: 1である。従って日本人がfriend[frendJを発音すると[白r巴ndoJとなってしまう。英

語にしばしば起こる 3子音結合の場合はさらに顕著で、 script[scriptJを日本人が発音すると[sukuriputoJと
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なってしまうという具合である。

アクセントはどうかといえば、個々の音については、例えば、あめ(雨)、あめ(飴)のような高低によ

るアクセントのちがいはあるが、そのちがいは文章の中においてはたいがいの場合想像はつく。例えば、 「昨

日はあめが降った」といえば、アクセントがちがっていて 「昨日はあめが降った」と言っているのだろう

と想像できる。ところが英語の場合は(J)、 (2)のようにアクセントの位置によっτ意味が異なる。

(1) a French teacher = a teacher of French (名詞+名調)

(2) a French teacher = a teacher who is French (形容詞+名詞)

さらにイントネーションはどうかといえば、日本語は概して平坦調であるが、英語は音調核の置かれる

部分によって次のように意味が変わる。

(3) That's not the bag 1 gave you. (It was another bagJ 

(4) That's not the bag 1 gave you. CBut you seem to think it isJ 

(5) That's not the bag 1 gave you. CIt's the one somebody else gave you.) 

(6) That's not the bag 1 gave you. CI only lent you that oneJ 

(7) That's not the bag 1 gave you. CI gave it to somebody elseJ 

以上のように、日本語と英語では発音(その結果として音質)、リズム、イントネーションが異なるため、

それをどのように克服するかが大きな課題になる。日本人が外国に出て、英語が通じないのは、たいてい

の場合発音の問題であるということに気づいて、この点の教育に力を注がない限りはいくら英語教育の

how toを声高に唱えたところで解決しない。特に最近は小学校で英語教育が導入され始めているから、ま

だ口の筋肉や舌の動きが柔らかく、さらに音を聞き分ける能力の豊かな時代に、しっかりと英語に必要な

ものを鍛えて、 NaturalAmerican Englishを習得できるように教育したいと願う。なぜなら言語習得は個人

差はあるもののだいたい 8歳頃までで、それは絶対音感が習得される時期と同じ頃である(柳津桂子 2004)

といわれているからである。

2 Pronunciation Methods in American English 

言語を習得するにはサウンド習得が一番大切であるということ、そして英語の発音には口と舌が重要な

働きをしているということでは両校とも一致している。しかしその訓練の仕方や Methodにはそれぞれ特

徴がある。それぞれの特徴を見てみよう。

2.1 Hummingbird Method 

Humrningbird Methodは①口の動かし方や形、②舌の動かし方や位置、そして③後舌位置の高低によっ

て作られる音の高さ、に注目し、それを日本語と比較することによって、日本語が持ち合わせていない音

が発音される時の口の形、舌の動きを研究し訓練方法を確立している。この Methodは 16歳でアメリカに

渡った日本人が開発したものである。
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2.1.1 Mouth Shapes 

Hummingbirdの口の形はつぎの 8種類に分けられる。表記文字はHummingbirdMethodによる。分か

りやすいように私たちが慣れ親しんでいる国際音標文字 OnternationalPhoneticAlphabet)も表記する。

(1) Open: 語[a:J， o [aJ 

舌とあごを完全に下におろし、口を縦に開ける。大きなあくびをしたときの感じで口は指の約 2本分

開ける。

(2) Triangle: e， E [i:J， a， N， L，工D

口を横いっぱいに引っ張った状態の逆三角形で、指2本分縦に開ける。

(3) Base: ~， i， th [eJ， h， k， g 

基本の形でポカーンとした時の口の形。縦に指 l本分開く。口元のどこにも力が入らずリラックスし

ている状態。

(4) Pucker: ch [tSJ ， j [d3J ， sh [fJ ， zh [3J ， u [uJ ， ~r 

口を前に突き出す。上層は上に、下唇は下にめくれるくらいに突き出し、縦長の長方形のような形に

する。歯と歯の聞を少し開ける。

(5) O-shape: w[wa]， 0 [OUJ， U [yu:J 

口笛を吹くような感じで、歯と歯の聞は指 l本分開ける。

(6) Lips-in: P [puJ， B [bi:J， M [emJ 

両方の唇を上下の歯の中に巻き込む。口の中は指 l本開いている。唇の輪郭が見えなくなるくらいが

正確。

(7) Bottom-Lip-in: F [efJ ， V [vi:J 

下の唇を噛み締めないこと。上前歯が下唇の内側に息が吹き出るくらい軽くタッチしている。

(8) Closed: C [si:J， S [esJ， Z [zi:J 

上下の前歯をそろえて重ねる。歯がかみ合うのはこの音だけ。

2.1.2 Tongue Positions 

舌の位置も口の形同様つぎの8種類に分けられる。

(1) O-location: 詰[a:J，o [aJ ， ~， u [uJ， 0 [ouJ 

舌はいつもOロケーションにあることが基本である。あごを少し前に出すようにする。舌の下に空間

を作らないようにし、舌の力を抜いて「スプーンの形Jにする。spoon-shapeとは舌を 「スプーンの

形」にすることで、このようにすることで、口の中には空間ができ、のどの奥まで道ができ音が出や

すくなる。舌は使い終わったらいつも‘ 0'に戻す。この習慣をつけることが大切である。

(2) C-location: a， e， i， U [yu:J ， C [si:J， S [esJ ， X， Z 

舌先は下歯の歯茎につける。舌先を歯茎に付けたまま舌は平らにする。
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(3) E-location: A， E [i:J ， sh [fJ ， zh [3J 

舌の両側は上歯茎のそれぞれ前から 4~5番目の歯あたりにつけ、舌先は (2) の C-location が原則。 由、

[3Jは例外でE-locationのみ。

(4) T-D-N-location: T， D， N， j [d3J， ch [tJJ 

舌は上歯茎に置き、発音は舌先から少し後ろよりを使い、硬口蓋で音を出す。

(5) L-location: a11 sound of L 

舌先は上歯の付け根につけて出す音である。舌はspoon-shapeのまま舌先を上歯の付け根につける。

(6) K-location: k， g， ng， nk， X [eksJ 

舌先はC-location。舌の後ろは上がり、軟口蓋を打って音を出す。

(7) Th-location: voiced， unvoiced th 

舌先を上の前歯に巻きつけて vibrationを出す。その後、舌は O-locationに落とす。上からすべり落

とす感じで奥に引かないこと。

(8) R-location: a11 sounds of R 

舌の両側を上の両奥歯とその歯茎にそれぞれつけ、舌先はどこにも付けない。この位置に舌の両側を

しっかり付けて固定し、そこから舌を動かさないようにする。

2.1.3 音の高さ

舌の後部CBackTongue)の位置の高さが音の高さと深く関係する。下の位置は(j)のO-positionが一番低

く、 1-position、2-positionの順になる。

(1) O-position: a [a:J ， o [aJ ， u [uJ ， g 

舌は緊張のない力を抜いた状態にする。舌のO-location(2.1.2)の状態と同じ。

(2) 1-position: e， U [yu:J 

舌は平らな(f1at)な状態にする。

(3) 2-position: E U:J， i， a 

後舌が上がる。従って、音の高さは3つのpositionのうち一番高い。ただし、 shortiは例外で、後舌

部分は高く、 2-positionにあるが音は低くなる。

2.2 Savant Method 

20年近く日本人を対象に英語を教えているアメリカ人が英語と日本語を比較し、どこがどのようにちが

い、どのような練習をすると日本語のくせを直せるかを研究し、確立した Methodである。彼が確立した

Methodによると日本人が英語を習得するためには7つの秘訣があるという。それらは①BreatheDeepl y， 

②Stretch YO町 Words，③BlendYour Words，④Use Your Nose，⑤Raise Your Lip，⑤fhe 4 Lip Positions， 

⑦Increase Your Speedである。それぞれの解説を見てみよう。
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( 1) Breathe Deeply 

日本語はのどの辺りで息つぎをし、英語は肺の辺りで息つぎをする。この呼吸法が日本語と英語を話す

ときの大きなちがいと言えよう。英語を話すときは大きく息を吸い、肺の中に入った空気を全て出し切る

まで、音を切ったり、途中で止めたりしない。NativeSpeakersは英語を話し始めるとき、日本人より深く息

を吸い、肺いっぱいに空気をため、話し終わるときには肺の中の空気をほとんど出し切る。そして、空気

の出し方を調節しながら話すスピードやリズムをコントロールする。いっぽう、日本語を話すときは呼吸

を意識しない。初めに息を大きく吸わない代わりに文の途中で何度も必要なだけ息つぎをする。

( 2) Stretch Your Words 

Native Speakersの英語と日本語靴りの英語の大きなちがいの 1つは、単語が持つ音の長さのちがいであ

る。日本人は英語をカタカナで表し、そのため日本人が英語を話すと、カタカナのように短く途切れた音

になりがちである。例えば、‘fish'は日本人が発音する‘フィッシュ'より 70%長く発音され、‘FISHSSS'

と聞こえる。語尾を自然に引き伸ばすコツは、(1)で述べた正しい呼吸法による。肺から完全に息を吐き

出すことにより自然に音を引き伸ばし、徐々に音を消すことが出来る。

( 3) Blend Your Words 

単語の語尾の音とつぎにくる単語の最初の音をつなぐこと。

日本語はプツンプツンととぎれた短い音で発音されるが、英語は単語と単語の問をあけないので、音が

流れるように聞こえる。上手に単語を Blendするコツは(1)で述べた呼吸法を正しくすることである。大

きく息を吸い、音を引き伸ばし、つぎの単語をBlendする。

(4) Use Your Nose 

舌の後方部分を上の奥歯につけて出す、鼻にかかった音(NasalSound)。

英語にはNasalSoundを使って発音されることばがたくさんある。日本語ではナ行とマ行の入ったこと

ば以外ではあまり使われない。従って、舌はほとんど平らな状態のままである。いっぽう、英語を話すと

きは、舌の後ろが上がり奥歯に付く位上がった状態がよくある。こうすると口から空気が抜ける道が狭く

なり、その分鼻の方へ空気を押し出すことになる。

しかし NasalSoundが上手く出せるだけでは不十分で、舌の後ろを上げ下げしながら、鼻を使う音と全

く使わない音との組み合わせを上手に調節しなければならない。これを「流れる空気の調整J(Air 

Regulation)と呼び、 鼻と口の聞の音がスムースに流れるようにする。

( 5) Raise Your Lip 

高ピッチCHighPitch Sound)の音を出すために上唇を上げること。

英語と日本語のもう 1つのちがいは、言語の持つ音の周波数である。 日本語の平均周波数は 1500Hz、

英語は 3∞OHzと推定されている。日本語の周波数のままで英語を話せば、音は単調で低く聞き取りにく
いものになってしまう。それではどのような話し方をすれば高ピッチの音が出せるのか。上唇を上げるこ

とによってこの音が出るのである。特にHighPitch Soundで発音しなければならない音はS，C，F，Vであ

る。唇が下がった状態でこれらを発音すると、口に手をあてて話しているようで聞きづらい。
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( 6 ) The 4 Lip Positions 

4つのLipPositionに焦点をあてて、正しい唇の形を作る。

Position 1: 唇を横に引っ張り、平べったい形にする ACDEGHIKLNSTXの音。

Position 2: 下唇に上歯を軽くあてて振動させる。英語特有の振動音(YibrationSound)。

F J Y ZTh 

Position 3: 唇をつぼめる。 OQRUWY

Position 4: 平べったい形のまま、上下唇を重ねた形。 BMP

( 7 ) Increase Your Speed 

唇と舌を動かし、 NaturalSpeedで話す。

6 

Native Speakersが日本で話すときは、 l分間に 90語の速度で話すが、実際のアメリカ人同士の英語は普

通1分間に約 190語、つまり 2倍の速さで話す。 SOUNDWAVEではこれを‘NaturalSpeed'と呼んでい

る。この速度で話すためには、ことばとことばを Blendしなければ不可能である。日本で話される英語と

比べNaturalSpeedの英語は別言語と思えるほと、違って聞こえる。アメリカの実社会でコミュニケーション

を取るためには日本で、習った遅い速度の英語は通じない、役に立たない。 NaturalSpeedの英語を目指すよ

う指導しなければならない。

おわりに

日本人がアメリカに行って英語が通じないのは英語が出来ないからではない。中学、高校と6年間英語

を学んでいる日本人は基礎的な英語力はある。問題は発音である。自分はアメリカ人と同じように発音し

ているのにどうして通じないのかと思っているが、実は全く異なる音になっている。そのことにまず気付

き、日本語と英語では周波数も音調も違うのだということを認識することから始めなければならない。こ

のことを今回の研修で嫌というほど知ることになった。

英語を習得するには、ことばを構成する 1つひとつの音の訓練が大切である。舌や唇の動かし方や位置、

筋肉のレーニングがいる。特に英語固有の音である、①YibrationSound、②HighPitch Sound、③Blended

Sound、④NasalSoundは鍛錬が必要である。これをしなければ、百閣のThはSatに、ZipperのZはSipper、

YoiceのVはBoysに聞こえるという。

Hummingbirdの訓練は個々の音を習得するための初期の段階で有効で、口の筋肉や舌の動かし方の矯正

に効果がある。初心者が学習するには口や舌の動かし方が分かりやすい。しかし、この訓練だけをしてい

ると口を大きく動かしすぎて、 NaturalSpeedに進むのがむずかしいからこの訓練は初期の段階に限る。

Savantの訓練はNaturalSpeedを目指しているため、口や舌の動かし方が小さく、初心者には分かりにく

い。従って、まず、 Hummingbirdの訓練法を習得した学習者がSavantMethodに進むのがよい。

ことばの習得は多少の個人差はあるものの 8歳ごろといわれている。その境界線はわずかに越えている

ものの習得範囲にある中学l年生で英語を始める場合、SavantMethodによってNaturalSpeedを目指せる。

生徒たちの口や舌はまだ柔らかいから口や舌の動きのはっきりわかるビデオを駆使すればNativeSpeakers 

-206一



7 寺島組子

の真似ができる。このとき問題なのは生徒を指導する英語教師である。日本語発音に固まってしまったか

れらの口や舌を柔らかくする発音矯正が急務である。彼らにはHumrningbirdMethodが有効である。この

方法で十分トレーニングすれば、かなりの効果がある。先生自らが正しい発音が出来なければ、生徒たち

に伝えることは出来ない。英語教師の発音矯正なくしては通じる英語の道は遠いと実感した研修の日々で

あった。

最後に平成17年度長期在外研修費を付与くだされた滋賀県立大学に感謝の意を表して研修報告の結びと

する。
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ドイツ語の授業と環境教育

吉村淳一

1 .はじめに

平成 16年度、平成 17年度海外先進教育研究実践支援プログラムの助成を受けて、平成17年2月1日

から 4月31日までの3ヶ月間、「環境教育と外国語教育の統合」というテーマでドイツの環境教育、環境

政策、交通教育、市民運動等について調査してきた。

2ヶ月間はフライブルクを拠点に活動し、 1ヶ月間はハンブルクを拠点に近隣のノルトライン・ウ会エスト

ファーレン州やニーダーザクセン州にも足を延ばした。調査報告に入る前に、助成金を申請した経緯につ

いて触れておきたいと思う。

申請当時本学の学長で=あった西川幸治前学長から環境関係のことで平成 16年度の海外先進教育研究実

践支援プログラムに申請してみてはどうかという打診があった。正直なところ、申請前には「環境保全j、

「環境政策」、「環境教育Jというような「環境」を接頭語にもつ合成語で表せるようなことがらについて

は十分な知識もなく、また突然なことであったので、どのようなアプローチをしたらいいものか困惑した。

私の専門はドイツ語学であり、また本学での担当科目も第二外国語としてのドイツ語(ドイツ語1， II， 

田)のみであったので、 「環境」をキーワードにして果たして自分に何ができるのか、またどのような分野

に貢献できるのかという不安があった。これまでに環境科学を専門に研究してきたわけではないので、工

学的にも、生態学的にもアフローチすることは難しく、理系的なアブローチではなく文系的なアプローチ

をしなければ、研究や教育の分野での貢献はできないことは始めから理解していた。申請をする以上、あ

る程度の結果を出せるものでなければならないし、本学のドイツ語専任教員が私一人だけであることから

出張する期間も慎重に検討しなければならず、研修計画は無理がなく実現可能なものにしなければならな

かった。

本学には「環境問題Jやその対策について関心をもっ学生が多く、エコ・キャンパス・プ口ジ、エクト等

に積極的に参加し、活発に活動する学生も少なくない。学期の始めにドイツ語の授業でアンケートをする

と多くの学生がドイツの環境政策について関心をもっているというデータが得られる。そのような学生の

関心を応えるためには、十分な知識が必要であるし、何よりもインターネットや本から得られた知識だけ

ではなく、現地での実情を自分の目で確かめておく必要があると思い、「環境教育と外国語教育の統合」と

いうテーマを設定し、助成金の申請をすることに決めた。本学のドイツ語の授業は週に 1コマ分しかない

上に、選択必修科目であるために、 ドイツ語の文法や読解練習だけでは、学生の学習意欲を高めることが
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難しい。これまでも会話の練習(グループ学習)や実物教材を豊富に使った文化紹介などを導入すること

によって、学生が少しでもドイツ文化やドイツ語に関心を抱くように工夫をしてきたが、環境教育も一つ

の柱として立ててみれば、学生の学習意欲をより高めることができるばかりではなく、専門科目との連携

ができるのではないかと考えた。これはまったくの素人考えであったが、 ドイツの環境政策等に関心をも

っ学生に的確な情報を提供するためには、また現地の状況を自分の目で見たいという学生をサポートする

ためには何よりも私自身がその準備しておくことが必要であるといえる。

申請するにあたって事前に多くの文献や映像資料等を集め、インターネットで情報を収集した。またそ

れらの資料に目を通した上で他の研究者と面談し、調査をどのように進めていくかを具体化していった。

ゼロからの出発であったので、現地で得られる情報はすべてが新鮮であった。取材を通じて多くの人と知

り合うことができ、その人たちとのコミュニケーションを通じて多くのことを学ぶことができた。

2.調査方法

平成16年度の補助事業では環境教育、環境政策、再生可能エネルギー、工コ建築、ゴミ分別・回収の

システム、交通システム、住民運動などのテーマを中心に、また平成17年度の補助事業では前年度に引き

続き環境教育、ボランティア制度、自然保護、大気保全、水質保全なと、のテーマを中心に文献、音声、写

真、映像資料、実物教材等を収集し、施設見学や取材をすることによって調査を行った。平成17年度の補

助事業ではとりわけ若者のためのボランティア制度や環境教育施設での取り組みを調査することに重点を

置いた。施設見学に関してはすべてドイツ語の案内つきである。

具体的な調査内容をテーマごとにまとめると以下の通りである。

く環境教育>

①フライブルク・エコステーション (OkostationFreiburg)での資料収集、見学、取材、ビデオ・写真撮

影などをし、学童向けの課外授業を参観した。②商業高校のマックス・ウ守エーパ一校を訪問し、カイザー

校長と対談後、学校内を案内してもらった。 ③ハンブルク環境センター(HamburgerUmweltzentrum)での

資料収集、見学、取材、ビデオ・写真撮影を行った。④ハンブルクの学校生物・環境教育センター(Zentrum

白rSchulbiologie und Umwelterziehung=ZSU)を見学し(テーマは動物)、資料収集、ビデオ・写真撮影

を行った。⑤学校生物・環境教育センター (ZSU)の外部機関の一つである 「緑の学校 (Gri.ineSchule) J 

の授業(高校生向けの授業でテーマは植物)を見学させてもらった。⑥教師のための環境教育に関する研

修や野鳥及び、海辺の生物の保護活動を行っているヨルトザント協会 (YereinJordsand)の施設を見学した。

⑦ハノーファ一学校生物センター(SchulbiologiezentrumHannover)を見学し、センターの責任者であるト

ーマイア一氏(KlausThomaier)と対談した。小学校高学年向けの課外授業を参観し、写真及びビデオの

撮影をした。⑧リューネブルク大学環境コミュニケーション研究所の研究者アドムセント氏 (Maik

n
U
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Adomsent) とリークマン氏 CMarcoRieckmann)と対談し、大学の講義内容等のさまざまな情報を得た。

くボランティア制度>

シュレースヴ、イ ヒ・ホル、ンュタイン州の「自発的環境活動の年JCFOJ)の事務所を訪問し、責任者であ

るグース氏 CHinrichGoos) と対談した Chttp://www.oeko-jahr.de)0 1 

く再生可能エネルギー>

①フライブルクやレーラッハにおいて光起電装置 CFotovoltaik)、太陽熱集熱器 CSonnenkollektor)の生

産工場を見学した。②パーリンゲンにて太陽光、水力、バイオガスによる発電でゼロ ・エミ ッションを実

現している浄水施設 CKlaranlage)を見学した。③バイオマス CHolzpellets)についての講演会に聴衆とし

て参加した。バイオマス発電の設備を見学した。④シュトゥットガルト大学エネルギー経済・エネルギー

応用研究所のエルトローフ博士 CLudgerEltrop)を訪問しバイオマス関係の資料を収集した。⑤地熱発電

をテーマとした CDUCキリスト教民主党)主催の政治フォーラムに聴衆として参加した。

く工コ建築>

①フライブルクにてソーラー住宅 CVauban地区や Solarsiedlung，Heliotrop等)を見学した。②ザンク

ト・ベーターにて断熱材 CD詰mmsto百)の生産工場を見学した。 2

くゴミ分別 ・回収のシステム>

フライブルク市環境保全局 CUmweltschutzamtStadt Freiburg)を訪問し、資料を収集した。

く交通システム及び交通教育>

①フライブルク交通センターを訪問し取材した。特に交通教育について資料を提供してもらった。②カ

ーシェアリング、市内交通、交通規制についての資料を収集した。

く住民運動>

①ヴアイスウゃアイル市(フライブルク近郊のエメンデインゲン郡)主催の原子力発電建設予定地占領30

周年記念行事に参加した。②'Agenda21 Aktions-Bibliothek C環境政策や住民運動関係の資料を取りそろえ

た図書館)にてレーザー博士 (GeorgLおer)と対談し、 資料も収集した。

「自発的環境活動の年 (FOJ Freiwilliges Okologisches Jahr) Jは青年向けのボランティア制度で、 「自発的社会

活動の年J(FSJ = Freiwillges Soziales Jahr)の制度のバリエーションとして導入された。 2002年より 10ヶ月以上の
期間の兵役代替役務 (Zivildienst)の替わりに 12ヶ月以上の期間の FSJかFOJを選択することが可能になった

(http://www.foej.de/)。兵役や兵役代替役務などと異なり女性も FSJやFOJのボランティア制度を利用することがで
きる。
2 エコ建築には、①ソーラーパネル、太陽熱集熱器、コジェネレーションの装置等の利用、②換気装置、③断熱材など

が必要となるが、ミオテeユールという断熱材を生産している小さな工場を見学させてもらった(http://www.miodul.de)。
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く大気 ・水質保全>

ハンブルクの衛生 ・環境研究所(ハンブルクの大気や水質に関する情報を収集し、情報を絶えず発信し

ている研究所)を見学した。

く環境保全一般>

ハンブルク州の環境情報センターで各分野の資料を収集した。

2. 1.フライブルク滞在期間

フライブルクは初めて訪れる町であったので、最初のうちは、知り合いもおらず、テクノロジーや動・

植物学的な知識など基礎知識や周辺知識を得るだけで終わっていた。しかし調査の目的はあくまでもドイ

ツ語の授業の中に環境教育の要素を組み入れることだ、ったので、現地に住む人の考え方や生き方を学生に

紹介できるように、循環型社会の実現や持続可能な発展のために働く人たちと直接会って話を聞く機会を

増やしていった。訪れた施設で情報を得たことを手がかりに、別の施設を訪ねたり、人を紹介してもらっ

たりもした。また、その際に日本語で手に入れられる情報は必要最低限にとどめて、できるだけドイツ語

で情報を手に入れるように心掛けた。3というのもフライブルクはドイツの環境教育や環境政策を学ぶため

に多くの日本人が訪れるため、日本語で情報を得ょうとすると、決められた視点からしか現地の情報を得

られない仕組みになっているからである。もちろん、正確に理解するためには通訳者の力を借りることや、

日本語で得られる情報は非常に貴重である。しかし、この研修ではドイツ語の会話運用能力を引き上げる

ことも目的のーっとしていたし、日本語や英語で現地の情報を得るのであれば、 ドイツ語の教員である私

が現地に出張するのは無意味といえる。そのため、多くのことを理解するのにドイツ語で専門用語を学ば

ねばならず必要以上に時間を要し、多少遠回りにはなったが、芋蔓式に情報を得られ、また多くの人を紹

介してもらえる結果となった。

2.2.ハンブルク滞在期間

ドイツは国政レベルの環境政策と州レベルの環境政策をもち、学習指導要領 CLe防plan)も各 16州が出

しているので、環境教育に関する記述も州によって若干異なる。特に再生可能エネルギー Cemeuerbare

Energie)に関しては、自然環境の違いによって、条件が異なってくるので、北ドイツのほうでは北海

CNordsee)やバルト海 COstsee)沿岸のウインドパークなど風力発電のほうが主流になるし、フライブル

ク周辺の地域など日照時間を多く得られるところでは太陽光発電が効果を上げている。南ドイツにはシュ

ヴァルツウ守アルト(黒い森)があり、製材所から得られる木屑やおがくずを利用したバイオマスの研究も

進み、大なり小なり地域によって重点は異なる。そのため、フライブルク滞在では南ドイツの環境教育や

3 後で内容が確認できるように許可が得られた場合に限ってICレコーダーで会話を録音させてもらうようにした。
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環境政策の動向をつかむことを目的にしていたのに対して、ハンブルク滞在ではそこを拠点にハンブルク

州 CHamburg)、ニーダーザクセン州 CNiedersachsen )、メックレンブルク・フォアポンメルン州

CM巴ck1enburg-Vorpommem)、シュレースヴ、ィヒ ・ホルシュタイン州 CSchleswig-Holstein)などの北ド

イツの環境教育や環境政策の動向をつかむことを目的とした。ハンブルク市の取り組みというよりはむし

ろ、 ドイツにおける取り組みの多様性について調査を進める形となった。ただし、この計画は短期間では

とうてい達成できるものではなく、単なる予備調査程度のことしかできず、フライブルクにしても、ハン

ブルクにしても一つの町のことを知るだけでも相当な時間がかかるため、最初に予定していたことは大幅

に変更されなければならなかった。欲を言えば、 16州すべての環境政策や環境教育について比較対照をし

たかったが、今回は断念し、日本で十分な事前調査をして出直すことにした。

本報告では、主として住民運動、環境教育、ボランティア制度の3点を取り上げたいと思う。

3.調査報告

フライブルクは人口 21万人の都市であり、都市の規模がそれほど大きくないことから市民、行政、企業、

教育・研究機関、交通機関等の連携が取りやすく、地域の特性を活かして環境保全のためのネットワーク

を非常に効果的に構築している。すなわち循環型社会の実現や持続可能な発展をめさやしているモデ、ル都市

の一つに数え上げられる。補助事業に係る調査においてはフライブルクだけではなく、その周辺地域及び

南ドイツ(特にパーデン ・ヴュルテンベルク州)の再生可能エネルギー(太陽光発電、風力発電、小規模

水力発電、バイオマス利用等)を中心としたエネルギー政策、ゴミ分別 ・回収のシステム、地域に根ざし

た安全で環境に配慮した交通システム、持続可能な発展をめざしたエコツーリズム、エコ建築、町づくり、

自然農法、園芸、環境教育、住民運動に関する貴重な資料が多く得られた。

まず、フライブルク市環境保全局を訪れて、フライブルクの環境政策についての資料をもらった。さら

に必要な資料があれば、日本にも無料で送付してくれるとのことだ、った。またフライブルク市環境保全局

の出先機関SolarRegioFreiburg-lにも行ってみるように薦められたので、早速SolarRegioFreiburgを訪れ

てみるとフライブルクのエネルギー政策についての情報を提供してくれて、ここで得られた情報をもとに

再生可能エネルギーについての調査活動をすることになった。5ただし、個人で各施設を回ることは非常に

難しく 、通常取材に応じてくれることはないとのことだった。しかし、ここであきらめるわけにはいかな

かったので、別の可能性について尋ねてみると、そのような施設の見学会をコーディネートしている二つ

の事務所があるという回答を得た。フライブルク ・フトゥーア CFreiburgFutour) 6の事務所と日本人の窓

4 環境政策のインフォメーションカウンターで、学校や企業などから講演の依頼があれば、それに応じてフライブルク

の環境政策に関して説明してくれる。
5 特にSolarRegionFreiburgで得られた資料の中で最も役に立ったのは、再生可能エネルギー関係の施設や研究所の
分布地図やフライブルク市内の主なソーラー建築を紹介した小冊子(円Solartourenin Freiburg“)であった。
6 フライブルク市の認可を得て英語、ドイツ語、フランス語で環境セミナーやガイドっき市内観光等をコーディネート

n
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口となっている前田成子氏7の事務所とである。

そしてこの調査旅行はフライブルク・フトゥーアCFreiburgFutour)のハルトヴィック氏CJurgenHartwig) 

とイノウ寺エーション ・ト ゥアーズCinnovationtours e. VJ 8のシュヴアンダ一氏 CHans-JorgSchwander) 

との出会いで大きな転換点を迎える。彼らは本来、学校や企業などの研修グループを対象に再生可能エネ

ルギ一関係の施設見学の案内役を務めるのであるが、彼らの話によると私のように一人で施設を見学した

いという事例は大変珍しいとのことだ、った。最初は他の団体客に便乗させてもらう形で、見学ツアーや環

境セミナーに参加させてもらった。しかし、何度か顔を合わせているうちに、信頼を得ることができ、企

業聞の会議などにも同席させてもらうことになった。環境セミナーではフライブルクのマックス・ウェー

パー商科高校のカイザー校長と知り合いになり、学校を案内してもらう機会を得ることもできたし、イノ

ヴェーション ・ト ゥアーズのシュルツ氏 CErhardSchulz) 9の厚意により、原子力発電所建設反対運動の記

念行事に参加させてもらうこととなった。フライブルクの環境政策の歴史にとって原子力発電所建設反対

運動は非常に大きな役割を果たしているので、この記念行事について報告したいと思う。

3. 1.住民運動

2005年2月25日(金)"'27日(日)に「ヴュールにおける原発建設予定地占拠J30周年記念行事が

エメンディンゲ、ン郡ウ寺アイスヴァイルCWeisweiD市の主催で行われた。1975年2月23日、ヴュールCWyhD

の原子力発電所建設予定地に建設を反対する 28∞o人ものデモ参加者が殺到し、パーデン ・ヴ、ュルテンベ
ルク州の警察官はどうすることもできなくなってやむなく送り返されるはめとなった。 10この日がヴュール

の反対運動が勝利した記念すべき日となったのである。このデモに参加した人たちが「非暴力 Ckeine

Gewalt) Jをモットーに再生可能エネルギーを利用したエネルギー政策や環境に配慮した交通システムを導

入することによって、環境政策を展開してきた。 11工業地帯の拡大に伴って、 エネルギーの供給量を確保す

るために原発建設が予定されたが、ライン川上流域はバーデン ・ワインの産地として有名であり、工場排

水によって河川が汚染されることや、原発の冷却装置によって川の水温が高くなり、それによって水蒸気

が発生し上質な葡萄が生産できなくなることに危機感を抱いた葡萄農家と環境保護運動家が先頭を切って

建設運動に反対した。良質で安全なワインを作り続けるための深刻な闘いで、あった。また力イザーシュト

ウールがあるためにこの付近は地震の多い地域であることも住民を反対運動に駆り立てた一因である。フ

している (http://www.freiburg-futour.de/)。

7 前田氏はフライブルク市の環境政策を20年以上にわたり日本に紹介してきた実績をもっ
(http://www.eco-台eiburg.com/)。フライフルク市と松山市は姉妹都市で、両市の姉妹都市コーテ守イネーターでもある。

8 ドイツ、フランス、スイスの3国で「持続可能な発展J(nachhaltige Entwick1ung)をキーワードにガイド付きのツ

アーやエクスカーション、環境セミナ一等をコーディネートする特殊法人である (http://www.innovation-tours.de)。
9 エアハルト・シュルツ氏はドイツ最大の環境NPOである BUND(ドイツ自然保護連盟)の創設者の一人。

10 Wyhlにおける原発建設反対運動は1972年にすでに始まっているが、建設予定地を占拠したのは1975年であった。
当時は原子力発電所を表すのにKKW(Kernkra払川rk)という語も用いられたが最近はAKW (Atomkraftwerk)とい
う語が用いられることが多い。

11 1986年に起こったチェルノブイリ原発事故の大惨事によって住民運動の正当性が証明されていく。

214-
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ランスのアルザス地方とパーデン地方の住民運動が一体化し、パーデン・アルザス住民運動

(Badisch-EIs出sischeBurgerinitiativen)を形成した。12

当時この原発建設反対運動に参加した人の一人であるシュルツ氏 (ErhardSchulz)は「今でこそ原発建

設に反対することは自明のようになってきているが、当時は多額な罰金が科せられる可能性があり、また

場合によっては命が危険にさらされることもまれでなかった」と当時を振り返る。デモ参加者には当時現

役の警察官であった人もいた。その人は一般市民として参加したと語るが、自分の同僚と敵対する結果と

なった上に、警察の回し者と誤解される危険性があった。それにもかかわらず、自分の信念を貫き実行す

る勇気には、脱帽せざるをえない。そして暴力を使わずに争うことは困難なことではあるが、決して実現

不可能なことではないということがこのことによって証明されている。記念行事に一緒に参加した、フラ

イブルク・フトゥーアのハルトヴィック氏 (]urgenHartwig)が、 「決して暴力を使わずに、考えが異なる

人の意見も聞き、受け入れる寛容さをもつことが原発建設運動を成功させたと君の学生に伝えてほしい」

と語った。

また当時この住民運動に参加したジーフリッツ氏 (HeinzSiefritz) J3の言葉を借りると「積極的寛容

(aktive Toleranz) Jが重要なのだそうだ。「積極的寛容」とはつまり、グループの中には常に新しい人間が

加わってきて、 その人たちは必ずしも自分と同じ考え方をもっているわけではない。そのようなことから

新しい別の意見を排除するのではなく取り込んでいって、さらなる発展をめざしながら、いつもグループ

の雰囲気を新鮮な状態に保つことが秘訣なのだとジーフリッツ氏は説明する。彼の話によると 30年間とい

う長い闘いは、「大きな勝利というのは勇気によって得られる。より大きな勝利は愛によって得られる。し

かし最も大きな勝利は忍耐によって得られるのだ ("GroseSiege werden durch Mut errungen， grosere 

durch Liebe， die gr仙tenaber durch Geduld.“)Jという表現に集約されるとのことだ。ちなみにこの表現は

学生が形容詞の比較変化と受動態を習得したときに利用させてもらうつもりである。

ただ、残念なことに記念行事の初日は若い人の参加は見られず、記念行事を 3日間観察して気づいたこ

とは若い人の参加が少なかったことだ。しかし30年前を知る世代の人たちと若い人たちとの問では問題の

捉え方が大きく異なることは、住民運動がもたらした社会の変化がそれだけ大きいことを証明している。

30年間の住民運動で大きな役割を果たしたポスターを紹介した展示 r30年間の環境ポスター展Jがフ

ライブルクのアーデナウア一博物館で開催されていたので、この記念行事に参加する少し前に展示を見に

行った。 NAIHAMMER GSAIT C"Nein!“， haben wir gesagt) . rノーとわれわれは言った」やKeinKKW

in Wyhl. rウeュールに原発はいらないjと書かれたポスターを始めとして、インパクトのあるポスターがた

くさん展示されていた。説明書きもわかりやすくまとめられていて住民運動の歴史を学ぶことができる展

示に仕上がっていた。

12 この住民運動に関してはドイツ語とフランス語で書かれたウェブサイトでより詳しい情報が得られる

(http://www.badisch-巴lsaessische.net/)。
13 ナチス政権被害者の会 ・反ファシズム同盟 (http://www.vvn-bda.de/)の責任者のうちの一人。
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3.2.環境教育

次に環境教育施設についての報告をしたいと思う。環境教育施設としてはフライブルク ・エコステーシ

ョン、ハノーファー学校生物センタ一、ハンブルク環境センタ一、学校生物 ・環境教育センター(ハンブ

ルク)、ヨルトザント協会等を訪れた。

ドイツの学校教育では、 科目として環境教育の時間が特別に設けられているわけではなく、さまざまな

科目の中に環境教育や交通教育の要素を組み込んだ形で、授業が行われる。教師の裁量に任されている部

分が多いため、それぞれ工夫がなされてきた。そして学校教育だけではなく、地域の環境教育施設と学校

が連携をとりながら、環境教育がなされている点が特徴的である。環境教育施設では、たいてい教員養成

プログラム、学習者や家族で訪れる客を対象とした体験学習プログラム等が用意されている。施設によっ

ては園芸の指導や標本等の無料貸し出し等を行っているところもある。

ドイツの環境教育の特徴は、自然破壊による災害の恐怖感を植え付けるような教育ではなく、普段から

自然と親しみ、動植物をはじめとし、さまざまな自然環境とのつきあいかたを体験するという手法をとっ

ている。要するに理念だけの世界ではなく 、子供たちが五感すべてを使って大切なものを感じ取り、自ら

考え、話し合い、行動する場を提供することに力点を置いている。それにともなって子供たちばかりでは

なく、子供たちと一緒になって、保護者やボランティア制度で働く若者も、自然の大切さを学ぶことにな

る。通常、各環境教育施設は毎年多くのボランティアや研修生を受け入れていて、次世代の環境教育を担

う人たちの育成を同時に行っている。雨水の利用、コルクの回収、太陽光及び太陽熱の利用、 コンポスト

の利用により、節電、.節水、ゴミの削減等にもさまざまな工夫がなされている。

フライブルクのエコステーション COkostationFreiburg:写真1)では、幼稚園児や学童を対象とした 「緑

の教室」や教師を対象とした研修プログラムが用意され

ている。この施設には毎年、多くの日本人も視察に訪れ

る。どのような取り組みをしているのか代表のベルクマ

ン氏 CHeideBergmann)に取材してみた。彼女の話によ

ると、この施設では訪れる人たちに環境保護のために個

人がどんなことを実践できるのか(ゴミをいかに出さな

いようにする方法、節電の仕方、 化学肥料等を使わずに

野菜や果物を栽培する方法等)実例を示すことを目的と

く写真1> しているそうだ。彼女の話で印象に残ったのは、 「確かに

ドイツには水が十分にあるが、例えばインドには飲み水が不足している。環境問題に国境はなく、われわ

れは地球規模で考えなければならない」ということである。環境教育で難しい点も聞いてみた。低学年の

学童は小動物や植物に多大な関心を抱くが、高学年になってくると、個人差はあるものの、そういったも

のに関心を示さなくなる傾向にあるという。そのため、再生可能エネルギーなどのように技術的なテーマ

を扱うように工夫をするとのことである。ここでは関心の持続という問題がある。さらに年齢を重ねると
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再び、違った視点から生物学的な関心が現れてくるようだが、成長の段階で避けては通れない問題である。

エコステーションは主に学童を対象とした環境教育機関(写真 2)ということで、大学における環境教育

に関しての情報は残念ながら得られることがで、きなかった。環境教育は室内ではなく、自然の中で行われ

るものであり、子供の頃からさまざまな体験を通じて

自分で感じ取るということが大切であるので、成人の

環境教育は非常に難しいとのことであった。この時点

で調査の視点を変えることが余儀なくされた。

成人の環境教育が子供のそれとは異なる方法をとる

のか、あるいは多少遅いとはいえ、同じような方法を

とらなければならないのかは議論の余地がある。確か

にドイツでは成人してから環境教育を始めることは効
.長醐臨時孟

果をなさないといえるかもしれないが、ドイツ人の若 く写真2>
者と日本人の若者とでは多少異なる点がある。取材を通じて何度か話題に上ったことは、 ドイツ人の研修

生は仕事が与えられた場合、言われたことに対して、自分の意見をぶつけてくるのに対して、日本人の研

修生は言われたことに対してあまり反論せず、黙々と仕事をこなすという点である。日本人が自分の考え

をもたずに作業をしているとは思えないが、議論を回避する傾向にあることはいえる。このことを指摘し

た人たちは日本人に不満に感じているわけではなく、むしろひたむきにきちんと仕事をこなす点を高く評

価している。これは単に両者の違いであって、長所でも短所でもない。自分の学生を見ても、 ドイツで出

会った日本人の若者を見ても、成人の環境教育は決して無駄ではないと大いに希望がもてる。環境教育に

とっては新しいこと、自分の知らなかったことに対して素直に反応し、その時点からでも自分ができるこ

とを地道に進めていくということが非常に重要なことである。良質な情報を学生に提供し、学生が自ら行

動し、何かを体験すれば、本来の意味とは異なる環境教育を実現できる可能性が残されている。そういっ

た観点からボランティア制度への関心が私の中で大きくなっていった。しかしボランティア制度について

は後に述べることにして、各環境教育施設の取り組みについて簡単に紹介しておきたいと思う。

ハンブルク環境センター CHamburgerUmweltzentrum Karlshohe) 14では、オーネゾルゲ氏 COi巴ter

Ohnesorge)とアケーフ氏 CNellyAkef)が取材に応じてくれた。このセンターについて説明してもらい、

フライブルクのエコステーションとほぼ同じようなことをしていることがわかった。少し異なる点といえ

ば、広い敷地と牧場をもっていて家族向けのプログラムが用意されていて子供の誕生日を祝うのにこのセ

ンターを利用する客もいるという。このセンターで初めて、自然の力を利用した浄水システム「植物浄水

装置JCPf1anzenklaranlage)を見た。トイレには雨水を利用し、そこで生じた廃水を向段階かに分けて葦

の池によって浄水し、自然に戻すというシステムである。その他にも体験コーナーが設けられていて子供

たちが太陽エネルギーについて学ぶのに色々と工夫がなされていた。センターを案内してくれたアケーフ

1.1 ハンブルク環境教育センターはBUND(ドイツ自然保護連盟)のハンブルク支部局によって運営されている

(http://www.hamburger-umweltzentrum.d巴/)。
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氏15は大学でフライブルクのヴオーバ (Yauban)地区16について勉強し、かつて研修をしたハンブルク環境

センターに戻ってきた。ボランティア制度や研修制度が非常に有効に働いている一例である。

続いてハノーファ一学校生物センター (SchulbiologiezentrumHannover)を紹介したいと思う。フライ

ブルク・エコステーションのベルクマン氏の薦めにより、 ドイツで最初にできた本格的な環境教育施設で

ある学校生物センター(1974年設立)を訪れることにした。ここではレダーボーゲン氏OorgLedderbogen)、

ノアック氏 (Winfriedr、loack)、メネリ ッヒ氏 OngoMennerich)が交替でセンターを案内してくれて、責
任者のトーマイヤ一氏(Klaus百lOmaier)が取材に応じてくれた。 トーマイヤー氏との対談で、印象に残っ

た言葉は二つある。「われわれは十分に豊かな暮らしをしてきたが、われわれが資源を使い果たし、環境を

汚染すれば、次の世代の子供たちは、われわれが得てきた豊かさを享受することができない。子供たちの

ために節電、節水をして環境保護に努める必要性がある」。それから 「環境教育には公的資金援助が必要で

あるため、われわれは教育だけではなく政治的にも市に働きかけていかなければならない」と語ってくれ

た。学校、環境教育施設、行政の連携があって始めて、優れた環境教育が実現されうる。

このセンターの特徴の一つは剥製などの動物標本や実験道具を市内の学校に無料貸し出しをしたり、植

物の苗を育てて無料で提供したりしていることである。また呼吸器、循環器、内臓、神経などの病気に効

く薬草を集めた「薬剤師の庭J(Apothekergarten)や白、黄、赤、緑の植物をそれぞれ 4つの空間に分け

て配置した 「色彩の庭J(Parbgarten)もこのセンターの見所の一つである。その他にもあらゆるところに

様々な工夫がなされている点が非常に興味深かった。例えば、レダーボーゲン氏にセンターを案内しても

らったときに、印象に残ったことは、じっくり観察することの重要さである。例えば子供たちは動物園に

行くと写真入りの説明書を読んで、動物のことをわかったつもりになる。しかし実際は動物自体をじっく

り観察しないようになる。その対策として、名前と簡単な特徴だけを書いておいて、子供たちに時間をか

けて、該当する動物を自分で探させるように工夫しているという。メネリッヒ氏には施設の案内だけでは

なく課外授業を見学させてもらった (写真 3)。学校の援業では、子供たちがあまり十分には時間をかけて

議論することができず、自分たちで答えを探り出すこと

がなかなかできないため、環境教育施設において課外授

業という形で十分に時間をかけて、自分たちで答えを探

し出す練習をさせたり、自然とのつきいあいかたを学習

させたりしている。

ハノーファー市教育庁が管轄するブルク林間学校

(Preiluftschule Burg) 17を案内してくれたノアック氏の

酒田園・圃 橿晒 宥を F

話によると、テレビゲーム等の室内の遊びに慣れた子 く写真 3>

15 彼女の紹介により、リューネフソレク大学の研究者と面談することができた。
16 ソーラー住宅が立ち並ぶモデル地区。名前はフランス語風に発音する。住宅地周辺には厳しい交通規制をしたり、
子供の遊び場を十分に確保したりして、子供が安全に活き活きと自然と触れ合うことができるように配慮されている。
17 かつては結核などを患った子供たちのためにできた学校で、あったが、時代の要請から環境教育施設に作り替えられ
た。子供たちが宿泊する施設があり、合宿ができるようになっている。
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供たちは、最初のうちは森の中で遊んでいるとすぐに飽きてしまう。しかし、時間が経つと子供たちに変

化が生じ自然とのつきあいかたがわかるようになると創意工夫をして活き活きと遊ぶようになるという。

この自然とのつきあいかたを学ぶのがまさに環境教育施設であり、ハンブルクの学校生物・環境教育セン

ター (ZSU)18も、その一つである。動物園などでは動物に触れることやときには近づくことさえも禁止さ

れているが、ハノーファーの学校生物センターやハンブルクの学校生物・環境教育センターでは動物に直

接触れるということを原則としている。家畜だけではなく蛇や蜘妹、蜜蜂なども毒性をもった危険なもの

と無害なものの両方があり、十分な知識とつきあいかたさえ知っていれば、恐れることは何もないことを

子供たちに学習させる。

く写真4>

ハンブルクの学校生物・環境教育センター (ZSU)の外部

機関である「緑の学校J(G凶neSchule)も見学させてもら

った。課外授業のテーマは植物で、高校卒業試験 (Abitur)

を受ける生徒たちが、発表の練習をしていた(写真 4)。何

人かが各自一つのテーマを選んで、発表を準備しておき、

発表と質疑応答の練習をするというものである。植物的な

知識だけではなく、ゴムの木やカカオの実の説明では、貿

易関係のことも話題になり社会科との関連も論じられてい

た。最後は植物学者や木材の取引をしている人がゲストと

して登場し、その人たちの話を聞いて、さらに質疑をする練習をしてプログラムは終了した。

3.3.ボランティア制度

環境教育の中で欠かせない要素のーっとして挙げられるのがボランティア制度である。このことについ

て少し紹介したいと思う。各環境教育施設はボランティア研修生を受け入れる枠を用意していて、ドイツ

の若者はそれを将来設計のために役立てることができる。たいてい大学に入る前に、男性には兵役

(Wehrdienst)か兵役代替役務 (Zivildienst)が用意されているが、それとは別に男女ともに 16歳から 26

歳の年齢の若者には通常 12ヶ月(最低6ヶ月、最高 18ヶ月)の期間のボランティア制度が2種類用意さ

れている。 1964年に導入された「自発的社会活動の年J(FSJ = Freiwilliges Soziales Jahr)と1993年に導

入された「自発的環境活動の年J(FOJ = Freiwilliges Okologisches Jahr)である。前者は教会、児童保育

所、病院、老人ホーム、養護施設など社会福祉的な施設などで研修をするために作られたボランティア制

度であり、後者は環境保護団体、環境教育施設、再生可能エネルギー関係の企業等で研修できる制度とな

っている。歴史的に見れば、 FOJは1988年にニーダーザクセン州で、 FSJの制度に倣って、 「自然保護役

務J(Naturschutzdienst)という形で導入され、試験運転が始まる。1990年にはパーデン・ヴュルテンベ

ルク州、 1991年にはシュレースヴィヒ・ホルシュタイン州でも採用されるようになり、またドイツ再統一

18 ハンブルク市教育庁管轄の環境教育機関。
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を機に 1991年にはたちまちにして、旧東ドイツの全州に導入され全国レベルの制度として確立し始める。

1993年に法の整備が行われ、 「自発的環境活動の年j が誕生した。現在では多くの若者がこの制度を利用

していて、 2005年に FSJとFOJの制度を利用した若者の総数は 15500人を越える。この制度が非常にう

まく機能しているのは、この制度が国際性を帯びてきたことと関係している。ドイツ園内における外国人

のボランティア研修生の受け入れや外国で、の研修が可能になったことが、この制度をいっそう魅力的なも

のにした。また財政的な理由から、兵役や兵役代替役務の制度が衰退してきた経緯があることも関係して

いる。健康上の理由により兵役義務や兵役代替役務を免除された者や最初からそれらの制度が免除されて

いる者にも広くチャンスが与えられている。循環型の社会や持続可能な発展の実現には次世代の人材育成

が重要である。環境教育施設で出会った若者(日本人も含めて)は積極的に行動し、研修を通じて進学先

を決める者もいた。環境教育施設は世界中の多くの人と出会う場であり、次世代の子供たちを育成する場

でもあるので、ボランティア活動の 1年間は単に何かをするための準備期間だけには終わらない。

4. おわりに

ドイツの環境問題に対する取り組みは地域色が豊かであるので、さまざまな地域の取り組みを調査する

ことは非常に有意義である。平成 16年度は初等教育の段階での環境教育に関する情報が得られ、平成 17

度は中・高等教育における環境教育に関する貴重な資料が多く得られた。収集資料は研究報告、パンフレ

ット、政府刊行物、書籍、音声資料、写真資料、映像資料等などで、 ドイツ語の授業に地域研究的な要素

が十分に取り入れられるように配慮した。また学部を問わず (本学では環境科学部、 工学部、人間文化学

部、人問看護学部)、学生の要請に応じて各分野に関係する情報を学生に幅広く提供できるようになった。

現地において、環境保全や持続可能な発展に取り組む人々と直接意見を交わし、また行動を伴にしたこ

とにより、現地に暮らす多くの人々との人間関係を築き上げることができたことが、今回の補助事業に係

る大きな成果だといえる。今後、その人間関係から新たな可能性が生まれることが期待される。これから

の課題としては日本の文化や制度に根ざした独自の環境教育のありかたを探り、自分のドイツ語の授業に

統合していくことである。本学では環境問題への取り組みに興味を抱いている学生が多くいるため、 得ら

れた資料を授業で使用するばかりでなく、課外で、も学生への情報提供をすることや勉強会の開催をするこ

とも一つの可能性として挙げられる。また平成 17年1月に本学で新規導入された CALLシステムとの連

携も一つの可能性といえる。

ドイツ語は第二外国語のーっとして位置づけられてきたが、現在の大学改革という文脈から見ると第二

外国語には決して約束された明るい将来があるとはいえない状況にある。したがって第三外国語を大学で

学ぶことには十分に意義があるということをアピールしつづけなければ、軽視されてしまう恐れがある。

学生が英語の習得もままならない中、多言語主義あるいは複数言語主義を唱えても簡単には納得してもら

えそうにないが、文化の多様性を学ぶためには、英語だけではなく他の外国語を学ぶ必要があることは理
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解してもらえるかもしれない。その際、 言語を学ぶということは単に文法を習得するだけではなく、言語

に表れている文化や言語の背景にある文化を学ぶということであり、 言語と文化は切っても切り離せない

ものだということを前提としている。本学では、独文科がないにもかかわらず、授業以外でもドイツ語を

勉強したいという学生が最低でも 20名ほどいる。そのような学生を対象にして勉強会をすることになり、

目的別に 3つの勉強会を開いているが、他にも参加希望者が若干名いるので、第二外国語に対する関心が

少ないわけでもない。勉強会に参加する学生のモチベーションは当然個人差があり、授業だけでは外国語

の学習時間が少ないと考えている学生もいれば、 ドイツの大学が主催するサマーコースに参加したいとい

う具体的な希望をもった学生もいる。実際に今年の夏にはドイツの大学が主催する語学講習に 6名の学生

(2年生が2名、 3年生が4名)が参加した(オズナーブリュックに2名、プレーメンに2名、ライプツ

ィヒに2名)。また別の観点からすると単にドイツ文化(環境政策なども含む)についてもっと知識を深め

たいという要望もある一方、文法の強化やドイツ語の会話能力の向上など言語そのものに対する関心もあ

る。このような学生の学習意欲に応え、また彼らの自主性を育成することが、 CALL教室の利用率の向上

につながる可能性もあり、この補助事業で収集してきた資料を整理し自習用の教材を作成していくことが

今後のもう一つの課題である。

末筆ではあるが、主張前に相談に乗っていただいた方々、出張中に取材協力をしてくださった多くの方々

にこの場をお借りして心から感謝の意を表したいと思う。
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国際教育センタ一主催のセミナー

2004年度第 2回セミナー

題目 : ことばの力 日米雑誌に見る「雑誌コミュニティー」の構築

講師: 中村桃子氏 (関東学院大学経済学部教授)

日 時: 2005年1月21日(金) 13時10分"'14時40分

場所: 滋賀県立大学 Al-302教室

講師紹介 :

ことばとジ、エンダ一、デ、ィスコース、アイデンティティーの関係に関心をもち、現在は日本語の「女

ことば」の歴史的成立について研究。 (W 日本語学~ 2004年 6月号に詳細。)著書に『婚姻改姓 ・夫婦

同姓のおとし穴』、『ことばとフェミニズム』、『ことばとジェンダ一~ (以上勤草書房)。共著に『日本

語と女~ (明石書庖)、 A平ects01 Japanese Women S Language (Kuroshio) 、 『 ことばに見る女性~ (ク

レヨンハウス)、『現代言語学の潮流~ (勤草書房)、 JapaneseLanguage， Gender， & Ideology (Oxford 

University Pr巴ss) ほか。訳書に 『フェミニズムと言語理論~ (勤草書房)。

概要 :

私たちは、様々な情報に固まれて暮らしています。その中で、多様な情報を見極める能力(メディ

アリテラシー)の重要性が叫ばれています。情報の媒体はいろいろですが、その中で最も中心的なも

のは 「ことば」です。今回は、ファッション雑誌の言葉づ、かいを例に挙げて、雑誌の言葉づかいには、

書き手や読者、スターやモデルをメンバーとした「雑誌コミュニティーJを作る働きがあることを見

ていきます。雑誌コミュ二ティーは、各々の雑誌にかかわる集団のアイデンティティーを作り出すこ

とを可能にします。つまり、雑誌コミュニティーを作ることで、単なるファッションに関する情報が、

特定のアイデンティティーを作り出す重要な情報に変化し、読者がその雑誌を買うように促すことが

できるのです。日米雑誌の言葉づかいの戦略を具体的に学ぶことで、みなさんのメディアリテラシー

を高めるお手伝いになれればと思います。

200 5年度第 1回セミナー

題 目: ことばの工学とその応用

講 師 : 村田真樹氏 (独立行政法人情報通信研究機構けいはんな情報通信融合研究センター主任

研究員)

日時 2005年6月14日(火 14時50分"'16時20分

場所 : 滋賀県立大学 Al-301教室
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講師紹介:

1993年京都大学工学部卒業。 1995年同大学院修士課程修了。 1997年同大学院博士課程修了、博士

(工学)。同年、京都大学にて日本学術振興会リサーチ・アソシエイ卜。 1998年郵政省通信総合研究

所入所。現在、独立行政法人情報通信研究機構主任研究員。自然言語処理、機械翻訳、情報検索、質

問応答システムの研究に従事。学術雑誌論文 30篇以上、国際会議論文 50篇以上、国内口頭発表 90

篇以上の研究業績を挙げておられる。自然言語処理学会誌編集委員・情報処理学会自然言語処理研究

会連絡委員などを務めるほか、自然言語処理に関する数多くの国際会議や国内大会のプログラム委員

を務めた経歴をお持ちである。

概要:

日本語や英語などの人間が日常的に使うことばを工学的に扱う研究分野である自然言語処理につい

て解説する。自然言語処理は情報処理の一分野であり、自動翻訳や情報検索の場で実際に利用されて

おり、国際交流や知的で豊かな生活のために欠くことのできない重要な技術である。本講演では、ま

ず、自然言語処理の基礎技術として形態素解析、構文解析、意味解析、文脈解析について解説する。

そして、自然言語処理の応用技術として自動翻訳、情報検索、質問応答システムなどについて解説す

る。最後に、自然言語処理の研究を支える辞書とコーパス(言語資料)について解説する。これらに

ついて最新の研究状況も交えながら平易に解説する。
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日米ファッション雑誌に見る「雑誌コミュニティーJの構築

中村桃子

(関東学院大学教授)

情報過多といわれる現代社会において、多様な情報を見極める能力(メディアリテラシー)の重要性が

指摘されている。情報の媒体には、写真・映像など視覚的なものも大きな役割を果すが、最も中心的な媒

体は「ことば」である。本稿では、ファッション雑誌を例に挙げて、雑誌の言葉づかいには、 1)書き手と

読み手の「会話」を作り出す、 2)読み手の「発言」を作り出す、 3)書き手と読み手が共有する知識・価値

観 ・行動を作り出す、という三つの特徴があることを示し、これらの言葉づかいが、書き手や読者、スタ

ーやモデルをメンバーとした「雑誌コミュニティーJを作り上げていることを明らかにする。

「雑誌コミュニティー」とは、雑誌のことばによって作られた想像の共同体を指す CAnderson1983)。雑

誌は、読者と親しく「会話jをし、読者自身の「発言」を受け入れ、似たような知識・価値観 ・行動をするそ

の他大勢の人達がいることを感じさせる。その結果、読者は、雑誌を読む行為を通して、自分と似た思考

を持つ人たちからなるバーチャルな集団があたかも存在するように感じるのである。

雑誌コミュニティーの構築は、雑誌の販売促進に有効な戦略のひとつである。まず、コミュニティーを

作ることによって、「ノンノガールJIボパイボーイ」という個々の雑誌に特定されたアイデンティティが

作られるため、他の雑誌との違いが明確になる。次に、コミュニティーの構築は、単なるファッションに

関する情報を、特定のアイデンティティーを作るために必要な情報に変化させる。単なる「新しいTシャ

ツ」に、 「ポパイボーイになれるTシャツj という付加価値を与えることができるのである。さらに、コミ

ュニティーのメンバーの中に違いを作ることで、読者にメンバーとしての位置が少しずつ上昇して行く実

感を持たせることができる。雑誌コミュニティーの中心メンバーには、スターやモデルがいる。初めてそ

の雑誌を読む読者は、コミュニティーの周縁にいるが CWenger1998:167)、雑誌を毎号読むうちに、徐々

に中心メンバーに近づいて行く感覚を持つことができる。雑誌コミュニティーは、読者が特定の雑誌を毎

号買う動機付けとなるのである。メディア戦略として想像のコミュニティーが利用されていることは、イ

ギリスのティーン雑誌 CTalbot1992)やアメ リカのTVショッピング CBucholtz2∞0)でも観察されてい
る。

しかし、雑誌を読んだ人が誰でも同じように感じると考えるには無理がある。そこで、「実際の読者」と

「雑誌に想定された読者 Cimpliedreader) Jを区別する必要がある CChatman1978:151)。通常雑誌は、市

場調査を経て、特定の年齢、性別、価値観、興味を持った読者像を想定し、そのような読者に話しかける

ような言葉づかいをする。つまり、雑誌は特定のアイデンティティを持った書き手が特定のアイデンティ

ティを持った読み手に話しかけるような言葉づかいを使うのである。このように言葉の使い方によって作

り出される書き手と読み手は、「想定された書き手jと「想定された読者」と呼ばれる。想定された読者のア
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イデンティティは、書き手との関係で作られる。

たとえば、先日の講演会で、ティーン雑誌 『ピチレモン』に書いてあった 「バレンタインラブ0っかも

つ!Jというコピーを、私がかわいらしく声に出して読んだら、大笑いされてしまった。このコピーか

ら連想される少女と私の間にあまりのギャッフ。があったからだろう。このことは逆に、このコピーから多

くの人が、話し手の性 ・年齢 ・服装 ・しぐさ ・声の調子から価値観まで読みとった(つまり、 言葉づかい

が話し手のアイデンティティを作り出した)ということを示している。同時に、このコピーは、「バレンタ

インラブ0っかもっ!Jと話しかけられて、 「うん、がんばる!Jと答える読者のアイデンティティも作

り出している。 この会話で想定されているのは、「中学生ぐらいのお姉さんのような書き手」と 「書き手に

励まされる妹のような読者」である。このコピーが作り出している「想定された書き手」と「想定された読者」

は、バレンタインに胸をときめかす女子中学生なのである。

しかし、実際の書き手と読者がこれに当てはまるとは限らない。もしこのコピーを実際に書いたのが中

年男性の編集者で、読んだ、のが中年女性だったとしたら、実際の書き手や読者は想定された書き手や読者

とは全く異なることになる。それでも、実際の書き手は、 言葉づかいを工夫することで、実際とは全く異

なるアイデンティティを持った書き手としてたち現れることができる。中年男性も女子中学生になること

ができるのである。同様に、このコピーを解釈するためには、実際の読者も一度は想定された読者の位置

に立たなければならない。中年女性も、女子中学生の位置に立たなければバレンタインのときめきを理解

することはできない。言葉には、その使い方によって話し手や聞き手のアイデンティティを作り上げる力

が備わっているのである。しかし、想定された読者のアイデンティティを受け入れるか拒否するかは個々

の実際の読者によって異なる。以下の議論では、 実際の書き手と読者ではなく、 言葉づ、かいによって作り

出された「想定された書き手」と「想定された読者」を中心に見て行く。

それでは、雑誌はどのような戦略を用いることで雑誌コミュニティーを構築しているのだろう。以下で

は、雑誌コミュニティーを作り上げるための主要な三つの戦略について、具体的な言葉づかいの例を明ら

かにする。

データとして使用したのは、 女性雑誌の 『 ピチレモン~ 0999年3月号) w ノンノ~ (2000年5月号)wコ

スモポリタン~ (2001年4月号)Seventeen (2001年4月号)teen Style (2001年4・5月号)COSMOPOLITAN 

(2001 年 4 月号)と、男性雑誌の 『メンズノ ン ノ~ (20∞ 年6月号)wポパイ ~ (1999年2月号)GQ (2001 

年5月号)DETAILS (2001年4月号)の表紙である。

1 書き手と読み手の「会話」を作り出す

雑誌の言葉づかいには、 書き手と読者があたかも親しく会話をしているような特徴がある。しかも、同

時にその他多くの読者も親しく会話しているであろうことを想像させる。親しい会話はコミュニティーの

創生に不可欠な要素の一つである。

会話を作り出す第一の方法は、読者にとって日常的な口語で語りかけることである。先に挙げた 「…つ
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かもつJ(ピチレモン)の最後の小さな「つjや rw女の子カットソー』がなくっちゃね!J (ノンノ)の「ち

ゃね」は、想定される読者の口語である。英語の雑誌でも、 Thesounds The tastes The touches That Will 

Electrify Every Inch of His Bod (body) 彼の体に電流を流す音、味、接触)(COSMOPOLITAN)の

bodのような、読者が日常的に用いる口語が使われる。口語で語られることで、書き手と読者の問に会話

が行われているような効果を出すことができる。

二つ目は、感嘆記号 r! Jや疑問符 r? Jの多用である。表紙には、 限られたスペースにできるだけ多

くの情報を盛り込む必要がある。それにもかかわらず、感嘆記号や疑問符が多用されるのは、書き手が読

者に実際に語りかけている臨場感を演出するためである。

三つ目は、命令形、疑問形、「しよう」形の多用である。 これらの形は、 何らかの返答を予想させること

で、 書き手と読者の会話を促す。たとえば、命令形の 「帽子でキメろ!J (ポパイ)には、 「よし、 キメょ

う!Jなどの反応が、疑問形のDoyour looks scream sexy? (あなたは見るからにセクシー?)(Seventeen) 

には、 「え?そんなにセクシーじゃないけと、」、「しよう」形の「バレンタインラブっかもっ !J (ピチレモン)

には、 「うん、がんばる!Jなどの返答が予想できる。読者は、これらの形に返答しながら読み進むことに

よって、 書き手とあたかも会話をしているように感じる。

同じように、読み手の反応を促す表現がr~だね」や r~ねJ の使用である。 rw女の子カッ ト ソー』がな

くっちゃね!J (ノ ンノ)は、[そうだよね」という返答を予想させる。「ねJを省いた rw女の子カッ トソ

ー』がなくっちゃ!Jは、 「ね」を付加した場合よりも同意を求める効果が薄い。

最後は、「みんなJrあなたJyouなどの呼びかけの言葉である。 YouNaughty， Naughty Girls! 

(COSMOPOLITAN)のyouのような呼びかけの言葉には、書き手が直接読者に語りかけているような効

果がある。特に「バレンタインみんなの成功物語J(ピチレモン)のような 「みんな」の使用は、 一対ーで

はなくコミュニティーを連想させる。

2 読み手の「発言Jを作り出す

雑誌は、読み手が受動的に情報を受け取るのではなく、誌面に積極的に参加している感覚を作り出すた

めに、 読み手自身が発言しているような言葉づかいを用いる。読み手は自分の声を補いながら読み進むこ

とで、会話に参加し、自らコミュニティーのメンバーとなって行く。その他の読者とともに発言すること

で、さ らにコミュニティーの実感も高まる。

第一の方法は、直接話法で読み手の発言を明示するものである。“Please，No!" The Shocking Murder of a 

Perfect Girl (rお願い、やめて !J完壁な少女のショッキングな殺人)(COSMOPOLITAN)の“Please，No!" 

は、悲惨な内容の記事を読んだ読者の叫びである。

二つ目は、読者の声で発話される疑問形の使用である。通常の疑問形は、話し手が聞き手に何か尋ねる

時に用いられる。これを雑誌に当てはめれば、 書き手が読者に何か尋ねることになる。しかし、雑誌にお

ける疑問形の多くは、これとは全く異なる使われ方をする。むしろ、読者が知りたいことを聞いてくれる
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のである。 m夏カゴ~ & W夏トート』どれにしょうかな!7 J (ノンノ)1このまま働きつづけて幸せにな

れるの7J(コスモポリタン)WHAT'S HOT? (何が流行っているの7)(Seventeen) Is Cal町pken

calling it quits? (カル・リフキンは、もうおしまいだと言っているのか7)(DETAIUと聞いているのは、

書き手というよりも、むしろ読者である。「どれにしょうかな7Jと迷っているのは読者であり、これらの

疑問形は、読者の声で尋ねられなければならない。そしてこれらの疑問に答えるのが、記事の内容である。

多くの記事では、読者の知りたい情報を専門家が与えている。この意味では、書き手は読者を代表して読

者が知りたいことを専門家に聞いてくれていると言える (Hayashi1997)。

三つ目は、主語を省略した上で、 1"-'ほしい、~したい」など主語に一人称しか取らない表現を使う手法

で、これは、主語を省略することができる日本語に特徴的な手法である。「知りたい!出産のすべてJ(コ

スモポリタン)は、「私は知りたい!出産のすべて」の意味にしか解釈できない。読者は「私」を補うこと

で、このコピーを自分の声で発言することになる。

四つ目も、主語を省略した上で、 1"-'なるJ1 "-'するJなどの言いきり表現を用いる方法である。「工藤静香

な女になるJ(コスモボリタン)1通販で買うJ(ボパイ)の1"-'なるJ1買う」の主語に 「私」 を補うことで、

読み手も誌面で発言する。読者は、その他の読み手とともに 「工藤静香な女になる!Jと宣言することで

コミュニティーのメンバーとなるのである。

3 書き手と読み手が共有する知識・価値観・行動を作り出す

コミュニティーの創生には、メンバーが共通の知識・価値観を持ち、類似した行動をとっているという

感覚が重要である。そのコミュニティーに特有の知識・価値観・行動は、他のコミュニティーとの境界を

設定すると同時に、コミュニティー内の結束を強める。

この場合に用いられるのも、読み手に積極的に意味付けさせるという手法である。通常私たちは、読む

行為とは一方的に情報を受け取る行為だと考えがちである。しかし、言葉ですべてを表すことが出来ない

以上、読む行為には必然的に読み手の意味付けが必要になる。読み手が書いてある以上のことを読み込ま

なければ解釈は成り立たない。それでは、書き手は何を省略するかというと、当たり前のことは言わない

のである。雑誌のことばは、この「書き手が当たり前のことを言わないと読み手が自主的に意味付けJする

という特徴を利用して、わざと書かなかったり、わざと分かりにくい表現を使う。わざと書かないことで、

書かれていない内容をメンバーにとっては当たり前の知識・価値観・行動にするのである。書かれていな

いことでも、コミュニティーのメンバーだったら分からなければならないし、分かりにくい表現でも理解

できるのが正式なメンバーなのである。

たとえば、 IW夏カゴ~ & W夏トート』どれにしょうかな!7 J (ノンノ)を解釈するためには、「夏カゴJ

や「夏トート」が一体何かという知識が必要になる。「夏トートJが何かわからない私は、この時点で失格で

ある。次に、 「どれにしょうかな7Jという問いは、「買う」ことを前提にしている。つまり、「夏には、新し

い夏カゴと夏トートを買うのが当たり前」という価値観を共有していなければならない。夏になっても冬の
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バッグで平気な人はメンバーにはなれない。(このように雑誌コミュ二ティーの知識・価値観には消費を前

提としたものが多い。中村 1999)最後に、このコピーには、「夏になると、どれかを選んで買うJという

共通の行動が含意されている。たったこれだけのコピーの中に、コミュニティーメンバーに共通の知識・

価値観・行動が凝縮されているので、ある。

さらに、共通の知識が、その雑誌だけの'情報だ、とよけい価値が上がる。そのために雑誌は主に二つの方

法を用いる。ひとつは、造語・新語を多用してその雑誌に特有の視点を提供するのである。先に挙げた「夏

カゴjには、従来「かごJと呼ばれていた商品を、夏に若い女性が持つおしゃれなバッグとして捉え直す視

点が提案されている。新しい視点を提案することで、 一般の知識をコミュニティーのメンバーだけの知識

とするのである。

もう一つは、その雑誌だけに限られた秘密の情報だという付加価値を与える方法である。 GQ'sChoice 

Spring Clothes (GQの選択した春服)は、 GQの読者だけに知らせる情報である。この方法では、しばし

ば専門家が起用される。「ポール氏がコーテFィネートを直接指導 完壁!春の『ポール・スミス~ 1 1 5ア

イテムJ(ポパイ)では、ポパイの読者だけに専門家が直接指導してくれる秘密の情報が、コミュニティー

のメンバーであることに特権的価値を付与する。ボール・スミスが誰だか分からない人には、このコミュ

ニティ のメンバーになる資格はない。 SexyBreasts. A Oaring Trick Only a Cosmo Chick Would Try (セ

クシーな胸、コスモの女だけが試せるトリック) (COSMOPOLITAN)では、コミュニティーメンバーに

Cosmo Chickという名称が与えられているだけでなく、Onlyによって秘密の情報という付加価値が与えら

れている。

共通の知識・価値観・行動は、特定の価値観を前提とする言葉づかいによっても作り上げられる。その

際に多用されるのが疑問形である。 00your looks scream sexy? (あなたの外見はセクシーを叫んでいる

か?) (Seventeen)を解釈するには、「外見がセクシーを叫ぶ」つまり、「見た目がセクシーさを決める」と

いう価値観を前提として受け入れなければならない。同様に、Why構文のWhyActing Just Like a Cat Will 

Get Peopl巴toCome to Yo旦(なぜ、猫のように振る舞うと人々があなたに引きつけられるのか?)

(COSMOPOLITAN)には、「猫のように振る舞うと人を引きつけられる」が前提として含まれている。

「なぜJと聞く ことで、 「号|きつけられるかどうかj は不問に付しているのである。

さらに、特定の美容や衣服に関する専門用語、商品名、スター名やドラマ・映画など他のメディアへの

言及が、その雑誌の読者ならば知っていて当たり前のように使われる。TARAREID Why Carson has her on 

Cloud 9? (タラ・レイド、なぜ力一ソンは彼女をクラウド9に起用したか?)(teen Styl巴)を理解するには、

TARAREIDというアイドル、 Carsonという演出家、Cloud9というテレビ番組についての知識を持ち、

「この番組に起用されることは良しiJという価値観と、 「この番組を見る」という行動を共有していなけれ

ばならない。共通の知識・価値観・行動の構築は、コミュニティの結束と価値を高める。

以上、本稿では、雑誌の言葉づかいが三つの戦略によって「雑誌コミュニティー」を作り上げているこ

とを明らかにした。ひとつのコピーが同時に複数の戦略を達成することも明らかになった。雑誌コミュニ

ティーを作り上げる戦略は以上の三つに限らないし、個々の戦略を実践している言葉づかいもすべてを網
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羅したわけではない。しかし、雑誌が販売促進の一貫として、実際には顔を見たこともない人々の聞に親

しいコミュニティーを作り上げていることは示せたのではないだろうか。雑誌の戦略について学ぶことは、

雑誌の情報をうのみにせず、 客観的に対応できる能力のーっとなる。
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ことばの工学とその応用

村田真樹

(独立行政法人情報通信研究機構)

ことばを工学的に扱う分野のことを自然言語処理という。本稿ではこの自然言語処理の解説を行う。自

然言語処理は情報処理の一分野であり、自動翻訳や情報検索の場で実際に利用されており、国際交流や知的

で豊かな生活のために欠くことのできない重要な技術である 1)，2p)，4)。

本稿では、自然言語処理の基礎技術として形態素解析、構文解析、意味解析、文脈解析のみならず、自

然言語処理の応用技術として自動翻訳、情報検索、情報抽出、自動要約、質問応答システム、 言い換え処理

についても解説する。また自然言語処理の研究を支える辞書とコーパス(言語資料)について最新の研究状

況も交えながら解説を行う。

1.自然言語処理の基礎分野

本節では自然言語処理の基礎分野として、形態素解析、構文解析、意味解析、文脈解析を解説する。

形態素解析とは、自動で文を単語に分割し各単語の品詞を求めることである。例えば、 「不ムは学校へ行

くJを形態素解析すると以下のようになる。

私 は 学校へ 行く

(名詞助詞名詞助詞動詞)

形態素解析を行うツール(ソフト)として、東京大学の黒橋禎夫助教授らの開発した川仏Nと奈良先端大

の松本裕治教授らの開発したChaSenがある。どちらも無料で利用でき高精度な形態素解析を実現する便利

なものである。どちらのツールとも、単語の辞書と、各品詞の連接可能性を記述した表を利用することで形

態素解析を実現している。

構文解析(係り受け解析)とは、文の構造を求めることである。例えば、 「彼は担任の先生にほめられ

た。 Jだと以下のように文を文節に分け、各文節の係り受けを求めて文の構造を求める。

「一忌.↓
彼は 担任の 先生に ほめられた。

構文解析のツールとしては、東京大学の黒橋禎夫助教授らの開発した阻叩と奈良先端大の松本裕治教授ら

が開発したCaboChaがある。KNPは各文節の係り受け可能性の表を利用することで構文解析を実現してい

る。 一方、CaboChaは機械学習の方法勾を利用する。正しい係り受けの情報を記述した大量のデータから、

どういう係り受けが正しいかを学習する。そしてその学習結果を利用して新しい文の係り受けを求める。ど

ちらのツールも無料で利用できる。

意味解析には大きく、単語の多義性解消の問題と意味関係の多義性解消の問題の二つがある。単語の多義

性の例として、 「壁に額をかざる。J I費用が膨大な額になる。 」の二文を使って説明する。この二文にあ
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る「額j という語は前者の文では額縁のことで後者は金額のことで意味が異なる。 一つの単語が複数の意味

を持つことを単語の多義性といい、その単語が実際に使われているその文脈でどの意味であるかを特定する

ことを多義性の解消という。意味関係の多義性解消の例としては、 「先生の書類J r赤色の屋根」をあげる。

前者の「のJは所有関係を意味し、後者の「の」は様態を表す関係である。 rのJは多くの意味関係を持つ

もので、その「の」がどの意味関係を持つかを特定する問題が、意味関係の多義性解消の問題となる。意味

解析の代表的な方法としては、共起語を利用する方法がある。 r壁に額をかざる。」の例だと、共起語が

「壁」や「かざる」の場合「額」が出現すると額縁の意味であることをルールイじしておき、そのルールを利

用してこの文の「額」が額縁の意味であると特定する。

文脈解析には大きく、照応解析と文章構造の解析がある。照応解析は、例えば以下の例文の「それ」が

「たこ焼き」を指すということを計算機で求めることである。

たこ焼きを買って町中を散歩しました。冷めないうちにそれを食べました。

照応解析には格フレームと呼ばれるものが役に立つ。格フレームの例を以下にあげる。

「人間Jが 「食べ物」を 食べる。

これは動詞「食べる」の格フレームで 「食べる」の「が」のところに 「人間」が 「をj のところに「食べ

物」が入ることが記述しである。このような格フレームをあらかじめ人手で作成しておき、その格フレーム

を利用して「それを食べました」の「を」には「食べ物」が入ると認識し、 「食べ物」の「たこ焼き」を

「それ」の指示先として特定する。文章構造の解析の例文として以下をあげる。

太郎は遠足を楽しみにしていました。ところが、当日は雨でした。

文章構造の解析では文の聞の関係を特定する。この例では接続詞 「ところが」というものがあると「逆接J

の関係になるという規則を作成しておき、その規則を利用することでこの二文が逆接の関係にあることを求

める。

2.自然言語処理の応用分野

自然言語処理の応用分野として、機械翻訳、情報検索、情報抽出、自動要約、質問応答、 言い換えがあ

る。本節ではこれらについて解説する。

機械翻訳(自動翻訳)とは、ある言語から他の言語に自動で翻訳する技術のことである。例えば日英翻

訳であれば「今日は自然言語処理についてお話しします。 Jを入力すると rToday， 1 would like to talk about 

naturallanguage pr悶 ssing.Jが出力される。機械翻訳の方法には、中間言語を設定しその中間言語と翻訳した

い言語の聞を翻訳する中間言語方式と、翻訳元の言語から翻訳先の言語に直接翻訳するトランスファ一方式

がある。また、翻訳の用例を蓄えておき、その用例を参照して翻訳する用例ベースの翻訳方式がある。

情報検索とは、 「自然言語処理」と「ツール」というキーワードを入力すると、それらキーワードを含む

記事や、それらキーワードに関連する内容の記事を抽出する技術のことである。例えば、先の例だと記事

「自然言語処理のツールには形態素解析を行う日仏NとChaSenというツールと、構文解析を行う KNPと

CaboChaというツールがある。これらはともにWebから無料でダウンロードして用いることができる。」を

抽出する。また高度な情報検索ではキーワードの代わりに自然言語文を入力して記事を検索することもでき

る。例えば、 「自然言語処理のツールについて知りたい。」を入力し、形態素解析技術を使って 「自然言語

a
4
a
 

q
J
 
っ“



処理J rツール」などをキーワードとして取り出し、それらキーワードを含む記事を抽出する。キーワード

としては名詞が一般に有効で、形態素解析結果から名詞を取り出しそれを「キーワード」として利用するこ

とが多い。

情報抽出とは、 rA社は7月1日に新製品を発売する。発売する製品は、ノートパソコンBというもので、

従来の製品に比べて性能が格段に高いという。価格は9万8C削円。」 という記事から、 「製品名:ノート

パソコンB。メーカー :A社。発売日:7月1日。価格 :9万反則円。」 という情報を自動で取り出す技術

のことである。情報抽出の方法としてテンフレート(パターン)を利用する方法がある。例えば、 w rメー

カー名Jは 「販売日Jに~発売する。』 というテンプレートをあらかじめ作成しておき、それを利用するこ

とで、先の記事から 「メーカー :A社。販売日 :7月1日。Jといった情報を抽出する。また、固有表現抽

出技術を利用することもある。この技術は、どういうものが「メーカー名」、 「販売日」かという正しいデ

ータを用意し、それを機械学習方法で学習する。そしてその学習結果を使って新しいテキストで、 「メーカ

ー名」、 「販売日」を自動抽出できるようにし、情報を抽出する。

自動要約には、重要文抽出と自由要約の三つがある。重要文抽出は、重要な文を抽出しその重要文を要約

の結果と考えるものである。重要文の抽出方法としては、記事の先頭の文を取り出す方法、記事のタイトル

にあった単語を多く含む文を取り出す方法などがある。最初の文が重要なことが多く、また、タイトルには

重要なキーワードがあることが多く、このような方法がとられる。自由要約とは、文を抽出するだけでなく、

言葉を言い換えながら要約するものである。削除・追加する規則をあらかじめ作成しておき、それにより文

を言い換えて要約する。

質問応答システムとは、質問文に対する回答を、自然言語で書かれた文書集合を利用して、答えるシス

テムのことである励。例えば、 「富士山の高さは何メートルですか」という質問が与えられると、 r3，776メ

ートルJという回答を出力する。質問応答システムの構成は概ね、 「質問文の解析J r文書検索J r解の抽

出」の三つの処理からなされる。まず、質問文の解析(回答表現の推定)で、質問文の回答の表現がどのよ

うなものかを特定する。先の例だと「何メートル」という表現から回答表現は単位 「メートル」の付く数値

表現であると特定する。次に文書検索では、質問文から主要なキーワードとして質問文にあった名詞 「富士

山J r高さメートル」を取り出しこれらを含む文書を検索する。最後に、解の抽出の処理で、検索結果

の記事から回答表現を満たすものを抽出し、それを回答として取り出す。この方法でおおよそ5割程度くら

いの精度で簡単な質問に答えることができるシステムが実際に開発されている。

ところで、情報アクセス技術に関するコンテストが近年盛んに開催されている。ここでは情報アクセス

技術に関して、同じ問題を複数の団体で解き、精度を比較する。このコンテストは、異なる技術の比較、問

題設定の明確化、研究資源の構築、研究者の当該分野への勧誘なと、に役立つている。コンテストとしては、

通信総合研究所(現在、情報通信研究機構)がIREXという情報検索のコンテストを 1卯9年に開催した。

また、国立情報学研究所はNTCIRというコンテストを 1朔年から今年に至るまで5回開催している。ここ

では、情報検索、自動要約、質問応答という多くの情報アクセス技術を扱っている九

言い換えとは、同じ意味のまま言葉を言い換える技術のことである 8)。言い換えとしては「登校する」を

「学校に行く」のように平易な文に言い換えるものや、要約のように同じ意味のまま文を短くするもの、文
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書校正のように同じ意味のまま文を流暢にするもの、自動音読システムの構築のために書き言葉を話し言葉

に言い換えるものなどがある。言い換えの方法としては、用途ごとに作成した変形規則を利用して言い換え

る方法がある。例えば、先のような平易な文に言い換えるための規則として、 「登校する」を「学校に行

くJに言い換える規則を大量に作成しそれを利用して言い換える。また、変形処理と評価処理を利用する方

法もある。変形処理では変形規則を利用して言い換えの候補をいくつか作る。そして評価処理では言い換え

の候補の中で今の用途として最もよい候補を選択する。例えば先の例だと、まず入力された「登校する」に

対して変形処理で「学校へ行くj という候補を生成する。そして元の「登校する」も候補として利用される。

そして、評価処理で、今の用途にあうものを候補の中から選択する。今は用途として小さな子供にもわかり

やすい文への変換を考え、平易な文ほどよいという基準で評価することとする。その場合、 「登校する」と

「学校へ行くJだと「学校へ行く」の方が平易であるため、 「学校へ行く」を選択してそれに言い換える。

3.辞書とコーパス(言語資料)

本節では辞書 9)とコーパスについて解説する。辞書としては単語辞書、格フレーム辞書、シソーラスにつ

いて解説する。コーパスとは言語分析のために蓄えられた言語データのことであり、言語処理においては重

要な役割を果たす。近年作成されているいくつかのタグ付きコーパスについても紹介する。

単語辞書とは、読み、品詞、意味などの単語に関することを記述した辞書である。例えば「学校j には、

「読み :がっこう。品詞 :名詞。意味:学校という教育を行う手邸哉。学校という教育施設。」という情報が

格納される。これは形態素解析などに用いられる。

格フレームは先にも述べたように動詞を中心としたもので、 「食べる」の格フレームは以下のように記述さ

れる。 rが」の部分が主体を意味し、 「を」の部分が対象を意味することも記述される。意味解析などに用

いられる。

「人間」が 「食べ物」を 食べる。

主体 対象

シソーラスとは単語を意味に基づいて分類して記述した辞書のことである。それを木構造で表現した場合

の例を以下に示す。

具体物 抽象物
/"¥¥¥  

動物 生産物 思想

/¥¥  

人間 食べ物 建物

/で¥¥ /穴¥¥ ハャ¥¥
先 生徒 たこ焼きおすし 家 ビル

シソーラスの利用例を以下に示す。例えば、 「たこ焼きJは「食べ物j の下にあるので、 「たこ焼きj が食

べ物の分類に属することがわかる。また、単語の間の類似度を求めることにも利用できる。 rたこ焼きJと

「おすしjは「食べ物」という観点で類似度が高く、線をたどると「食べ物Jのところですぐにつながる。

しかし、 「たこ焼きj と「ビルJの類似度はそれよりも低く、 「抽象物」のところまでたと、ってやっとつな
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がる。シソーラス上で線をたと、ってすくやにつながるか否かにより単語の類似度を求めることができる。シソ

ーラスの応用例として意味ソートという技術 10)がある。これは与えられた単語群を、既存のシソーラスに基

づき、ある程度意味的な分類にまとめて、意味の順番に並べかえる。例えば「の行事」の前に付く名調群を

五十音順に並べると以下のようにそれほど見やすいものではない。

家元、王室、学校、官民、県、皇室、恒例、就任、寺、日本、農村、母校、祭り

ここでシソーラスの知識を利用して意味ソートを実行してみると以下のようになる。

(人間) 皇室、王室、官民、家元

(組織) 農村、県、日本、寺、学校、母校

(活動) 恒例、就任、祭り

これで眺めると、行事には人間に関すること、主回哉に関することがあることがわかる。また、 「就任J I祭

り」などの活動に関する行事もあることがわかる。単語群を整理するときに役に立つ。

次にコーパスについて説明する。コーパスとは、 言語分析のための大規模文書データベースのことであ

る。コーパスには、タグ(注釈)が付与されていないタグなしコーパスと、タグが付与されたタグ付きコー

パスがある。例えば、以下は品詞のタグが付与されたタグ付きコーパスの例である。

例: 学校(名詞) へ(助詞) 行く(動調)

以下ではタグ付きコーパスとして、品詞・構文タグ付きコーパス、語義タグ付きコーパス、対訳コーパス、

話し言葉コーパス、英語学習者コーパスを紹介する。

品詞・構文タグ付きコーパスとは、品詞、構文のタグが付与されたコーパスであり、京大コーパス 11)が有

名である。このコーパスは毎日新聞からとった4万文を利用して作成されている。このコーパスでは上の例

の品詞のタグの他にと、の文節がと、の文節にかかっているかを示すタグも付与されている。このようなコーパ

スは、形態素・構文解析システムの開発に利用される。また、言語分析に利用できる。例えば、人間の短期

記憶の容量は7::1::2程度といわれているが、これが日本語文の文章読解過程でも成り立つかを調べた研究ロ)

がある。

語義付きコーパスとは、単語の意味を示すタグが付与されたコーパスである。 RWCの語義付きコーパス

が有名でこれは毎日新聞3(削記事を利用して作成されている。このコーパスを利用して単語の多義解消の

コンテスト SENSEVA12日本語辞書タスクが2∞1年に聞かれた 13)。

対訳コーパスとは、複数の言語の対訳を蓄えたコーパスである。情報通信研究機構は、日英新聞記事対

応付けデータとして 18万対訳対を読売新聞を利用して開発している 14)。対訳データの例を以下に示す。

く日本語文> 統合の実際のプロセスは、経済分野からはじめなければならない

く英語文〉 百lepracti回]pr'悶 SSof integration must begin in the e∞nomic sphere 

話し言葉コーパスとは話し言葉を収録したコーパスである。情報通信研究機構・国立国語研究所・東工大等

が2∞4年春に完成させた日本語話し言葉コーパス町が有名である。これには660時間、 7∞万語の音声デー

夕、またそれの書き起こしテキストがある。また品詞のタグも付与されている。このコーパスは、音声認識

システムの開発や、話し言葉に関する研究に役に立つ。話し言葉コーパスの構築の手順は、音声を収録し、

人手で音声をテキストに書き起こし、形態素情報などのタグを入手で付与する。しかし、人手で付与したタ
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グに誤りが含まれる場合があり、誤りタグを自動で検出する技術 16)も利用して作成された。話し言葉コーパ

スの利用例として、話し言葉と書き言葉の違いを抽出する研究がなされている。

英語学習者コーパスとは、英語学習者の誤りに関するタグを付与したコーパスである。このコーパスとし

ては百JeNICfJlEコーパス向がある。これは 1，281人の学習者の延べ325時間のデータが収録されている。

このコーパスは英語教育の研究に役に立つ。以下に誤りに関するタグの例を示す。

Is it <脱落誤り，正解=“a >白ceplaα? 

この例では学習者が誤って冠詞のγを脱落していることを意味する。

4.おわりに

以上、自然言語処理技術について解説した。自然言語処理に関する動向調査結果 18)では年々発表論文も

増加しており自然言語処理は発展しつつある分野である。より知的で豊かな生活を営むには欠くことのでき

ない重要な技術であり、一層の発展が期待されている研究分野である。
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滋賀県立大学特別研究費交付一覧

-平成17年度

区分 氏名 π汁
一

7
d

，
 

ワb
プL 課 題 金額

(千円)

奨励 山本薫 γョウゼ7・3ンうッドの作品におけるγ工万¥.ポリティクスと語
500 

りの技法の関係

共同特別 |寄本明 身体が発生する関節モーメン トのリアルタイム画面表示の

(代表:栗田 裕)I実現と力学的根拠を明示した動作学習法の検討 I 5，000 

一介助動作と歩行動作を例にして一

共同特別
寄本明 幼児期の健康総合評価と生育環境要因

(代表:土平俊子)I 生育環境 食環境と健康度の関連の検証 414 

(平成16年度1，008千円)

共同研究
亀田彰喜

(代表:秋山道雄)I公共交通とまちづくりに関する地域学的研究 824 

滋賀県立大学在外研修費交付一覧

-平成17年度
支給額

種類 氏名 研修先 研修期間 研 修 内 r谷~ (円)

長期 寺島姐子 アメリカ合衆国 平成17年7月3日 自然なアメリカ英語を話すために必要
'" 9月30日 な①日本語と英語の呼吸法のちがい、

②話すスピードのちがい、③口の筋肉 1， 821， 830 
の構造のちがいを理解、習得し、自分
自身についている癖の矯正と共にその

指導法を学ぶ。
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、，A
A
告。L



Academic Reports ofthe University Center for Intercultural Educat山 1

短 期 宮城茂幸 スペイン 平成17年5月7日確率的テンプレートマッチングによる
~5 月 1 1日カラー画像中の顔画像検出について、

まとめ会議にて報告を行い、意見交換

を行う。また、カラー画像の処理につ 289， 820 
いて幅広い情報収集を行う。

短期 小栗裕子 7イル?ンド共和平成17年7月23日The Language Centre of Irelandにて
国 ~ 7月29日 iCul tureJのワークショプを一週間に
タツ。リン わたり受講 226，085 

短 期 吉村淳一 オーストリ 7平成1i年7月31日国際学会に参加し、 ドイツ語教育を行
クラーツ ~ 8月5日う上で必要となる素養を身につけるた

めに理論的なことがらを学ぶ。また学
308， 890 

会会場において教材や資料の収集を行

つ。

短期 長島律子 フランス 平成17年11月22日パリ第 10大学で開催されるベルナノ
パリ ~11 月 27 日 ス学会(1 1 月 24 日 ~26 日)において、

研究発表するとともに、他の参加者と 193，185 
の意見交換を行う。また、学会終了後

資料収集を行う。

文部科学省科学研究費補助金交付一覧

-平成17年度

区 分 氏 名 石斤 qプ析L 課 題 金 額

(千円)

基礎研究 脇田晴子(代表) 中世・近世における近江商人の活動と日本海流通の総
(A) (2) 亀田彰喜 合的研究 3，000 

(他16名)

基盤研究 伊丹君和(代表) 看護者の腰痛軽減のためのCAI教材「ボテーィカニク
(c) 寄本明 ス活用自己学習システム」の開発 2，600 

(他3名)
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小栗裕子

研修課題 Cultureを中心とした指導法の研究

研{事t也 TheLanguage Centre of Ireland， Dublin， Ireland 

研修期間: 平成 17年 7月24日一平成 16年 7月30日 (7日間)

研修内容 :

7月 26日から 30日までアイルランドの首都ダブリンで開講されていた“EncounterIreland"という

文化を教えるコースを受講した。英語を母語としている米園、カナ夕、、英国、オース トラリアといっ

た国の文化や生活はメデアを通して広く学生の聞に知られているが、 北海道とほぼ同じ面積のアイル

ランドは英国の隣の国であるが、英国に隠れてあまり注目されることがないように思われる。筆者自

身この国にはまだ、行ったことがなく、語学教員としてコースの中心が自国の文化を外国人にどのよう

に教えるのかで非常に興味があった。筆者は、語学教育の目的にはコミュニケーション能力などの実

践的言語能力育成と同時に異文化理解という項目も含まれていると考えている。今回の研修課題は、

英語圏の文化がどのような方法で指導されているのかを直に体験することであった。

コースの参加者は、スエーデンの高校教師、イタ リアからのPh.D学生と英語の通訳になりたい大学

院生、それにスペイ ンからアイルランドの文化を知りたいと参加した男性に私を加えた5名であった。

講義は教科書を中心に展開され、アイルランドの歴史や文化の紹介が主であったが、内容で特に受講

者が興味を持ったところは、午後フィールドトリ ップという形で見学できた。例えば、ダプリン生ま

れで 『ダプリンの人々』や 『ユリ シーズ』で有名な作家 JamesJoyce (1882-1941)の博物館に行き、

そこで働いているスタッフから直接説明を聞く機会があった。 また、アイルランドは音楽も大変盛ん

で、現役で活躍している音楽家を講師として招き、アイルラン ド音楽の特徴について実演を交えなが

ら講義(講演)を聞くことができた。このように現地でないと体験できないような異文化交流は大変

有意義であり、学生を教える場合にもこれらの経験は非常に役に立つと感じた。

一方、滞在中ホームステイをしたが、受け入れ先は夫婦に中学生の男の子の3人家族だ、ったが、フ

ランスとスペインからの語学研修生もいて、大変にぎやかだ、った。夫婦は二人とも働いていて、ホス

ト(夫)の方が料理好きであった。毎晩夕食後台所でよくアイルラン ド特有の大きなスコーンを焼い

て、それが翌朝の食卓に上った。夕食時にはテーブルを囲み、料理の作り方や英国とアイルラン ドの

関係(あまり良くないと聞いたが)、現在バブル期にあるアイルランドの経済等、たくさんの新しい知

識を得た。わずか 1週間ではあったが、ホームステイからは受講したコースと同じくらい異文化を吸
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収することができた。これは、ホテルにいては体験できない生活習慣や価値観の違いを直に感じるこ

とができたばかりでなく、語学習得には最高の環境も提供してくれた。時々ホストのお姉さんが友人

を連れて来ていたが、この純粋なアイルランド英語を理解することはそれは大変であった。しかし、

多くのアイルランド人はそのような話し方をしていることは確かで、英語の多様性という視点からも

今回の研修は、大きな付加価値を持っていたと言える。
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呉凌非

研修課題 :上海市虹口区科学協会主催の21世紀新経済フォーラムの参加及び上海の大学における留学

生の中国語教育の状況調査

研修地 .中国 ・上海

研修期間 -平成16年8月9日~平成16年8月20日(12日間)

研修内容 ・

平成16年8月9日から平成16年8月20日までの12日間にわたり、上海市虹口区科学協会主催の21世紀新

経済フォーラムに参加しそして上海の大学における留学生の中国語教育の状況調査を行いました。

21世紀新経済フォーラムに参加することにより、上海の経済発展の現状及びこれからの発展方向を

知ることができました。そして上海の発展にどのような人材が必要とされているかも参加者全員にこ

くめいに説明されました。特に上海における日系企業の健闘ぶりを目の当たりにして、日本から上海

の日系企業に就職する学生の数が増える一方ということも知らされました。いっそう責任を持って県

立大学の学生に実際に役に立てる中国語を教えなければならないということを感じました。

一方、国・公立大学法人化の流れの中で、国際教育センターでも多数のワーキンググループが立ち

上げられ、社会のニーズに応えるための改革を取り組んでいます。その一環として、第二外国語もサ

マースクールの開設の可能性を検討しています。それに備えて、今回の研修は上海にある華東師範大

学、華東大学、上海交通大学の3つの大学におけるサマースクールの状況およびこれらの大学の留学

生の語学教育を調査してきました。

華東師範大学に行ったときに、ちょうど 「漢語橋J

(Chinese Bridge)のイベントが開催されていて、世界

各国の留学生が中国語のスピーチに参加するために一

堂に集まりました。さまざまな国から集まってきた学生

たちが流暢な中国語で会話をしているのを見て、中国語

のブームはまさに上昇気流に乗って、なかなか衰えを見

せていません。

華東大学では、サマースクールの組織図、講義内容、留

華東大学にて日本人留学生と一緒に 学生の受け入れ態勢、およびクラス構成などを調査しま

した。留学生の中国語の授業風景の見学もしました。東華大学では、留学生の中国語の受講状況及び

留学生の留学体験の聞き取り調査をしました。

上海交通大学では、留学生の中国語の受講状況、使用教材等の調査及び県立大学から短期語学留学

生を派遣する場合の受け入りの可能性を打診しました。上海交通大学の担当者からはいくつかの短期
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留学のプログラムを紹介され、これまでの留学生教育の実績などをも紹介されました。とくに印象に

残ったのは、ホームステ一、在学生たちとの交流、現地旅行、文化活動の参加、工場見学などの内容

を短期留学プログラムに豊富に組み込まれている点です。

今回の研修はいろいろな意味でとても有益だったと思います。
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宮城茂幸

研修課題:カラー画像中の顔領域検出アルゴリズム

研修地:シンガポール， Suntec Singapore International Convention & Exhibition Center， 2004 IEEE 

Int巴rnationalConference Image Processing 

研修期間:2004 年 10 月 23 日~1O月 28 日 (6 日間)

研修内容 :

短期在外研修の補助を受け TheInstitute of日ectricaland Electronics Engineering (IEEE，米国電気電子

学会)が主催する画像信号処理に関する国際会議 2004IEEE International Conference Image Processing 

(ICIP2004)に参加することができた.

ICIPはIEEEのSignalProcessing Societyが主催し，毎年開催される国際会議で，画像信号処理の国際

会議としては大規模な国際会議である.今回の ICIP2004では世界 59ヶ国から 2040編の論文投稿があ

り，そのうち 883件の論文が採択された.それらが31の口頭発表セッションと， 48のポスターセッシ

ョンに振り分けられた. ICIPで扱われる分野は画像処理全般でありその一部を列挙すると次のように

なる.画像/ビデオ符号化および伝送方式，画像フィルタリング，復元，強調，領域分割， トラッキ

ング，特徴抽出，生体認証，超解像度処理，モーション検出・推定，医療画像，リモートセンシング，

ディスプレイ・プリ ンタ・スキャナデバイス，画像およびビデオインデックス，電子透かし，その他

応用等

筆者は最近コンビュータビジョンに関連する画像信号処理に興味を持っており，特に顔画像の検出

および認識に関しての研究の現状を知りたいと思っていた.昨年度までに進めていた研究も画像信号

処理に関連はあったものの，その取り扱いが応用を意識したものではなく，いわゆる多次元信号処理

の理論的な側面に関連する解析方法を検討することが主題であった. しかし，応用への展開がある方

がより動機付けが高いと考えており，最新の画像処理がどの方面で着目されているか，あるいはどの

ような応用を目指して研究されているかについて会議を通して現状認識を深めたいとの思いがあった.

次に実際の会議の内容について述べる.3日間を通していくつかのスペシャルセッションに設定され

ているセッションがあった.これらはプログラム委員が投稿論文数を考慮、して，今非常に興味を持た

れている分野を取り上げて設定している.スペシャルセッションに設定された分野は計算機レーダ画

像，ネットワークビデオ，画像・ビデオ管理のための内容理解，ストリーミングおよび移動体アプリ

ケーションのセキュリティなどであった 特に画像の内容理解に関連して 2つのセッションがあった

のでこれについて述べる.画像の内容理解とは大量のビデオデータベースから特定のシーンを抽出し

たり，あるいはビデオマイニングと呼ばれる，有用な情報を取り出すために必要不可欠な技術である.
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大量のデータベースから情報を自動的に抽出するためには計算機にシーンの理解をさせる必要があり，

いかに当該シーンを記述するかが問題となる.またこの技術はいわゆる画像検索のための自動インデ

ックス作成にも役立っため，今後とも研究が盛んに行われるであろう.これらのセッションではその

ための基礎的な研究発表があり，特に複数の特徴をサポートベクターマシーンにより分類するという

発表が印象に残った.しかしまだまだ実用化に向けてのギャッフが大きいように思われた.

顔画像検出および認識に関するセッションは撞数あり.10月25日には4セッション.10月26日に

は 2セッションあった.今回は特に肌色をいかにうまく検出問題に利用できるかという点について興

味があったのでそれに関連する発表を中心に調査を行った.前述のセッションのうち，色空間におけ

る肌色を利用した顔画像の領域分割に関する報告があったので詳しい説明を聞いた.確かに従来手法

と比較すると改善はみられるものの，例えばブロンドへアのように比較的肌色に近い色との区別が難

しい，あるいは照明条件により発生する陰のある部分など想定している肌色から実際の色彩がずれて

しまっている場合など，かならずしもよい結果が得られてない部分もあった.これらの報告を通じて

肌色は確かに顔検出のための有効な手段のーっとはなり得るが，主役にはなり得ず，他の手法といか

にうまく組み合わせていくかということがよりよい検出アルゴリズムを構成する上で重要であるかと

いうことを再認識させられた.

さて，最後にシンガポールの様子について記しておく.観光ガイドブックなどでも紹介されている

とおり，非常に街中が美しく整備されている.ただ，人口が集中しているため交通渋滞などはあるが

路上のゴミの多さという観点からすると日本よりもはるかに美しい.空き時間を利用して中華街へも

出かけたが，ちりひとつないほどの，非常に美しい中華街であった.また，公用語は英語であるが街

を歩いている限りは中国語(おそらく広東語)と思われる言葉を話す方が多いようである.昼間の気

温は高く多少過ごしにくい部分もあるが，海に近いこともあり風通しがよく，意外と日本の都市より

も過ごしよいかもしれないと感じた.
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宮城茂幸

研修課題 :ウェーブレット変換によるカラー画像中の顔検

研修地:スペイン，グラナダ， Conference and Exhibition Centre， The 10th Congress of the International 

Colour Association， AIC Colour 05 

研修期間 :2005年5月7日"-'5月 15日 (9日間)

研修内容:

短期在外研修の補助を受け InternationalColour Association (AIC，国際色彩学会)が主催する国際会議

AIC Colour 05， The 10th Congress of the International Colour Associationに参加し発表を行うことができた.

以下では会議の内容と発表について述べる.

AICは各国の色彩に関連した学会をメンバーとする国際的な組織であり， AICが主催する会議は 4

年に 1度開催される.日本国内では色彩に関連して日本色彩学会が存在するが，この日本色彩学会も

AICのメンバーとなっている.この会議で扱われる内容はおよそ色彩に関連することはすべてであり，

筆者が扱っているコンビュータビジョンあるいは信号処理，マルチスペクトラル画像，カメラ，ディ

スプレイといったような工学分野だけではなく，心理学および物理学的な色覚，配色，カラーデザイ

ン，建築，文化，教育といった広範囲の分野を含んでいる.このためポスターセッションにおいても

文化的な側面における色彩の扱いについて，例えば欧米風の彩色と日本的な彩色の違いなどをあつか

った論文もあり，これまでの国際会議とは異なる雰囲気を味わうことができた.

次に具体的に会議の内容について述べる.初日のオーフニングセッションではセレモニーの後F.G.

Gutierrez教授による招待公演があった.日本の美術における色彩的な象徴が西洋美術に与えた影響に

ついての講演であった.この講演からもわかるようにいかに色彩に関連する研究が幅広いかというこ

とをうかがい知ることができょう.また今回のセッションの一部は InternationalSymposium on 

Multispectral Color Scienceとの共同セッションに設定されていた.カラー画像を表示するためには，現

在いわゆる RGBの3チャンネルを用いるが，デバイスの発展に伴い，より多くのチャンネルを用いて，

より正確に，より人間の色覚に近い表現ができるような表色技術が研究されており，それらを総称し

てマルチスペクトル技術と呼んでいる.もちろんこのようなアイデアは意外と古くからあったが，当

時は 3チャンネル以上のチャンネル数を使うことのコストを考えると現実的ではなかったが，いずれ

より多くのチャンネルを使用した表色システムが実用になってもおかしくないと思われる.このよう

な分野でも筆者のような信号処理に携わる者の知識が活かせないか，今後とも検討を続ける必要があ

ると感じた.

さて筆者の発表はポスターセッションにて行われた.1週間の会期中 2回のポスターセッションが組
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まれており，会期中はポスターを貼ったままでよい

ということになっていた.たいていの国際会議では

ポスターが掲示できる期間は数時間に限られており，

それに比べるとゆっくりと時間をかけて議論ができ

る雰囲気であったと思う.筆者も何名かの方に話を

聞いて頂いた.手法自身については比較的評価が高

かったものの，実験における他種法との比較などが

不十分とのコメントをいただき， 筆者自信感じてい

たことと同じ意見であった.なおこの国際会議では

発表を行うとその証明書を交付してもらえる.これ

まで参加した国際会議では，論文の受理証明はあっ

ても発表を行った証明というのはなかったので，よいシステムであると感じた.最近の国際会議では，

内容説明時の様子

論文自体の投稿は行うが，発表にはやってこない研究者がいるようだ.論文が受理された段階で予稿

集には掲載が決まるので，業績の対象となるが，わざわざ発表を行っても，旅費の手当が必要で，業

績評価にはつながらないとの心理が働いているようである.このような証明書を出すようにしてもら

うと， 一種の業績証明になり，発表を欠席する l

という研究者も減るのではないかと思われる.

最後にそのほかの行事について述べる.この

国際会議の参加費にはいろいろなイベントの

料金が含まれていた.通常の国際会議ではオプ

ションとなるべきものが含まれており，その割

にはずいぶん割安な参加費であった.例えば会

議中日にはアルハンブラ宮殿を見学するツア

ーがスケジュール内に組み込まれており，会議

の参加者全員で見学にでかけた.また会議期間

中，昼食の手配も含まれていた.おそらくスペ

インということで多少物価が低いことも理由

として考えられるが，それにしてもずいぶんア

ットホームな雰囲気の国際会議であった.

.~邑 10th Congress of the 
三薗~!- 晶圃 International Colour Association AI( Colour 05 
賓~_'_~;:) Granod，既知in，8-JJ町 ;oOO'i(0市即日rm.tE:r:flib拘 1)Ct:ntre 
~gran~ 

雪・・・凶色個圃圃rr 院ugr.rsJlocロ'1'ι"

To whom il may inleresl 

On behall 01 Ihe AIC Colour 05 Scienlilic Committee， 
we hereby ce吋Iythal Ihe conlribulion enlitled 

“Fact! ，Ieleclion ;11 colour ImilKcs by w(IIlelet trtl ll.~/árm" 

which aulhors are 

主 lH~I'{I::i! S. Tom;Jlu;，:u 

has been presenled as a poster presenlalion at Ihe 

10" Congress 01 Ihe Internalional Colour Associalion AIC 
Colour 05， held in the Conlerence and Exhibition Centre 01 
Granada (Spain) lrom 8 10 13 May 2005 

.¥ .， l 2. .， 
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平成 17年度短期在外研修報告

吉村 .= が子

研修課題:ドイツ語教育に関する最新情報を入手すること

研修地:オーストリア共和国、グラーツ、 IDT(国際ドイツ語教員会議)

研修期間:平成17年7月31日~平成 17年8月5日 (6日間)

研修内容:

第 13回国際ドイツ語教員会議 ODT2005: 13. Intemationale Tagung der Deutschlehrerinnen und 

Oeutschlehrer)がオーストリアのグラーツ大学で2005年8月1日から 8月6日まで開催され、 99ヶ国

から 2169名が正式に参加登録した。

この国際会議は4年に 1度聞かれているが、年々参加者が増えつづけている。 ドイツ語学習者の学習

意欲を高めるための教授法やアイデアに満ち溢れた教材を求めて、世界中から、 ドイツ語の教員や教授

法を専攻する学生が集まってくるため、非常に有効な情報交換の場となる。

プログラムは、ワークショップ、フォーラム、パネルディスカッション、講演、展示、教科書等のプ

レゼンテーション、文化プログラム、エクスカーションなどがあり、今回は特にワークショップや教材

の展示に崩待し参加した。

ワークショップは8つのテーマ設定のもとで40の細かいセクションに分けられてそれぞれ行われた。

途中からの参加者が参加しやすいように 1日(月)、 2日(火)に前半部が行われ、 4日(木)、 5日(金)

に後半部が行われるというようになっていて事前にどのセクションに参加するかを決めて申し込むこと

になっていた。しかし実際はプログラムを見ながら 1日ごとにテーマを変えて、参加することが可能で

あり、そうしたほうが幅広いテーマで情報を得られる。ただし、移動をしすぎるとどのテーマに関する

情報も中途半端となり、選択が非常に難しかった。各会場も割と離れた場所にあったので、時間を有効

に使う必要があり、あまり大きく移動はせず、いくつかのテーマに絞った。

現在、 LL教室を担当していて自習用教材作成に関心をもっていること、担当科目であるドイツ語1，

Eでドイツ語の音楽を紹介したり、 ドイツ語皿で児童文学を扱ったりしていることを理由にテーマ選択

をした。前半部は「言語と文化 (Sprachenund Kultur) J (セクションC)というテーマの中の「ドイツ

語の授業における児童・青年文学(Kinder暢 undJugendliteratur im DaF!DaZ-Unterricht) J (C3)という

ワークショップと「ドイツ語の授業における芸術 (Kunstim DaF!DaZ-Unterricht) J (C4)というワーク

ショップに参加し、後半部は「教育と学習の形態(Lehr-und Lernformen) J (セクションE)というテ

ーマの中の「メディア社会における教育と学習(Lehrenund Lemen in mediengestutzten Welten) J (E4) 

というワークショップに参加した。

ワークショップの中で最も印象に残ったのは、アメリカ合衆国にあるマックダニエル・カレッジの
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Mohamed Esa氏の「ドイツ語の慢業におけるワイズ・ガイズJ("Wise Guys im Deutschunterricht“)と

いう発表であった。 WiseGuysというのはドイツのアカペラ歌手のグループで、彼らの歌詞を利用した

教材が紹介された。その場で配布された教材の内容を見てそのレベルの高さに驚かされたが、紹介の仕

方も非常に魅力的で、まるでテレビのトークショーを見ているようだった。これほどまでにドイツ語の

授業に音楽を取り入れることができるとは想像もしていなかった。インターネッ トアドレス等も多く手

に入れたので、今後、教材を作成するときに参考にさせてもらうつもりである。

出版社のブースには教科書、ワークブ、ツク、マルチメディア教材、辞書等やドイツ語教育に関する雑

誌や研究書などが並べられ、豊富な情報が得られる。無料で得られる教材もあり、それらを入手し、自

分の目で見て参考になりそうな教科書や教材等を購入もしくは注文した。

ドイツ、オース トリア、スイス、リーヒテンシュタインの文化紹介のブースでは色々な工夫がなされ

ていて、数々の文化教材を手に入れることができた。本来はドイツのみならず、オーストリア、スイス、

リーヒテンシュタインの文化についても ドイツ語の授業で紹介すべきところであるが、自分の授業の中

ではいかにドイツ文化一辺倒で、あったかを反省させられるいい機会となったし、いかに視野が狭かった

かということを思い知らされた。リーヒテンシュタインのブースの人と親しくなり、今後は実際にそこ

に暮らす人から情報を得られるようになったことは今回の収穫の一つに数え上げられるだろう。また今

回知り合って非常に親しくなったポーランドからの参加者はリーヒテンシュタインの奨学金を得たこと

もあり、彼は熱烈なリーヒテンシュタイン・ファンとなっていて、 ドイツ語を母語とする国の一つであ

るのに、忘れられがちで、 地図に載らないことさえもあると憤慨していた。これまでもドイツ語1の最

初の授業でリーヒテンシュタインとその首都ファドゥーツ (Yaduz)の名前を紹介してきたが、やはりこ

の名前を知る学生は数少なく、ほとんどいないと言っても過言ではない。しかし日本ではスイスの首都

をベルンと答えられる学生もそれほど多くないことやドイツにある都市名ですら学生の間ではそれほど

知られていないこともあるので、 ドイツ語のみではなくドイツに関する情報を、欲を言えば、オースト

リア、スイス、リーヒテンシュタイン等の情報をもっと多く学生に提供することや、文化紹介をする必

要があると痛感した。

(IDTの公式ホームページ:http://www.idt-2005.at/) 
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平成 16年度特別研究費研究報告

一英語学の知見を英語教育に活かす一

寺島姐子

英語ができないと、出世や国際競争から取り残される。そんな危機感が日本中を覆っており、対策の 1

っとして小学校への英語教育導入が検討されている。しかし小学校での英語教育の是非については、専門

家の間で、も賛否両論があって、「早く始めるほど、効果的」とする推進派と、「中学からで、十分Jという反対

派の問で揺れている。

そこで、小学校での英語教育にはどんな意味があるか、あるいはないかを調査、研究するために、平成

16年度に受けた特別研究費を用い、 小学校英語教育で、評判の高い2つの小学校の授業を参観した。以下、

英語学の知見からこの問題を考えてみる。

はじめに

小学校での英語は一部の私立なと、が教科として取り入れてきたが、公立では 21世紀にはいって外国語に

触れることを目的に 「教科」ではなく 「総合的な学習の時間」を使い「国際理解教育」の一環という位置

づけで取り入れ、裾野は急速に広がっている。英語教育に取り組む公立小は 2003年度で全国の 88%にのぼ

る。しかしこれまで導入については賛否が分かれてきた。

「明治時代に幼くして英語を学んだエリートでさえ、目立った効果がなかっただけでなく、日本語がお

かしくなったという報告がある」とか、 11歳前に、親がたくさんのことばをかけることで、母語の音声を

無意識に判断する能力が育つ」とし、小学校から始めて「母語のように英語を話すこと」を目標にするの

は意味がないといった否定論者がいる一方で、聞く力や正確な発音の習得には幼少時の英語教育が効果的

と賛成する人たちもいる。言語習得には臨界期というのがあって、それは絶対音感が身につくときと同じ

頃で、大体 8歳ごろまでだという。その時期を過ぎると絶対音感の取得が難しいと同様、ことばも母語の

ようにはならない。早期英語教育賛成論者はこのことを論拠にしている。また中学から大学まで 10年ほど

学習した英語が、ほとんど身につかなかったとの思いから、「早くから学習させて、自由に話せるようにな

ってもらいたい」と幼い子供を英会話教室へと送り込む親たちが英語導入の推進力になっているのも事実

である。

そこで、小学校英語教育で定評のある青山学院と成城学園の初等部英語教育を、さらに私塾の英語教室で

評判の高いヤマハ英語教室を参観し、英語学の知見で授業の分析を行った。また、日本児童英語教育学会、

アイリス英語教育学会に参加して現在の児童英語を学会ではどのように捉えているか現状を把握し考察し

た。
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英語教育参観

青山学院では 2 年次と 6 年次、成城学園では 4 年次、ヤマハ英語教室では 3~4 年生、 5~6 年生、そして

中学 l、2年生の授業を参観した。それぞれの授業目標と授業方法を検証することから始める。

l 青山学院初等部2年生の授業

1. 1 2年次授業目標

① 50~70 語レベルの語葉で書かれた絵本や、スキットの内容を考えながら興味を持って終わりまで聞く。

またアルファベットの26文字に、興味関心を抱く。

②簡単なスキットの場面を考えながら役を決め、演じることが出来る。また自分の好きな歌を始めから

終わりまで一人で歌える。

③ 授業で指示されたことを聞き、質問に答えることができる。

④ 外国の行事を経験し、異文化に興味関心を持つ。

1.2 2年次授業方法

音声教材や、映像教材を活用しながら、歌やスキットなどをとおして、英語の音や、リズム、イントネ

ーションに、慣れ親しむ。また、英語の基本語葉を活用して、クイズ、ゲームなどで、知的好奇心をより

高め、楽しく授業を展開していく。

1. 3 2年次参観の感想、

学年末で、あったので、授業では③が行われていた。英語を始めて i年足らずの生徒たちだが、すでに聞

ける生徒と、聞き分けられない生徒の差がついている。家庭で親と一緒に見るように全員にテープ、ビデ

オが渡されている。語学教育は学校、家庭が一環となって行わないと習得は難しいという配慮からで、子

供の差は渡されたテーフ、ビデオを活用しているかどうかにあるということで、あった。アメリカ人の先生

が指導しているクラスを参観したが、彼は大きな声で答えられることが授業の目標であるということであ

った。 2年生ではまだ文字指導はされていない。絵を見て repealさせたり、先生の質問に耳で聞いて答え

る。その際リズムに乗せて質問し、答える方法を取り、イントネーションに慣れさせるための工夫をして

いた。

2 青山学院初等部6年生授業

2. 1 6年次授業目標

① やさしい内容のビデオを見て、その中の単語や文、内容に関心を持ち、大要を理解したいと努力する。

② 6年生まで学習したスキットにアイディアを取り入れ、役割を決めて発表する。自分の家族のことや将

来のことについて 4~5 の文を作って書き写し、話すことが出来る。

③ 150~200 語レベルの語葉で書かれた本を自分で選んで読み、内容を理解できる。
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④ 世界の国々の地理や文化などをコンビューターや書物などの資料を使い、調べ、発表し世界の平和に

ついて考えることが出来る。

2. 2 6年次授業方法

歌や劇、スキットなどを通して、低 ・中学年から培われた英語学習に対する楽しさや言語活動への積極

性をベースとする。この時期では、音声、画像、そして文字を基本的に授業に取り入れ、 4技能(リスニン

グ、スピーキング、リーデイング、ライテイング)の向上を目指す。前半では特にリスニングとスピーキ

ング能力の更なる向上に比重を置き、後半では、 中学、高校につなげるためにリーデイングやライティン

グ能力の向上に努める。さらに知的好奇心が旺盛になるこの時期に英語をことばの学習としてとらえ、こ

とばの知識、構造など文型、文法項目の特定化を図る。

2. 3 6年次参観感想、

学年末であったため④の授業が進められていた。生徒それぞれが興味のある国を選び、国の地図や国旗

を書いて色を塗り、地球上のどこに位置しているか、風土は?天候は?言語は?などを調べる。 地理、歴

史、文化などを英語で学ぶことによって英語に慣れ親しませる。先生が回りながら、生徒一人ひとりに英

語で質問したり、生徒からの質問に答えていた。 6年生では英語力によって進んでいる Aクラス、普通 B

クラスに分かれていて(このクラス分けは申告制)、 Aクラスのほうが活発、 Bクラスはダラダラとしてい

て先生が何回も大きな声で注意をうながしていた。授業の前半を Aクラス(日本人教員が担当)で、後半を

Bクラス(アメリカ人教員が担当)で参観した。

3 青山学院初等部の英語教育に対する考察

① 授業時間数は各クラス i週刊分授業2因。 lクラスの人数は2年生40人。 6年生は lクラスを 2つに

分けるのでそれぞれ約 20人構成。英語担当教諭はアメ リカ男性 l人、日本女性 l人で、両者とも日英

語バイリンガルである。指導経験、情熱も豊か。指導についての研究も常に怠らない。指導者として

は十分な資質を持ち合わせている。

② 小学校英語教育では、歴史のある伝統校であるため、教材研究、指導法などよく研究されている。生

徒の資質も受験で一定のレベルを確保。英語教育の環境にも恵まれている。それにもかかわらず、「早

くから始めて自由に話せるようになってもらいたいJという、父兄の願いはここでも実現はされてい

ない。教室を一歩出たら英語を話す環境に恵まれない日本での英語教育の限界を感じる。

③ 臨界期を超えない年齢から英語を学んでいるのに 2年生も、6年生も発音がよくない。そのことをアメ

リカ人教諭に尋ねると、発音に関しては特に指導しないとのこと。理由は、世界中さまざまな英語の

使い手がさまざまなイントネーションで発音しているので、日本人はJapaneseAccentで:あってもかま

わないから、ということで、あった。年齢の早いうちに英語を始める効用の lつは、口の柔らかいうち

に正しい発音を身につけられるというところにあるというのが筆者の主張であるのでこのことは残念
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に思う。

4. 成城学園初等部の英語教育

4.1 成城学園初等部英語教育の目標

① 国際的視野を持つ人格を育てる

② 適期に言語能力を開発する

③ 言語活動を盛んにする

4. 2 成城学園初等部英語教育の方法

① 教師と子供の英語でのやり取りを interactionと捉えて、生徒の反応が英語だけでなく日本語で、あって

も教師はそれを受け止め、次の 「やりとりJへと発展させていく。教師は生徒の反応をさまざまな形

で補い、単語だけであれば完全な文にして聞かせる。日本語であれば、生徒の言おうとしていること、

言っていることを英語にして聞かせる。決して強要しないで、生徒とのやりとりの展開を大事にし、

正しい英語を聞かせる機会を作り、生徒たちが英語を使ってみたいと思える状況を作る。また、生徒

たちの非言語的な反応(うなずき、表情、ジ、エスチャーなど)もコミュニケーションの lつとして受

け止め、英語のやり取りに加えていく。この interactionを通して、英語がわかった、英語が使えた、

通じた喜びを実感させ、コミュニケーションが成立した体験を積み重ねていくことによって、英語へ

の関心を高めようとする教育方法をとる。

② 「英語で遊ぼうj というプログラムを組んで英語の楽しさを実体験する企画がある。それは、])英語

を実際に使ってコミュニケーションをはかり、その楽しさや達成感を体験する、 2)英語を通して異文

化に触れる、 3)生きた英語に触れる、 4)6年生には教室で学習した英語を実際に使う機会を提供する、

5)授業として英語学習を開始していない 3年生以下の生徒たちには、英語を通して「楽しい!Jとい

う体験をしてもらう、というものである。

このプログラムには保護者、交換留学の学生、児童英語専攻の学生などさまざまなボランティアの

協力を得て実施している。このフログラムは生徒たちに大変好評とのことである。

4. 3 成城学園英語教育に対する考察

① 成城学園の教育は強要しない教育で、生徒が自らの意志で勉強したいと思うように教育するのをモッ

トーとしている。英語教育についても同様に強要をしない。参観した 4年次授業は学年末のためリス

ニングテスト中であったが、相談したり、友達のテストをのぞいたりといろいろで-あった。強要しな

い教育は理想であるが、ある程度の強要と節度は必要であると感じた。英語教育以前の教育論の問題

である。

② 4年生から英語教育が始まる。 40分授業で l週 l因。 lクラス 40人。教員は日本女性 l人。日英語の

パイリンガルである。他に補助教員が1人の構成。
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「成城学園は4年次から英語教育が始まるため、低学年で学ばせたい事が出来ず、時間数も少ないので

中途半端になりがちで、それが残念で、あるけとの担当教師の感想である。しかも、 l週間に l回の授

業で、クラスも 40名と言語教育には大きすぎる。従って、英語に触れるという域を超えられないとい

うことである。

5 ヤマハ英語教室

「早くから英語を始めて、自由に話せるようになってもらいたい」と願う親が通わせる英語教室である。

小学 3~4 年、 5~ 6 年 、 中学 l 年 、 2年の4コースを参観した。

5. 1 ヤマハ英語教育の目標

① 3~4 年生

「聞く・話す ・読む ・書く」のトータルな英語力を育み、自分の気持ちゃ意思が表現できる力を育む。

② 5~6 年生

生きた英語のやりとりを身につける。中学校への準備学習の 2本柱で「聞く ・話す ・読む・書くjの4

技能を総合的に養い自己表現できるように学習する。

5. 2 ヤマハ英語教室の指導法

① 「英語の耳を育てる→英語のやりとりを身につける→英語を読む ・書くJという母語を習得するよう

なプロセスで指導する。

② ベースとなるテキスト、おさらいのためのワークブヅク、正しい発音のためのCD ・ビデオなど独自

に開発した教材を使って指導する。

5. 3 ヤマハの英語教育に対する考察

小学生の lクラスは5名、中学は両クラスとも l名であった。小学生のクラスは能力にバラツ

キがあり、そのため習得度に差がある。中学生は2名とも小学校低学年から教室に通っているの

で、英語に良く慣れていた。 4技能のうち「話す」能力が一番落ちるが、それでも何とか持って

いる力で表現しようとしていた。この積極性が、 学校で教科として強いられている場合と違うよ

うに思う。

参観したクラスは2名の日本人教師が担当。両先生とも英語圏への留学あるいは滞在経験者で、

指導も熱心であり、何とか生徒たちと英語でコミュ二ケーションを取る努力をしていた。ただ、

この教室でも臨界期前に英語を始めているのに発音がよくないのは残念であった。指導者にその

点を尋ねると、コミュニケーションが取れることを第 !とし、発音はあまり厳しく指導していな

いということであった。
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おわりに

小学校英語教育では発音教育をもっと重視すべきであると参観して感じた。「子供は7歳を過ぎると絶対

音感が身につかなくなるという。 7歳までに音に対して敏感に反応する時期があるらしい....歌で遊ぶ程

度の英語の学習は 7歳前後までに、できれば小学校の低学年から始める方がょいと私は思う。それは決し

て日本語を軽視してよいということではない。音の臨界期に英語の発音を身につけさせたいと願うからで

ある。」 と生命科学者の柳沢桂子氏 (5/25/04朝日新聞)は述べている。

筆者は英語教育で大切なのは、特に幼年時代は、何よりも音声教育であると思っている。自分で 「発音

できない音は聞けなしリ、また、「聞けない音は発音できない」からである。日本人が 「ア バード イズ

シンギング」と発音した場合、‘Abird is singing. 'なのか、‘Abard is singing. ' なのか判らない、といっ

た具合である。つまり、英語の [aJ，[aJ， [八J，[aJの音はわれわれ日本人が発音すると全部 「あ」とな

ってしまう。

さらに、日本語のように l語 l音の CVCV(CはConsonant子音、 VはVowel母音)からなる音体系言

語を母語とするものが、英語の例えば spr巳adのように CCCVCと3子音が続くような音体系の言語を発

音するとき、どうしても日本語流に発音して、 [sUpUredOJとしてしまう。本大学学生のほとんどはこのよう

に発音する。これでは全く通じない。日本人が英語圏に行ってことばが通じないのは、概して発音の悪さ

にあると筆者は思う。

発音の名手である島岡丘氏が主催する 「アイリス英語教育学会」の発音研究会では日本語式発音を提唱

し、例えば、 ginand tonicは 「次男トニックj、Jackand Bettyは 「若干便利」と日本語をあてている。こ

のような指導では根本的な問題を解決したことにならない。日本語と英語では口、唇、舌の使い方が違う。

違うということを認識させ、英語の口の聞き方、舌の動かし方を練習させなければ正しい発音は身に付か

ない。この練習を口も舌も柔らかい小学校低学年のうちに行えば、日本語にない音でも身に付く。この発

音訓練こそが早期英語教育には必要なのである。アメリカは多民族国家であるためさまざまなイントネー

ションの英語が話される。そのため発音矯正の学校が盛んである。筆者は2003年、 2004年の 2年間口スア

ンゼルスにある日本人のための発音矯正の学校に通った。そのカリキュラム、指導法が小学校で英語を教

える場合には効果的であるということを、青山学院、成城学園、ヤマハ英語教室を参観して確信した。ア

メリカで習得した発音矯正の理論と実践を平成 16年度特別研究で得た成果を踏まえながら、いずれ地域貢

献の一環として小学校英語教育導入や中学校英語教育に活かせればと考えている。

最後にこの特別研究費を付与くだされた滋賀県立大学に感謝の意を表して研究報告の結びとする。
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(前号以降)

著書、論文、発表、翻訳、その他(印刷物く監編修、教材、事典、 書評、一般雑誌など>、

講演、社会活動、地域社会への参加・ 貢献など)

[石田法雄]

Hoyu Ishida:“Particular and Universal Norms of Religious Values in Tannisho，" Academic Rとports

o[ the Univeηiη Center [or Intercultural Education， The Universi砂o[Shiga Pre[ecture， No. 9， 

December 2004， 1-13 

Hoyu Ishida: “Particularity and Universality Revealed in Shinran's Teachings: Overcoming 

Exclusiveness，" XIXth World Congress o[ the International Association [or the History o[ 

Religions， Congress Secretariat of the 19th World Congress of IAHR (第四回国際宗教学宗教史会

議世界大会)，Tokyo， March 29， 2005， 110 

Hoyu Ishida: Special lecture ‘The Concept of Wabi and Sabi in Japanese Culture，' Japan Center for 

Michigan Univ巴rsities，Hikone， July 22， 2005 

Hoyu Ishida: Presentation ‘That Which Is Unsurpassed in the Changing Nature of the World，' 

Tw巴lfthBiennial Conference of the International Association of Shin Buddhist Studies (第12回国

際真宗学会)，Nishi Tokyo， Musashino University， Septemb巴r11， 2005 

Hoyu Ishida: Presentation “Particular and Universal Norms of Shinran's Religious Experience，" The 

World Society for Ekistics 2005 Annual Meeting in Hikone， Japan (世界エキスティックス学会

2005年彦根大会)，University of Shiga Prefecture， September 22， 2005 

石田法雄:実演「英語で遊ぼう」、親子フレイステーション事業、 多賀町立大滝幼稚園、 2004年12

月20日、 2005年1月24日、 2月28日、 3月7日、 5月30日、 7月6日、 9月26日

石田法雄:講演 「異文化接触論一自分とどうつきあうか一」、 『福寿大学』、鳥居本地区公民館、

2005年6月8日

石田法雄:編集『滋賀県立大学開学十周年記念昔、』、滋賀県立大学、 2005年7月、 233

石田法雄:講義 ・研修「平成17年度愛知 ・犬上ブロック派遣社会教育主事研修」、愛知川町教育委

員会、滋賀県立大学、 2005年8月8日

石田法雄:財団法人滋賀県国際協会評議員("'2005年6月)、 滋賀県TOEIC推進協議会委員、 財団

法人国際仏教文化協会評議員・研究員、 「多賀町を紹介するフロジ、エクト 文化遺産J事業顧問

[上村盛人]

上村盛人:論文 「ウォルター ・ペイターの審美主義 (5)一『エピクロス主義者マリウス』につい
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て」、 『国際教育センタ一研究紀要』、滋賀県立大学国際教育センタ一、第 9号、 2004年 12月、

15-28 

上村盛人研究発表抄録] “Walter Pater's Aestheticism Seen through His ‘Dante Gabriel 

Rossetti，'" The Pater Newsletter， Nos 47/48 (Fall 2003/Spring 2004): 47 

[小栗裕子]

小栗裕子:論文「英語学習の動機づけ一大学1年次と 2年次を比較して一」、 『国際教育センター

研究紀要』、滋賀県立大学国際教育センタ一、第9号、 2004年12月、 29・39

小栗裕子:発表「リスニング指導の効果ーリスニング vs.リスニング+リーディングー」 第 44回

大学英語教育学会全国大会、玉川大学、 2005年9月9日

小栗裕子:Lecture & Workshop “How to motivate learners and dev巴lopstudents' listening abilities"、

北九州教育センタ一英語教員研修フログラム、 2005年8月5日

小栗裕子:Workshop“Towards an integrated approach"滋賀県立大学国際教育センタ一公開セミナ

一、同交流センタ一、 2004年12月24日

[クリンが ウオルタ]

Walter Klinger:“Movie Musicals for English Language Study: the Controversial 'The King and 1. '" 

ManToMan The Internet TEFL Journal， 53. November 2004. available online at 

http://www.mantoman.co.kr/study/stu_01.php?wz_indx=53 

Walter Klinger:“What Words Do College Students Know? A Survey of Vocabulary in a Quiz Game. " 

Academic Reports of The University Center for Intercultural Education， The University of Shiga 

Prefecture， 9. Hikone， Japan. December 2004， 41-60 

Walter Klinger:“Movie Musical Songs for EFL:‘Oklahoma!川映画英語教育研究紀要、第 9号

2004年 12月、 6“6-6♂7 
Walter K阻li加ng酔er仁:発表

(NPO) 、2004年 12月4日

Walter Klinger:発表“AmericanTV Comedy: A Samurai Sandwich & 80 Cheeseburgers." 映画英

語教育学会第 11回大会、相模女子大学、 2005年 10月1日

Walter Klinger: Workshop “Towards an integrated approach."滋賀県立大学国際教育センタ一公開セ

ミナ一、同交流センタ一、 2004年 12月24日

Walter Klinger:講演“Effectivenessof Communication English Teaching Material."滋賀県立大学国

際教育センター研究紹介セミナ一、同センタ-Al-208室、 2005年7月4日

Walter Klinger:特別講義“Activities& Games for Speaking."滋賀県教育委員会学校教育課平成 17

年度英語教員資質向上研修、滋賀県立大学、 2005年8月18日
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[寺島姐子]

寺島地子:論文 「変化する英語(1)J、 『国際教育センター研究紀要』 、滋賀県立大学国際教育セ

ンタ一、第9号、 2004年12月、 61-74

寺島姐子:講演 「つづり字と発音の不一致をどう指導するか」、滋賀県立大学国際教育センタ一公開

セミナ一、同交流センタ一、 2004年 12月24日

[外狩章夫]

外狩章夫:論文 「ヴァーロック夫妻の閉ざされた動機一一コンラッ ドの『密偵』覚書」 、 『国際教

育センター研究紀要』、滋賀県立大学国際教育センタ一、第9号、 2004年12月、75-91

外狩章夫:講演 「イギリス文学の不思議一一コンラッドの生きた3つの世界J (平成 17年度滋賀

県立大学公開講座)、滋賀県立大学講義室A2-202、2005年5月

外狩章夫:その他 「公開講座でコンラッ ドを紹介する」、 『はっさか』、滋賀県立大学後援会、第

21号、 2005年7月

[山本薫]

山本 薫:論文 1W陰影線』における陸の上の挿話について」、 『国際教育センタ一紀要』、滋賀県

立大学国際教育センタ一、第9号、 2004年12月、93-106

山本 薫:発表 1Joseph ConradのTheShadow-Lineにおける超自然」 、日本英文学会、第77回大

会、日本大学、 2005年5月22日

山本 薫:その他 く海外新潮>121世紀の ConradJ、 『英語青年』、研究社、2005年5月号:97 

山本 薫:その他 く海外新潮> 1第一次世界大戦の文学再考」、 『英語青年』、 研究社、 2005年7

月号:221 

山本 薫:その他 く海外新潮> 1ゲイと「家族JJ、 『英語青年』 、研究社、 2005年9月号:357 

[吉村淳一]

吉村淳一 :論文 「ドイツ語における 2格の修飾的機能についてj 、 『国際教育センタ一研究紀要』、

滋賀県立大学国際教育センタ一、第9号、 2004年12月、 107・118

吉村淳一 :講演 「ドイツ語の2格とその周辺」、滋賀県立大学国際教育センター研究紹介セミナ一、

同センタ-Al-208室、 2005年1月24日

吉村淳一:日本独文学会データベース委員会委員

[長島律子]

Ritsuko Nagashima: Trois pretres bernanosiens des annees 30， Academic Reports of the University 

Center for Intercultural Education， the University of Shiga Prefecture， No.9， 119-135 
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[地蔵堂貞二]

地蔵堂貞二:論文 IW品花宝鑑』再考」、 『国際教育センター研究紀要』、滋賀県立大学国際教育セ

ンタ一、第9号、 2004年 12月、137-152

地蔵堂貞二:講演「清代前期北京語について」、滋賀県立大学国際教育センター研究紹介セミナ一、

Al-208室、 2005年3月28日

[呉凌非]

呉 凌非:論文「“的"的・距功能及其省略条件」、 『現代中国語研究』、 朋友書庖 2004年第6期、

110 -115 

呉 凌非:論文「動詞の周期性から見る“在"と“着、 『国際教育センター研究紀要』、滋賀県

立大学国際教育センタ一、第9号、2004年 12月、 153-160

呉 凌非 :滋賀県行政経営改革 ・施策評価委員会委員就任 2004年4月1日""'2005年3月31日

呉 凌非 :第 11回滋賀青年の翼 ・事前語学研修講義 2004年 11月14日

呉 凌非 :滋賀青年洋上大学 ・事前研修会講義 2004年7月 10日

[亀田彰喜]

亀田彰喜・ 他 11名:著書「成果主義と 1T J、晃洋書房、2005年6月

亀田彰喜:論文「知的財産権と情報技術j 、 『国際教育センター研究紀要』、滋賀県立大学国際教育

センタ一、第9号、 2004年 12月、 161-171

亀田彰喜・勝木太一:論文 「情報ネットワーク社会の情報倫理」、 『松阪大学紀要』第 23巻 第 1

号、松阪大学、 2005年3月、 15-24

亀田彰喜 :論文 「政策としての知的財産権と情報問題」、情報問題研究、第 17号、2005年 6月、

121-136 

亀田彰喜 :発表「国家戦略としての知的財産権と情報問題」、第 65回情報問題研究会、 2005年 3

月

脇田晴子(代表)、亀田彰喜、他 13名:文部科学省科学研究費補助金基盤研究(A)(2)14201034I中

世・近世における近江商人の活動と日本海流通の総合的研究」

秋山道雄(代表)、亀田彰喜、他 5名:滋賀県立大学特別研究、 「公共交通とまちづくりに関する

地域学的研究」

[宮城成幸]

Shigeyuki Miyagi， and Shoji Tominaga:“Face Detection in Colour Images by Wavelet Transformぺ

Proc. of AIC Colour 05， The 10th Congress of th巴 InternationalColour Association， Granada， 

Spain， May 8-13 2005， Vol. 2， 1039-42 

内

4Fb
 

q
J臼
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宮城 茂幸、富永 昌治ウエーブレット変換を用いたカラー画像中の顔検出」、日本色彩学会

第36回全国大会、日本色彩学会誌 Vol.29 supplement、2005年、 4-5

宮城 茂幸、富永 昌治顔検出のための肌色情報と確率テーブルマッチングのウェーブレット統

合」、画像の認識・理解シンポジウム (MIRU2005)予稿集、淡路夢舞台国際会議場、 2005年 7

月18日"'20日、 347-52

宮城 茂幸、富永 昌治ウェーブレット変換を組み合わせた確率増分符号相関によるカラー画像

中の顔画像検出」、 『国際教育センター研究紀要』、滋賀県立大学国際教育センタ一、第 9号、

2004年 12月、 173-84

宮城 茂幸:電子情報通信学会2005年度ディジタル信号処理研究専門委員会委員

宮城 茂幸:システム制御情報学会2005年度事業委員

宮城 茂幸:滋賀県高度情報化推進会議運営委員会委員

宮城茂幸:彦根ユビキタス産業協議会作業部会電子アルバム担当

[岡本進]

岡本 進:論文「全力漕と漸増漕テストによる呼吸循環応答の比較」、 『国際教育センタ一研究紀

要』、滋賀県立大学国際教育センタ一、第9号、 2004年12月、 185-192

岡本 進，宮本 孝:発表「加速度計からみた高年男性の身体活動量と体力」、第 9回日本ウォー

キング学会大会、日本青年会館、 2005年6月25日

岡本 進:講演「運動と心拍数j 、滋賀県レイカディア大学選択講座、 2005年 1月27日

岡本 進:講演「運動とからだ、の仕組みJ、滋賀県レイカディア大学選択講座、 2005年2月8日

岡本 進:講演「心拍数からみた各種スポーツの運動強度」、滋賀県レイカディア大学選択講座、

2005年2月 18日

岡本 進:講演「ニュースポーツのフログラム」、滋賀県レイカディア大学選択講座、 2005年 4月

28日

岡本 進:講演「高齢社会におけるこユースポーツの役害山、滋賀県レイカディア大学選択講座、

2005年5月 12日

岡本 進:講演「ウォーキングと健康」、滋賀県レイカディア大学選択講座、 2005年6月21日

岡本 進:講演「健康づくりと生涯スポーツ」、淡海生涯カレッジ、 2005年9月10日

[寄本明]

寄本 明[健康特別編集]:著書 「血圧 ・血糖値・コレステロールを下げる [血管のサビ落とし]J 

主婦の友社、 2005年8月、 56-57

坂手誠治、西川直子、寄本明:論文「勤労者を対象とした地域での健康づくり教室の取り組み」

『ウォーキング研究』、第8号、 2004年12月、 81-86
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西川直子、坂手誠治、寄本明:論文「中高年者の長距離ウォーキング時における脱水状況とその影

響」、 『ウォーキング研究』、第8号、 2004年12月、 141-145

寄本 明:論文 「中高年女性における体力の加齢変化と運動実施の影響」 『国際教育センター研

究紀要』、滋賀県立大学国際教育センタ一、第9号、 2004年12月、 161-203

坂手誠治、寄本明、高力容子、服部忠、木村隆:論文 flO年間における勤労者体力の推移と相違」

『体育の科学』、第55巻第6号、 2005年6月、 463・469

寄本 明:記事「さっさ歩きは脂肪を燃やし動脈硬化も効率よく防いでくれる」、 『健康一別冊

~ 1O月号 、 2005年10月、 120-121

寄本 明、西川直子:発表 「中高年者のウォーキングイベント参加時における脱水と熱中症の危険

性」、第43回日本生気象学会大会、山梨県環境科学研究所、 2004年10月23日

Akira Yorimoto， Naoko Nishikawa， Seiji Sakate :発表 fTheDanger of Dehydration and Heatstroke 

in the Walking of Middle-aged and Elderl y Persons in the Summer J、The8th Asian Federation 

of Sports Medicine Congress 2005 Tokyo、KeioPlaza Hotel Tokyo、2005年5月11日

坂手誠治、寄本 明、西川直子、西倉恵美、田中一朗:発表 「歩行を中心としたメタボリック・シ

ンドローム予防に関する教育プログラムの検討」 、第9回日本ウォーキング学会大会、日本青年館、

2005年6月25日

寄本 明、坂手誠治、西川直子:発表「若年成人と中高年者におけるウォーキング時の体液および

体温調節の比較J、第9回日本ウォーキング学会大会、日本青年館、 2005年6月25日

分木ひとみ、寄本 明:発表「足踏みテストの有用性一加齢および高齢者の体力測定項目との関係

-J、第60回日本体力医学会大会、川崎医療福祉大学、 2005年9月23日

星 秋夫、寄本 明:発表 「中高年齢女性の日常生活活動量と心身の自覚症状等との関連」、第60

回日本体力医学会大会、川崎医療福祉大学、2005年9月23日

坂手誠治、寄本 明:発表 「日常の身体活動量が勤労者の心身の健康面に及ぼす影響」、第60回日

本体力医学会大会、川崎医療福祉大学、 2005年9月23日

寄本 明、西川直子、芳田哲也、新矢博美、中井誠一 :発表「中高年運動実施者における熱中症の

認知度とその実態」、第44回日本生気象学会大会、ピックハート出雲、 2005年10月21日

芳田哲也、中井誠一、新矢博美、寄本 明:発表「体重計測から求めた女子大学生による卵胞期と

黄体期の水分出納J、第44回日本生気象学会大会、ピックハート出雲、 2005年10月21日

新矢博美、芳田哲也、寄本 明、中井誠一:発表「早朝空腹時安静時代謝量に及ぼす性周期の影

響」、第44回日本生気象学会大会、ピックハート出雲、 2005年10月22日

中井誠一、 新矢博美、芳田哲也、寄本 明:発表 「日常生活で暴露される温度の年間変動j 、第44

回日本生気象学会大会、ピックハート出雲、 2005年10月22日

寄本 明:講演「糖尿病予防と体力」、 糖尿病予防教室、能登川町総合健康福祉センターなごみ、

2004年4月22日
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寄本 明:講演「糖尿病予防における個別相談」、糖尿病予防教室、能登川町総合健康福祉センタ

ーなごみ、 2004年5月20日

寄本 明:講演「夏のウォーキングと熱中症一水分代謝について一」、都市気候と熱中症に関する

講演会、福岡明治安田生命ホール、 2004年5月29日

寄本 明 :講演「健康と運動」、高島町生涯学習「町民大学」、高島町生涯学習センタ一、 2004年7

月22日

寄本 明:講演「運動と健康についてJ、彦根市健康推進員養成講座、彦根市障害者福祉センタ一、

2004年8月9日

寄本 明:講演「運動医学の基礎・健康づくりと運動についてJ、健康推進員養成講座、ウエルネ

ス八日市、 2004年9月3日

寄本 明:講演「転倒を予防し元気で過ごすために一こけない体をつくるための秘訣一」、転倒予

防教室、保健センタ一、 2004年9月8日

寄本 明:講演「運動と健康」、淡海生涯カレッジ彦根校、滋賀県立大学、 2004年10月2日

寄本 明:講演「健康を保つために一生活習慣病予防としての運動一」、滋賀県議会議員研修会、

滋賀県庁本館議員室、 2004年10月12日

寄本 明:講演「健康づくりと運動」、健康推進員養成講座、サントピア水口、 2004年9月9日

寄本 明:講演「運動生理学」、健康推進員養成講座、サントピア水口、 2004年10月14日

寄本 明:実技「いっしょに楽しみながらいっしょに鍛える親子体操」 ・講演「子どもの体力・親

の体力ーその現状と課題一」、幼児の体と健康に関する研修会、彦根市立城陽幼稚園、 2004年10

月28日

寄本 明:講演「運動と休養について」、健康推進員養成講座、近江八幡市立市民保健センター研

修室、 2004年11月25日

寄本 明:講演「運動生理について」、健康推進員養成講座、近江八幡市立市民保健センター研修

室、 2004年12月9日

寄本 明:講演「予防のキーワードは?“運動、骨粗しょう症予防教室、総合福祉センターじ

ゅぴあ会議研修室、 2004年12月2日

寄本 明:講演「スポーツ活動と水分補給について」、奈良県体育協会スポーツ指導者研修会、奈

良県社会福祉総合センタ一大ホール、 2005年1月22日
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平成 16年度後期授業アンケート報告

1 はじめに

平成 16年度より自己評価委員会主導による授業アンケートが，全学のすべての開講科目を対象とし

て行われるようになった.当センターではこれまで独自に授業アンケートを実施し，授業の改善に役

立ててきた.これまでは，このような取り組みがほとんど評価されていなかったようであるが，アン

ケートが全学で， しかも組織だ、って実施されることは，このような取り組みの重大性が認識されてき

た結果ではないであろうか.なお，自己評価委員会による授業アンケートは前期末と後期末の 2回実

施されたが，当センターは後期末の授業アンケートより参加した.これは次のような理由による.ア

ンケートの実施方法や設問の不備などがあり，自己評価委員会でのアンケート準備が遅く，前期末の

アンケートの依頼が授業終了近くになって依頼がきたこと.そしてそれまでにすでに当センター独自

のアンケート準備がすすんでいたことによる.

本来ならばアンケート報告としては前後期すべての開講科目に対して集計すべきであるが，設問内

容が当センター独自の設問と自己評価委員会による設問が異なること，また今後は自己評価委員会に

よる授業アンケートが学内での事実上の標準となることを鑑み，後期に行った自己評価委員会による

授業アンケートの結果のみを集計し，報告する.なお，語学系の科目は通年の開講が多く，そのよう

な科目は前期末には授業アンケートが実施されても，実際はアンケートを行わない. したがって後期

のみのアンケート集計は十分に意味があることを付け加えておきたい.

アンケートの設問は 15問あり，そのっち lから 12までは共通の設問である.13から 15までが各科

目において自由に設定できる追加質問用に割り当てられている.以下に質問内容を示す.

- あなた自身の取り組み方について

(1) この授業にどれだけ出席しましたか.

(2) 予習・復習に毎週どれだけの時間を使いましたか.

・授業の内容について
(3) 興味のもてる内容でしたか.

(4) 内容は理解できましたか.

(5) 授業で扱った内容をより深く学びたい気持ちになりましたか.

(6) この授業は，履修の手引きと内容が一致していましたか.

・教員の教え方について
(7) 教員の声の大きさや話し方は，適切でしたか.

(8) 黒板やスクリーンの文字や図は，わかりやすいものでしたか.

(9) テキストや配布資料は，わかりやすいものでしたか.

(10)教員は，受講者の様子に注意 しながら授業をしていましたか.
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(11 )質問への対応は，適切でしたか.

・総合評価
(12)この授業の総合評価は，どの程度になりますか.

・予備欄 (追加質問)
(l 3)~( 15) 

2 英語
英語を受講した学生たちのアンケートを分析した結果，全受講生の 77%が授業にほとんど出席した

という回答であった.欠席 3固までを許容範囲とするならば 87%の出席率であった.予習復習に毎週

どれだけの時間を使ったかという質問には 3時間以上と答えた人は 20.9%，2 ~ 3 時間が 57.4%， 1 ~2 

時間が 17.4%， O~ 1時聞が3%，0時間の人が 1.3%であった.

授業内容については，およそ 50%の人たちが興味が持てる授業であったと答え， 56%の人がだいた

い内容が理解でき，およそ 38%の人がさらにより深く学びたいと思っていることがわかった.

担当教員についての評価は，まず，声の大きさや話し方は 67%の人が適切で、あったとし，板書，ス

クリーン文字や図がわかりやすかったかどうかについては，半分の人たちがわかりやすかったと答え

ている.受講生の様子に注意していたかという問いには， 53%の人がしていたと答え，さらに質問した

場合の対応については 51%の人が適切で、あったと感じていた.最後に授業の総合評価を聞いてみると

57%の人が良かったという回答であった.

上記の結果から，授業内容や教員についての評価，授業の総合評価は 50%を少し越えるものであっ

たと言える.これは学生たちの授業への満足度が半分程度で、あるといつ ことを示しているのかもしれ

ない.

選択肢 選択肢

2 3 4 5 2 3 4 5 

人間文化 4.9も 10.4も 18.6も 21. 4も 44.6も 人間文化 0.7も 5.5も 23.2も 41.7も 28.9も

設 環境科学 9.3も 9.4も 14.6も 26.4略 40.3も 設 環境科学 2.0% 7.5首 25. 7も 42.3% 22.5も

問 工学 3.8も 6.1も 15.0も 21. 6唱 53.6も 問 工学 1.0も 7.3も 31. 5首 44.1も 16. 1も

人問看護 4.6も 3.2も 10.6略 26.6も 55.0も 7 人問看護 0.5も 5.5も 16.9も 47.9も 29.2も

全学部 6.0も 8.2も 15.5唱 23.7も 46.6も 全学部 1.2首 6.6世 25.1唱 43.2も 23.9唱

人間文化 17.1% 55.7% 22.4略 3.5唱 1.3も 人間文化 1.1軸 9.3も 38.6首 34.6も 16.5% 

圭員Z凡 環境科学 21. 8も 59.5% 14.8も 2.3も 1.6も 設 環境科学 3.0も 12.0も 39.0首 33.5も 12.5唱

問 工学 29.6% 53.8も 13.5略 2.3も 0.8も 問 工学 1.3も 9.8も 46.6も 33.2も 9.1も

2 人間看護 12. 7も 62. 7も 18.2も 5.0% 1. 4% 8 人間看護 0.5も 7.3% 32.3首 41. 8首 18.2も

全学部 20.9も 57.4も 17.4略 3.0も 1. 3% 全学部 1.7唱 10.0首 39.8も 34.8も 13.7% 

設 人間文化 1.6首 7.9も 40.0唱 42.8も 7.7も 設 人間文化 1.8も 4.6も 45.2も 36.3も 12.1略

問 環境科学 3.2も 13.4首 36.0唱 37.3も 10.2も 問 環境科学 2.9も 9.8も 41. 0も 34.9唱 11. 4首
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3 工学 4.0協 9.1も 37.3も 41. 8も 7.8も

人間看護 0.5も 9.1% 32.4も 49.8も 8.2唱

全学部 2.6も 10.1も 37.1略 41. 6も 8.6% 

人間文化 1.5も 8.0も 32.9も 47.9% 9.7% 

設 環境科学 2.5首 13.0首 30.3首 46.0も 8.2も

問 工学 2.5略 10.8略 37.3も 41. 8も 7.6も

4 人問看護 1.4も 5.0も 28.8も 49.8も 15. 1首

全学部 2.0も 9.9首 32.5も 46.1略 9.4略

人間文化 3.1も 12.2も 49.2も 29.1も 6.4も

号且1凡 環境科学 7.1も 15.0% 38. 1も 29.8略 10.0唱

問 工学 5.8も 12.9も 46.7も 27.5も 7.1略

5 人問看護 3.2も 15.5% 39.3% 30.6も 11. 4も

全学部 5.0も 13.7も 43.8% 29.1軸 8.4も

人間文化 0.2% 2.6% 49.1唱 36.6も 11. 6も

設 環境科学 1.1% 5.7も 48. 7も 36.0も 8.4も

問 工学 0.8も 3.8も 58.6も 28.3も 8.6唱

6 人問看護 2.3も 41.4も 43.2% 12.7首 0.5% 

全学部 0.9も 8.8も 50.4弘 31. 4弘 8.4唱

9 工学 1.5も 7.3も 45.1首 35.0首 11.1も

人問看護 0.5も 6.4唱 28.2% 45.9略 19.1略

全学部 1.9も 7.1% 41.6も 36.8も 12.5軸

人間文化 1.6も 8.2も 36.4も 39.0も 14.7% 

圭員且凡 環境科学 3.6首 10.5も 33.7も 37.1% 15.2唱

問 工学 2.0も 8. 1も 42.2% 35.9も 11. 9も

10 人間看護 2.3も 7.8も 24.2も 43.8も 21. 9も

全学部 2.4略 8.9も 35.3も 38.3も 15.1% 

人間文化 0.5首 4.6も 44.5も 35.9も 14.5% 

設 環境手|学 2.1唱 6.1も 41. 3唱 36.1唱 14.3% 

問 工学 1.0も 3.8も 49.5唱 35.4首 10.4首

11 人問看護 1. 4% 6.0も 29.4も 41. 3% 22.0もl

全学部 1.3情 5.1唱 42.7唱 36.5も 14.4首

人間文化 0.7覧 8.5も 32.0も 43.8% 15.1も

号az，L 環境科学 3.1も 9.0% 33.4も 44.5も

問 工学 1.8も 7.0% 38.4も 41. 5も

12 人問看護 0.9% 7.8も 24.3も 48.2も

全学部 1.8も 8.2% 32.9% 44.1% 13.1も

3 第2外国語

追加質問として下記の設問を用いた.

(13)第2外国語を習得するために，現在の授業数(1， 2年次周 lコマ)で十分だとおもいますか.

1.十分 2. ほぼ足りている 3.やや不足 4.不足 5. わからない

(14) [設問 (3)で， 3または 4を選んだ人のみ]どのくらいの授業数が適当だとおもいますか.

1. 1年次週2コマ 2年次週 lコマ 2. 1年次週 lコマ 2年次週2コマ

3. 1， 2年次とも週2コマ 4.それ以上 5.わからない

(15)既存の第2外国語(ドイツ語，フランス語， 中国語，朝鮮語 ただし人間文化学部アジア・地

域文化コースの学生はさらにロシア語，モンゴル語)以外に，新たな選択肢を加えるとすれば，どの

言語がよいとおもいますか. (複数回答可. 5を選んだ人は，回答用紙の記述欄に何語か書いて下さ

い. ) 

1. イタリア語 2.スペイン語 3. ポルトガjレ語 4. アラブ語 5.それ以外

項目ごとにコメントを加えたい.

O 学生自身の取り組み方について

選択必修科目であるためか，出席率は極めて高いが(設問 1 年間 26田中，欠席回数が2固までの
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ものが全体の 70%を超える) ，予習・復習に当てる時間は多くない(設問 2 1時間未満が約 84%，

うち全くしないが23.7%).ただ，毎週 2~3 時間， 3時間以上を予習・復習に割く学生が合わせて

3.4%いることは特筆に値する.

O 授業の内容について

興味深いのは，設問4 (内容は理解できましたか)では， rあまりそう思わなしづと答えた学生は
24.8%で， r強くそう思うJと答えた学生 (3.9%)を大きく上回っているのに，設問4 (授業で、扱っ
た内容をより深く学びたい気持ちになりましたか)では， rあまりそう思わないjと答えた学生(12.3%)
と「強くそう思うjと答えた学生 (12.2%)の比率がほぼ同じという点である.つまり，内容は「あ

まり理解できなかったJが， r深く学びたい気持ちになったJ学生が少なからずいるということでは
ないだろうか.留意する必要があるかもしれない.

O 教員の教え方について

総じて学生の評価は高いと言えるが，数値からみると，板書やテキスト・配布資料のわかりやすさ

(設問 8，9)は他の項目に比し，評価はやや下がる.改善の余地の有無を再度確認する必要がある

のかもしれない.

O 総合評価

非常に良い (15.9%)，よい (42.7%)，普通 (33.1%)，あまり良くない (6.7%)，良くない(1.6%)

であった.この数値をみて，よしとするのかしないのか，各教員の評価にお任せするしかないように

思う.

O 追加質問

既存の授業時間数(1， 2年次各週 lコマ)に関して， r不足Jrやや不足jと答えた学生は 66.5%
にも kり， r十分Jrほぼ足りているjとする学生 (23.8%) を大幅に上回っている.そして， r不
足Jrやや不足jと答えた学生のうち， 71. 6%が現行の 2コマ 4単位を 3コマ 6単位に， 13.8%の学
生が4コマ 8単位，すなわち現行の倍にするのが適当であるとしている.また， ] 1. 5%の学生がそれ

以上と回答している.

なお，設問 15は筆者の不手際で，無効回答数 (78])が有効回答数 (223) を大きく上回る結果とな

ったため， コメント できない.

4 情報処理
今回のアンケートにおける追加質問として，下記の項目を用いた.

(13)授業の内容はあなたにとって有意義だと恩われますか.

(14)授業で学んだ技術は就職の際役に立っと思われますか.

(15)情報専門のコース， 専攻，ゼミ等があれば進学あるいは受講したいですか.

情報科学概論

l回生後期配当の科目であり，前期に引き続いてコンピュータリテラシを学ぶ.学部により多少内容
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が異なり，特に工学部では理系で必須の Unix系osの操作を学ぶ.それ以外の学部ではより進んだ表

計算ソフトの取り扱いや，プレゼンテーションの練習などを行う.

必修の科目であることから， 出席率は非常に高く，大半の学生がまじめに出席をしていることがわ

かる. しかし一方で、予習復習に費やした時間は少なく半数以上がO時間の回答をしている.ソフトウ

ェアの取り扱いや操作に慣れるためには，練習量を積み重ねる必要があるが，そのような努力を怠っ

ている側面が伺い知れる.授業の内容自身に興味を持っている学生は 「強くそう思うjと「ややそう

思うJを合わせると 70%近いことから，情報系の科目に対する意識は依然高い.ただし内容の理解度

については，半数の学生が理解できたと答えているものの， Iどちらとも言えなしづが34%あり十分

に自信をつけていない学生も多い.また約半数の学生はより深く学びたいとの意識をもっており，先

の設問とあわせて，情報系の科目に対する意識の高さを表している.シラパスとの一致度については

「どちらとも言えない」が最も多い.非常勤依存度が高いため十分授業進度の打ち合わせができない

ことがこの原因の一つではないかと考えられる.教員の教え方に関しての質問では「どちらとも言え

ないがJ比較的多く ，否定的な意見は少ない.教員に対しては標準的な評価を下していると考えられ

る.総合評価は「良し寸と「非常に良しづを合わせると過半数をこえ， I普通」を含めると大多数の

学生が総合的に良い評価をくだしている.

追加質問では，授業の有意義性や就職において役に立っかを問うているが，これらの設問に対して

は約 70%の学生が有意義であるあるいは役に立っと感じている.また最後の質問で約 40%の学生が情

報の専門コースに対する興味があるとの回答である.このアンケート集計では全学部をまとめている

ことから，工学部以外にも情報系の専門コースに興味を持つ学生がし、ることを示唆している.

1この後象にどれだけ出席しましたか 2予冒復置に毎週どれだけの碕聞を使いましたか. 3興隊のもてる向容でしたか.

4回以上欠席.、

回欠席

'" 

4同容は、理解できましたか. 5娘lI.で織った肉容をよりl'i<学びたい気符ちにえよりましたか. 8この慢，段、置修田手引きと内容が一致していましたか.
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7教員の声の大きさや話し方は適切でしたか. 8鳳緩やスクリーンの文字や園1:.わかりやすいものでしたか.

全〈そう思わない
凪

そう且わ右手い

'" 
ややそラ旦

36‘ 

どちらとも置え広い
33'、

同級員1玄、受園者の得子に遺志しながら後史をしていましたか. H 買問への対応1乱適切でしたか.

全〈そう思わない

" 
全〈そう思わない

ややそう思う

'" 
あまりそう思わ主い

14‘ 

9テキストや配布資料は、わか'}やすいものでしたか.

全〈そう里わ怠い
!l(そう思う 柿

" 

12ニの領象の総合w・1;.どの程度に与りますか.

全〈そう思わな

13慢業の内容はあなたにとって有意義だと思われますか。 14授章で学んだ技術は就聴の際役に立っと思われますか。 15情報専門のコース、専攻、ゼミ専があれば
進学あるいは受講したいですか.

し、

3% 
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46% 

ややそう思う
46% 

図 I 情報科学概論の集計結果

強くそう思う
9% 

全くそう思わえよ
い
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ややそう思う
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あまりそう思わ
ない
18弘

どちらとも言え
ない
32鳴

情報処理演習 H

2回生配当のコンピュータ言語を学習する科目である.情報処理演習 Iや情報科学概論と比較すると

やや専門性が高いが，コンピュータの振る舞いを理解するためには，プログラミングを実際に行うこ

とが非常に役に立つ.このことから全学部共通の必修科目になっている.

必修科目であることから出席率は良い. しかし情報科学概論と比較するとすべて出席と答えた比率

が6ポイント減少している.また 64%の学生が予習復習に費やした時聞がO時間であると答えており，

これも情報科学概論と比較すると 7ポイント増加している.このことから大学生活に慣れ，ある種の

さぼり癖が現れてきていることを示していると考えられる.内容自体には幾分興味を示すものの，理

解度の点からみてみると，理解できていると答えているのが34%とあまり高くない.やはり抽象度の

高い内容を扱っているので，理解度を向上させるための方策を続けて検討していく必要があるであろ
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う.またさらに深く学びたいかとの質問に対する回答は，この理解度に対する結果とほとんど同じ傾

向にある.シラパスとの一致度については「どちらとも言えなし、」が最も多く，議論の余地がある.

教員の教え方に関する質問では，全般的に高い評価を得ており，発声の明瞭性や，質問への対応は特

に高い評価になっている.総合評価についても否定的な意見は 10%程度であり，良い結果であると考

えられる.

授業の有意義性については 40%の学生がそう感じているものの，実際の就職において役に立っと考

えている学生は少なく， 37%の学生は役に立たないと感じている.実際プログラミング言語を直接仕事

で利用することになる学生は一部であり，ある意味これは正しい判断である. しかし，プログラミン

グ的な論理思考はどの分野でも必要な素養であり.間接的に役立つ.このような意識付けがさらに必

要であると思われる.また情報系の専門コースに関する興味は半数以上の学生がないと答えている.

先の l回生に対する質問では 30%の学生が興味がないと答えていたのと比較すると，かなりの増加で

ある.これらの原因として，興味が徐々に薄れてきたことと，情報処理演習 Eの難しさから情報系の

科目が必ずしも簡単で‘はないということに気づかされたということが考えられる.

両科目に対するアンケート結果全体から，ほほ科目の難易度に対応した結果が得られていると考え

ている.教員の授業方法に対する評価そのものは比較的高いので，授業に関する技術的な問題より，

いかに興味を持続させるか，といったところが今後の課題であろう.

1この慢章にどれだけ出席しましたか

4回以上欠席

10l‘ 

全て出席
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4同容l立、理解できましたか。
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5俊章で!&った内容をより翠〈学びたい気持ちになりましたかこの授業、慮修の手引きと内容が一致していましたか.
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8黒績やス'7')ーンの文字や図は、
わかりやすいものでしたか。
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13慢章の肉容はあなたにとって有意義だと思われますかo 14慢章で学んだ住術は就職の際役に立っと思われますかo15情報専門のコース、専攻、ゼミ等があれば進学あるいは受講
したいですか.
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5 健康・体力科学
平成 16年度後期授業アンケートは全学統一の質問紙により，健康・ 体力科学Hの全21クラス (コ

ース)の履修生について実施した.履修登録者 520名に対して，有効回答数は 479名であ り，履修生

の92.1%から回答を得ることができた.

「学生による授業評価アンケートjは今回から全学統一用紙を用いた.その内容は， 学生自身の取

り組み方について(2問)，授業内容については問)，教員の教授法について(5問)，総合評価

( 1問)から構成されている. さらに， 健康・体力科学では， J生涯スポーツとして役立つ知識や経
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図 2 情報処理演習Hの集計結果
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験が得られたかJ， i運動やスポーツの楽しさや喜びを体験できたかJ， i健康 ・体力科学が必修科

目として必要かjに関する質問3聞を追加し，回答を求めた.

表 lには 15項目の質問に対する回答の平均評価点を，さらに図 3には学生自身の取 り組み方，図 4

には授業内容，図 5には教員の教授法，図 6には総合評価，図 7には健康 ・体力科学固有設問に関す

る回答結果を示した.

学生自身の取り組み方として， 出席状況(設問 1)および予習 ・復習の時間(設問 2)を尋ねている.

出席状況はすべて出席(評価点 5)が 63%，1回欠席(評価点 4)が 22%，平均評価点 4.43であり ，

高い授業出席率であった.これは健康 ・体力科学が実技・実習科目であり，出席を重要視しているこ

とを反映した結果と考えられる. 一方，予習 ・復習の時間は O時間(評価点 1)が 79%，0-1時間(評

価点 2)が 15%，平均評価点で 1.35とそのポイントは低い.各開設コースにおいてレポート等の課題

は出されているが，各コース・担当教員によってその状況は異なる.基本的には 30時間で l単位を認

定する教科なので，週 l時間の予習 ・復習時間(計 15時間)が必要と考えられ，実技・実習にふさわ

しい課題を各コースで課すことを検討する必要がある.

授業の内容について，興味の持てる内容であったか(設問 3) ，内容は理解できたか(設問 4) ，よ

り深く学びたくなったか(設問 5) ，履修の手引きと一致していたか(設問 5) について尋ねた.興味

に関しては，強くそう思う(評価点 5)が 48%，ややそう思う(評価点 4)が 39%で，平均評価点は

4.30であり， 87%の学生が興味をもてる内容であった.内容への理解度は，平均評価点は 4.07であり，

良く理解できた学生(評価点 4，5)は76%であった.授業で扱った内容を深く学びたい気持ちにな

ったかは，平均評価点は 4.01であり， 70%の学生がそのように考えていた.健康 ・体力科学で扱った

コースは 21コースあり，多種のスポーツ種目に渡るが，どのコースの学生もそれぞれ興味を示し，今

後も学びたいと考えており，生涯スポーツへ繋がる内容であったと評価できる.履修の手引きとの内

容の A致については，平均評価点が3.97であり， 68%が履修の手引きとの内容がー致していると答え

ていた.

教員の教授法については，声の大きさ・話し方は適切か(設問 7)，板書等はわかりやすかったか(設

問 8) ，テキスト ・配付資料はわかりやすかったか(設問 9)，受講者の様子に注意していたか(設問

10) ，質問への対応は適切であったか(設問 11)を尋ねた.声の大きさ・話し方は，平均評価点が4.24

であり， 83%が適切であると回答した.板書およびテキスト ・配布資料の適切性に関しては，平均評

価点がそれぞれ 3.69，3.63であり， 他の設問に比べてやや低い評価となっていた.また，この両設問

とも普通と答えた学生が46%および50%と約半数となっていた.しかし，この評価は大学全体，国際

教育センター全体での評価とほぼ同値であった.受講者の様子への注意は，平均評価点が4.11であり ，

76%が注意をしながら授業をすすめていたと評価していた.このことは講義科目とは異なり実技 ・実

習系科目における安全配慮，運動技術獲得過程の評価等と言った点から常に各担当教員が心掛けてい

ることであり，そのことが学生から評価されたものと考えられる.質問への対応は，平均評価点が3.97

であり， 67%の学生がその対応は適切であると回答した.

この授業全体の総合評価は，平均評価点で 4.18であり， 82%の学生が良い或いは非常に良いと評価
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し，普通が 16%，あまり良くない・良くないが2%であった.総合的に高い評価を得た結果となった.

健康・体力科学固有設問に関して，生涯スポーツとして役立つ知識や経験が得られたか(設問 13)

は平均評価点で 3.94あり， 70%の学生が得られたと回答した.運動やスポーツの楽しさや喜びを体験

できたか(設問 14)では平均評価点が4.31であり， 86%の学生がそのように体験できたと回答した.

この結果は健康・体力科学の教科目標の一つである生涯スポーツの定着化に関して，その目標を達成

する授業内容，展開であったことを示唆している.一方，健康 ・体力科学が必修科目として必要か(設

問 15)は平均評価点が4.16であり， 79%の学生が必修科目として肯定し， 8%が否定的であった.

今回のデータは健康 ・体力科学Eの21クラス (コース)をまとめたものであり，その結果から学生

のとらえる健康・体力科学の全体像が把握できた.個々の授業へのフィードパックは各教員(各コー

ス)が各教員宛に配布された授業評価結果を真撃に受け止め，授業改善に活かす必要がある.この点

に関しては各教員任せであり，統ーした対応は行っていない.健康・体力科学全体としては実技・実

習という特質はあるが，授業資料，教授方法および学生への課題の設定等若干の工夫が必要であるよ

うに思われる.今後はアンケート結果を踏まえ授業改善，さらにフィードフォワードできるような授

業展開へ発展させるようすすめていきたい.

鐙 数 設 鐙 量生 2量 2量 E: 鐙 設 2量 2量 自主 綬 S量
間 間 間 間 問 間 矧 間 間 間 間 控書 間 照 罪男
1 z 3 4 5 6 7 8 9 1 1 1 1 

O 1 2 3 4 5 

t担席状 予習・ 内容へ 内容の より漂〈 履修の J!iの大 緩司E等 テキス 受2費者 質問へ 総合詳 生涯ス 楽しさ， 必修科
況 tI習の の興事ま 穫量草 学びた 手引き きさ・2重の表示 ト資料 への注 の対応 緬 ポーツ 喜び g 
時間 L、 と一数 し方 2ま 意
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国際教育セン11ー全体 3. ~lY L 88 3.60 3. .12 :J.Ti 3. 5~ 3.B~ 3.1-8 ~. 5:3 :J. 64 3.6~ 3町;rj

健康・体力科学 4.-1:3 L 35 .1. :lO '1. 07 .1.01 :3. 9I .1. 24 :l.69 3.6:3 ，1. 11 3.9i .1. 18 :l.!).! '1. :¥1 ，1.16 

表 1 15項目の質問に対する回答の平均評価点
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図 3 学生自身の取り組み方
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図 4 慢君臨の内容
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図 5 教員の毅禄渉
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図 6 稼業の総合評価
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図 7 健康・体力科学固有設問
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あとがき

われわれの研究室の窓から見渡すキャンパスには桜とハナミズキが冬に備えて紅く色づき，まもなく葉

を落とそうとしています。環濠に生息する魚も大量の鯉がいなくなり，代わって小魚が席巻しています。

誰が放流したか定かではありませんが，先日，金魚に混じってナマズの存在を知りました。確実に時が流

れていることを実感させてくれます。

さて，本号は発刊 10周年という節目にあたることから，本学が開学して以来，在職された先生方からも

特別に寄稿していただきました。栗山先生には「ワーズワースの覚悟J，大谷先生には「学級規模と教育効

果ーその関係を間い直す一J，深見先生には「グリルパルツアーの『貧乏楽師』における語りの詐術」とい

うタイトルでご投稿いただきました。篤く御礼申し上げます。本号は，研究論文 13編，研究ノート 2編を

教員の研究活動として掲載しています。活動の紹介ではセミナ一、研究費交付一覧、特別研究費報告、教

員の学界活動、授業評価アンケート等のデータを記載して、当センターの過去一年間の活動についても報

告しています。

本学開学当時の専任教員は 13名でスタートしましたが，その後，奥村，栗山，大谷，深見先生が相次い

で定年により退職され、後任として上村，山本，寺島，吉村先生が、また高橋先生の転出に伴う後任とし

て宮城先生が，さらに人問看護学部発足に伴い外狩，地蔵堂先生がそれぞれ着任され，当センターの専任

教員の数は現在日名となっています。本紀要は外国語教育，情報教育および健康体力教育という様々な分

野を寄せ集めたかたちで編集され，センター所属教員全員が寄稿するという開学当初の申し合わせを踏襲

してきました。収録された研究論文数も本号をあわせると 130余編にのぼります。

本学は平成 18年春から公立大学法人に移行することになります。我々教員組織のあり方について先行き

不透明感はぬぐえません。当面は，自由で閲達な学問的発想の場として本誌を維持し，発展させていきた

いと思います。皆様のご協力をお願いいたします。

平成17年 12月25日

編集委員長記
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